[image: cover-image, 毎日聖書ヨハネ]
ヨハネの福音書を読む
 
　これからヨハネの福音書を読んでいくことにする。長いので、ヨハネと呼ぶけれど。ヨハネはなかなか難しい、と思っている。日本人は福音書の中でもこれが一番好き、と聞いたことがあるが、本当かなあ、と思ったりもする。それで、このブログでもまだ取り上げていなかった。ただ、みことばの光でこの箇所が連載されているのを読みながら、自分としても提示するべきかなと考えさせられることが多々あり、少々重い腰を上げることにした。さかのぼってみたら、ヨブ記もそんなことから読み始めていたので、おやおやと思ってもいるのだが。分量と、長さと、何となく、長くなりそうな気がしている。
 
 ヨハネの始まり
 
　ヨハネの福音書を読む上では、その位置づけを意識する方が良いと思う。このは他の福音書から、おそらく30年くらいは後に書かれている。しかも著者であるヨハネは、キリスト教としての動きの冒頭からいた人だから、これまでの間、わざわざ自分が書かなくても、マタイ、マルコ、ルカで十分と考えていたわけだ。それが、自分も高齢になり、他の使徒たちがすでに召されている中で、書き留めて伝える必要があると考えるようになったということである。その立ち位置を意識しながら読むことは必要だと思う。読み手側としては、すでに他の福音書によってキリストの生涯については知っているわけである。ヨハネを初めに読む人はあまりいない、と考えても良いだろう。それでも伝えるべき事、という趣旨になる。ええと、むろん、神からの啓示であるわけだから、神の意図であるのだが、聖書の書き方からすれば、ヨハネがそのように意図して、それを神が認め、用いておられる、ということである。
 
 ヨハネの始まり
 
　そういうわけなので、この書を読む際には、他の福音書は頭に入っていると思っていた方がいい。と同時に、時代を経てから書かれていることからすれば、他の福音書と読み比べたりする必要性はあまり意識せず、これはこれで単独で見ていく方が良さそうだ。などといったことを、それはこれから徐々に示していくことが出来るだろうけれども、冒頭にちょっと述べておくことにする。
 
 ヨハネ　1:1
 
　この書の始まりは、創世記1:1とを意識していると言って良い。新改訳2017では「はじめに」「初めに」と表記を変えてあるが、ヘブル語の意味合いを意識したものであって、旧約のギリシア語訳として古来定番となっている七十人訳では同じ表現だ。当時、この福音書を読んだ人、朗読を聞いた人たちは、同じだという認識を抱いたはずである。それはつまり、これから福音書に語られるイエス・キリストという存在は、世界の始まりからのものとして指し示されるということであり、世界の根幹に関わる存在として告げられるということだ。この書を読み進める時には、そういう始まりを意識する必要があるだろう。
 
 ヨハネ　1:1
 
　ことば、と呼ばれているのがキリストのことであるのは、この後すぐに明らかになる。別段、隠すつもりでこういう言い方にしたのではなく、ヨハネや当時のクリスチャンにとっては、ことばと呼ばれるのはキリストご自身と、当然のように認識されていたのだろう。だからこの冒頭部分にあるのは、キリストの紹介内容として語られているのは自明である。十字架以前のユダヤ社会では、イエスとは何者、という論議があったのは事実だ。ずっと後の時代の人々もそのことでかなり議論している。でも一世紀末、ヨハネはここにあるようように語っている。しかもそれはたいして説明も、根拠付けもなされていない。それはつまり、当時のクリスチャンにおいても、ここにあることは基本的な認識だったということになる。そういうことを確認した上で、ヨハネはイエスの生涯を語り進めることになる。
 
 ヨハネ　1:1
 
　この方はなぜ「ことば」と呼ばれているのか。ギリシア思想的な意味合いも思い浮かべられるが、ここはやはり、旧約からの流れを意識する方が良い。神と人との関係は、まず神が人に対して呼びかけ、語りかけられたところから始まる。つまり、神の言葉が発せられて、である。これを後の者たちは啓示と呼んだのだが、キリスト教信仰の基本要素でもある。そしてキリストは、1:14,18にもあるように、主なる神を指し示す存在として到来された。だからこそ、この方はことばと呼ばれる。神を語り、神を指し示し、そして神を現す方であるから、だ。私たちはもちろん、人としてこの世を歩まれたキリストの姿を尋ね求める。だが同時にそれは、目の見えない永遠の神ご自身を尋ね求めることであるのだと、意識していきたい。
 
 ヨハネ　1:1
 
　キリストは何者か、についての淡々とした答えは、この方は神と共にあり、神であった、ということである。二つの言い方になっているが、意味合いは同じと思ってもいい。初めから神と共にあるのは、神によって造られた様々な被造物ではないし、天使などでもない。それは神ご自身以外にはありえない。それでも、ヨハネは明確にするために「神であった」という言い方も加えている。ヨハネの時代に、キリストの神性に関する議論がどれほどあったのかは、明確にはわからない。でも、人の常としてそういう話はよく出てくるだろうし、一片の曇りもない言い方を意図したのだろう。キリストは神ご自身である、ということは、キリストについて福音書が語る内容の大前提でもある。
 
 ヨハネ　1:2
 
　神とともに、という言い方が1節、2節と繰り返されている。言い回しは同じと思ってもいい。これを三位一体の議論に引っ張り出すべきかどうかは疑問もある。少なくともヨハネとしては、その論議のために書いたわけではないだろう。2節は、3節以降の具体的な行動内容につながるものと考えるのが妥当だ。つまり、すべてのものが造られていく、そのことについて、ことばである方は父なる神とともに取り組んで行かれたのだ、という趣旨になる。傍観者ではない、後から参加したのでもない、もちろん造られた存在でもない。これから救い主として人々の前に指し示されていく方は、この世の一切に初めから関わっておられた方、なのである。この方の意気込み、責任感、そして覚悟がはっきりしてくる。
 
 ヨハネ　1:3
 
 　神が神である理由、根拠として、ヨハネは造り主であることを意識しているのがわかる話題の提示である。神とは何か、という問いを投げかけたら、世の中では様々な答えが出てくるだろう。それらも大事なことだろうが、聖書はしばしば、造り主であることを強調する。とりわけ、神には確かな権威、支配権、統率力があることを語ろうとする際には。そして、これからキリストが救い主である事を語っていこうとする福音書は、その意図、その行動が確かに意味を持ち、実現力を持っている理由として、造り主であることを指し示している。事を始めた方は、事に決着を付けることができる、これは人が神を信頼し、期待するための、大事な出発点でもある。
 
 ヨハネ　1:4-5
 
　いのちと光が一緒に語られている。いのちは存在の源、いのちがあるからこそ、物事は動いていき、存在する。だから、いのちを与えることのできる方は、他の何よりも圧倒的な意味合いを持つ。光は闇と対比して語られることが多い。明るさと闇というほうが、対比としては適切かもしれない。だが神は、救い主は、一般論としての明るさを実現させるのではなくて、そこに光を持ち込むことによって事態を一変させる意図がある。だから、光の有無は決定的な違いをもたらす。言い換えれば、救い主である神の御子の到来は、決定的な違いをもたらした、そのように告げられている。
 
 ヨハネ　1:5
 
　光と闇との対決という図式が描かれることは多い。だが聖書に示されている構図からすると、そして、自然界の現象として考えても、それは違う。闇とは、何らかの具体的な勢力ではない。それは単純に言えば、光が存在しない状態である。光は闇と格闘はしない。存在することによって、その瞬間から、闇は消え去る。光が足りなくて、あるいは遠すぎて、それで十分に届かない結果として、闇になることはある。また、光を遮ってしまうと、そこには闇が出現する。だがそれらも含めて、闇の理由はつまり、光がないことである。闇の状態を軽視するのは間違っている。だが、闇そのものに何かの力があって、この世を呑み込んでいくのだと考えているのだとしたら、それは違う。大事なことは、そこに光があるかどうかである。このことは、世の様々な領域でも意識すべきだろうと思う。
 
 ヨハネ　1:5
 
　この冒頭部分の結論は、「闇は光に勝たない」ということだ。人の目には、闇の方が圧倒しているように見えているかもしれない。世界は混乱に満ちて、全てをダメにしているようにも見える。何しろ元凶は人自身の罪である。それがどれほど重く、また深刻であるのかを、人は無意識のうちにも感じている。だから、どうにもならないと思っている。だが明言されている。闇は光に勝つことはない。それが絶対の結論であることを、これから数多くの混乱が書き記されている福音書の冒頭で、高らかに宣言されている。
 
 ヨハネ　1:5
 
　この箇所、「闇は光を理解しなかった」と訳すこともできると解説されている。闇は光に勝てないということを理解していない。光が何をもたらしているのかを理解していない。いや、もともとからして、闇は救い主が人に対して何をしてくださるのか、何を遂行なさっているのかを、把握できない、だからそれを妨げることもできない。触れることはできないのだと。読み方としてどれが正しいのかは別として、意味合いとしてはそれらでも通ずる。神の御業は人の思いをはるかに超えると聖書は語るが、闇もまた、神の領域には全く届かない。私たちが寄り頼むことが出来るのは、そういう神である。
 
 ヨハネ　1:6-8
 
　福音書は、バプテスマのヨハネからキリストの生涯を語り始める。後の時代の人々にとっては、このヨハネはさほど印象が強いわけではないので、この語り方はちょっと奇妙にも思えることだろう。彼はキリストの道備えとしての役割を担い、しっかり取り組んだのだが、それでも当時のユダヤ社会において、キリストを待ち受ける十分な状態が形成されたわけではない。キリストは結局、相当に苦労した。決してヨハネが悪かったのではない。彼は実に秀でた人であったし、よくやった。それでもだめだったというところに、人の現実を痛感させられる。
 
 ヨハネ　1:6-8
 
　バプテスマのヨハネが語られるのは、当時のユダヤ社会にヨハネの残した衝撃が大きかったからだろう。イエスご自身が語られたように、ヨハネは人間として言えば、傑出した活躍をした。だから当時の社会からすると、ヨハネこそ約束のキリスト、再来する預言者というふうに見られていたのだろう。彼の意義を否定する必要は何もない。でも同時に福音書は、ヨハネはキリストではないし、キリストとは比較にならないと言い続けている。偉大なヨハネと並べることによって聖書は、キリストの特別性を語ろうとしている。この点、近現代のキリスト論は、ヨハネのバージョンアップみたいな感覚でイエスを語ろうとする傾向が強い。根本的な違いを、聖書は強く意識していることを見逃すべきではない。
 
 ヨハネ　1:6-8
 
　バプテスマのヨハネは、よく活躍した。そして、その取り組みはここに書いてあるように、キリストを指し示すものであった。だが、結果として言えば、「彼によってすべての人が信じる」ようにはならなかった。これは衝撃的である。バプテスマのヨハネですらうまくいかなかったのだと言われている。さらに言えば福音書は、イエスご自身の宣教も、全ての人に受け入れられたわけではないことを語る。宣教は必要で、提示は必要である。それがこの信仰の出発点だ。でも同時に、神は強制力を持って人々の心を縛り付けるわけではないから、どのような働きかけがなされたとしても、本人が神への心を向けない限りは、どうにも事は動かないというのも、聖書の語る現実である。むしろ、全ての人を信仰に導いてみせる、みたいな感覚は、福音の宣教ではない、何か別の種類の作用である可能性も危惧される。
 
 ヨハネ　1:6-8
 
　バプテスマのヨハネ自身の姿勢から知るべきことは、自らが光になるのではなく、光を証しすることがその役割であるという点だ。私が救うのではない、私が導くのでもない、神ご自身がなしてくださる業を紹介し、出会うことが出来るようにと誘い、引き合わせるということだ。だからこそ、つまずかせることは大問題である。自分が救うのなら、つまずかせようがなんだろうが、最終的に助け出して上げればそれでもいい。いったんはつまずかせることも技法の一つ、などとも言える。だが紹介者にはそんな権限はない。私たち人間がなすべきことは、神に出会うことが出来るようにと誘うこと、紹介すること、だからこそ、その使命を損なうようなことは論外である。
 
 ヨハネ　1:9-13
 
　来ようとしていた、と書かれているけれど、ヨハネ福音書が記された時点では、むろん、すでに到来している。これからその方のことを語っていくぞ、という意味合いと理解するのが妥当だろう。ただ、御子の到来は救いをもたらす贖いを実現するのが一番の目的であり、この世を光で包み込むものもではなかった点は、意識しておきたい。十字架は救いのための完全な力を持っているが、この世界から悪が消えたわけでも、人々の苦悩が消えたわけでもない。神の意図されることは、この世から問題を消し去ることではなく、問題に取り囲まれていてももなお救い出され、立ち上がることができるようにしてくださることにある。そういう意味では、救い主の御業実現は、まだまだこれから、とも言える。
 
 ヨハネ　1:10-11
 
　幸いの実現はまだまだ、と述べたが、その実状の一つは、せっかく救い主が到来されたのに、それに気づいている者は限られていた、という点もある。むろんそれは、神の意図として、強制的に認識させるという方法は取らなかったことも関連するが、視点を変えるなら、この世は神の祝福を歓迎する状態にはなかったということでもある。せっかく救いがもたらされても、それも望まない、求めない、考えようともしない、という状況のままでは、この祝福は動かない。神の意図が、強制的に服従させることではなく、人との間に「愛する」関わりを求めておられることも関係する。じれったいと考える人もあるだろうが、真の祝福は支配ではなく、神と共に生きることを望み、選び取るところにこそあるので、これは必要な状況なのだ。
 
 ヨハネ　1:12-13
 
　人々は救い主を受け入れなかった、と語られた直後に、しかし、信じる者たちは起こされて、そして、神の祝福は届くのだということが語られている。信じた人だけ特別扱い、ということを言いたいわけではあるまい。言葉である方は、この世と、つまり人類全体と向き合っているのだと語られてきたのだ。救出のための思いは、特定の人たちだけのものではあるまい。ここにある約束もまた、すべての人に呼びかけられているものだ。ただし、現実問題としては、それを受け止めていく人たちは限定的であることも事実だ。それで良いのではない、それが良いのでもない。だが、現実をごまかして、こうありたいということだけの話にしてしまったら、それは意味がない。神の祝福は無尽蔵だが、それを望んで受け取りに来る人は限られている。その言葉が外れて、すべての人が求めてくるようになるなら、誰よりも神ご自身が、それを切に願われるのだろうけれども。
 
 ヨハネ　1:13
 
　血によって、というのは血筋、つまりはアブラハムの子孫だから、というようなことではない、という趣旨になる。新約時代としては、それはユダヤ人的なものとの兼ね合いを意識するものだが、後々のことで言えば、キリスト教社会だからというようなことではなく、という趣旨も考えるべきだろう。日本も二世、三世のクリスチャンが増えているが、でも、社会全体としてはあいかわらず少数派で、ということは、なんとなくではなく、それぞれが自覚的に選択するという意味合いは継続していると言えるのではないか。
 
 ヨハネ　1:13
 
　血によってではなく、と言われると、個々人の頑張り次第ということを思い浮かべやすい。遺産を相続しての財産ではなく、自らの力量で築き上げた資産、という感覚である。だがここには、肉の望むところによってでもなく、と続けて語られている。ということは、本人の努力とか、意志の強さなどでもないのだ、ということになる。受け継ぐのでもなく、自分で成し遂げるのでもなく、それならどこから、ということへの答えは最後の所に明記されている。神によって、である。ここがキリスト教の根幹であり、聖書全体を貫いていることでもある。キリスト教理念を提唱しつつも、結局は自分たち次第という話になってしまう主張はいつでも根強いのだが、そうではない。ことばがあり、救い主の到来こそが事を決しているのだから。
 
 ヨハネ　1:14
 
　このあたり、時間をかけすぎかなとも思うのだが、読み飛ばすにはもったいない。で、ここにはキリストの降誕、受肉のことが指し示されている。神である方が人となられた。聖書は常にそれを基本とする。人間たちの論理はしばしば、人であるイエスが神に、というふうに持って行きたがるのだが、それは聖書には明らかに反している。と同時にこの箇所は、神である方が人と共に歩んでくださって、そして人はこの方を通して神を知り得るようになったのだということも告げている。後々、イエスの生涯が語られていくわけだが、その様子を通して私たちは、神を知ることになるのだと宣言されているわけである。これは大事なポイントだ。
 
 ヨハネ　1:15
 
　ヨハネの証言が端的に記されている。時間的な意味合いで、まずヨハネが登場し、ということだけでなく、彼が語り示したことは、到来するキリストの意味を指し示す大事な内容となっている。彼は鋭く世の罪を指摘した。言い換えれば、神の赦しを必要としていると告げた。だが、どうやって赦しが実現するのかは示さず、彼自身も赦しを与えることはなかった。これを越えて事を成し遂げたのがキリストである。キリストをヨハネ程度に見てしまってはいけない。それはせっかくの救い主の意味を見失わせてしまう。しばしば、そういう扱いがあることを、深い憂慮と共に指摘しておきたい。
 
 ヨハネ　1:16-17
 
　ここにもキリストの意味合いが端的に示されている。この方が成し遂げたのは恵みとまことである。律法が提示するのはバプテスマのヨハネと同様に赦しと救いの必要性を指し示すこと、そしてまた、罪の影響で人々に被害が及ぶのを緩和し、抑制することである。だがそれだけでは救い主とは言えない。キリストは、ご自身の力、御業によって、人々に確かな救いをもたらした。この対比は、非常に意義深い。
 
 ヨハネ　1:18
 
　キリストの意味合いを、バプテスマのヨハネとの対比で指し示すと共に、著者ヨハネは、キリストによって全能の神の御心が指し示されたのだと語る。人はしばしば、父なる神は厳しく、御子キリストである神こそが愛の方と言うが、それは違うと明言されている。キリストのなさっていることは、そのまますべて、全能の父のお姿、御心でもある。その整合性を、しっかり見定めていく必要がある。その現実を、少しでも見出し得た者たちは、驚き、呆然とし、そして、喜び歌うようになるだろう。神様の恵みは実に深いのだと、確信するようになるだろう。
 
 ヨハネ　1:18
 
　神を見た者はいない、という言葉は、霊である神を視認することは人にはできない、という意味でもあるけれど、聖書が強調しているのは目視の話よりも、神の御心、ご計画、その御業が、人の思いを超越しているということだろう。神は別段、人々の前から身を隠しておられるわけではなくて、様々な手段でその姿を視覚的にも示してはおられる。それが神の実態そのものではないとしても、だ。私たちが意識すべきなのは、神のその御業が人の理解と推測をはるかに超えていることである。ただしそれは、全く理解できないということではない。御子はそれを人に示してくださった。知り得るようにして、理解するように導いてくださり、そして確かに与えてくださった。その両面が、神を見る、において考えておくべきなのだと思う。
 
 ヨハネ　1:19-28
 
　この福音書はバプテスマのヨハネが活躍していた時代から数十年は経ってからである。しかもすでに異邦人クリスチャンが多くなっていたのだから、わざわざヨハネを持ち出さなくても良さそうにも思える。だが、このことがしっかり告げられている。そこに、救いの出来事を、そこだけ切り取ったような形ではなく、歴史の流れの中で推進されようとする神の意図を感じる。周到な準備と、忍耐強い取り組みの中で、キリストは到来し、そして確実に事を成し遂げられた。この方は2000年前の過去の存在ではなく、今も、これからも神が働きかけ続けておられる、この世界のまっただ中に到来し、事を実現して下さった方、なのだ。
 
 ヨハネ　1:19-28
 
　ヨハネのことを、当時のユダヤ社会が強い関心を持って見ていたことが分かる。旧約時代とは違い、その頃のユダヤ人は神に対する熱心さを抱いていた。しばしばそれは誤解と方向違いがあったけれど、本人たちは神を求めているつもりではあった。だから、まさに預言者というふうに見えるヨハネの言動には興味を抱き、どのように対応すべきかを考えていた様子だ。残念ながら、彼は早い時期に殺されてしまったので、ユダヤ社会全体が態度を決めるまでの時間はなかったのだが。
 
 ヨハネ　1:19-21
 
　ヨハネの正体について人々が持ち出したのは、キリスト、エリヤ、あの預言者、である。旧約で到来を予告されていた存在であるが、こういう部類の予告はしばしば複合的な意味合いが伴い、その言葉が指し示している相手を厳密に特定するのは容易ではない。ヨハネはエリヤの再来に当たるとも言えるのだが（キリストはそのように告げていた　マタイ11）、ここでは「何か事を成し遂げる存在」という意味合いでの列挙になっているので、ヨハネはそれらを否定して、備えの役割に特化して自らを語った。それは、キリストにこそ焦点が合わされていくべきという、彼の信念が関係している。
 
 ヨハネ　1:22-23
 
　ヨハネは自らを、イザヤの告げた道備えの人と語っている。あの言葉はヨハネ限定の話ではないだろうが、でも、ヨハネの行動を理解する上ではとても大事な視点である。ヨハネは人々の陥っている間違いを指摘し、神から離れてしまっていること警告した。その言動によって、人々の心に神への思いを呼び覚まし、救いを求める心を抱かせようということである。彼の姿を見ると、キリストご自身の意味合い、その役割がはっきりする。そう、キリストは救いを実現する方なのだ。ヨハネには、つまりは人間には、救いの実現はできない。そして、だからこそなすべき事がある、のだ。
 
 ヨハネ　1:24-27
 
　バプテスマについては、後の時代の者たちにとっては、キリスト教への入信に関わる儀式としての概念が強すぎて、それ以外のイメージを抱くのが難しい。本来は、宗教的な何らかの決断を表明するものとされており、ヨハネのバプテスマも個々人の決意、確信の表明であって、ヨハネが主催するグループへの加盟儀式ではなかったはずだ。さらに言えば、ヨハネは自らを救い主とはしていないので、ヨハネに対する信奉の表明でもない。だとすれば、バプテスマを授ける権威などを取り沙汰する必要性はないはずだ。けれど、パリサイ人たちの言い分は様子が違う。ヨハネ自身の行動は本来の姿だが、当時のユダヤ社会にはバプテスマを異なる感覚で見ていた人たちがいたのだろうか。そういう変質はよくあることなので、気をつけておかねばなるまいと思う。
 
 ヨハネ　1:26-27
 
　ヨハネは自らの使命として、人々に働きかけ、その心を耕すことを進めていたが、同時に、イエスの存在を指し示すことを強く意識しながら取り組んでいた様子である。人はしばしば、何か意義あることを成し遂げると、自分を高く思うようになりがちで、これを避けるのは容易ではない。だがヨハネのように、人々の視線がどこへと向かうことを望むのかが明確なら、この危険から解放される。これは謙遜の問題ではなく、切なる願いがキリストに対する信仰が広がることなら、そのせっかくの願いを投げ捨てて自分を誇ることなどありえないだろうが。自制ではなく、最上の願いが健全に掲げられていてこそ、ということである。
 
 ヨハネ　1:27
 
　はっきりしているのは、神の前で対抗心を燃やす必要がない、ということだ。履き物のひもを解く値打ちもない、としても、神ご自身は私たちを大事に思ってくださり、導いてくださり、受け入れてくださる。そうであるからこそ、神を押しのけて自分が、というふうにする必要性がない。これは最も幸せな状態だ。もしも自分が頂点に立ちたいと願うのだとしたら、それはつまり、この世に対する一切の犠牲を自らが担う、ということになる。そんなものを背負うなんて、実に愚かなことだ。
 
 ヨハネ　1:28
 
　ベタニアというと、エルサレム近くの村を思うが、そうではなくて、ヨルダン川の東岸になる。村と言うよりも、それは人の住まない荒れ地であったはずである。だが人々はヨハネの呼びかけに興味を持って、そこまで出かけてきていた。それでも人々は集まってきていたのだ。それほどにヨハネの取り組みは意味を持っていた、ということになる。しかも、真価があるだけでなく、ちゃんと人々にも影響していた。この両方が成り立つことは決して多くないのだが、ヨハネは役目を果たしていたのである。
 
 ヨハネ　1:29-31
 
　この部分は、イエスが活動を始めた後、初めてヨハネがその姿を見たときのことだろう。ヨハネはイエスと親戚に当たるので、幼児期にどこかで会っていた可能性はある（古代だから、親戚でも行き来は容易ではないとしても）。でもヨハネはこの時まで、救い主が誰なのかを確認していなかったようだ。でも、イエスの姿を見て、この方のために備えていたのだと悟った。神がそのように導いてくださったのだとしか言いようがない。活動を始めたイエスを見てそう理解したというより、見た時に、であろう。後にヨハネは迷ったので、人間としての理解などではないように思う。
 
 ヨハネ　1:29-31
 
　ヨハネは大事なことをなしていたのだが、彼の自覚は、ひたすら道備えであるというもののようだ。自分の取り組みを意識することが悪いわけではない。預言者にしても使徒にしても、自らの存在を大事に思う姿はある。パウロも、生き残る方が人々のために益になると言っていた（ピリピ1:24）。ヨハネにしても、ヘロデに殺されずに残った方が、ずっと意義があっただろう。だがヨハネ自身は、ようするにイエスさえ到来すれば、それで役目は果たし終えたという感覚でもある。自らを卑下しているのではなく、それほどに、イエスの、救い主の存在こそがと認識していることの表れと言える。地上での生涯を終えるかどうかはともかく、主がおられるならそれで大丈夫、という確信は、とりわけ、この働きに着く者たちには必要な感覚であろう。
 
 ヨハネ　1:30
 
　先、ということについて、聖書はかなり意識した語り方をしている。現代日本の感覚では、先だから重要とは言いがたく、それよりも、内実次第という感覚の方が強いし、先、こそが最も大事な視点という必要性はない。だが聖書自体はこの論法をよく用いる。だとすれば、神とはどのような方なのかということについて、まさに、この方は一切を造られた方であるという点が、強く重視されていることを思い起こさせられる。聖書に基づく限り、創造主であることは強烈な意味をもって、この方の圧倒性を指し示すものであることを意識しつつ、読み進めるのがふさわしい。
 
 ヨハネ　1:32-34
 
　32-34節は、29-31節とは別に語られたものと見るのが妥当だろう。著者のヨハネとしては、バプテスマのヨハネの証言を記載したいだけなので、そのあたりの状況を説明する必要性は感じなかったのだと思われる。まずはヨハネが最初にイエスを見たとき、あるいはバプテスマを受けに近づいて来た時点での言葉、それから、バプテスマを終えた後での言葉、ということだ。そしてヨハネは、その相手がキリストであることを確信した理由として、御霊が下るのを見たから、と説明している。古来、神の霊が人に下る事例は色々ある。サウル王も、である。だがこれは明らかに違う。（父なる）神から御霊が下ることによって、目の前にいる存在は、神の御子として存在される方という、いわゆる三位一体に関することが指し示されている。
 
 ヨハネ　1:31-34
 
　ご承知のように、聖書には三位一体という言葉はない。だが、父・子・聖霊が共にあることについて語られている箇所は多数あり、そのことが、父なる神について、御子について、聖霊について、その正統性、真実性、神性が明示される根拠というようにして示されていることを見ていくことができる。イエスはしばしば、単なる人間として扱われてしまうし、聖霊も単なる神秘的現象として片付けられることがある。さらに言えば父なる神についても、世の中に数多くある神々と同列に扱われてしまっていることもある。だが、父・子・聖霊の存在によって、その特異性、その格別の意義が明確になる。神についても、御子をこのような形で世に送り、犠牲としてまで人を救うことに取り組んでおられるということにおいてこそ、様々に神々と言われるものとの絶対的な違いが明示される。1:14,18にも告げられていたことでもある。いつでも三位一体を意識すべきということではないが、神を真に知りたいのであれば、あるいは何かの戸惑いを覚えることがあるならば、三位一体と呼ばれる神の存在に注目するのがいい。
 
 ヨハネ　1:35-37
 
　ヨハネの確信は、彼が弟子たちをイエスのもとに行かせたことに、その真実が見えてくる。後に彼は、自分は衰え、イエスが前面に出ていくのだと語ってもいる。備えの役割であれば、真打ちが登場すれば当然に、自分は引っ込んで、すべての人が救い主にこそついていくことを望む、のは必然でもある。ただ、彼は結局自らの集団を解散しなかった。それが、まだなすべき役目があると考えたためか、それとも戸惑いがあったからか、そのあたりは問われるべきかもしれないが、でも、神ご自身はそこがどうであったとしても、ヨハネに対する評価、肯定をほんのわずかでも減じるおつもりはないようだ。神の判断は、すべての項目を並べ上げて採点するのではない。すべてをご存じではあるけれど、その人が主を求め、主を仰いで歩むことにこそ注目されていると見るのがふさわしい。
 
 ヨハネ　1:29,36
 
　世の罪を取り除く神の子羊、という言い方は、厳密に言えば旧約には見出されないはずだ。イザヤ53章も羊であって、子羊とは言われていない。神の御子だから子羊ということならつながるだろうが。もともとその箇所での羊は沈黙を例示するためのもので、羊が犠牲を負う、という概念ではない。律法で羊が罪と関わりがあるのは、罪のためのいけにえとして捧げられる場合であるが、それは羊限定ではなく、牛だったり、鳩だったりもする。子羊限定としては過越の祭りが思い浮かぶ。あれもキリストによる救いと深い関わりがあるが（十字架も過越の時になされた）、その意味合いを完全に対比させることが可能かどうかは、議論が必要でもある。だが、ヨハネの言葉に当時の人たちはそれを理解した様子は明らかであるし、後のキリスト教がそのイメージを継承したことも事実だ。聖書はあえてそのあたりの由来を説明してはいないが、その結果を肯定するという形で、後の人々がキリストを神の子羊、罪を取り除く方として受け止めることを後押ししている。
 
 ヨハネ　1:37
 
　それにしても、ふたりの弟子は、師匠ヨハネの言葉を聞いて、そのまますぐ、イエスについていったのは驚きでもある。神の子羊という言葉の意味を贖いと結びつけて理解したのなら、後々の十字架についても理解できたはずだが、その様子はない。とすれば、理解はしなかったが、師匠が大切な存在として指し示しているのはわかったので、ともかくついて行ってみることにした、ということになる。初めからすべてを理解できるわけがないので、こういうあり方は当然に存在する。そのためには、真に信頼できる（完全と言うことではなく）導き手の存在があってこそである。それは現代においても、牧師たち、あるいは友人に福音を語る際にもあてはまることで、真剣に相手のことを思って、そのためにこそと、精一杯の誠実さを持って語ることの必要性を思わせられる。
 
 ヨハネ　1:38-39
 
　この二人は、自分たちが把握している限りを用いつつイエスに問い掛け、イエスの側でもまた、彼らをそのままに迎え入れている。このことを、人間関係一般論に当てはめられるかどうかは慎重な検討が必要だが、少なくとも神との関係についてはそうなのだと、聖書は語っていることになる。つまり、人は神を尋ね求める。その時点では全面的な信頼とはいかないだろうが、でも、今、可能な程度で良いから、尋ね求めていこうとする。それに対して神は、人々を全面的に迎え入れる。神の側では警戒する必要性がないからでもあるけれど、それでも、求める者に対しては、そのままにまずは受け止めて、それから必要な教えを与え、訓練を与え、というふうになさっている。これは他の弟子たちに対してもなさっていることで、それほどまでに神は人々を招き入れようとなさっていることを、よくよく覚えておきたい。
 
 ヨハネ　1:40-41
 
　アンデレは、一晩、イエスと語り明かしたということだろう。それで彼は、自分たちが出会った相手はメシアであると確信した。師匠であるバプテスマのヨハネの言葉も、もちろん関係しているだろう。そしてまた、直接に触れて、知ったこともあるだろう。手段は様々組み合わせられているだろうが、ともかく彼は、神が自分たちを助けるために大切な存在を派遣してくれたことを理解して、歓迎したのである。キリスト教の信仰は、悟りを開くことではなく、神に出会っていることに気づいて、喜び歓迎する、ことから始まる。
 
 ヨハネ　1:42
 
　著者のヨハネは、最も早い時期からイエスについていった人物である。そして今、最初の弟子たちの中では最も後になるまで、その役目を果たし続けている人である。十二弟子の他の人々は、聖書には記述がないものの、おそらくこの頃にはすべて殉教していただろう。けれどヨハネはそれを誇示する気は全くない。それはこの福音書の中に色濃く表されている。使命は果たす、喜んで果たす、だが、そのことを称賛される必要性を覚えていない。ここでも、ヨハネ・ヤコブの兄弟ではなく、アンデレ・ペテロの兄弟のことを語る。そのように扱えるほどに、ヨハネはキリストによって与えられた祝福を、心から喜んでいたということだろう。そうありたいものと、そう思う。
 
 ヨハネ　1:42
 
　シモンが「岩」と呼ばれることになったのは、なかなか感慨深い。ペテロの活躍は誰もが認めるものだ。けれどエルサレム教会の土台になったのはペテロではなくヤコブである（マリアとヨセフの子）。各地を走り回って宣教したというとパウロの印象が強いが、ペテロもどちらかと言えば、各地を走り回っていた人である。土台としての岩というよりも遊軍、あるいは先発隊のようなものだ。異邦人伝道にしても、それが覆うやケニ認められるようになったのは、ペテロの取り組みが始まりである。でも、それ故にこそ彼は、やはり岩と呼ばれ、初期の活動において土台としての意味合いを持つ。後にイエスご自身が彼を教会の土台というような言い方をなさったのは、彼がリーダーだからではなく、彼の取り組みを用いて神が力強い進展をもたらされたから、ということを意識すべきだろう。
 
 ヨハネ　1:43-45
 
　ピリポについては、印象深い発言がいくつか福音書には記されている。十二弟子と言えば指導的な役割を意識させられるが、そのあたりはさほど印象には残らない。だがこの箇所でも、イエスの存在を旧約が預言、つまり神が約束しておられた方なのだと言っている。十字架による贖いまでは意識していないだろうが、この前提があるなら、イエスの言動について多少の戸惑いがあったとしても、自分の願望や理解よりも、神がなさることのほうが優先とさえわきまえるなら、この方こそ、は崩れないだろう。大事な姿勢である。
 
 ヨハネ　1:46-51
 
　ナタナエルは、ここと、ヨハネ21章にしか言及されていない。この箇所は、分かるような、分からないような対話だ。ナザレ出身のイエスに否定的な感覚を持ったことは、当時としては一般的な感覚だ。それに対してイエスがナタナエルを「まさにイスラエル人」と言った意味合いは推測するしかない。彼自身に何らかのこだわりがあったのか。ガリラヤは異国人も多かったので、彼の見た目が混同されやすかったのだろうか。いちじくの下とイスラエル人とを結びつける根拠も不明である。だがともかくナタナエルは、イエスに正当に認められたと受け止めて、イエスを支持するようになった模様である。
 
 ヨハネ　1:47-51
 
　一口に十二弟子と言うが、それぞれがイエスに出会うきっかけ、その有様は様々である。最終的には、イエスを神の御子キリストとして信じて受け入れることになるのだが、その発端、過程は様々であるのだ。でも、それでが当たり前でもある。外は様々なところから神のもとに呼び集められる。だとしたら、そこに至る道が様々であるのは当然である。北からの道、南から、東から、西から、神は様々なところから人々を招き寄せられるのだから。他の人に自分と同じ経験、経緯を要求する必要性はない。（これは山に登る道は様々でも、というあの宗教論とは別の話である。）
 
 ヨハネ　1:50-51
 
　この時点で、弟子たちは誰もその意味を悟らなかったのは明らかだろう。ただし、創世記のヤコブの出来事は思い出したはずだ。それは、神を知らず、神が共にいてくださっていることも知らずにいたヤコブに、神の方からご自分の存在、共にいることを示してくださった出来事だった。1:14,18にもあるように、キリストの到来によって神は、それと同じことを指し示してくださっている。人は相変わらず理解していない、神の存在を、臨在を、である。だが神の方から来て下さっている。それが神のなさり方、そして救い、祝福というものである。
 
 ヨハネ　2:1-11
 
　この出来事が最初のしるしだと告げられている。不思議なことだ。出来事そのものは、奇跡ではあるけれど、さほど刺激的というほどではない。ちょこっと手を加えて程度のもの。神の御子が最初の奇跡としてなさるのには、何だか小さすぎる。最初の、だから、ちょっとやってみた、お試し版みたいなことならまだしも、でも、イエスの姿にはそんなためらいは何も見えていない。だとすれば、しるしとヨハネは書いたけれど、イエスご自身の意識としては、別段、どれが最初とか、そういう思いはない。ごく単純に、目の前で困ったことになりそうだった新郎がいて、それで助けてあげただけ、ということか。でも、イエスの奇跡の大半は、その感覚で見た方がわかりやすい。この業を行えばどうなのか、ということではなくて、そこにいる人を助けようと思われた、それでご自分には力があるから、それをした。そのくらい単純明快な姿勢ということだ。私たちが主に倣うのだったら、こういうあり方を求めたい。目的とか、効果とか、理念とかではなく、まさに、目の前にいる人の幸いを願ってこその行動、というように。
 
 ヨハネ　2:1-5
 
　母マリアの意識は、しばしば話題になる。彼女はどのくらいイエスの本質を分かっていたのか、と。他の箇所からすれば、キリストとしての存在については十分に把握できていなかった様子もある。でもここでは、イエスに対する信頼が彼女の行動の軸になっている。何が起こるのかを察知していたわけではないだろう。でも、最善のことをしてこの新婚二人を助けてくれるに違いないと、彼女は委ねることにしたのだ。人は神のなさることをよくわかっていないし、頑張って思索しても分からないことは多々ある。でも、理解できているかどうかと、信頼して委ねることとは、少し意味合いが違う。そして信仰とは、まさに信じることなのだから、私たちは神を信じるべきである。それが良き結果につながる最善の策でもある。
 
 ヨハネ　2:4
 
　イエスのこの返事は、不思議でもある。この後どうなるか、一般的な人間にも察知できる部類の状況だ。期待されているのだし、委ねられたのだし、そして、何とかしてあげる必要性もある、ということを。この言い方は冷たいのではなくて、むしろ、こういう形で力を発揮する予定はなかった、ということだろう。いやいや、どのタイミングで、ということも予定はしていなかったと言うべきか。イエスの奇跡は、ご自分の権威を示すためではなく、キリストとして名を売るためでもなく、ごく単に、人を思われているから、のものなのだから。そのことに気づくと、この方の生涯はやはり、十字架にこそ焦点があるということがはっきりする。
 
 ヨハネ　2:6-11
 
　目に見える行動は、とても単純なものだ。イエスは給仕の人々に指示を出しただけ。給仕の人たちは、水がめに水を満たしただけである。井戸かどこかから汲んできたのか、あるいは、溜めてあった別の水槽から汲んだのか。かめは一つで80-120リットルということだから、家庭用の灯油タンクが20リットル、その5倍程度ということになる。掛ける6ということで、結構な労働力である。でも、ともかく、水を汲んだだけ。そして、その水がめから汲んで、世話役のところに持っていった。何も特別なことはない。でも、なぜかそれは最良のぶどう酒になっていた。奇跡というものは、説明できない出来事、である。解説して、仕組みを提示できるとしたら、それはつまり再現可能ということで、それはそれでいい。だが、神のなさる奇跡は基本的に、その時々の必要に応じてなされるもので、再現性を意図していないし、だから、ヒントすら提示されていない。する必要性を神が意識されていないからだ。でもそれによって、実に多くの人々が助かっている。そこが重要である。
 
 ヨハネ2:6
 
　ちなみに、これだけの量のぶどう酒が必要だったのか、ということは気になる。村の婚礼である。せいぜい100人くらいか。一人あたり6リットル、計算が合っていれば。当時のワインは薄めとも言われるが、それにしても多すぎる。しかも最良のぶどう酒だから、おそらく度数も高い。イエスは披露宴のために必要な分量以上に提供した、ということになる。ついやりすだき、わけではあるまい。水がめ６つ分というのがどのくらいなのかは、誰でもわかることだ。推測としては、これは新婚の二人への贈り物だったのではないか。彼らがぶどう酒を切らして恥をかくのを防いだだけでなく、これだけのぶどう酒があれば、それを売って、生活の足しにもできる。窮地から脱出させてあげるだけでなく、神の祝福はもっと大きく、もっと豊かである。むろんそれは、この出来事だけでなく、神の御業全般について言えることである。
 
 ヨハネ　2:9-11
 
　世話役は、このぶどう酒がどこから来たのか知らなかった。花婿も知らなかっただろう。イエスはご自分の栄光を現されたと11節に書いてあるが、積極的に人々の前にひけらかしたのではない。その必要性はなく、また、そういう形でイエスはご自分の存在を示していくことはしていない。ここにも、信じたのは弟子たちだったと書いてある。彼らはすでにイエスに関心を持ち、強い意識を抱いていた。だから彼らには、ご自分が何者かを繰り返し示していく必要があった。彼らが理解し、さらに理解を深めていくために。奇跡にしても、その他の良き業にしても、それは見せるためではない。そこにある必要に応え、誰かを助けるためである。でも同時に、そういうなさり方を通してイエスを慕い始めている者たちには、この方の真実を丁寧に示していく、そういうことが、この先何度も繰り返されていく。それが主ご自身の行動なら、この方に従う者たちのあり方もまた、それを前提とすべきであろう。時として、誇らしげな者たちがいるのだけれども。
 
 ヨハネ　2:12
 
　聖書は神の言葉だが、だからといって、一言一句に深い深い意味があるとみなす必要性はない。話をつないでいくための表現もあるし、その言い回しがなかったとしても意味合いは何も変わらない、という場合もあるだろう。人間の使う言葉は、ギチギチに組み上げられているわけではない。そんなことをしたら、伝えるべきことも伝わらなくなってしまう。とは言え、ヨハネはここで、イエスがカペナウムに滞在したことを記している。家族も一緒だったとあるので、特別な研修期間などではなく、これから動き出そうという際の、ちょっとしたインターバルのようなものか。神は疲れたりしないが、でもそれは、常に全力疾走が良い、ということではない。イエスは非常に忙しく走り回られていたが、現代人は文明の利器に囲まれて、それ以上に走り回っているようにも思う。うーむ、それでいいのだろうか、という意味合いでの話だ。
 
 ヨハネ　2:13-16
 
　似たような出来事が十字架直前にもある。けれど、公生涯冒頭であるこの時期とでは、意味が大きく違ってくる。あのヨハネが勘違いしてここに書き込んでしまったというはずもない。とてもよく似ているし、共通する部分もあるが、でも、別の出来事、別の意図として受け止めるべきだろう。そうすると、イエスは二度も神殿で騒ぎを起こしたことになる。それほどに、主は神殿、つまりは神の家を大事に思い、そこで神を礼拝している人たちのことを思っていたと言うことになる。見せつけのように、あるいは何かの主張のために騒動を起こしているわけではない。イエスの行動は人々と神との関係を整えるためにこそ、というものがほとんどと思って受け止めてもいいのだから。
 
 ヨハネ　2:13-16
 
　後の出来事では、神の家はすべての人のための祈りの家、というイザヤ書の言葉が関係している。異邦人が神を礼拝することへの思いも反映している。だがここにはその言及はない。もっと単純に、民が神を礼拝することを商売が妨げている、ということだ。これらの商売が必要なものであったことは明らかだ。ささげ物の動物を提供することも、両替も、人々の礼拝を手助けするためのものである。だが、落ち着いて考えるなら、それらのものは何も神殿の中で行う必要性はない。中ではなく庭だ、という話だとしても、である。いわゆる神殿の領域の外でも良い。日本で言えば門前町のような感覚だ。それで十分に足りる。神殿は建物としては巨大だが、でも、過越のように多くの人が集まる時期にはごった返していたはずだ。少しでも多く、人々の礼拝の場所をと考えるなら、それらの出店は門前町に置けば足りる。もしかすると祭司たちは普段の様子から、スペースがあると考えていたのだろうか。だとすると、この時くらいしか来られない遠隔地の人を見落としている。こういうことについて、イエスは怒られる。
 
 ヨハネ　2:13-16
 
　イエスは商売そのものを否定しているわけではない。商売が低俗だと考えているわけでもない。よく言われているように、30歳になるまでは大工として働いていた模様だ。そういう生き方と、ラビ的な生き方に優劣をつけたりはしない。でも、その取り組みがどういう影響をもたらしているのかを考えねばならないのだ。だからイエスは祭司や律法学者にも厳しい。内容の問題だけでなく、その姿勢、そのやり方についても厳しく語られている。どれほど意義があるものだとしても、もしそれが誰かの神への心を妨げるのだとしたら、それは違うのだと。いつの時代にも、すべての取り組みについて、私たちもまた、このことを考えねばなるまい。
 
 ヨハネ　2:17
 
　弟子たちが思い起こしたのが、この場でだったのか、それとも、後々、この出来事の意味を悟るようになってからなのかは、表現の仕方からは何とも言えない。が、弟子たちの日頃の様子からすると、後になってからではないか、とは思う。イエスの行動は、当然に祭司長たちからの反発を買う。でも、神に対する熱心、さらには人々の神への思いに対する熱心は、そういった問題性を生じさせたとしても、なお遂行されるべきものと、イエスは強く意識されたということである。弟子たちはイエスのそういう姿勢から、神と向き合うことの意義を学んだことだろう。もっともこの姿勢は、人としてのイエスだけではない。もともと旧約では神ご自身の強い姿勢としてずっと示されていたことでもある。
 
 ヨハネ　2:17
 
　食い尽くす、とはずいぶん強い言い方だ。もともとの箇所、詩篇69:9によればこの言葉の意味は、神に対して熱心であろうとすると世の中では虐げられ、つらい目に遭うことになる、という話だ。それが「食い尽くす」である。むろん、いつでもそうなるという論理ではないのだが。でも、そういう懸念を意識して、ためらったり、ほどほどにするということがありえる。詩篇のほうの場合は、まさかそんなことになるなんて思ってもいなかった、という様子でもあるが。でも、どうなのだろう。大切なこと、貫くべきこと、それが分かっていて、でもほどほどを考えるのだとしたら、それは自分自身の心に大きな負担をもたらすのではないのか。短い言葉だが、この課題に私たちはいつも悩み、戸惑い続ける。
 
 ヨハネ　2:17
 
　イエスご自身はどうだったのか。神の御子であるから何も恐れはしない、というのはあるだろう。でも、それだけではないように思う。主の行動は、目の前にある必要、その人だったり、そのことだったり、そのために最善であることを意図して、それ以外のところで何らかの不具合が生じたとしても、それでもまっすぐに進んで行かれるという行動に見える。弟子たちですら戸惑い、そんなふうにしない方がうまく行くのでは、と考えたりするような場合ですら、である。ただ、それは決して全体を見ないとか、配慮をしないということではない。主にはすべてが見えている。私たちは一部しか見ていない、それなのにまるでわかったかのようにして、勝手に突進している。これではただの壊し屋でしかない。
 
 ヨハネ　2:18-22
 
　ユダヤ社会の指導者層からすれば、神殿でのイエスの行動は容認できないものだった。秩序、というものである。だから権威の根拠を示せという。まあ、その要求は道理でもある。それに対するイエスの言葉、19節のそれは、イエスご自身の復活を語るものである。が、この時点ではユダヤ側にはそのことが分かるはずもなく、弟子たちも22節のように、後で気づいた。ではあるが、復活が重要な意味を持っていることが明言されている。確かに使徒の働きでも、復活された方であることが人々への強い呼びかけになっている。復活を夢か何かのようにしてしまう傾向が常にあるが、それは聖書そのものの話を大きく覆すものでしかない。
 
 ヨハネ　2:19-20
 
　よみがえらせる、という言い方になっている。話からすれば、建て直す、ということだ。神殿なのだから。ユダヤ人も同様の趣旨で語っている。とすれば、建て直すと訳した方が良さそうでもある。ヨハネとしては、それを承知の上で、よみがえる、という言い回しにも重ねて語ろうとしている。こういうのは他の言語には訳しにくい。重ねているのだ、ということを意識して読むのがちょうど良い、と思う。
 
 ヨハネ　2:21-22
 
　神殿の話をしているのにご自分の復活の話、というのを、すり替えに感じる人もあるかもしれない。が、もともとは権威のしるしを見せよ、というのがユダヤ人の要求だった。その場で何かの奇跡を行って見せたとしても、人々は驚く程度で、真に納得することはなかっただろう。イエスは繰り返し奇跡を行われたが、それで真剣に信じる人はほとんどいなかった。でも、使徒の働きに入って、弟子たちがイエスの復活を語り示したとき、多くの人々がこの方への信仰を持つようになった。罪を贖うのは十字架である。だがそれで終わりではなく、復活があって、それによってこの方の御業の意義、確かさが示されていった。それは弟子たちの考え出した構図ではなく、イエスご自身が最初から意図されていたことなのだ。
 
 ヨハネ　2:23-25
 
　信じた、という表現、聖書の中で使われる時には、必ずしも、後の時代に見られるような明確な意味合いとは限らない。関心を持った、興味を抱いた、心が傾いた程度の場合もいくらでもある。この時も人々は「信じた」けれど、イエスはそれがごく不確かなものに過ぎないことをご存じだった。弟子たちのそれですら心許ないものなのだ。イエスは人々に認められているかどうかではなく、ただまっすぐにご自分の御業を遂行なさる。人々が信じなくてもいい、ということではない。それは人々のために必要なことだ。でも、今はそれよりも、十字架の御業を成し遂げることに、主は邁進して行かれている。それほどに、この業は厳しい、ということでもある。
 
 ヨハネ　3:1-2
 
　ニコデモがイエスの所を訪ねてきたのは、当時の社会では驚くべきことだった。ニコデモは明らかに、彼自身が十分な権威であった。けれども彼は、自分の権威ではなく、神ご自身の権威をこそ求め続けていたのだと言えるだろう。これはただの謙遜ではなくて、神に対しての信仰の姿勢と言うべきだろう。そしてまた、ニコデモがイエスに対して、単なる敬意ではなくて、神の権威そのものを意識していたことの表れでもある。謙遜さも大事だが、聖書が問うのはそれ以上に、神に対して心から従う覚悟があるかどうかである。そうだからこそ、はたしてそれが真に神にあるものか、それとも単に人間の英知に過ぎないのかを見定める努力を欠かすわけにはいかない。
 
 ヨハネ　3:2
 
　ニコデモは、夜に訪ねてきた人、として知られている。当時は、夜は行動する時間帯ではない。人目をはばかったというのとは、聖書にはそのような説明は何も出ていないのだが、でも、そういう思惑はあっただろうな、とは推測できる。ただ、それだけではなく、騒がしい昼間、人々に囲まれていたイエスのところではなく、静かな夜にという意味合いも考えて良いだろう。ともかくニコデモは必死であったのだ。何とかして、何が真実かを見出したい、神から知らされたいという思いが、その行動から見えてくる。
 
 ヨハネ　3:2
 
 09:48:20
 
　ニコデモは「教師」という言葉を使っているが、その意味合いは、一般的な教師とは明らかに異なっている。当時のユダヤでも、教師たちは自らの権威ではなく先人たちの権威に基づいた語り方をしていたのと明らかに異なっている。言葉遣いは柔らかいが、「神がともにおられる」という語り方も指し示しているように、少なくとも預言者、あるいはそれ以上の存在を意識している言い方である。だからこそイエスもこの後、まっすぐに核心に関わることを語り始めているのだ。
 
 ヨハネ　3:2
 
　それにしても、預言者以上の存在ということになると、当時のユダヤ人としては何を思い浮かべるのだろうか。奇跡を行う程度なら、旧約には幾人もの預言者がいる。でも、イエスという存在はそのレベルではない。モーセは特別だが、それでも彼自身の権威が指し示されたことはない。しかしイエスに関しては、新約は明らかに、特別な権威として語り続けている。昨今、イエスを特別な人間というレベルで見ようとする風潮がでているように思う。信仰の自由からすれば、どう考えようがその人の自由ではある。ただ、聖書は明らかに、そういった話とは全く異なるイエスの姿を指し示し、それだからこそこの方を信じ、この方の権威に従うのだと言っている。聖書などは気にせず自分たちの信じたいように信じる、のであれば別だが、でも、そうだとしたら人類はこの方について、何一つ情報を持ってはいないという事態になることも、よくよく考えるべきだろうと私は思う。
 
 ヨハネ　3:3-6
 
　ニコデモの言葉に対するイエスの話が答えになっていない、という印象が一般的だが、ニコデモの言葉をイエスを特別な存在として認めているものと理解するなら、むしろ自然な流れとも言える。神の人の到来において人々が考えるのは、「神の国を見ること」である。だから、それをどうやって手に入れるかという話に進めているのは、なるほどである。そしてイエスは、単に誰かが助けてくれるとか、道を開いてくれるということでは足りず、「新しく生まれる」必要があるのだと告げた。つまりは根本的な変革が必要だということになる。これは気分の刷新などではない。人が自分でなしえる心の変革とも違う。生まれる、という表現が用いられたのはまさにである。人は自らの力で生まれるのではなく、生み出してもらう。さらには自らの力で命を獲得したのではなく、神から与えられたのである。そのように神が大変革をもたらしてくれる、ということになる。
 
 ヨハネ　3:3-6
 
　思うに人は、新しく生まれること以外の手法に固執する。つまりは、自分が主導権を握っておこうということだろう。全面的に神に委ねたり、神に依存することを好まない。様々な修行も鍛錬も、それから善行とか理解の向上なども、どれも皆、人が何とかしようという部類である。それらは決して邪悪ではなく、だから推奨もされる。けれど、それらで何とかできると考えるのだとしたら、それはようするに、神がいなくても何とかなる、という概念に通じる。それは考えすぎ、杞憂だと言われそうだが、でも神ご自身がそのことを意識して、そして強く警戒しておられるのだから、やはりここが人間というものの実態なのだろう。善良な意識を持っているだけでは足りない。邪悪さを憎んでいるだけでも足りない。神への信頼こそが要、である。
 
 ヨハネ　3:3-6
 
　新しく生まれることなくしてはどうにもならない、というこの指摘は、生まれ変わりとかやり直しのようなものとして受け止められやすいのかもしれない。だが、それでは結局のところ同じ。人間の取り組みとして頑張り直すだけ、だからだ。水と御霊によって生まれるのだとイエスは語られる。つまりは、神が事を動かしてくださるからこそ、ということだ。この生命も、先のことも、あるいは罪の問題も、それらの一切は、神が取り組んでくださることによってこそ。聖書はずっとそのように言っている。相変わらず人間世界は、神の業を自分たちの手元に取り戻そうとしている。だがそれは何の解決にもならないことに、どうにか気づかねばならないと、そう思わせられている。
 
 ヨハネ　3:4
 
　ニコデモの誤解は、要するにやり直しの感覚だ。新しく生まれるという言葉に、そういう印象を持つ人は多いはずだ。それが人間にとっては最も身近な感覚だからだ。でもやり直しは意味がない。実のところ、誰でもも気づいていることなのだとも思う。だからこその新生である。勘違いしないでおきたい。心機一転とは違う。やり直しでもない。イエスの語ることが指し示す「新しく生まれる」の意味合いは、神がそうしてくださるということである。ボーンアゲインのクリスチャンという言い方があるけれど、これはむしろ本人の意思のことを問うているようだ。でも、イエスが語る新しく生まれるは、自覚の有無などは大きな問題ではない。神がなしてくださっていることを知り、求め、受け止めることにこそ、意義があるはずだ。なかなか、人はこのことを受けとめられずにいるのだと、そういう主張を見ても思わせられる。
 
 ヨハネ　3:6
 
　水と御霊、という言葉の意味については、いろいろと議論されている。つまりは、ポンとはっきりわかるようなものではない、ということだ。とりわけ、水の意味合いがわかりにくい。でも、イエスが告げようとしていることは、前後を見ればよくわかる。そう、神がなさることにこそ焦点が置かれている。人の業ではなく、と。そう考えると、水を洗礼、バプテスマの話として見るのは、ちょっと疑問が生ずるだろう。そして、神ご自身が水を用いて何かの働きかけをする、という概念も聖書には見当たらない。直後に風のことが出てきていて、人の思いのままにはならないものとして取り上げられているので、類似する意味合いで、人の力を越えたものとして語られているのであればなるほどとも思うが、でも、話の構造としてはそれもうまく合致しない。有名すぎる言葉だが、実は今ひとつ人類が理解できていないものの一つ、と認めるのが素直なところか。
 
 ヨハネ　3:7-8
 
　この言い回しを現代人の表現理論にあてはめたら、違った受け止められ方をするのではないか、と思う。つまり、風が縛られることなくどこへでも行ってしまうように、御霊によって生まれた者もどこへでも行ってしまうのだ、自由な存在なのだ、というふうに。でも、新しく生まれることを「不思議」に思っているのは、生まれた後の状態ではなくて、どうしてそんなことが起こりえるのか、という疑問のほうだった。とすれば、風がどのように動いているのか人にはわからないように（これも現代科学では計測できるのかもしれないが、聖書の表現ではいつも、目に見えないものだから動きが把握できない、という趣旨になる）、御霊によって生まれるということもまた、人には察知し得ない。ただ、結果が生ずるのみ、ということだ。言い換えれば、人に把握できることだけがすべてではない、神は人々にとって必要なことは、人が理解しようが、しまいが、それを確かに成し遂げてくださるのだと、そういう話である。
 
 ヨハネ　3:9-12
 
　ニコデモの答えは、あいかわらず、やり直しなどできないぞ、という話にこだわっていて、イエスの告げたことを受け止め切れていないのだとも言えるが、神がなさろうとしていることの一端を垣間見て呆然としている、という意味にも見える。あまりにも不思議すぎて、私には受け止めきれません、と言っているという趣旨だ。どちらでも全体の意味に違いはない。イエスは神の業を語り、ニコデモは人の領域にいる自分を痛感している。結局は、人が解明できるかどうかではなく、それを越えて神が事をなさるのだと認め、信じ、期待し、待ち望む以外には道はない。ニコデモの姿を不信仰と言うよりも、これが人の常識であり、でも彼はそれを少しずつ越えていこうとしている、イエスはそれに付き合っておられるのだと、そのように見る方がふさわしいかと思う。
 
 ヨハネ　3:11-13
 
　ここでイエスは「あなた」から「あなたがた」と言い換えている。ニコデモが、というよりは、神の民を自認していたユダの民、あるいは人間全体をも意識されての言葉と見るのが良いだろう。地上のこととは、人の領域のこと、つまり、人には限界があって、風を見ることができないように、知り得ないことはいくらでもあるとの指摘。イエスの話を聞いて、確かに我々は何も知り得ていないと自覚するのなら、こうは告げられない。人は思い上がっていると聖書は言い、世の中もそれを意識しているが、その最大の実例の一つが、神のことも含めて、何でもわかっているつもり、あるいはわかっていなければならないと思い込む姿だろう。だが、人を越えて神が働かれることを認めなければ、結局それは主なる神への信仰ではなく、どれほど良い教えがあったとしても、人の領域の限界に留まることになる。
 
 ヨハネ　3:13-14
 
　神は人が、自らの才覚によって「知り得ていない」という壁を乗り越えることを求めてはいない。それは御子が示して下さるというのが、神の明確な計画であり、意思である。神のもとから下られる、ということが、人が道を知るためには必要なのだ。と同時に、この方は上げられるのだとも語る。この時点でここまで語っても理解できないのでは、と心配してしまうけれど、それでも主はモーセの蛇と重ねて、そのことを語る。それは十字架への序章としての言葉であるのと同時に、モーセの蛇の時もそうだったが、人のなすべき事は問題を自ら打開することではなく、単に見上げること、期待して、神の約束に基づいて願うこと、であるのだと、その指摘でもある。それは単に十字架の予告としてではなく、ここでずっと語られているテーマそのものである。イエスはニコデモに、この全く異なる道を示そうとされている。
 
 ヨハネ　3:14-15
 
　信じる、とは、単に帰依するとか、服従するという意味ではない。委ねて待ち望むことが伴う。人ではなく神が事をなして下さることを、である。そして神は、その信仰を裏切ったりはしない。ご自分の約束を違えたりはしない。3節に戻る話が語られている。永遠のいのちを持つのだ、と。神の国を見る、という言い方が意識しているのと同じだ。永遠のいのちとは何か。それは壮大な話で、この箇所だけで説明できるものではない。ただ一つ言えるのは、それは神が成し遂げて下さることだ、という点。クリスマスの時期に、これを思うのはふさわしい。人にはクリスマスは実現させられない。まさに神からの賜物である。
 
ヨハネ　3:16
 
　聖書の中で最も有名な言葉だと言われることもある。驚異的なことが語られている。まずは、神が世を愛されているということ。神と人との関係は支配という形で語られるほうが多い。人間が主導権を持つ場合は利用という表現になるが、力の差は明らかなので、かなり危ういことになる。もし人間が神を凌駕する力を持つのだとしたら、神など排除してしまえば済む。いやいや、面倒ごとを押しつける相手、まさに利用か。ともかく、愛するという形にはならない。だが、神の圧倒性を強く意識していたはずの時代に、ヨハネは書き記す。神は人を愛されたのだと。しかもそれはヨハネの思いつきとしてではなく、神からの宣告として、である。
 
 ヨハネ　3:16
 
　愛するのだという呼びかけが、好きだとか、気に入っている、という意味なら、さほど驚かなくても済む。と思ったのだが、いやいや、そのですら人の側としては戸惑う。人は、あるいはこの世界は、多くの課題を抱えているのだと自覚する者は多いからだ。恋人から自分が気に入られていると思うことはあっても、正義とか力を標榜している神がこの世界の有様を見たら、当然に怒り、憤慨し、たたき壊してしまえと叫んでも当然、と考えざるをえないと、そのことに気づいている人は多いはずだ。それなのに神は、愛すると言う。
 
 ヨハネ　3:16
 
　神がこの世を、あるいは自分たちを気に入っているはずがないだろうに、と認めるなら、愛すると語る神の真意を悟る道が開けてくるだろう。そう、評価しているわけではない、良きものだと喜んでいる訳ではない。問題があるのだ、課題があって、とうてい認められない状態でもあるのだ。けれども神は、そんな世界を、そんな者たちを顧みて、大事にすると語り、しかも、ひとり子を与えるほどに、と語る。率直に言って、この世界には見られない光景だ。良きものを愛で、悪しきものを嫌うのがすっきりとした対応のはずなのに、神は悪しき者を愛すると言うのだから。
 
 ヨハネ　3:16
 
　愛する、だけならまだしも、である。ひとり子を与えたほどに、とは何の話か。悪しきものを受け入れてくれるのはありがたい、それだけで事足りるはずだ。それなのに、ひとり子を与えるという話が出てくる。つまり、選択であるのだ。神が世を愛するためにはひとり子を犠牲とするしかない。ひとり子を大事に思うなら世を捨てるしかない。どちらにするのかという局面で、神は世を選んでくださったということだ。そんな馬鹿なことがあるはずがない、という論議があるけれど、確かに、その論理は筋が通っている。人の世界でそんなことをしたら、世間から非難の嵐だろう。けれど、神はその選択をされたのだと聖書は語り、そして、それがなければ神の愛は実現しない。だから、私たちになしえるのは、ただ感謝して受け止めること、でしかない。
 
 ヨハネ　3:16
 
　神がひとり子を与えた理由は、御子を信じる者が一人として滅びることなく永遠のいのちを持つため、である。滅びとは何か、という話は膨大な言葉を必要とするだろう。一般的な言い方としては滅びとは消滅であり、刑罰を科すのとは様子が違う。一つの国が滅びるのは消え去ることであって、永遠に服従させられることではない。けれど、聖書が語る罪に対する刑罰は単なる消滅ではない。むしろ、消えてなくなる程度ならばましだという感覚のほうが前提となった語られ方もある。この話は複雑だ。けれどヨハネはそういった議論を持ち出しているわけではない。とすれば、ここで言う滅びとは地獄とは何か、という話ではなくて、もっと始まりにある事柄、つまり、神との関係が断ち切られてしまうことにこそ焦点が向けられているはずだ。それはまさに愛と正反対の方向。神との断絶という表現をした人もあった。神などいらないと言う人はあるが、それは神を失うことの真実を知らない幻想に過ぎないのである。
 
 ヨハネ　3:16
 
　永遠のいのちという言葉も、長く論争がある。尽きることなく生き続ける、存在し続ければそれで満足なのか、という指摘もある。永遠は大変すぎるという話もあるが、一方では死を恐れる人たちが圧倒的なわけで、やはり死を迎えずに生き続けたいという思いは根強い。永遠とは神ご自身の性質だから、神との深い関わりが与えられることを指す表現で時間的な長さの話ではないとの指摘もあり、なるほどと思うのと同時に、しかしこの表現を用いている時点で時間的な意味合いが皆無とは言いがたいとも思わせられる。この論議は大いになされたらいいし、これからも続けられたらいいと思う。神が何を与えてくださるのかは、人が思っているよりもっと豊かで広く、深いものだろうから。その全容を私たちはまだ知っていないが、でも、神がその一切を与えてくださるのだという、その決意、覚悟はわかるだろう。ローマ8:32を思わせられる。
 
 ヨハネ　3:16
 
　イエスがニコデモに答えた部分を、15節までとせずに21節までと理解することも文法的には可能だと、欄外にも指摘されているが、話の壮大さからすると、この時点でのニコデモに語られた内容というよりは、後でヨハネが全体を意識しながら説明のようにして書き加えたものと考えるほうがふさわしいだろう。むろん、ヨハネの理念ではなく、まさにイエスご自身によって成し遂げられたことを受けての表現であるのだが。
 
 ヨハネ　3:17
 
　この言及を失念している者は多いのではないか、と思う。キリストの到来を、悪を退治することに主眼を置く論はかなり多いはずだ。そのほうが人の観念からすればしっくり来る。偉大な神と邪悪な罪との関係性として納得されやすいのだとも思う。人の世はそれを目指しているのも事実だ。でも、そうではないと言われている。キリストの存在は世が救われるため、である。このことを踏まえるならば、キリスト教のあり方、教えの語り方も大きく影響されるはずだ、と思うのだが。
 
 ヨハネ　3:18-21
 
　さばきと聞くと、苦しませるというイメージが出て来る。だが、信じない者に対するさばきは、そこから改めて何かの苦しみを負わせることではなく、すでにさばかれている、とある。つまりは、神から離れてしまったこと、その状態こそが最大の刑罰、ということだ。実際そうだろう。攻撃されて苦しむことでも、回りから憎まれることでも、あるいは死に至ることだとしても、神にあって生きるためならばそれを受け止めるぞ、というのは基本的な考え方の一つだ。それらは世の中で言うさばき、刑罰の感覚からすれば、まさにさばかれているようなもの。詩人に対して回りから、お前は神から罰せられているのだ、と嘲る声があるという話も、詩篇にはあったはずだ。でも、真の痛み、真の苦しみはそこではない。神から離れてしまっていること。そして、神を信じない人は自らその状態を選び取っている。本人はさばきを受けているとは思っていないだろう。だが神は、祝福を用意してくださっている神は、これをいらないと言い張るあなたは、何よりも悲しい状態なのだと語る。本人はそれに気づいていないのだけれども。この観念は聖書全体の理解においても重要な要素である。
 
 ヨハネ　3:19-20
 
　一般的な善悪論では、人は善を好み、光を好むはずだという前提で語られていると思う。人は誰だって助かりたい、救われたいと思っているはずだ、と。でもここには、そうではない様子がある。人は元々からして望んでいない、神からの祝福を受けることを、幸いを与えられることを、それよりも自分のやりたいようにする、それが闇だと言われても何でも、と。このことを考えると、アダムとエバの行動、その選択も合点がいく。どれほどの祝福を手にしていても、それよりもなお、と求めて行ってしまう。これを押しとどめるためには、刑罰の宣告ではどうにもなねまい。真の祝福がそこにあることを告げ続けるしかあるまい。
 
 ヨハネ　3:22-30
 
　この福音書を書いたヨハネは、バプテスマのヨハネの弟子だった。それが師匠に勧められてイエスの所に移ったので、もとの師匠、バプテスマのヨハネの動向には関心があったと見て良いだろう。と同時に、亡くなってからすでに長い年月を経ているバプテスマのヨハネだからこそ、こうして評価的に扱っても問題はないし、むしろ、彼のことは旧約以来の神の遠大な御業を指し示す上ではとても有意義、ということで、このように語られているのだと思われる。バプテスマのヨハネは、イエスについて完全な理解には達していない。だが、このようにその意義を高く評価している様子は、限られた理解力しか持たない人間のあり方として、大事な指針になっているとも思う。
 
 ヨハネ　3:30
 
　私は衰える、という言い方は、いわゆる謙遜からなのか、それとも自分の先行きについて何かを見通していたからなのか。神を最優先にすることは、何も自分が衰える必要性はない。神の偉大さをちゃんとわかるなら、人間などがどれほど大きく成長したとしても、全く比較にならないことはすぐに分かるはずだ。人間を神として扱うのは、人間自身のことを知らず、そしてまた、神のすごさ、すばらしさを知らないからこそ、であろう。人間の王の前では、自分など大したことはない、とひれ伏すべきだろうが、神の前ではむしろ、恵みによって与えられたこの力、存在を誇らしく語り、心から神に感謝する方がふさわしい。卑下するのは、まるで神が与えてくれているのはたいしたものではない、という、むしろ神を侮る行為になりかねないし、卑下はだいたいにおいて本心ではないので、その意味合いからもも不健全である。
 
 ヨハネ　3:31-36
 
　今の日本語表記とは違って、ギリシア語では「　」というものが存在しないから、バプテスマのヨハネの発言がどこまでかは、明確には判別できない。ただ、31節以降の内容が、バプテスマのヨハネにしては詳しすぎるので、著者のヨハネがずっと後になってから解説として書いたものと考えるのが妥当、ということになる。このあたりの表記、表現の違いは、人間の言葉を用いられた神の意図からすれば、それはそれでいい、という御心でもあるのだと受け止めるべきだろう。
 
 ヨハネ　3:31-36
 
　この部分にあることは、必ずしもこの箇所で書かれていないとまずいわけではないだろう。ただ、バプテスマのヨハネによってキリストの意義が指し示されているので、それに付随して、ということになろう。ここで語られていることの一つは、御子イエスご自身が示されることこそ、何ものよりも上位にあるということだ。御子なのだから当たり前なのだが、もともとからして神だからといって尊重するとは限らない人間たち、御子をも自分たちの好きなように操作しようとする傾向は、昔から現代に至るまである。ヨハネからすれば、おいおい何を考えているのか、というところだろうが。人は神のことのすべてを知り得ない。だからこそ、御子の示されていることにこそ聞き従うべきなのだ。そうでないなら、神を崇拝する意味がなくなってしまう。
 
 ヨハネ　3:31-36
 
　33節の言葉は、人間の側の決断と覚悟を問うものもと言えそうだ。印を押すのは現代日本でも覚悟のいることだ。婚姻届を思い浮かべてもいい。それは人生全体に関わること。キリストの告げてくださったことを受け入れて、そのように神を信じ、神を認めていくということは、そういう前提で生きていくという決意表明でもある。むろんこれは信仰の話なので、人の側の決意以上に、神ご自身が決意を持って取り組んでくださるということでもあるのだが。そう、神は御子を与えられたほどに世を愛された。それは印を押す以上のことであろう。
 
 ヨハネ　3:36
 
　神の怒りとは何だろう、とよくよく考えてみることを、すべての人に薦めたい。神々においては、メソポタミアでも、ギリシア・ローマの神々でも、日本の神々でも、ようするに機嫌を損ねると苛立って怒りをぶつけてくる、という部類のことだ。だから機嫌を取っておく、失敗したら嵐が過ぎるのを身をかがめて待つ、となる。でも、主なる神はそれとは違うということが、ずっと繰り返し語られている。とすれば、従わないので腹を立てて雷を投げつける、ではないはずだ。そういうふうに思っているキリスト教世界も少なくないけれども。神の願いは罪人を救うことである。そのためには御子をすら犠牲として。逆らう者たちを救いたい、である。だとすれば、その怒りは一般に見られる腹を立てているではないし、正義の怒りでもないはずだ。解消されることを、誰よりも神ご自身が望んでいる、その事態が、人々自身がそれを望まず、求めず、拒み続けているがゆえに残り続けてしまっている、その有様こそが、怒りが留まると言われている状態。この事態を最も嘆き、最も心を痛め、嫌っておられるのは神ご自身であることを意識すべきだろう。
 
 ヨハネ　4:1-4
 
　バプテスマのヨハネについては、当時のユダヤ社会全体が特別な存在として認めていたので、その言動に反対していたパリサイ人も簡単には手出しができない状況だった模様だ。それなのに、それ以上の評判となる存在が出てきたのだから、イエスに対する苛立ちは強くなっていったことが十分に推測できる。何を言われても動じずにことを推し進めるのみ、という考え方もありえるが、この時点ではイエスは正面衝突を避けられたということになる。逃げたのではなく、取り組もうとしていることからすると、単に衝突すればいいというものではなかったからだ。イエスを革命家と呼ぶ人がいるが、もしそうだったら、この回避はなかっただろう。イエスが意図したのは対決ではなく、人々の救いを意図すること。その対象には当然ながらパリサイ人も含まれる。革命は既成権力を打倒するのが目的となるが、そうではない。
 
 ヨハネ　4:1-4
 
　サマリアを通って行ったことについて、それを望んだからではなく、そうするしかなかった、というふうに語られているのは気になるところだ。ユダヤ人の通常ルートはヨルダン川を越えて迂回するものだったと言われている。それが出来ない理由があったということになる。すでにパリサイ人たちが手を回して捕縛のために待ち伏せていたということか。いや、まだそこまでの動きはない。サマリアの人々に会うために「行かねばならなかった」というのは、言い方として、ちょっと印象が違うようにも思う。ヨハネはその事情を語る必要がない、あるいは語らない方が良いと考えたのだろうが、それでもこのように告げる必要があるほど、サマリアを通るのはとても異例のことだったということである。関所があって往来が禁じられていたわけではないので、あくまでも人々の感情的な障壁である。が、それがこれほどに意識されている。人はどれほど多くの障壁を作ってきているのだろうか、と考えさせられる。
 
 ヨハネ　4:5-6
 
　スカルはガリラヤへ北上するルートにあるので、そこを通ること自体はとても自然なことだった。イエスご自身の意図はともかく、ヨハネはこの動きをごく単純なものとして語り、イエスと女との出会いもたまたまの偶然として語っている。実際に起こったのは特別な事柄であり、神の強い恵みが発揮されていくのだが、でも、それもまた人の目には何となくというふうに見える、そういう推移の中で、ということである。全ての出来事に神秘的な意図を求める必要はない。が、目の前の事柄に誠実に取り組むことは必要である。それがたいしたことではないように見えていたとしても、である。
 
 ヨハネ　4:6,8
 
　イエスは神の御子であるが、旅をすると疲れるのである。クリプトン星出身の鋼鉄の人とは違う。ただ座っている、そう、何もしてない。それこそ居眠りでもしていたとしても不思議ではない、そんな光景である。弟子たちは買い出しに行っているのだから、サマリア人との間にもそういうやりとりはあったようだ。何事もない、ただ穏やかなひととき、である。教訓的に言うなら、人にはやはり、こういう時が必要なのだろう。神ご自身も創造の業を休まれたのであるから、休息の必要というよりも、そういうふうに何もしていない時が必要、ということだろうとも思う。
 
 ヨハネ　4:7-9
 
　付き合いをしない、ということだけではないようにも思う。弟子たちはサマリアの町に買い出しに行っている。商売はするのだ。サマリア人の女、ということが関係しているように思う。つまり、彼女のほうが、この関わりを避けたがっている、ということだ。後に出て来る彼女の境遇を考えると、見知らぬ相手、それもユダヤ人の相手との関わりは敬遠したいと思っても不思議ではない。人はそうやって、大事なことを逃す場合が少なくない。むろん、何でも受け入れるわけにはいかない。警戒せよ、というのは神の戒めでもある。でも、その戸惑いを越えて、神は確かに人に対して語りかけ、働きかけておられるのでもある。
 
 ヨハネ　4:10
 
　イエスが声を掛けたのは、明らかに意図があってのことだったのだと、すぐに分かる。確かに喉が渇いていただろう。でも、それよりもこの女性に働きかけて、彼女を救い出したいという願いである。神は味なことをなさる、という言い方をしたら不遜だろうか。でも、あえてここはそう言いたい。神は、様々な手法を用いて人々に働きかけてこられる。呼びかけてこられる。時にはとうごまを使って、である。それはすべて、神が人に向けて抱いておられる、注いでおられる愛とあわれみの表れである。
 
 ヨハネ　4:10
 
　生ける水、という言い方は、イエスにとっては核心に関わるものもであるのだが、でも、泉のように動いている水のことも言う。川でも良いのだが、革袋とか壺にためてある水ではなく、ということだ。その違いについてあの地域の人たちは結構意識していたようだ。日本ではもともとからして「生ける水」が多すぎて、あまり考えないのかもしれないが。ためてある水は病原菌が繁殖することもある。生ける水は重要なのだ。それと同じ言い方を使って、イエスは人々に生ける水、つまり、信仰的な言い回しとしては、その人を生かす神の力の重要性を語られる。その言葉の意味合いに気づいたとき、人々は切に願うようになる。ぜひそれが欲しい、と。
 
 ヨハネ　4:11-12
 
　サマリア人は、歴史的にはユダヤ人の系譜にはないはずで、アブラハムの子孫とは言いがたいはずである。彼らはアッシリアによって連れてこられた人々の末裔に当たる。北王国の民で残っていた人々と混在したことはあるとしても、北王国自体がすで神から離れていたのだから、その存在に信仰的な系譜は認められない。だが彼女の言葉には、自分たちのほうがユダヤ人よりも古いのだという認識が見られる。不思議なことだ。しかもヨハネはそういう言い分に反論しようともしていない。1:13を思い出す。神への信仰は、血筋ではなく、そしてまた、歴史的系譜でもなくて、あるいは本人たちの意思に限定されるのでもなく、むしろ、全ての人の中にあり得るのだと。そのことは、決して何でも良いということではないのだが、それよりもむしろ、全ての人の中に、これまで全く関わりがなかったように見える人々の中にも、それでも神は確かに働いて下さるのだという、そのような希望、わくわくするような期待を覚えさせられる。そう、このサマリアでの出来事は、神の祝福に関する希望を語るものだ。
 
 ヨハネ　4:13-14
 
　イエスが与えるものの特徴は、与えられたら渇きが収まるというだけではない。その人の内で泉となるもの、である。いのちという言葉が聖書でしばしば神の祝福として用いられるのも、これと同様である。単なる祝福ではなく、広がっていくもの、もっと大きくなっていくもの。その豊かさ、その力強さを、神は約束して下さっている。人は周りの状況を見たり、自分自身の頼りなさを見たりして、とうてい無理とか、こんな程度かと落胆するのだが、いいや、神は人の見るところではなく、ご自身の約束を果たされる方だ。
 
 ヨハネ　4:15
 
　この時点で、彼女はイエスの言葉の意図に気づいているのだと思う。単なる水、水分の話をしているのではないのだと。表面的には、汲みに来なくてもいいように、という言い方をしているけれども。それはこの後すぐに、霊的なことに掘り下げた話に進んでいるのに、彼女がそのまま受け止めていることからも見える。大事なことは、彼女がその必要を意識していること、認めていること、求めていることである。与えるのは神だが、人がそれを求めることを、神は望んでおられる。望まないのに与えるのかどうか、それについて明確な神からの定義はないけれど、求めるようにと導いておられることは多々語られており、神の願いはそっちにあると分かる。
 
 ヨハネ　4:16-18
 
　ここにこの女性の抱えていることが明らかにされる。なぜ彼女は昼日中に水をくみに来たのだろうか、ユダヤの男性と会話しているのだろうかと、おそらく当時のユダヤ人が読んでいたら疑問を抱く事柄の背景が分かる。疑問を抱かない異邦人たちは、イエスが話を持ち出して始めて、ああそうか変だったのだと気づくのだろうが。サマリアで離婚が認められていたのかどうかは分からないが、ユダヤでもあるのだから、あり得ただろう。それとも5人というのは死別なのか。そういう雰囲気はない。自堕落さの表れとされるけれど、当時なら、離婚は夫側に主導権がある。彼女が資産家で圧倒的な力を振るっていたならば別だろうが、そういう話は何も出てきていない。今いるのは夫ではない、という天は道徳的問題性が見えてくるが、そこまでの経緯については何も語られていない。彼女自身も傷ついていた人なのかもしれない。事情は人によって様々である。だが、その一切に対する救いが、神によって、キリストによって与えられるのだということを読み取ることが大事だろう。彼女の善し悪しを語るよりも。
 
 ヨハネ　4:19-20
 
　これを彼女が話をそらしたのだと考えることもできるが、15節からすると、ちょっと違うようにも思われる。イエスご自身も、夫の話を再び持ち出してはいない。むしろ彼女は、目の前にいる人が提示してくれているのが真に神からのものなのかどうかを確かめたかったのだろう。サマリア側では自分たちのほうが核心に近いと考えていたのだから、ユダヤ人などが提示するものに頼るなど愚かなこと、と意識していたのだと考えられる。イエスはそれに対して、ユダヤでもサマリアでもなく、ただそこに真の神が与えて下さる救いがあればこそ、と告げていく。これはいつの時代にも、そして、自分の方が神に近いと思う状況がある時に（思うこと自体はさほど悪いわけではなくても）必要な視点であろう。
 
 ヨハネ　4:19-24
 
　彼女は、礼拝の場所に着目している。この女性だけでなく、サマリア人全体、そしてユダヤ人側でもそのことを意識していたということだろう。場所を重視する理由は何だろうか。その場所に神秘的な効力があって、神への礼拝がより良く行われ得る、ということであれば、確かに重視する理由はある。旧約にも高き所というのがよく出てくるが、人々からそういう神秘性を意識されていた場所なのだろう。後々のヨーロッパでも、もちろん日本でも、そういう概念はある。が、神は地の全てを創造された方であり、遍在と呼ばれる方である。特定の場所だけしか神に向かうのに資するはずがない。むしろ創世記28章のように、人の側では全く意識していない場所でも神の働きはある。ようするに、場所が神を限定するのではなく、神がおられることこそがその場所の意義を定める。この誤解はしばしば見られるので、警戒した方が良い。
 
 ヨハネ　4:19-24
 
　場所と言いつつも、その背景には正統性を主張する思いがあるのかもしれない。ユダヤこそが主なる神への正統な立ち位置、いやいやサマリアはヤコブ以来のものを持っている、というように。だが、歴史を振り返るならどちらも滑稽である。ユダヤはバビロン捕囚によってその存在は神ご自身から否定された者たちだ。神殿も破壊されて。今さら、であろう。この時代のエルサレムにあるのは、イドマヤ人であるヘロデが建てたものであって、ユダヤ人自身の力ではない。何をそんなに偉そうに、と思う。サマリアがヤコブにさかのぼり得ないことは明らかであり、彼らは律法に基づく信仰も祭儀も継承してはいない。だが、このようにして自らの正統性を主張する叫び声はしばしばなされる。むしろ全ての者が神の前にひれ伏して、神によって迎え入れられていることを喜ぶ者であるべきだろうが。
 
 ヨハネ　4:23-24
 
　礼拝の場所と正統性について、イエスはその本質を明確に示された。つまり、人の側のあれこれではなくて、神によって導かれるところにこそ真の礼拝は成り立つのだ、ということだ。御霊と真理、という言い方は、霊とまこと、と訳すこともできるし、そのように訳されてきた。霊が何を意味するかは様々あり得るので、訳としてはそれでもいいのだが、この言い回し、ついつい、人間の側の真剣さとか誠実さなどが問われているように思いがちになる。でも、それだとすると、人々が思い浮かべているふさわしい礼拝の概念と同じになってしまう。単に、もっと誠実に、と呼びかけているだけになってしまう。イエスは根本からの転換を語っているのだから、人の思いではなく、神によってこそ、という道筋であることを意識すべきだろう。人が条件を満たせば、というようなことにならずに済むのは、救い主が来て下さっているからこそ、である。
 
 ヨハネ　4:22
 
　知って礼拝している、知らないで礼拝している、という部分。ユダヤ人が知って礼拝しているとは言いがたいのだが、かろうじて彼らは律法を知っており、エルサレム神殿でなされている儀式を持っている。そのことを踏まえてのものだろう。注目したいのはサマリア人側について、知らないで礼拝している、と言われている点。知らなければ礼拝などできないだろう、と思うし、儀式が行えるはずもない。ただ、彼らの思い、何か良く分かっていないし、誤解もしているけれども、神と呼ばれるような方を求めようとしているその心を、その多くの部分は間違いを含んでいるのだが、でも神はそれを歓迎しておられる、ということになる。そのままでいいわけではない。真実が知らされる必要がある。でも、神を知ることもなく生きている大多数の人々について、神はそれを断罪対象としてではなく、助けたい相手として意識されていることを思う。この観点を、人はしばしば忘れてしまっているのだが。
 
 ヨハネ　4:25-26
 
　知らないで、と言われたので、女性はメシア到来の予告については知っている、と答えた。単なる知識ではなく、期待しているという意味合いもこの言い方には含まれている。彼女だけでなく、町の人々も同じ思いを持っていた様子がある。サマリア人がどうしてこのことを知り得たのか、受け止めていたのか分からない。それでも、彼らは待ち望んでいたのであって、そういう期待、十分に知識や理解はなかったとしても、それでも求める思いはあったということは重要なのだ。そうであればこそ、神の働きかけを受け止めていく機会が広がっていく。イエスがここに来てようやくご自身のことを明かしたのは、彼女のためにこそふさわしい導き方、であったのだ。
 
 ヨハネ　4:28-30
 
　この女性については、人の目を避けるような生き方をしていたのだと説明されることが多い。そうなのかもしれないが、だとしたら、彼女が町に戻って語っても、耳を傾ける者がいたのだろうか、という疑問がある。むしろ、あんな人の宣伝など無視すればいい、となるかもしれない。その点について聖書自体は何も語っていないことからすれば、そういう要素は横に置いて、むしろ、その小さな声に耳を傾けてイエスの所に向かってきた人々の姿勢を評価すべきだろう。呼びかけられても応答する者は少ない。状況としては、それこそ岩地に落ちた種のようなものだ。でも彼女は語り、そして町の人々は応じた。背景が何だったのか不明だが、神が確かにそこに備えをもたらしてくださっていることを思う。「この町には神の民がいるのだ」と告げられるあの言葉は、今ここでも言えることだろう。
 
 ヨハネ　4:27,31-33
 
　弟子たちは町に食料を調達に出かけていた。彼らには、サマリアの女性と話しているイエスの姿は奇妙に思えたことだろう。だが彼らは何も言わず、ただ静かに、イエスのために食事の準備を進めた。そして女性が立ち去ったのでイエスに食事を勧めたのである。この様子はつまり、話が終わるまで邪魔しないように待っていた、ということだろう。事情を理解してはいない。それでも彼らは、イエスのなさることを第一に考えていた。人が神を思い、神と向き合う上では、これは欠かせないことである。
 
 ヨハネ　4:31-33
 
　イエスのこの言い方は、現代人にとっては（あるいは現代日本人にとっては、かもしれないが）違和感があるのだろう。せっかく食事を用意してくれたのに、何と冷たい言い方か、と。時々、こういう部類のやり取りが出て来る。でも、聖書を読む限り、相手側にはそれに傷ついたりしている様子は出てこない。ということは、こういう言い回しは当時の人々にとってはさほど深刻なものではなく、むしろ、大事なことを伝えようとする際には有効な表現方法だったと理解する方が自然だ。私たちはどうしても自分の基準で見てしまうのだが、その感覚は絶対ではないことをわきまえておきたいと思う。
 
 ヨハネ　4:31-34
 
　イエスは空腹であったのだ。それゆえに弟子たちは買い出しに出かけたのであり、当然にイエスご自身の願いでもあった。けれど、今、サマリアの女性が来て、そして、この後すぐに町の人たちもやってくることは明らかだった。となれば、ゆっくり食事をしている余裕はない。ちょっと食べ物を口にする程度ならともかく、一休みの時間はないのだ。すぐに忙しくなること、そしてその自体をイエスご自身が喜んでいることを弟子たちに伝えようとされていた。そういうことである。この言葉は決して、通常の食事を否定しているのではなく、断食の話をしているのでもない。
 
 ヨハネ　4:34-38
 
　イエスはしばしば、あるきっかけを用いて人々に語られる。これも、どちらが優先かを語りたいのではなく、食事は必要だということを意識しつつ、その感覚を用いて神の業をなすことの必要性、欠かせないものであることを語ろうとしている。弟子たちはむろん、それが大事であることを承知しているのだが、この場面からすると、サマリア人相手の取り組みもまた、同様に欠かせないものということを告げようとなさったのかもしれない。後々弟子たちは、イエスの指し示されたとおりの道を歩んだ（使徒8）。
 
 ヨハネ　4:35-38
 
　イエスが告げておられるのは2つのこと、であろう。１つ目は、福音が人々に届けられることについて、その切迫感である。とは言え、がむしゃらに突き進めという話をしているのではない。大切なことほどじっくり取り組む必要性はある。それよりも、イエスが来られて、それこそ神の国が近づいたと語られている、その実現が今まさにであるからこそ、今こそその良き知らせは届けられていくべき、という、言い換えればそれは、救いという祝福がまさに到来したことを認識せよ、ということか。いつかきっと、ではなく、もうそれは目の前にある。この認識を与えられずには、福音を語ることはできまい。
 
 ヨハネ　4:35-38
 
　もう一つは、目の前にあるのがサマリア人のことである点だ。ユダヤの人々は神の御業が自分たちだけのためという感覚を根強く持っていた。刈り入れるばかりの畑はユダヤ社会の話、というようにである。だが、すでに示されているように、その対象はサマリア人も、である。目を上げて見るべきは、時期の問題でもあり、そしてまた、どこにということでもある。人はしばしば、そのどちらか、または両方を見誤っている。
 
 ヨハネ　4:35-38
 
　この福音書が書かれた1世紀末の人々にとっては、対象という観点はどんな意味を持っていたのだろう。むろん、もともとイエスご自身がそう語られたからこその記録でもあるが、ヨハネは目の前の人々を意識しつつ書き記したのも実際のはずだ。すでにユダヤはない。ローマ帝国の支配は圧倒的で、キリスト教は地域的には広がっていたものの、しかし、帝国の圧力の前ではまだまだ無力でもあった。彼らにとって、目の前に色づいた畑があるとの指摘は、困難に直面する自分たちの目の前に、しかし、神が備えてくださっている祝福と実りは確かにあるのだという、力強い呼びかけとしても届いたことだろう。使徒18:10などとも結びつく。それは後々の人々にも同様である。
 
 ヨハネ　4:35-38
 
　この箇所が告げるもう一つのテーマは、蒔く者と刈る者がいる、ということだ。刈る者というのが話を聞いている弟子たちのことを指しているのは明らかだろう。ということは、それ以前に蒔いた人々がいたということになる。ヨハネ10:40-42ではバプテスマのヨハネという蒔き手が意識されているが、彼がサマリアに来たとは書かれていない。ということは、あの女性が言ったように、昔の人々がサマリアの人たちに伝えた事柄、その内容は不十分だったはずだが、それでもなにがしかは伝えたそのことが、こうして花開き、実を結ぶということになる。各人は、できるかぎりしっかり伝えていくべきなのだが、でも同時に、微かな取り組みであってもまた、それが大切なつながりになりえることを認めて、その存在に敬意を払うべきだろう。
 
 ヨハネ　4:37-38
 
　自分が労苦したのではないものを、と言う。刈り入れという労苦はしているので、何もしていないわけではない。蒔くのと刈り入れるのと、どちらが貢献度が高いかという話でもない。ただ、自分たちがなしていることについて、そこには必ず他の人たちの取り組みも介在していること、自分たちの取り組みが神に認められることを願うのであればなおさら、他の人たちの取り組みを最大に重視し、感謝し、神にあって称賛する心持ちが必要ということになるだろう。
 
 ヨハネ　4:39-42
 
　サマリアの町の人たちがイエスのもとに来て、そしてイエスを信じた。信じたというのを、後々のクリスチャンたちの感覚で見なくても良いとは思う。つまり、彼らはイエスに関心を持ち、イエスに期待をして、その御業と教えを歓迎した、のである。いわゆるキリスト教的信仰内容を受け入れたかどうか、という話ではない。もっとも、いわゆるキリスト教の信仰にしても、その内実はいつでも小さな始まりであって、そこから神が助け導いてくださるのであり、信仰は育つものなのだが。だから、後にはまた彼らの意識はイエスから離れたりもしている。それでも、大事な始まりが与えられたことを、何よりも喜びたいものと思う。
 
 ヨハネ　4:39-42
 
　サマリアの人たちは、この女性によってイエスとの出会いを与えられた。彼女の存在は、まさに人々に祝福をもたらす幸いであったわけだ。これについて42節の言葉は、彼女の功績が否定されているようにも読めるのだが、それでは話の筋が通らない。この言い方は彼女を押しのけているのではなく、最初に与えられた呼びかけ以上に、もっと豊かに、もっと力強く、イエスに出会っていくことができた、そのことを喜んでいる言い方のはずである。翻訳というのは難しい。この42節だけを抜き出した時と、全体としての意味合いには、雰囲気が違って見える。当時の言い回しと、現代人の感覚との違いは、どうしても存在するのだ。（貴様、という言葉の意味合いが大きく変化しているのはよく指摘される例でもある。）
 
 ヨハネ　4:43-45
 
　この記載は明らかに、サマリアでの反応との対比を意図している。ユダヤのものというだけで拒絶していたはずのサマリア人が受け入れ、一方でユダヤ人の地、イエスをよく知っているガリラヤの人たちはどうなのか、という観点だ。44節からすると、人々は受け入れなかったというふうになりそうだが、人々は歓迎したと45節には書いてある。イエスの言葉は外れた、というふうにも読めるが、ヨハネがそういう意図で書くことは考えられない。確かに歓迎しなかった時もあるのだが、でも、イエスのとこをしっかり見ていた人々は故郷の人であろうが受け入れる、のだということになる。彼らの歓迎が表面的なもので、イエスの真意を歓迎したわけではない、という話の可能性もあるが、それはちょっと恣意的な読み方過ぎるだろう。
 
 ヨハネ　4:44
 
　それにしても、預言者は故郷で歓迎されない、というのはどういうことだろう、と考えさせられる。昔から知っている相手は、尊敬されるよりも低く見られるということか。確かにそういうことはあるし、人は大切な権威を認めないというのも、罪深き性質の一つではある。だが同時に、人は身内的な相手に強い親近感を抱くもの、ということもある。出身を同じくする相手に対しては、基本的に好意的になることも多い。それに、預言者であれば、もしも故郷では歓迎されないのだったら、それぞれ他の地域で活動すればよいだけでもある。イエスが故郷で特別扱いされることを期待していたとも思えない。とすればこの言葉、歓迎すべきかどうかの話ではなく、むしろ故郷の人たちが神の呼びかけに耳を傾けない状況を悲しんでいる、ということなのかもしれない。
 
 ヨハネ　4:46-54
 
　この出来事は、新改訳の欄外注ではマタイ8章の百人隊長の出来事が参照として挙げられている。が、登場人物も出来事の推移も違うので、むろん、別の話である。が、対比は興味深い。一方は本人のほうから信じていますと言い、ここではイエスに説得されて信じることにした。でも、どちらも同じように助けを受けている。話の進め方などからすると、ヨハネはあの百人隊長の出来事を意識して書いているようには思える。だとするとヨハネが伝えようとしたのは、本人の状態がどうであっても、神の助けはちゃんと与えられる、ということになる。それはなかなか大事な、そして、幸いな呼びかけである。
 
 ヨハネ　4:46-54
 
　この役人がイエスに、家まで来てください、と願ったことは、決して悪いことではないし、不信仰だと責められるようなものではない。イエスは基本的にいつでも、相手のところまで行くのだ。そしてしばしば、その相手に直接触って、癒やしを与えられていく。だから、彼の求めはごく自然なものである。イエスの対応はむしろ、この人の内に、さらに引き上げてあげられるものもを見たからこそ、だろう。そして確かに、彼はイエスの願い通りに、その場にいなくてもイエスは直すことができる権威を持っているのだ、ということを信じて、委ねることができた。それは彼にとって、この出来事だけではなく、それ以降の生涯も含めて、とても幸いなものとなっている。
 
 ヨハネ　4:46-54
 
　それにしても、結果は同じなのである。来てもらうことを切望しても癒されるし、そして、来なくても大丈夫と信じても癒される。祝福そのものは心配する必要はない。神は十分に与える。このことはとても大事である。人は結果を気にして、神に気に入られるため、願いを叶えてられるためにはどうすればよいのかと考える。でもそうではない。神は十分に与えてくださる。人の状態が足りなかったとしても、である。いや、人はもともとからして神からの栄誉を受けられない者なのだ。でも救いは与えられる。そのことが大前提として、厳然と存在するからこそ、神は時に、人に問い掛け、人を試される。祝福の有無を左右するためではなく、その人をより良く導いて行かれるためにこそ、である。これは大事なことである。
 
 ヨハネ　4:51-53
 
　役人は、50節で、イエスの言葉を信じて帰って行った。だが53節では、子どもの病気がちょうどの時刻に治ったことを知って、信じたと書いてある。「信じた」という言葉は使われていても、その意味合いは様々である。6章のあたりでは、信じたはずの人たちがイエスから離れていく様子もある。しかし、だからといって、最初の「信じた」を不十分なものと考える必要はない。もともと人は、完全な信仰など持ち得ない。私たちの様々に頼りない、欠けの多い信仰を、でも神は喜んでくださるのだ。この二つの「信じた」は、神のそういうあわれみ深い心と、そしてまた、神が導いてくださる中で、人の信仰は前に進んでいくことができるのだということの両方を意識させられる。
 
 ヨハネ　4:54
 
　第二のしるし、とある。第一のしるしとヨハネが書いているのは、婚礼でのぶどう酒である。こういうのを現代人が読むと、婚礼が第一回目、その後は奇跡はなくて、これが第二回目、というふうに思う。でも、そうではない。イエスの奇跡はほかにもいくらでもある。それに、第三はでてこないのであって、これはヨハネが節目として意識して書き記したもの、提示したもの、と考えるほうが理にかなっている。救い主である方は、婚礼の席でも神の力を発揮して人々の小さな出来事を助け、そしてまた、ここでは遠く離れていても力は発揮されるのだということを示されている、そのように、この方のなさることはとても広く、そして大きいのだと、ヨハネは読者にそのことを意識させようとしている。救い主の心は広く、関心も広く、そしてまた、力も広く、何ものにも抑制されない、のである。
 
 ヨハネ　5:1-9
 
　出来事は、つらい目に遭っていた人をイエスが助けてあげた、というものとして語り始められている。加えて言うなら、迷信的なことに望みをかけていた人に対して、こちらも神秘的、だが、確実なものであり、力も圧倒する、そういう助けが与えられたのだ、という出来事である。3-4節部分が削除されているのは、その言い回しだと、ベテスダの池にまつわる不思議をヨハネが肯定したことになってしまうからだ。むろん、写本的にも存在しなかった可能性が多いにあるのだが、話の筋としても、迷信的なものではなく御子の力こそ、という趣旨が曖昧化してしまう、ちょっとあり得ない言及である。世の中に様々迷信的なものはある。効果があるかもしれないし、ないかもしれない。だが、神はもっと確かな助けを与えてくださる。それは偶像との対比においても語られていることである。本物に頼れ、ということだ。
 
 ヨハネ　5:1-9
 
　この出来事に限らないのだが、イエスは全ての人を癒やしてはおらず、一部の人のみである。この日もベテスダの回廊にはたくさんの人がいたはずで、でも癒やしはこの男性のみである。私たちは考えてしまう。全能の神なら、全ての人の病を癒やしてくださってしかるべきではないのか、というように。でも、神はそうはしていない。たとえば、一日30品目を食べるのが健康的な生活、という話がある。だが、実際にはそのようにしている人は滅多にいなくて、必要性すら考えていない。時間と財力があればそうしたい、とも考えていない、想起すらしていない人が世界の大半だ。それ自体は良いことだろうが、でもそのことが人生そのものの解決にはつながらないからだ。人は良いことよりも、必要なことを追い求める。病を癒やされるのはありがたい。だが、それがその人の人生を救うものになるとは限らない。説明が十分ではないが、そういうことなのかもしれない。
 
 ヨハネ　5:8-9
 
　イエスが誰かを癒やす際のやり方は、非常に簡潔、淡泊と言ってもいいくらいだ。儀式的なものは見られず、不思議を行うという雰囲気すら感じさせない。たとえるなら、喉の渇いている人に水の入ったコップを差し出して、「さあ飲みなさい」と言う程度のもの。もちろん、それで十二分に事が実現する。4章の終わりに書かれている出来事も同様だった。神の力は確かであること、一切を掌握しておられることを、強く意識させられる。特別なことを、必死になって成し遂げるのではなく、まるで呼吸でもするように、偉大なことを成し遂げられる。様々な奇跡を見る時に、この淡泊さを思い、そして、人を罪から救うという業が、これとは全く様子が違っていることを思わせられる。
 
 ヨハネ　5:9-18
 
　目の前にいる人を助けてあげた出来事、そのようにして語り始められたのだが、ヨハネはそこに、混乱が生じたことを書き記している。この福音書は、イエスの生涯の全体像を示す意図ではないようだ。他の福音書は一通り全容を語り示そうという意図が見えるのだが。すでにそれらがあるからこそ、ヨハネはポイントを絞り、この方の正体を浮き彫りにする出来事を克明に書き留めていく。そして、イエスが当時のユダヤ社会との間でしばしば衝突したのは、安息日への関わり方である。イエスがこの論争を呼び起こす意図も込めて事をなさったのか、それとも、たまたま安息日だったということかはわからない。だが、後者だとしても、安息日を大切にすることと、今この人を助けることは完全に合致するという強い呼びかけを、イエスは確かに語り示しておられる。安息日を否定したのではなく、最も肯定するからこそ、の行動なのだ。
 
 ヨハネ　5:10-13
 
　騒動は、癒やされた人が敷き布団（とは呼ばないだろうが）を抱えて家に帰ろうとしていたことから起こった。病気の癒やしそのものが発端ではなく、運ぶという行為についての話だった。イエスが8節で言っているのは、重い荷物を運べというものではなく、直ったのだから家に帰れ、という意味合いのものである。もはや必要がないのだから敷き布団も持ち帰る、というのは、通常、ごく常識的な行動だ。この人が、そういえば安息日だから、布団を持ち帰るのは明日にしよう、と考えたとしても、イエスの指示に反する要素は何もない。大事なのは運ぶことではなくて、癒やされたことであるのだから。その点では、10節の指摘はさほど変なことではない。が、その後、癒やしが行われたことが判明してからの言動に、ユダヤ人側の抱えている課題が明らかになっている。
 
 ヨハネ　5:9-13
 
　推移を見ていこう。病気だった人は、家に帰ろうと敷き布団を抱えて歩いていた。すると周囲の人々から、今日は安息日だ、と指摘される。その部分までであれば、さほど、どういうことはない。ところが彼は、自分を直してくれた人の指示だ、と言う。イエスの指示がどういう意図だったのかを取り違えたのか、それとも詰問されて逃げを図ったのか。15節からすると後者の可能性もある。この人はその後、全く言及されなくなっていて、イエスが彼を守るために奮闘された様子もない。だとすれば、発端は単なる誤解である。でも、きっかけは何であろうと、その後の推移においては、ユダヤ側の人たちは、せっかく神が与えてくださった祝福を見ようともしていないという、大きな課題を示している。そのことは、福音書の中でも何度も指摘されていることのはずだ。
 
 ヨハネ　5:13-16
 
　イエスはご自分のことを彼に伝えていなかった。ひけらかさない、というのは確かにイエスのお姿らしいけれど、本人にまで隠すのは珍しい。それに、癒やしと信仰が結びつけられている場面は数多い。この人は、自分に回復を与えてくれたのが誰かも知らない。知らなければ信ずることもできないし、後に求めることもできない。イエスではなく神を見上げればいい、という考え方もあり得るが、それは預言者などの場合であって、イエスはそのようにはなさっていない。それでもあえて立ち去ったのは、この出来事から論議が生ずることを望まれなかったからと考えるのが、順当であるように思う。だとすればなおさら、この時のイエスは、一人の病人を癒すことだけに集中されていたことになる。他の目的は抜きで、である。人は多くの場合、様々なものを付加しようとする。ただひたすらに目の前の状況に向き合い、というふうにならない現状を思う。
 
 ヨハネ　5:14
 
　この言い方は、もっと説明があればありがたかったのに、とは思う。もう罪を犯してはならない、というのは、彼がこれまで悪事を働いてきたという意味ではないだろうし、彼の病気が悪事のためだったとは言えない。そういう部類の関連性を、イエスは否定してこられた。そういう因果応報的な観念を排除するなら、病気の回復が与えられた今、ここからの歩みが神にも喜ばれる良きものであるように、という励まし、祝福のための呼びかけであると考えることもできる。13節では彼を残して立ち去ったが、決して見捨てたのではない、改めて彼を導いていこうとされた、ということになる。彼を待ち構えている「悪いこと」を案じてのものでもある。
 
 ヨハネ　5:15-16
 
　けれど、この人はイエスの心配を受け止めなかったようにも見える。正直と言えばその通りだが、13節でわからないと答えた癒し主が誰かを、判明したので報告します、というように語っている。その結果、イエスが追求されたこと、そして、これ以降、彼が登場しないことからすると、彼の行動は御心にかなうものではなかったのだろうと推測される。9章の人物とは明らかに異なっている。彼に悪意はなかったと思う。それでも彼は、神からの呼びかけに応ずるよりも、自分が正しいと思うことをした。その行動自体に悪意はないし、場面が違えば問題でもなかっただろうが、でもそれでは神についていくことにはならない。
 
 ヨハネ　5:16-18
 
　安息日問題が、イエスの生涯においては何度も書き記されている。日頃のイエスの言動には追求できるようなものがなかったためでもあるだろうし、このことが神と人との関係を如実に現すものだったからでもあるだろう。安息日は、神が人を造り、生かし、導いておられることを指し示すものである。6日働いて7日目は休むというのは、古代社会では考えられない仕組みだった。日本でも、かつてはそんな習慣はなかった。人はもっと働かされるのだし、利益を求めた働くのである。現代社会でも、あいかわらず働き続けざるを得ない人、あるいは、働きたい人がたくさんいる。休みは、マナの出来事のように、神に委ね、神を信頼することの表れである。だからこそ人はその日に神を礼拝する。
 
 ヨハネ　5:16-18
 
　昨日書いたような安息日の意味合いを、人は拒みたがる。そしてユダヤ人の場合、神を尊重はするのだが、神に委ねることよりも、神のために貢献することを求める。立派な行動に見えるけれど、その先にあるのは、人が神を支えてあげている、ような図式だ。後の人間社会は、そういうふうになったし、いやいや、昔から世界中で、人と神との関係はそういうものだ。神のために仕え、神のために努力する。良いことに見えるけれど、そこには神こそが創造者であり、神こそが救い主であることが消えてなくなってしまう。神と人との関係の逆転、最大の問題である。安息日問題の根深さを考えさせられる。
 
 ヨハネ　5:17-18
 
　神を父と呼んだことについては、いくつかの箇所で扱われるのだが、この箇所の意味合いは、神と自分を同一視した、という批判だろう。もっともイエスが語られたのは、この箇所については、であるが、神が安息日だろうがなんだろうが人々のために働いてくださっているのだから（人が神のためにではなく、神が人のために）、私もまた、人々を助けるために働き続けるのだ、ということをおっしゃりたかったのだと思われる。安息日だから助けない、などという論理は、神の前にはありえない、のだから。けれど人々は、神と共に働くことより、自分たちの論理に基づいて神のために貢献する（規定を守る）ことを重視して、主導権を自分たちが握ることを考えていたので、必然的に反発となった。
 
 ヨハネ　5:18
 
　神と等しくした、というのが本格的な糾弾理由なら、この程度で済むとは思われない。裁判での処刑判決は、まさにそのゆえであり、イエスの言葉を神を冒瀆するものだと認定したのなら、すぐさま捕らえなければ、放置した彼らも同罪である。だとすると、この箇所では、イエスがご自分を神の側に置いた、という意味合いでの議論と考えたほうが分かりやすい。もちろん、そういう話になる前提には、イエスご自身が、ご自分と神とは一体であるという、これは何度も繰り返されている話なのだが、それがあるのだけれども。でも、人々はまだそこまでは考えていない。それで、続く話が語られて、イエスとはどのような方なのかが、詳しく語られていく。
 
 ヨハネ　5:19
 
　ご自分を神と等しくした（18）、というのがどういうことなのかが、イエス自身の言葉で語られていく。まずは、それはつまり、イエスご自身は神と同じ道を歩むのだという意味合いであると告げられている。この言い回しを、後の者たちが「論理的」に考えようとすると、イエスは父なる神に従属している、あるいは服従している、というふうにも読めてしまうとは思う。が、この類のことは一つの箇所の一つの表現ではなく、聖書全体の中で確かめられていくべきものだ。ここで言われているのは、していることは同じだ、という点である。同じだからこそ、等しいと告げられている。人間だって同じではないか、と言いたくなるだろうが、人間は神に見習うのみで、同じ方向を見て歩くことは求められているが、決して同じことはできない。できると言ってしまったら、その時、その人は神になったようなものである。イエスはご自分と父なる神の立ち位置がどうこうという説明はしていない。が、同一のことをなしていると言われる。この福音書冒頭と同じでもある。
 
 ヨハネ　5:20
 
　父なる神とイエスが同じことをするのはなぜか。それは両者が密接な結びつきを持っているから、である。「愛」という言葉がそこに使われている。神との関係を愛で語るなど、世界中を見ても、まず見当たらない。それは支配ではなく、指導でもなく、けれど、圧倒的な密接性がある。隣人を自分自身のように愛せ、という言葉があるが、まさに自分自身のこととして関わり、共に歩むのだ。昨今は、自分を愛せない人が増えて、それで、自分自身のように愛するという意味合いが混乱しているとも言われているが、本来はその言葉は、自分のことが好きかどうかは関係がない。攻撃された時に条件反射のように避けようとする、そういう感覚を意思の力で抑え込んで誰かをかばうような場合を別として、人は本来的に身を守る、目をつむったりもする、それが自分を愛するというあり方。父なる神はキリストに対して、ご自分と同一のものとしての関わりを持っておられる。だからこそすべては共有されていくことになる。この関係を完全に把握することはできないだろう。でも、聖書に示されている表現だけでも、驚愕と感動を抱かずにはいられない。
 
 ヨハネ　5:20
 
　父なる神がなさるよりも大きなわざ、というのは、両者の偉大さの比較という話ではない。これはむしろ、人間たちがこれまで把握してきた父なる神の御業というものをはるかに超えたことが、キリストによって成し遂げられていくという話として見るべきだろう。それはまさに、十字架による人々の救いである。むろん、その源流はすでに明らかにされてはいる。だが、人が思いも寄らないことをなさるのだと語られているように、人は旧約全体を通して思い浮かべてきた神のお姿をはるかに凌駕する救いの御業が、まもなく実現する。今日でも、その異質さに信じられないと言う人は少なくない。キリストの十字架が人々に罪の赦しを与えるなどありえないと主張するキリスト教の学者もいる。だが、まさに人は誰でも、このことに「驚く」のだ。それをすると、キリストは告げておられる。
 
 ヨハネ　5:21
 
　驚くこと、の中身について、「いのちを与える」ことだと告げられている。死人をよみがえらせ、のあたりは、旧約で時折出て来る生き返りの御業のことだろう。イエスご自身も何度か、そういう奇跡を行われている。死だけは覆すことができないと、人はずっとそのように意識してきたので、人間の抱えているまさに絶対的な限界というものを越える神の偉大さが、この奇跡によって指し示されてきた。でもそこでなされてきたことは、一時的な延長に過ぎない。だが、キリストの贖いによって成し遂げられるのは（キリストによって、また父なる神によってであるが）、人に救いを与え、いのちを与え、罪からの解放を与え、まさに生きるものとさせること、である。それは一時的な延命よりもはるかに力があるし価値がある。それだから、「これよりも大きな」とも告げられる。イエスは明確に、ご自分が何を人々に与えるのかを宣言しておられる。
 
 ヨハネ　5:22-24
 
　神がなさる驚くべき御業について、さらに、さばきについての話が語られている。さばきという言葉は、後々の感覚でこの言葉だけを見ると、裁判、つまりは悪を認定して罰するという意味合いにのみ受け止められるのだが、実際にはもっと幅広く、支配、あるいは統率のような意味合いもまた、さばき、である。さばきつかさという人たちのことを思い浮かべるなら、彼らの役割が裁判官というより統治者であることに気づくはずだ。むろん、統治者には悪に対処する役目もあるのだが。もともと現代においても裁判官の役割は決して、悪を処断することだけではないのだが。この点は、さばきという言葉を見るときに、意識しておいた方が良い。
 
 ヨハネ　5:22
 
　父はご自分で統治せず、御子に任せたのだと言われている。間違えてはいけないのだが、父なる神は決してこの世から手を引いたりしてはいない。理神論的な話ではないし、あるいは引退して子どもに統治権を譲った王様とは違う。それなのに、父は自ら行わずに子に委ねたと言う。いったい父は何を子に委ねたのかと、よくよく考えてみるべき言葉だ。それで御子の役割が救い主であることを思い起こすと、御子のなさるさばき、統治が、人のために救いを実現するというところにあるのが見えてくる。救いには力が必要だ。圧倒的な支配権も必要だ。死を退けるだけの力、権威がなくてはどうにもならない。救いを実現することにおいてこそ、まさに、御子はさばきを行っておられる。その御業が何を意図し、何を目指しているのか、この言葉においても明らかに示されているのだ。
 
 ヨハネ　5:23
 
　父を敬うのと同じように、というのは、父なる神こそが世界を造り、世界を掌握していることをこの世が認める、ということである。実際には、人々は神のそのような御業を認めず、父を敬ってこなかったのだけれども。そして子を敬うというのは、子も同じことをしている、という話だけではわざわざ語る必要性がない。それよりも、父がいのちを与えられたのと同じように、子は人々に救いによるいのちを与えられたという、そこが注目されている。天地創造の御業と、罪人の贖いという御業、この二つは並べてたたえられるべきもの、なのである。見た目のすごさに違いを思う人も少なくないだろうが、こういう言葉は、まさに救いがどれほど偉大なものであるかを考える際に役立つ。
 
 ヨハネ　5:24-25
 
　この御業、このさばき、この救いはどのようにして実現されるのか。もちろん神ご自身の力と支配とによるのだが、同時に聖書は繰り返し、これは人々が神の呼びかけ・約束を聞いて、それを信じることによって実現するのだということを、よく語っている。しばしば人は、神がなしてくださる、ということがよくわからず、自分が信じるという部分は馴染みがあるので、そっちにばかり傾倒するのだが、それは違う。あくまでも事をなしてくださったのは神である。ただ、愛する関係と言われているように、人もまた神の呼びかけに応答することが求められ、願われている。自動的に、相手の反応を無視して勝手に救う、というだけでは、神のもとに取り戻すという救いと赦しの意味が何ら実現しなくなってしまう。こういうところは、人の思惑を横にのけて、主の告げられていることにそのまま向き合うのが良い。
 
 ヨハネ　5:24-25
 
　いのちを与えられる、という神の祝福の意味について、死からいのちに移っているのだと語られている。これを、世の終わりにおける復活のことだと考えるのはたやすい。そのこと自体は聖書で何度も約束されていることだから、もちろんである。ただ、この箇所においては、イエスは格別、そういう終わりの時の話をしてはいない。むしろ、この世における人々のことを語り、案じている。とすれば、いずれは、ということではないように思う。死人が神の子の声を聞く、というのも、地上での生涯を終えた人々が、という話ではない。今がその時、と言われているのだからなおさらである。とすればこれらの言葉が告げるのは、先々のいのちのことではなく、やはり、いのちというものの本来の意味、つまり、神と結び合わされていくこと、神との関わりが再興されること、であろう。だからこそ、さばきにあうことがない、とも語られている。神は切望されているのだ。人を取り戻すことを、人と関わることを。まさにキリストはこれから、そのためにこそ十字架へと向かう。贖いが必要だから、である。
 
 ヨハネ　5:26
 
　この言葉も、三位一体と重ね合わせようとすると、ちょっと論議になるかもしれない。でもこれは、御子のほうからの言葉である。そして御子は今、人として弟子たちの前にいる。とすれば、これは父と子の関係の話ではなくて、世に対して、人々に対して、ご自分がどのような存在であるのか、御子ご自身がまさにいのちを持っておられ、人々に神との関係の回復を与えることができる立場にあることを指し示すもの、と見る方がしっくりくる。マルコ2:8-10の罪を赦す権威、という話ともよく似ている。罪を赦すことも、いのちを与えることも、もちろん父なる神のみの業である。それが御子において実現していくのだと語り示していく過程なのだから、こういうふうに提示するのが最も似つかわしいし、もちろん、ただの論理、説明ではなく、御子の権威は明白である。イエスのただの人間にしたり、人間が神の子になったのだというふうに語る人もあるが、このような箇所を見ると、もしもそうなのだとしたらイエスは全くもって神を冒瀆する存在、と言われても仕方がないことになってしまう。イエスが偉大な存在なら、この方は初めから神であり、父なる神の御子であるのであり、イエスがそうでないのなら、とうてい偉大ではありえない。
 
 ヨハネ　5:27-29
 
　さばき、は、支配という概念でまずは読むのが似つかわしい。むろん、支配の中には、必要に応じて処罰がなされることも含まれはするのだが。ただ、イエスの場合には、この世の支配者たちのように、自らの意思に従うかどうかを力と恐怖で抑えつけるというふうではない。この世はそれをする。たとえその意思が正しいものであったり、正義であったりするとしても、である。でもイエスは、人々をご自分のものとするために、自らのいのちをもって贖い出し、買い取るのだ。御子の支配は、その犠牲によってこそ実現することを、さばきとか支配という言葉を見るときには、しっかり思い出したい。それはこの方に従う者たちにも当てはまることで、権威だの地位だのによって人々を支配することは神の御心ではない。それは常に、自らの犠牲によってこそ、であるのが、御子に聞き従う者の姿であろう。犠牲であって、正しさではないことも言い添えておきたい。
 
 ヨハネ　5:27
 
　キリストが人の子だからこそ、この方にはさばきを行う権威が与えられるのだという言い方に注目させられる。人の子だから、というのが、旧約で預言されていた存在だから、という意味だけならば、それほど取り立てて言うほどでもないかもしれない。でも、人の子という言い方には、神の御子は人になられた、ということを告げる意味合いもある。神としてではなく、人としてこそ、さばきの権威を持つのだと言うのだとすれば、御子は神としての立場ではなく、人の側、人と同じ所に立つ者としてのこそ、このさばきに携わるということになる。同じ所に立つということを告げる聖書の言葉としては、やはりヘブル1-2章が思い浮かぶ。そこではこの世的な「さばき」のイメージではなく、むしろ、救いの実現に関わることが語られていた。それを思うと、このさばきもまた、罰することではなく、救いを成し遂げるための権威、であろう。いのちを与えるということが語られてきていた箇所でもあるのだから。
 
 ヨハネ　5:28-29
 
　なぜ、死者のことを持ち出したのか、と疑問を抱くのは自然なことだろう。ご自身の権威について語っているところだから、神としての権威だからこそ、今生きている者だけでなく、すでに死んだ者に対してもその権威は及ぶのだ、ということからの話、であれば、まあ理解できる。おそらく、聞いていた人々からすれば、そういう脈絡で受け止めたのではないか。死んだら終わり、という言い方がある。それは人間の手が届かない、という意味と、もう一つ、物事の様々な理からも解放される、という意味合いがありそうだ。その中には、神からの解放を意識する人もあるかもしれない。全てのしがらみを排除できる、というふうに。でも、それはまさに幻想だと聖書は語る。このあたりには、神との関わりを厄介なものと見るのか、それともそこに豊かな幸いを見るのかの違いもある。さらに言えばそれは、神に対して不信感を抱いているのか、それとも信頼と安堵を見ているのか、の違いも関係するだろう。
 
 ヨハネ　5:29
 
　遅々とした進み方になっているが、こんなに事細かに考えることを主は意図して語られていたのかどうか、ということも気になる。もともとは語られていたのであって、文字ではないのだし、今のように分析的に読むようなことは、ずっと後の時代にならない限り、現実問題として不可能だったのだから。それはともかく、死は終わりではなく、ちゃんとよみがえって自らの日々と向き合うことになるのだ、という指摘は、大事なことである。もっともこれを、神は善人・悪人という区分けで扱うというふうに取るのはやめた方が良い。主はずっと、その枠組みとは別の扱いをなさっている。元々人間はすべて、「悪を行った者」の中にいるのだ。これはむしろ、全ての人は、ということを示すもので、本人が自分は善人だと考えていようが、悪人だと考えていようが、どちらであっても神と無関係にはならない、ということにつながる。
 
 ヨハネ　5:30-32
 
　イエスの教え方について人々は、権威ある者として語られた（マルコ1:22）と受け止めていた。神の御子だから当然だ。けれどイエスご自身の口からはこのように、自分から出たことではなく父なる神の御心によって、ということがしばしば語られる。両者に矛盾はない。人から見れば、それはまさに神としての権威であり、しかし御子は父と一体となって事を進めていることを強調なさるべきだと考えた、ということだ。父と御子の一体性を重視する必要性について、さほど意識しないという見方もあるとは思う。後の時代の者にとってはそうなりえる。が、あの時点ではイエスは人としてそこにおられた。人々は神なのかイエスなのか、どちらを取るのかという感覚を抱きやすい。しかもそれぞれにとって都合のよいように、である。それは、イエスが推し進められる救いの業にとっては妨げでしかない。この強調は必要だったのだ。
 
 ヨハネ　5:31-33
 
　この部分、ほかにも証しをする方、というのは、この訳し方を見る限りでは、父なる神のことになる。30節からのつながりではそうなるのがすっきりする。ただ、34節ではバプテスマのヨハネの証しのことが語られている。30節では父なる神の証しとは告げられていないのに、である。もしこれがヨハネのことを言うための前置きなら、訳し方はちょっと変わるかもしれない。が、どうやら伝統的にここは、父なる神こそがイエスの裏付けである、という意味になっているようだ。36節では父なる神が与えてくださる証しのことも出てくるので、結論としてはそれで良いのだろうが、少し思案してみても良さそうな箇所のようにも思える。
 
 ヨハネ　5:30-32
 
　本人の証言だけでは足りない、というのは、ユダヤ社会では基本的な概念だったようだ。一人の証言だけでも足りなくて、複数が必要だということも出てくる。ただイエスは、人々の同意はなくてもご自身の主張だけで十分だと語られたこともあるし、また、複数ではなくても、父なる神ご自身の宣言があるなら、1000人の証言よりもはるかに意味がある。ここで展開されている話は、物事の成り立ちを説明しているのではなくて、人々が受け止め切れていないことを前提として、それを少しでもほぐしていきたいという、そのような意図であると考えた方が良い。しばしば神は、その本来の意図は曲げずに、でも、人々の理解の程度に合わせて語られることがある。そのことからも、神の御心は一箇所だけではなく、聖書全体を意識しつつ受け止めていくことが欠かせない。
 
 ヨハネ　5:33-35
 
　バプテスマのヨハネが取り上げられている。彼は先触れのような役割で、救いの業そのものに関与していたわけではない。ヨハネがいなくても、イエスはその業を推し進めただろうし、その意義は今日に至るのと同様に人々の中に広がっただろう。人に福音の理解を与えるのは聖霊の働きである。それでも神は、人にとって身近な手法を積極的に用いられる。少しでも理解しやすいように、受け止めやすいように、である。バプテスマのヨハネだって迷ったし、理解は完全ではなかったし、でも彼の働きかけが人々の心を耕して、まさに種を受け止めやすくなるのなら、それは大歓迎、貴重な存在なのだ。今日に至るまで、それ自体は本質ではないとわきまえつつも、しかし大いに用いられていくべき事柄は多々あるはずだ。神は、人がともかくも神に向かっていくことを、切に願っておられるのだから。
 
 ヨハネ　5:36
 
　ヨハネを貴重だと語って、一転して、それ以上の証明があるのだと言う。ここにある「わざ」は、当時の人たちからすれば、イエスが行っていた数々の奇跡のことだと受け止めたことだろう。それももちろんある。ただ、そこだけを切り取って考えてしまうと、何か不思議な業を行えば、それが真実の証明になる、という話になってしまい、これは適切ではない。あえて言えば、奇跡、つまり一般常識を越えるような行為などは、いくらでもありえる。人の常識はかなり狭い範囲に縛られているのだから。神の真実は、人にとっての常識、非常識の領域ではなく、もっと特別なものだ。そのことを考えると、イエスが語られた「わざ」とは、病気を治すなどの奇跡ではなく、やがて成し遂げられる十字架のわざ、救いのわざのことであるのかもしれない。この時点では人々は全く理解しなかっただろうが、でも、ヨハネ福音書はとりわけ、その時点の人々の理解を超えて、後に明らかになることをも強く意識した書き方は少なくない。そして、十字架は確かに、まさに人の常識を越え、思いもよらない、不可思議ですらある、神の御業である。そこで初めて人は、神の御心を知るのだから。
 
 ヨハネ　5:37-40
 
　わざ、だけではなく、神が人に告げておられる言葉によっても、私たちはその御心を知り、そしてイエスの存在の意味を知ることが出来るのに、というように、イエスは語られている。ユダヤの人々が聖書を大切にしていたのは間違いない。旧約時代とは違う。けれど、それが的外れになっていると主は語られる。人が自分の思い描く領域のなかに引っ張り込んで、そこで解決してしまおうとすると、この事態が生ずる。それはいつの時代にもありえることで、私たちはいつも警戒すべきではある。不可知論ではない。人は神の御心を知り得る。その身言葉は確かに指し示してくれている。私たちはそれを喜び、楽しむのであるが、そこでいつでも、人の理解は限界があるのだということを、わきまえておく方が良いだろう。その限界をしっかり認めつつ、御言葉にしっかり向き合うための手がかりは、「いのちを得るためにイエスのもとの来ようとすること」である。自分の世界を確立するのではなく、神と共にあることを切に求める意識は、私たちの混乱しがちなあり方を、ずいぶんと整えてくれるようだ。
 
 ヨハネ　5:37-40
 
　神を見たことがない、というのは当然のこととして受け止められているが、イエスはここで、それは奇妙な話だという前提で語られている。人は神を見て、神の声を聞けて当然だ、というように。物理的な話ではないのは明らかである。本人の確信の話ではある。ただしそれは、各自が勝手に確信したぞと思うことではなく、御子を信じ、御言葉を受け止めていく中で与えられる確信である。人はどうすれば神の存在を信じ得るのか、という問いに対する答えは容易ではない。が、その人が真剣に神と向き合い、御言葉に向き合い続けるなら、確かにその人の内には神の存在と、その慈愛に対する確信が形成される。出会った瞬間に心の目が開かれるのも幸いだが、地道に神の近くで暮らし続ける中で与えられる確信も、なかなか良いものである。<span style="text-decoration: underline;"></span>
 
 ヨハネ　5:37-40
 
　昨日の話の続きだが、地道に神と共に歩み続ける中で育まれる確信ということ。この点の意義を、とりわけ、クリスチャンホームの子どもたちは意識しておいた方が良い。一定の年齢になって初めて知った神の祝福への衝撃も良いが、幼き頃から静かに積み上げられてきた歩みは、じっくり土台を築き上げていくものでもある。この祝福を肯定し、歓迎していって欲しいと、そう願うのだ。
 
 ヨハネ　5:41-47
 
　人からの栄誉は受けない、とおっしゃる。神の御子だから、父なる神との関係において十分に栄誉は受けているので、ということが、まずは第一だろう。神の御子として、もともとから、人の評価などは必要がない、ということでもある。ただ、この箇所の話からすると、それだけではなく、人々が神への愛を失っているから、でもあるようだ。神との関わりを捨ててしまった者たちからの栄誉など、かえってマイナス、まるで自分もその一員であるかのような評価など、ということである。反対に、どれほど小さな存在だったとしても、その相手が神の前に立ち、神と共に歩んでいるのなら、御子は大喜びで彼らの称賛、歓迎を受け止められただろうが。
 
 ヨハネ　5:42-43
 
　神への愛がない、ことの実証として、神の名によって来る者はこばみ、自らの権威をひけらかす者が歓迎される、ということが挙げられている。それは、神に対しては熱心ですよ、と言っていたとしても、その実態が大きく異なっている、そんな様子も見せてくれているようだ。その人の心、とりわけ神に対する心のあり方は、表面的な信仰っぽい言葉によるのではなく、本人の状態がどうであれ、ひたすら神に期待し、求め続けていることにこそあると言える。信仰は、そして神の道は、決して難しくはない。ただ、神を求め続けるかどうか、そこが鍵となる。
 
 ヨハネ　5:44
 
　神からの栄誉、とは何だろう。栄誉は一般的には称賛と同類だが、神がその人を称賛してくれる、というのは、話の筋としてはしっくりこない。むしろこれは、神が与えてくださる祝福よりも、人の間で満足していることを求める、ということのほうが合致するか。そうなる理由は、神の祝福がどのようなものであるかを知らないか、あるいは、祝福の中身には気づいていても、神と関わるのは嫌だと拒んでいるか、そのあたりだろう。そんな馬鹿なことをするはずがない、と思いたいのだが、でも、人はしばしばそういう選択をする。信仰の話だけではなく、世の中的にも、である。その状態では、どうにも幸いを手にすることはできず、自らを滅ぼしてしまうだけ、なのだが。このように語るイエスご自身の心の痛みを思わせられる。
 
 ヨハネ　5:45-47
 
　人々は、イエスがモーセに反していると批判する。さすがに、人間モーセではなく、そのおおもとにおられる神に反しているという意味合いだろうとは思いたい。が、モーセが書いていることはキリストのこと、イエスご自身のこと。これは、当時のユダヤ人だけでなく、後々の者たちにとっても重要だ。時に、クリスチャンは新約だけで良い、旧約は意味がない、みたいに言う人がある。旧約はユダヤ教のもので不完全だ、みたいなふうにも。それはイエスご自身の告げていることに反している。神ははるか昔から、つまり旧約においても、ずっと同じことを語り、同じことを指し示しておられる。バージョンアップですらない。これを見間違えると、旧約も、そして新約も誤解することになる。
 
 ヨハネ　6:1-15
 
　ヨハネは、先行する３つの福音書に書き記されていないことを意識的に取り上げているのだが、この出来事についてはほぼ同じように書き記している。簡潔にまとめるなら、イエスが集まっていた人々のことを案じたという点、その膨大な人々にイエスが食料を提供されたという点、である。むろん違う視点もあるが、まずは同じ視点に注目するなら、この２つのことを、イエスを紹介しようとする人々は、皆が重視したということになる。奇跡など、ほかにも数多くあるのに、である。少し、じっくり見てみることにする。
 
 ヨハネ　6:1-11
 
　この出来事には、イエスが人々のことを思いやっている姿が示されている。まずは、人々の空腹を案じている点。そして、彼らに必要な食べ物を提供された点。概して宗教的な熱意を説く際には、身体的な事柄は低俗だと考えられやすい。空腹などに心を奪われるのは信仰心が足りないからだ、と言われてしまいそうでもある。心頭滅却すれば、のほうが、皆の尊敬を集める。だがイエスは、人々の胃袋を案じ、人々の身体的なエネルギーを案じられた。考えてみるなら当然ではある。この身体を造り、胃袋を造ったのは神である。人はそういう必要を満たされつつ生きていく存在だと、そうなさったのは神ご自身。神は人に必要なものをご存じでいて、そして、顧みてくださる方なのだ。霊体ではなくこの存在、その違いは、宗教的な部類においては、とても重要な視点である。
 
 ヨハネ　6:5-6
 
　試す、というと、ちょっと嫌らしい響きにもなるが、イエスがなさっているのは弟子たちを整え、背中を押していくためのことである。すべてをご自分一人でもできるのだが、でも主は、人々と共に歩み、彼らを用いることを重視される。それは創造の当初からで、神は決して人をお客さんとして扱うつもりはないのだ。
 
 ヨハネ　6:7-9
 
　ピリポとアンデレの抱いた結論は同じである。ピリポは否定的、アンデレは肯定的、とするのは思い込みが強い。ただ、そばにいたヨハネは、この二人の違いを意識し、いや、イエスが何をするのかという点で、この二つの姿勢の違いを見ている。二人の言っていることは同じだ。彼らの側には何の解決も存在しない。だがイエスは、アンデレの言ったわずかなパンと魚を用いた。重要なのは、イエスが用いるならば意義が生ずる、という点で、そのわずかな食料自体にはほとんど意味はない。でも結果として多くの人の空腹が癒されたのなら、私たちとしては自分たちの判断で無理、と終わりにしてしまうのではなく、どうにもならないと思ってもなお、神にお任せするということをやめてしまわない方が良い。神は、人の思うところをはるかに超えて事をなされるのだから。
 
 ヨハネ　6:10
 
　男たち5000人。聖書は、男たちしか書かれていない点については、何も意識はないし、関心も示してはいない。男女の扱いのことについては、もっと別の場面でいくらでも語られているのだから、こういう箇所を引き合いに出す必要性は皆無だ。ただ、一般的に言えばそこには女性も、子どもたちもいただろうとは思う。もちろんイエスは、その全ての人の分を与えておられる。このことから教訓を見出すなら、私たちが見ているものよりもはるかな多くの人たちがそこにはいて、必要があって、それに応えようとしているのだということを、忘れてはいけないということか。目の前の人々という存在にだけ捕らわれすぎる私たちの限界を、意識しておいた方が良い。
 
 ヨハネ　6:12-13
 
　無駄にしないようにと告げておられる。12のかごということは、十二弟子がそれぞれに一つずつかごを背負ったということになるだろうか。このパンをどうしたのだろう。人々に持ち帰らせても良かったはずだが、どうやら集めさせたようで、ということは、弟子たちの食料として与えられた、ということになりそうだ。マタイ16:5は、このパンのことではなく後の出来事であるが、弟子たち、いつも食料は不足気味で、それを思いやってくださっているのだと見るのが、ちょうど良いと思う。
 
 ヨハネ　6:14-15
 
　群衆の反応が記されている。満腹できて大喜びだったのだということで、それはごく自然な反応ではあるのだが、でもヨハネはやはり、否定的な意味合いでこの様子を書いている。もともと王にしようという話自体がイエスの本質からずれているのだが、この福音書が記された時点では、その課題はおそらくほぼ解決していただろう。とすれば、直接の警告、イエスはそんなお方ではないぞ、と告げるためではなく、人は往々にして自分勝手な間違いに陥るのだという点を指し示すための記録、であろう。どれほど良い感じの言葉が語られていても（預言者とか）、神の御心は何であるのかをしっかり見定めないと、意味をなさないものとなってしまうのだ。
 
 ヨハネ　6:15
 
　それにしても、王にしようとする、というのは、奇妙な話だ。王になろうとする、のは時々ある。だが、自分自身ではなく、他者を、である。いや、世の中でもないわけではない。だがそれはつまり、自分の思うように操れる、という自信があるから、だろう。本来は、王というのは服従すべき相手、逆らえない相手、のはずだ。が、そんなつもりは見えてこない。神輿として担ぎ上げるだけで、主導権は自分に。そんなのは王に対する姿勢ではないのだが。でもこれを、神に対してもしているのが人間の実態。人々はイエスが特別な存在であることに気づいていたのかもしれない。それだからこそなおのこと利用し甲斐がある、と。一切はすべて自分のものも、と考えている。深刻な事態である。
 
 ヨハネ　6:16-21
 
　異様のものに出会うと、人は恐怖し、忌避する傾向が強い。だが弟子たちは、水面を歩いてくるのがイエスだとわかると、喜んで迎えたと記されている。それはこの時点で彼らのイエスに対する思いが、十分に育っていたことを示すものと言えるだろう。他の福音書では動揺の部分をもっと強く書いているように思うが、ヨハネが思い返すこの出来事は、むしろ安堵と平安をイエスのもとに見た記憶ということになる。物事には常に多面性があるので、それはそれでいいのだが、ヨハネが示すこの平安は、とても大事な、価値あるものだ。言い換えればこの福音書は読む者のたちに、そういう平安が主にあることを、指し示そうとしているのだとも言える。
 
 ヨハネ　6:16-21
 
　福音書はイエスについて、その神秘性とか、特異性を強調しようとする様子はあまり見られない。むしろ、神である方が人と共に歩んでくださっていることの意義を伝えようとしているように思う。その点ではこの出来事はちょっと珍しい。イエスが水の上を歩けるということは、この方の救い主としての御業にとっては、さほど意味があるわけではない。このことからも、ヨハネがこの出来事を書き記したのは、イエスのすごさよりも、その方に平安を覚えさせられていたことの意義を重視したのだと見るのが良いと思う。
 
 ヨハネ　6:22-25
 
　ヨハネの語り方は意識的なものが多く、淡々と出来事を提示しているわけではないことを考えさせられるのだが。この部分はつまり、イエスの姿が見えなくなったことを群衆は不思議に思った、ということだ。舟は一艘しかなかったのに、イエスは弟子たちとは一緒に乗っていない。それなのにどこにも姿が見えない。いったいどこに行ってしまったのか、である。探すために自分たちもも舟に乗って湖を渡ったのだから、彼らの熱意は疑いようがない。ただの興味本位や、あるいは野次馬的な程度のはずはない。ヨハネはそのことを書き留めている。その思いを覚えておいて、その上で、この後のイエスの言葉を見ていくのがふさわしい。
 
 ヨハネ　6:25-28
 
　自分を探しに来た人々に対して、イエスの言葉は厳しい。彼らが求めているのは救い主としてのイエス自身ではなく、提供されたパンであるのだ、と。このことは、あの時のパンのことだけでなく、病気の癒やしなども含めてのことと受け止めても良いだろう。「しるしを見たからではなく」とあるが、奇跡かパンかではなくて、この方が誰なのかを指し示す「しるし」に注目したのではなく、目の前の現象のみだったということである。それはあんがい多くの場合に見られる状態だとも思われる。神の助けを求めるのは良い。マタイ6のように、日々の食事も大事である。ただ、それで終わりではなく、そうやって顧みてくださっている神の心、どれほどに人を思ってくださっているのかに、目を向けていかなくては、それこそ消えてなくなるものを追いかけているだけ、になってしまう。これは神に対してだけではない。人との関わりにしても、もしもその人が提供してくれているものだけしか見ていなかったら、どれほどそのことについての感謝をしていたとしても、真につながることにはならない。
 
 ヨハネ　6:27-29
 
　27節でイエスは、「働きなさい」と告げているが、ここまでの群衆の動きからすれば、何かの役割を果たすとか、成し遂げるという、功績に関わるようなことよりも、彼らが何を大事に思い、何を追い求めるのかという意識の問題、心に抱く思いのことが問題になっていると考えるほうが良いように思う。確かに、「働く」という言葉が使われているのだが。働くという言葉も、この6章では27節で突然出てきている。そうすると、29節で、働く内容が、救い主を信じること、と指し示されているのもすんなりとわかる。良き行いも意義ある、価値あるものではあるけれど、この6章で、少なくともこの段階でイエスが指し示そうとしているのは、何を行うかではなく（あるいは行いなのか信仰なのかの議論でもなく）、「あなたは何を追い求めようとしているのか」という問い掛けである。
 
 ヨハネ　6:28
 
　人々の反応をどう見るか。イエスが問い掛けたこと、あなたは何を追い求めようとしているのか、パンか、それとも永遠のいのちに至ることか、というその意味合いを人々が理解していたとすれば、何をなすべき、という問い掛けは、どれだけ功績を挙げればという意味合いではなく、もっと率直に、永遠のいのちに至る道筋とは何か、ということへの問いだろう。とすれば、29節でイエスは、人々の率直な問い掛けに、まっすぐに応じられた、ということになる。私たちはつい、行いか信仰か、という論義の大切さを知っているので、ここでももその話がなされているのだと先入観を持ちやすいが、そのような視点を持たなくても、このやり取りは十分に理解できるし、イエスが指し示された大切なことを見出すことが可能だ。
 
 ヨハネ　6:29
 
　イエスはまっすぐに、人々が救い主を信じること、言い換えるなら、期待し、待ち望み、寄り頼むことこそが永遠のいのちに至る道だと告げている。これはイエスがずっと語っていること、そして新約、いや聖書全体が指し示していることだ。行いか信仰かとか、あるいは偶像礼拝のこととかも、要するに、ここをずらしてしまう、または反対の方向に行ってしまうことへの戒めであり、切迫感を伴う呼びかけでもある。結局、永遠のいのちは人の力では手に入らない。神が与えてくださる以外にはどうにもならない。だからこそ、救い主が必要で、それがすべての鍵。それなのに人は、救い主から目をそらし、別のものもへと傾倒していく。昔も今も、そして、何度も形を変えつつ、である。
 
 ヨハネ　6:30
 
　実に興味深いことだが、この時点で、群衆はまっとうな方向性を保っている。救い主を信じよ、と告げられて、それがイエス自身のことであるのを、人々は理解した。だから彼らは言う。信じられる根拠を示して欲しい、と。それはそうである。何でもいい、とは言えない。鰯の頭も信心から、と言えるのは、信仰の対象にすがるのではなく、自分たちの信仰心、その精神力こそが鍵、という理念である場合だ。イエスが言うのも、人々が受け止めているのも、そういう部類の話ではない、何に頼るか、頼れるか、である。だからこそ、本当に信頼して良いのかどうか、そのしるしを示して欲しいと願うのは当然である。だからこそ、イエスの答えに注目する必要がある。
 
 ヨハネ　6:30-33
 
　信じるためには、その相手が何ものかを知る必要がある。また、信用できるかどうかも見極める必要がある。黙ってついてこい、という指示に応じられるのは、そう告げている相手を知っていて、その相手を信頼しているからこそ、である。だから人々がイエスに、しるしを求めたのは当然である。そして彼らは、マナのことを持ち出した。マナは荒野を旅していたイスラエルの民に生命を与えたものである。言い換えれば、マナを与え続け、養い続けてくださった神だからこそ信頼する、ということだ。このことは、旧約時代のイスラエルには見られなかった認識である。新約時代のユダヤ人は、だがそのことに気づき始めていたようだ。自分たちを真に生かしてくれる相手こそ、信じるに足るのだ、と。
 
 ヨハネ　6:32-34
 
　マナのことを持ち出した群衆に対して、イエスは告げる。真のパン、その人に本物のいのちを与えるパンは、マナ程度のものもではないのだと。モーセやあのマナをさげすんでいるわけではない。彼らが胃袋の満足を意識していることに対して、その程度のものもではない、と言っている。マタイ6でもそうだったし、そして5000人のパンの奇跡を重視している人々に対して、神の与えてくださるいのちはもっと豊かで、もっと力強いと告げるのだ。人々はイエスの指し示そうとしている方向性に気づいているようで、だから、ぜひ欲しいと願っている。ヨハネ4:15との類似性を感じるが、意図的と言うよりは、それが人の、しかも、真摯な時の姿だということだろう。
 
 ヨハネ　6:34-40
 
　人々の求めに対して、イエスはまっすぐに語っている。ももしこの時点で人々の言葉が単なる冷やかしや、あるいは攻撃的な意味合いだったら、イエスはこのような答え方はしなかっただろう。そういうやり取りは何度も見られる。でも、少なくともこの時点までの群衆の心はまともな反応だったので、イエスも率直に答えている。そして、ご自分の存在こそがいのちをもたらすものだと告げている。それはマナよりも、5000人のパンよりも、比べものにならないほどに確かなものなのだと、そういう宣言である。
 
 ヨハネ　6:35-40
 
　わたしがいのちのパン、という言葉は、わたしこそが救い主、と言っているのと同じと思っても良い。ただし、ここではイエスは、罪の赦しという意味合いでの救いの話はしていない。その代わりに、すべての人に提供され、効力を発揮できる部類の救いであることが強調されている。誰でも、であるし、イエスのもとに来るならどんな人でも失格だといって追い出されることはなく、そして一人も失われず、というように。こういうことは、この世では起こらない。必ず資質が問われ、資格が問われ、功績が問われ、そして、審査され、評価され、その上で合格、不合格というふうに扱われる。その人自身の状態こそが物事を決するのだから、これは必然でもある。だが、神の救いは神が成し遂げてくださるもの、それだからこそ、これはすべての人に提示される。万人の救いが可能になる。むろん、本人が望むなら、であるが。人の業ではなく神の業。そのことから来る幸いな状況を、イエスは提示している。このこと、いつの時代もキリスト教は、あんがい、扱いが雑になっているのでは、と思う。
 
 ヨハネ　6:35-40
 
　提示されている幸いを一つずつ、しっかり確かめていきたいところだが、聖書の他の箇所でもいくらでも指し示されていることであり、この箇所ではあっさり触れられているだけなので、イエスが示した点、人の手によらず、ひたすら神ご自身によって成し遂げられる祝福、ということを意識しておくのでよしとしよう。ただ、39-40で終わりの日のよみがえりのことが語られているのには、ちょっと触れておきたい。つまりは、神が用意してくださっている祝福は、この世の領域だけのものではない、そんな限定的なものではない、まさに未来永劫としての幸いである。それを成し遂げるのは大変なことだが、神はその約束の実現のために、徹底して祝福にエネルギーを注ぎ続けてくださっている、ということだ。驚愕すべき幸い、であろう。
 
 ヨハネ　6:41-42
 
　聞いていた人々が文句を言い出した。理由は、パンではなく、天から下ってきた、にある。彼らの言い分は、それなりに根拠はある。神の業と人のなすことは明確に区別されるべきであり、人がどれほど良きことをしても、それは決して、神ご自身のものと混同されてはならない。言い換えるなら、イエスはこのように明確にご自分を神の側のものとして語り、旧約に見られるような神の人（預言者など）とすら別次元の立ち位置として示している。後の時代の者たちは、イエスの言葉遣いがさほど断定的でないので、イエスを神ではないと言いたがるのだが、当時のユダヤ人感覚からすれば、それはありえない。だからこそ人々はこれほど憤っている。その先にあるのは、イエスは神を冒涜する輩なのか、それとも本当に神であるのか、二つに一つなのだ。ヨハネ20:31がこの書の目的として明示されているのは、非常に意味深い。
 
 ヨハネ　6:41-42
 
　人々のこのような戸惑いと反発には、いったいどのような対応が有効であり得るのか。ここで人々の反応を緩和しようと、神の子としての主張を緩めることは考えられない。それは一切を壊してしまう。だからこそイエスは、納得しないであろう人々に対してなお、ご自身の真実を明確に告げておられるし、そしてまた、様々な奇跡によってもご自分を神が顧みておられることを明示している。奇跡だけではなく、その一切をとおして、人々がこの方の真実に気づくことを願い、また働きかけておられるのだ。いつの時代においても、それがひつようということでもある。ヨハネがこの福音書を書いたのは、イエスが地上で活動されていた頃より、ずっと後である。
 
 ヨハネ　6:43-51
 
　イエスが語ったこと、ポイントの一つは、下ってきた、のようだ。それは単に、上から下への移動ということではなく、神のなさっていること、という趣旨である。だから、「父が引き寄せて下さる」「神によって教えられる」「神から出た」というように、繰り返し、その点が告げられている。人々は、イエスが神からであることを受け入れようとしなかった。むろん、旧約などでは「神から」の意味合いには、神によって派遣された人間、という場合もある。だが、イエスの言い方は一貫して、ご自分を神と一体としてのもので、人々の反発もそこにあるのは確かである。この話を整理するなら、ようするに、神ご自身がイエスを神からだと提示し、かつ、その方が父なる神との一体性を告げている（しかも、父なる神はそれに反対していない）のであれば、この方、イエスの主張は神の御心そのもの、ということだ。こう述べても相変わらずわかりにくいかもしれないが、でも、この論理は福音の理解と信仰にとっても、とても重要である。
 
 ヨハネ　6:43-51
 
　昨日の話の続き。イエスが神からであることが認められ、かつ、その方がご自身を神として提示されているのなら、人間の観念からしてどれほどその相手が神であるはずがないという思いが先行したとしても、でも、答えは一つ。やはりその方は、神なのだ。この論理は、救いを告げる福音を信じる上でも、とても大事な基盤になる。神は罪人を救うと言う。そんな馬鹿な話はない、とユダヤ人は反発し、後々の人々もまた、なかなか信じられずにいる。クリスチャンですら、しばしばその点が曖昧になって、だから、行いによる評価を求めようとしたり、自分は神に捨てられていると勝手に諦めたりする。人間の論理と感覚からすれば、福音が告げることはあり得ない部類のことだからだ。でも、どれほど人の理念と食い違っていたとしても、それが確かに神によって告げられていることなら、どれほど信じがたい話であったとしても、でも、それは真実なのだ。そのことをしっかり受け止めていかなければ、人はいつまでも戸惑い続け、そして、神に対して熱心ではあっても福音を信じられないままで進んでしまうことになる。それは、とても不幸なことなのだ。
 
 ヨハネ　6:43-51
 
　ここに記されている話は、ヨハネ以外は記録していない。パウロの手紙でも、その内実は存在するのだが、正面から話題が取り上げられているところはないと思う。この論理を提示しなくても、もっと単純に神を信頼し、イエスを信頼し、だからこそ救いは確かだと信じることも十分にあり得るからだろう。今でもそうでもある。だが、1世紀終わりに至り、様々に困難も増えている状況の中で、人々の信仰基盤をより強固にしていく必要を見たとき、ヨハネはこの時のイエスの言葉を、きちんと提示していく必要を意識したのだろう。良き地に落ちた種が芽吹くのと、茨の地に落ちた種を育てるのとでは、やはり扱い方が大きく違ってくる。まあ、あの話は、良い地をこそ意図するものだけれど、この世の、人の抱える現実は、混乱する地においてもまた、種が育っていくことを願うことにならざるを得ないのだから。
 
 ヨハネ　6:46
 
　ここで告げられているのは、イエスご自身のこと、である。45節は神の言葉によって学んだ人間たちのことだが、それらの人々は神を見たわけではない（その点は旧約での状況を念頭にしていると思われる。ギリシア的には神を見ることはさほど重大ではないのだが）。それが可能なのは、やはり御子お一人のみ、である。そのようにして、この方の真実性、特別性がしっかりと語られている。福音書の他の箇所、キリストの姿が語られているところからも、この方の真実性、特別性は指し示される。それでも十分でもある。でもここでは、神と共におられる方、という点から、イエスの特別性が指し示されている。ヨハネ1章冒頭あたりも、同様の論理である。人にとってイエスのお姿はあまりにも大きくて、だから聖書は様々な角度からこの方を語っている。私たちは、そうやって多角的に示されていることに深い感謝を覚えるのだ。
 
 ヨハネ　6:47-51
 
　この箇所の語り方を見ると、パンという言葉は、いのちをもたらすもの、という意味合いで使われている。荒野ではマナというパンによって人々にいのちが与えられ、すぐ前では5000人にいのちを与えるパンが提供された。そのことを知っている人々に対してイエスは、人々に永遠のいのちを与えることを意図して、ご自身はここにいるのだということを告げておられる。本来これは、とてもわかりやすい、そして筋の通った話である。52節のように、人肉を食べるという話になることのほうが、戸惑う場面ではないか。
 
 ヨハネ　6:47
 
　永遠のいのち、という言い方、新約では頻繁に使われ、当時のユダヤ社会でも使用されていた様子だが、旧約にはほとんど出てこない。人々はどういう意味でこの言葉を使っていたのだろう、と思わせられる。おそらく、天国のことか、または神の祝福全体のことを意識する、そんな表現だったのだろう。とすれば、ここでイエスが言うことは、決して不可思議ではない。それに人々にしてもこの方について、単に病気を直してもらうということだけの存在として期待していたわけでもあるまい。それなのに、イエスが身を乗り出すようにして、ちゃんと助けるからと呼びかけると、とたんに引いてしまう。これが人の常であるならば、今でも同様にしてイエスの呼びかけを拒む傾向が人にはある（信仰者だって例外ではあるまい）ということを、意識すべきだろう。
 
 ヨハネ　6:51
 
　神の祝福を与えるぞ、というだけだったら、人々は期待感を抱いただけだったかもしれない。だが、わたしの肉、という言葉が、戸惑いをもたらしたのだろう。一般的には、聖書では肉という言葉は、この世的なものとか、人間の限界というような意味合いを指し示す時に使われる。もしもイエスが、肉に支配された世界に神のパンを与える、という言い回しを使ったなら、人々はそのまま歓迎したかもしれない。でもあえて、肉、と告げる。それは後の十字架を意識したもので、十字架の死が人々にとってつまずきになる（第一コリント1:23）からこそあえて、でもあろうが。難しい表現だが、でも、いのちのためには御子の犠牲が伴うということを意識させるためには必要な言及である。
 
 ヨハネ　6:52-59
 
　御子のなさることには意味があり、必要性があるのだとしっかり認めた上で、ここにある言い回しは、なかなか馴染みにくいなあ、とは思う。人の子の肉を食べ、血を飲むというのは、いくら比喩であると分かっていても戸惑いを生じさせるだろう。だがイエスとしては、この救いにとって何が必要となるのかを明示し、人の抱えている課題がそれだけ大きいことを指し示し、ご自身の決意と覚悟、そして、神がひとり子を与えるほどに余を愛されていることを示すには、これ以外の言い方はなかったということである。私たちとしては、その意図、事の深刻さを語り、その実現のために一切を犠牲にする主の覚悟をこそ、見るべきだと思う。十字架に対して否定的で、十字架なしでも神の祝福は実現すると言う説に対しては、この語られ方との食い違いを指摘したい。
 
 ヨハネ　6:56
 
　肉を食べ、血を飲むと、とどまることになるとの言い方。当時のユダヤには、人肉を食らう部類の話があったのかどうか。その類がなかったのだとすれば、イエスがこの言い回しを使った背景もわかるようには思う。ただ、重要なのは、救い主と救われる側との関係が密接に、不可分に結びつけられていくということである。神と人との関係について、少なくとも人間の側ではそこまで期待することはありえない。神は気まぐれに助けてくれたとしても、忘却するか、あるいは都合が悪ければ当然に投げ捨てられる程度だと、人は思っている。だが御子は違うと言う。その関係はもはや神が望んだとしても切れはしないのだと言う。この点にも神の覚悟が見える。
 
 ヨハネ　6:60-63
 
　この語りによっても、イエスの意図がわかる。そう、十字架における戸惑いとつまずきを意識して、あえてこういう言い方で予告し、人々の心に備えを与えているのだ。十字架での死は、人々にとって茫然自失、落胆、失望、そして、期待したこと自体が間違っていたのだというふうに思わせる部類のものだ。だからこそ、御子の死が救いには必要なのだということを、少しでも強く、人々に指し示しておく必要があった。たとえその場では理解されず、つまずきになったとしても、である。通常は、つまずきは避けるのが必要ではある。だが、これがなければどうにもならない、という点については、それを提示することを避けたら、結局は何にもならない。その見極めはとても難しいのであるが。
 
 ヨハネ　6:64-65
 
　話の流れを確かめるなら、いろいろ、人の常識から外れているように見えることはあるのだが、しかし、神が与えてくださるいのちなのだから、人の側ではいろいろつまずいても、それでもなお、神の祝福は実現する、という話になる。その上でイエスは、ユダの裏切りのことに言及する。その上で、人の熱意ではなく、神ご自身の導きに身を任せてこそ、ということを指摘なさる。この話題の中で、なぜユダに言及する必要があったのかは、よくわからない。63節の後は66節になったとしても、十分に話はつながっているとも思う。こういう部分は、読み手のにとってのスムーズさではなく、神がそのように告げようとなさったことを受け止める、という姿勢が欠かせない。
 
 ヨハネ　6:64-65
 
　ユダのことに言及した理由を考えてみる。考えられることとしては、主を信じることがなかなかに困難であることを告げようとなさったか。それゆえに、群衆ではなく、弟子たちが、66節以降の話からすると、衝撃を受けているようではある。この時点ではまだユダはそんなつもりはない。けれど、もしも人が神によって信じさせていただき、人の理解ではなく神のなさることを受け入れるという姿勢を持っていかなければ、事態は悪化するのだ。ユダの疑問に同情する見方はある。そのことに反論するつもりはない。ただ、ここにあるイエスの言葉からすると、疑問を抱いたこと、それを放置したこと、それが不信感につながったことそのものが、たとえどれほど熱心だったとしても、主への信仰とは異なる部類のものになってしまっている、ということを意識する必要がある。ユダは自らの決着を選んだ。ペテロとは大違いである。
 
 ヨハネ　6:66
 
　イエスの言動に、人々がそっぽを向くような内容はない、と思うのだが。「ひどい話」（60）というのは、その言葉をまともに聞かずにいるからとしか言えない。でもそれは、いつものこととも言える。神が呼びかけて下さっていることを、人は受け止めようとしない。その内容を真剣に確かめて、その上で、いらないと拒絶するのなら、それはまだしも、である。神と共に生きるつもりはないのだと言うのなら、それは本人の意思である。だが、ほとんどの場合には曲解し、あるいは、見てもおらず、である。食わず嫌いを越えて、それは嘆かずにはいられない。イエスがしばしば嘆かれる、その理由がここにもある。
 
 ヨハネ　6:67-71
 
　イエスの言葉は、どう見れば良いのだろうか。ご自身が弱気になっている、ようにも読める。十二弟子もまた離れていくのか、というように。でも、逆にも読める。つまり、皆が離れていく様子を見た弟子たちが意気消沈していて、それに対してイエスは彼ら自身の心を揺り動かす意図を持って、こういう問いかけをしたのだと。実際、弟子たちはここできちんと答えて、それによって彼ら自身が心の平安を手にしている。信仰の告白は、他者、あるいは神に対してのものであるのと同時に、自らの生き方を確かめ、かみしめ直し、そして、歩み進んでいくためのものでもある。礼拝のたびに使徒信条を読み上げるのも、それは自分たちのためでもあることを思い起こしたい。
 
 ヨハネ　6:68-69
 
　弟子たちは、イエスのもとに留まると言う。その理由は、イエスが永遠のいのちのことばを持っているからだ、と言う。ことばを持っている、というけれど、永遠のいのちを約束し、それを実現して下さる方、という意味であろう。ただ、神の聖者、という言い方、ちょっと気になる。聖書にはほとんど出てこないのだが、救い主そのもの、と言い切れていないようにも思う。神の力を発揮する方、という程度にも。ここは、ペテロに聞いてみないと何とも言えないのだが、それでも彼らがイエスに期待し、待ち望んでいることは分かる。その意識こそ、後々につながる大切なものだ。そこから先は、神が育てて下さるのでもあるから。
 
 ヨハネ　6:70-71
 
　ヨハネはこの箇所で、ユダのことを指摘する。ユダ自身はまだ自覚していなかったかもしれない。仲間として歩んでいたのかもしれない。でも、これらの事柄のどこかで、ユダはずれが生じていたということだ。群衆は、集まったり、離れたりする。それはさほど深刻ではない。イエスの真実が明らかになっていくと、彼らは主のもとに戻ってくると、大いに期待していても良い。だが、ユダはそれよりもっと深く、イエスの教えに接し、その意味合いも受け止められるようにと働きかけられていたはずなのだ。でも彼は離れた。金ほしさではあるまい。やはり彼は、イエスの呼びかけを受け止められていなかった、ヨハネは離れていった群衆と重ね合わせつつ、ユダの事態が起こることを語っている。
 
 ヨハネ　7:1-9
 
　仮庵の祭りは、9-10月の収穫祭という意味合いも込めて行われた。イスラエルの民が荒野を旅した日々を思い起こし、神の守りを感謝し、さらになる期待と願いを祈る、というようなことだ。私たちにとっても、神が守り導いてくださった出来事を思い起こすこと、あるいは自分自身の体験ではなくても、他者の歩んで姿を通して、さらなる願いと確信を与えられていくことは、有意義な機会である。ユダヤ人は、そういう祭りを大事にしていて、それぞれの居場所で、あるいはこの機会にエルサレムの神殿に出かけて行く人たちもいたのだ。この福音書が書かれた頃は、すでにエルサレムの神殿は失われていたので、この言い方も、読者がすでに見ることのないものを示しているという様子がうかがえる。
 
 ヨハネ　7:3-5
 
　この言い方からすると、兄弟たち、つまり、ヤコブとかユダとか、ヨセフとマリアの息子たちであるが、彼らは長兄のイエスについて、理解していなかったということになる。馬鹿にしていた様子はない。また、別の箇所とは違って、イエスに反対していたようでもない。ただ、どうにも理解できない信念を持って行動している。それが良いかどうかもわからない。でも、せっかく熱意を持って取り組んでいるのなら、できるだけ効果的にすればいい、というあたりか。理解できないことに対して、人は頭から反対するか、それとも、信頼できる相手なら成功すればいいねとそっと応援するか、どちらかであろう。後に兄弟たちが救い主として信じたことを考えると、理解には時間がかかるとしても、まずは信頼し、応援してもらう、そういう関係が築かれていったらと願う。使徒の働きに出てくる弟子たちも、すぐには信じなくても尊敬されていたということが出ていた。私たちの歩み方はどうだろうか、と思う。
 
 ヨハネ　7:6-9
 
　兄弟たちの進言に、イエスは応じないと言っている。悪い策ではない。むしろ、とても常識的で、効果的な手段である。だがイエスにとっては、いや、神の御業にとってはと言うべきか、それは、効果的であるかどうかよりも、神の時、神の意図されることを最優先に考えるということが重視される。それは神のご計画に対する信頼でもある。この方がうまくいくだろう、よりも、神にふさわしいやり方を選び取る。それは葛藤が生じることなのだが、それでもなお、と考えさせられる。
 
 ヨハネ　7:7
 
　この言葉は、それ自体はわかるのだが、なぜこの場面で語られる必要があったのか、と考えさせられる。世は、世の流儀で進んでいるものを否定はしない。だが世に反するもの、本来は神の側にこそ主軸があるのだから、世が反しているのだけれど、ともかく反しているものに対しては否定的になる。それはそうだ。ただ、兄弟は別段、イエスよりも世を選んだというわけでもない。とすればこれは、昨日の話、どういうやり方をするのか、という点についての話か。どれほど有効に見えていたとしても、それよりも神の流儀を通すのだという、その決意、覚悟が、こういう言い方になっているのだと考えれば良さそうである。この後、イエスはエルサレムに行く。だがその結果は、兄弟たちが期待していたような効果ではなく、むしろ対決の機会になっている。失敗ではない。神はそれを選択された、ということである。
 
 ヨハネ　7:10-13
 
　内密に、と告げられているのはなぜか。こっそり、とは違うようで、14節では人々の前で教えているのだから、隠密行動とは別の話だ。やはり、兄弟たちの進言（4）とは意図が異なっていたのだと告げるためか。イエスは意図的な方策、宣伝手段として自らを示すことはしないのだが、だからこそ、人々の必要に応える際には何ら気にすることなくその身をさらす。宣伝手法が悪いというのではない。イエスご自身については必要性がない、からだ。そこにいて、事をなしている限り、十分に世に対してアピールとなっているから。クリスチャンたちのあり方も、自己主張の有無以上に、その存在と行動が、真に他の人のためになり得ていることが意義あることなのだと、そう思う。<br /><br />
 
 ヨハネ　7:11-13
 
　群衆もユダヤ人だが、ここで恐れられているのはユダヤ指導者層のことになる。わざわざこういう言い方をしているのも、ヨハネ福音書が記されたのは、すでにユダヤが崩壊しているから、だろう。むろんユダヤ民族は世界のあちこちにいる。だが、政治形態としてのユダヤ、その支配権はすでになくなっている。最初の読者たちは、あれだけ圧力をかけていた勢力がすでにないこと、抑え込まれているように見えていたイエスの勢力がこうして続いていることを見ている。ローマの勢力に圧倒されることも増えている時期、人々にとっては慰めであり、励ましでもあっただろう。
 
 ヨハネ　7:11-13
 
　群衆の意見が割れている。イエスの真の意義を把握できていないのは、身近にいた弟子たちですらなので仕方がないとしても、それで無視され、放り出されていないあたりに、事の重大さを人々も意識してはいたのだろう。それが使徒2章における反応の背景になっていたのか。残念なのは、恐れて公然と語らない、という状況だ。論義を抑え込むのは益にならない。価値あるものなら、公然と語らせれば良い。賛成でも、反対でも。それによって真価が見えるのか、あいかわらずわからないで留まるのかはともかく、自分も他の人も、その意義を見出すためには、ちゃんと向き合うことが欠かせない。
 
 ヨハネ　7:14-18
 
　エルサレムには行かないと言っていたイエスが、なぜ出かけてきたのか。その説明は何も書かれていない。趣旨はもちろん、兄弟たちが言っていたのとは違う。自分を主張するために人前に出ていくのと、人々に神の教えを伝えずにはいられないからこそと飛び込んでいくのとは、別の意味合いだ。それでも、受け取る側の印象は同じになってしまうこともある。実際人々は、イエスの権威に関心を持っている。それはちょうど、兄弟たちの勧め通りに動いた場合と似たようなことになっているとも言える。神の御子の行動ではあるが、だからといってそれが常に、思惑通りの結果になるとは限らない。ご自身としてはその通りでも、人々の反応は様々であるのだ。イエスは、それを気にして活動を抑制することはしていない、ということになる。
 
 ヨハネ　7:15-18
 
　イエスの権威はどこからか、という話、頻繁に見るような気がする。イエスの答えはいつも同じで、父なる神、つまり、人々が神として意識しているお方こそ源、ということを告げる。まず気になるのは、人々がどうしてこのことにそんなにもこだわるのか、である。ユダヤ人にとっては、良きもの、力強きものであるほどに、その由来、根拠を気にするということはあるだろう。つまり、神からのものであれば良きもの、そうでなければ警戒すべき邪悪さを、ということだ。その意識は妥当である。第一ヨハネ4:1でも同じような部類の警戒心が語られている。でも、こういう箇所以外では、世の中で、この関心事、さほど見られないように思う。人々は自分の目の前にいるものが力強いと思えば飛びつき、そうでなければさげすむ。その点では、人々の興味自体は意義がある。もっとも、関心は良くても、その結果は混迷しているので、人の思いだけでは真実なものを見出すことはできないのだなとも痛感する。
 
 ヨハネ　7:15-18
 
　その時点での人々の必要性はそれとして、ヨハネはなぜ、この話題を大きく取り上げているのだろうか。しかもこの福音書が書かれて時点では、すでにユダヤは国として滅んでおり、その勢力は失われている。なのに、あの消え去ったユダヤ社会がこだわっていたことを大きく扱う。そこには、後の時代、他の地域の人々にとっても必要な要素があるからのはずだ。この話題からキリストの正体について語ろうとしているというのもあるだろう。圧倒的なローマ思想の勢力に対して、イエスの福音の確かさを語りたいというのもあるだろう。そして、イエスと父なる神との関係について示そうとした、ということも。もう少し読み進む中で、その答えを見いだせたらと思う。
 
 ヨハネ　7:19
 
　ユダヤでは、権威と言えばモーセである。そのことは、旧約時代の人々を考えると実に喜ばしいことだ。ユダヤを否定的に言うことが多いけれど、旧約より大きく変化し、そして、彼らの人としての取り組み方の意義は大きい。ただし、結局のところ、人の取り組みが鍵だと考えているあたりは、日本などでは大いに共感されることかもしれない。神は大事、神はありがたい、神を喜び、そしてだからこそ私たちはしっかり生きねばならない、それこそが神の最大の関心事だと言う。でも、モーセによって与えられた律法は、そんなことを告げてはいないのだと、考えねばならないのだと思う。
 
 ヨハネ　7:19
 
　律法を守っていない、と言われると、様々な定めを確認して、どこでしくじったのだろうかと考えようとするのが、よくあることだ。そして多くの場合、人は言う。私は軽奴のご厄介になるようなことをした覚えはありません、と。金持ちの青年が行っていたのと同じ。私はそれらのことは皆守っています、と。あのダビデは、そんなふうには考えていなかった。自分がどれだけ立派にやっているかではなく、神が自分を助けてくださること、守り導いてくださることをこそ追い求め、神にすがり続けていこうとした。それが正しいからでも、それが信仰深い生き方だからでもなく、それ以外に自分の歩める道はないと思っていたから。ダビデの行動を一つずつ検証するなら、全面肯定はできない。それでも彼は、神が最も喜ばれた存在。この人々はそのことに思いが向かない。彼らは、神が呼びかけてくださったことを受け止めてはいないのだ。つまりは、律法を守っているとは言えない。呆然とさせられる。
 
 ヨハネ　7:20-24
 
　殺そうとしている、という言葉に、人々は戸惑った様子だ。そんなことは考えていない、と。隠している話ではないように思う。だが、この先で、人々は確かにイエスを殺そうとした。イエスのなさっていたことが変わったのではなく、人々がイエスの意味、意図に気づいたからと言うべきだろう。それはつまり、モーセが指し示したこと、神が示し続けてきたこととはずれている彼らの状態に対する指摘、である。彼らなりの熱心さはあった。人間的感覚からすれば決して邪悪ではなく、暴虐ではないだろう。それなのに、人々は神の祝福を拒んでしまっている。主が涙されるのは当然でもある。
 
 ヨハネ　7:21-24
 
　また安息日のことが出て来る。福音書はこの話題を、イエスとユダヤ社会との衝突ポイントとして繰り返し取り上げている。目に見えて分かりやすい事柄だったからか。もっとも、この福音書が記された時は、ユダヤ国家や宗教権威はすでに壊されている。ユダヤ民衆の間では安息日を続けていただろうが、それを強制するような権力はすでにない。そして、この頃のクリスチャンは大半が異邦人である。すでに深刻な対立課題ではなかったとも考える。だが、こうして取り上げられている。イエスを知り、その御業、その教えを知るために必要な視点であったということだろう。さらに掘り下げて、そのことを考えてみる必要がある。
 
 ヨハネ　7:21-24
 
　うわべで、と指摘されている。ということは、安息日のことで人々を攻撃したり、抑えつけようとするのは、「うわべだけ」の行動だと、イエスは告げていることになる。神に対する真の信仰、あるいは神が人に与えてくださっている祝福の実現において、安息日を守ることは本質ではない、ということになる。安息日を否定しているわけではない。そのことが生み出す良きものを邪だと言っているのでもない。世の中に良きものは色々あって、ただしそれを強制的に用いようとすると、とたんに事態が悪いものになってしまう、そういう部類の指摘と言える。あえて過激な例に置き換えるなら、野菜を食べるのは良いことだ。健康にもよく、実においしい。野菜のない生活を、私自身は全く好まない。でも、野菜を食べるかどうかを法律で規定し、定められたとおりに食べないと罰則とか、世間から攻撃されるとか、そんなふうになったら、せっかくの良きものが害悪の種となる。神が与えてくださった良きものを悪いものにしてしまうのは人の罪の基本形でもある。それは安息日だけでなく、様々な課題となって出現し、それは今に至るまで、キリスト教のあり方の中に巣くい続けているのだと、ヨハネの指摘を見るとき、痛感させられる。
 
 ヨハネ　7:22-24
 
　安息日と後の時代の日曜礼拝を同じ範疇で考えるのは、いろいろと課題が残る。それでも「うわべ」というイエスの指摘を見るときに、考えさせられることは多々ある。主を礼拝することはすばらしい。人々がともに集まって、心を一つにして礼拝をするのもすばらしい。そのために場所を定めたり、時を定めるのも意義がある。初めての人に対して、好きな時にどうぞ、というのは、場合によっては不親切にしかならないこともある。ちゃんと迎え入れるためには、既存の信仰者たちは備える必要がある。それができるように、やはり、特定の日時、場所を定めて準備することには意味がある。人は忙しすぎるので、意識して、ある時間を用意しようと心掛け、そのために努力することも重要だ。でも、神への礼拝はそれだけだと言うならば、それは本質を履き違えている。それ以外の時、場所、方法での礼拝が否定されてしまうとしたら、それは神の意図されることから逸脱している。良き枠組み、価値ある枠組みが、しかし害悪になることがある。当時の安息日論義を見るときに、私たちはいつも、自らのあり方を問い直す機会とすべきだろう。日曜のことだけでなく、様々に。
 
 ヨハネ　7:22-24
 
　ところで、イエスはここで安息日に関することを教えるために、割礼を持ち出している。その意味合いを確かめておこう。割礼は、モーセの時代に始まったものではない。聖書でも、すでにアブラハムの時代に、神から命じられて、それが行われていた。モーセの時代、あるいはヨシュアの時代に、そのことが失われていた様子はあるが。ともかく、それは律法ではなく、もっと前からのものである。だからこそユダヤの人々は、安息日を定めた律法よりも、割礼を優先している。そうしているではないですか、とイエスは指摘される。人々がこの論理を自覚して安息日に割礼をしていたのかどうか、これ以外の情報がないけれども、おそらくイエスのこの指摘は人々に考えるヒントはもたらしていたはずで、言われてから、確かにそうだと思い当たったのだとしても、その指摘は鋭いものであったと理解できる。様々な戒律には良いものもある。だが、物事にはより先に存在する、そしてより重要な事柄、価値がある。それらのことを、後から良かれと思って加えられた定めなどによって妨げてしまうなら、まさに本末転倒。この課題を、人類はいつも抱えているように思う。
 
 ヨハネ　7:22-24
 
　割礼を受けることと、イエスが「全身を健やかにした」ことが対比されている。イエスがしたのは病を癒したことであり、何か宗教的な儀式の類のことではない。どちらも安息日になされていて、一方だけを批判するのはおかしい、という論理だから、なされることについても、その意義について軽重を考える必要はない、と告げていることになる。割礼は人が神にあって生かされていくことに関わるものだ。病の癒し、あるいはこの身体に生命が与えられて生きていくことも、人が神にあって生かされていくことだ。なくなる食べ物のためではなく、という話があるので、霊的なものは尊く、物質的なものはレベルが低い、という観念が出てきやすいが、もともとどちらも神が与えてくださっているもの。神の祝福。だとしたら、一方を否定するのではなく、どちらも神に感謝して、幸いとして受け取っていけば良い。当たり前すぎることなのに、人は事態をこねくり回して、せっかくの幸いを壊しているのだと、主の指摘は重たい。
 
 ヨハネ　7:25
 
　ちょっと細かい話。「さて」とある。前後の様子からすれば、イエスが語られていて、それを見ていた人たちの間から、こんな声が挙がったということだろう。ちょっと視線が横にずらされている。一呼吸置いたような様子と言える。ただ、「さて」という言い方、私の言葉の感覚では、このように告げられると、この話題がいったん終了して、少し時間が経っているような、そんな感覚をいだいてしまう。日本語文法としては、そんなことはない、というのだろうなとも推測するのだが、感覚の話なので何とも仕方がない。言葉の使い方とか、翻訳というのは難しいものだと、小説などはそれなりに読み飛ばすからさほど気にならないが、聖書を読んでいるとしばしば痛感する。一つの言葉を用いても、その単語だけですべてを表現しきれるわけではない。その限界と、そして神がこれだけの分量を与えてくださっていることへの深い感謝を思う。そうでなかったら、もし、一文程度で言い切るつもりだったら、人類はどれほど神の意図を誤解してしまっていただろうかと、恐ろしくもあるのだ。
 
 ヨハネ　7:25-27
 
　20節では、誰も殺そうとなどしていない、と言っていたのに、25節ではイエスを殺そうとしている人たちがいる、と噂されている。ようするに、群衆も含めて、誰もが皆、事態を把握し切れていないということだ。それなのに、わかったようなつもりであれこれ言うので、ますます意味合いが混乱していく。イエスご自身は分かっておられるのだけれど、人間たちの側としては、自分は何もわかってはいないのだという認識を、常に持ち合わせておくべきなのだろう。とりわけ、それなりに理解しているつもりの場合には。そして神のことについては、告げられているままに語り、そのままに受け止めるを基本とするのが良い。もしそれで誤解に至ったとしたら、神に言えばいい。すみません、言われたとおりに受け取ったつもりだったのですけれども、と。
 
 ヨハネ　7:27
 
　キリストがどこから来るのか知らないはず、というのが、それこそどこから出てきた話なのか、今ひとつ、はっきりしない。もっとも、神から来る方であり、人の論理ではなく神の御心を行われる方であることを考えると、知らないとするのは妥当ではある。この人たちの言い分の課題は、イエスがどこから来たのかわかっている、と思っていることだ。その彼らが、イエスの語られること、なさることを受け止め切れていないのに、わかっているぞと思い込んで、そして、せっかくの救い主を見逃してしまっている。立場はいろいろあるし、ニコデモやアリマタヤのヨセフのように態度を隠していた人もいて、そういうのを乗り越えるのは容易ではないけれど、せめて、キリストに真摯に向き合い、戸惑ったり不思議がったりしながら、この方を通して神が与えてくださる恵みを追い求めようとするなら、その先にあるのは実に意義深いものもであることを、ぜひとも知ってほしいと、現代にもあてはめて、そのように思う。
 
 ヨハネ　7:28-31
 
　イエスがどこから来たのかを知っている、というのは、ヨセフとマリアの子として育ったこと、であろう。イエスは30歳になるまでの日々、人前から隠れていたわけではないので、その年月を知っている人たちはもちろんたくさんいる。その点について、つまり、人々が知っていると考えている部類のことについて、イエスは何も隠してはいないし、摩訶不思議なものを主張したりしてはいない。30年の日々について、聖書はほとんど何も語っていないけれど、回りの人たちから見て、ごく普通の状態だったのは間違いない。違うやりかたの方が、人々の前で特別なことを指し示す際には有効だったとも言える。だが救い主は、人として歩むことを選ばれた。それが人の救い主である方にとって、最もふさわしいものだとお考えになったからだ。人々が「知っている」というのを否定する必要はない。その通り、ただし、それがすべてではない、のだ。
 
 ヨハネ　7:28-31
 
　人のとらえられる領域においては、人々はイエスのことを知っていた。だが、人々は自分が見ているもの、把握できているものにこだわりすぎて、その先にあるもの、つまり、イエスが神から遣わされていることについては、思いが及んでいない。そうなると、どれほど自分たちの見ている部分についてはよく把握していたとしても、イエスを真に知ることには至り得ない。弟子たちや、あるいはイエスと直接関わる機会を得た人たちは（病気を直してもらったりなど）、この方が人々の目に知らされているものだけではない、もっと大きく、もっと確かな方であることに気づき始めている様子がある。後の時代の私たちも、イエスのことをもっと知り、もっと求めていきたいと、そのように願う。
 
 ヨハネ　7:30
 
　この言い方は、十字架の出来事がひたすら神ご自身の計画によって遂行されたことを告げるものだ。ヨハネはそのことを確信し、それが最初の教会においても認められていたことが、こういった記載の中にも明らかにわかる。後の者たちは、あれこれと言いたくなるのだけれど、でも、すなおに受け止めることもまた必要であると、書き留めておきたい。もし、一連のことが神の御手の中にあるのでなかったら、救いのことも何も、まったくもって不確かなもの、人は何の希望も持てないという事態に至ってしまう。心配はいらない。神は確かに一切を掌握しておられるのだから。
 
 ヨハネ　7:31
 
　ここにある「信じる人」というのが、この後もずっとイエスについていったのかどうかはわからない。でも、そういう見方ではなく、この人たちが少なくともこの時、確かにイエスへの深い関心を抱いたこと、そして、イエスの姿をちゃんと見ようとしていたことを、大事に思いたい。そのような素直な心、反応は、信仰にとって、また、真に良きものを見出していく上で、とても意義深いことを、よくよく見ておきたいと思う。疑問を持つのは良い。神に向かって、わかりませんと求めるのも良い。でも、目の前にある現実から目をそらすのは残念なことでしかないのだから。
 
 ヨハネ　7:32-36
 
　ヨハネは他の福音書よりも、ユダヤ指導者層の動きについて詳しく書き記しているように思う。背景としてはやはり、ユダヤ社会の力が強かった頃に書かれたものと、それが離散してしまった時期のものの違いだろう。他の福音書、遠慮したわけではないが、書き記していることの目的はキリストを紹介すること、そのために必要ならばもちろん書き留める。でも、あえて書かなくても足りるのであれば、あっさり通り過ぎるのも一つの手法であろう。ヨハネの場合は、ユダヤ側の反応を書き留めることが、キリストの姿を示すのに適していると考えている、と見るのが良い。であれば、彼らの様子からもキリストのことを見てみたい。
 
 ヨハネ　7:32-36
 
　パリサイ人が気にしたのは、イエスへの関心が強まっていたから、だろう。もっとも、この時期に本格的に捕らえるつもりだったとは思えない。糾弾するための準備も整っておらず、せいぜい脅す程度のことしかできなかっただろうから。いや、後の十字架の時ですら、ユダヤ側が準備できていた様子はない。ユダの呼びかけが彼らを動かしたようなもので、それがなかったら、もう少し慎重になった可能性はある。言い換えれば、イエスの側で意図しなかったら、十字架の事態にはならなかった可能性も大いにある。ユダヤ側自体には、態勢を整えられる様子は何もない、と言っても、決して言いすぎではないと思う。
 
 ヨハネ　7:32-36
 
　イエスが言っているのは、明らかに十字架の出来事のことである。また、その後の復活と昇天も意識された言い方だ。その言葉の通り、人々はついて行くことはできない。だが、この言い方をこの時点で人々が理解できるなどとは、イエスご自身も全く期待していなかっただろう。イエスは時々、わざと混乱させるようなことをおっしゃる。それによって人々の動きが沈静化されて、もう一度考える機会を持たせるようなものになっている。後にパウロはそれと似たような動きをしているので（使徒23:6）、これは当時のよくある手法だったのかもしれない。ともかく、こうやって疑問を抱かせることは、人が真実に気づくために有用なことであるのは確かだろう。
 
 ヨハネ　7:35
 
　ギリシア人を教える、という発想が当時のユダヤ人にあったのだとすれば、後に弟子たちが外へと向かっていったのは、ごく自然な姿であったのかもしれない。いや、初期の弟子たちは異邦人を意識せず、ユダヤにこだわっていたので、この人たちの発想よりも内にこもる状態だったと言うべきか。この人々としては侮蔑的な意味合いで語ったのだろうが、しかし、それが神の本来の意図を指し示すものとなっているというのは、何とも皮肉、いや、不思議なことである。
 
 ヨハネ　7:37-39
 
　この言葉は、しばしば、乾ききっている人間に対して、神がいのちを与え、憩いを与えてくださるという意味合いで用いられる。ヨハネ自身は39節のように、それが聖霊に関することだと説明しているけれど、イエスの言葉自体はもっと広く、神の祝福として受け止めても良い言い方になっている。聖書は、時にはこういう表現がなされる。神があることをなさり、あるいは語られ、しかしその中の一部分に注目する形で語っていく、というようなやり方を、である。もともと神が人の言葉を用いていること、ヘブル語やギリシア語という限定された言語を用いたこと、あるいは人の手と口を用いていることも、もともとの神の意図することをかなり制約する形で提示することになるのを、重々ご存じであったはずで、でもそれをよしとされた。私たちとしては、指し示されているポイントに注目するのと同時に、神の御業はもっと大きいということもまた、どこかで意識しておくべきだろう。
 
 ヨハネ　7:37-38
 
　生ける水の川、というのは、旧約にもあるイメージで、流れが大地を潤していく光景が用いられている。日本のような地域ではわかりにくいけれど、中東などにおいては、水の存在、流れの存在は、そのままにいのちを象徴することになる。むろん、言われているのは水分のことではなく、神の祝福と支えのことだ。結局人は、神により頼んで、神によって満たされ、潤されることを願うのか、それとも、別のところで何とかしようとするのか、そのどちらなのかという点で問われ続けることになる。旧約では、神に頼るのか、エジプトに頼るのか、ということで、アブラハムたちも問われていた。神の約束は明確で、生ける水の川がちゃんと用意されている、のである。
 
 ヨハネ　7:38
 
　イエスの言葉は印象深い。生ける水の川は、外からその人に流れ込んでいくのではない。その人の内から流れ出るのだ。けっして、人間自身に何かの力があるという話ではない。聖書を素直に読んでいる人々は、そういう愚かな期待、思い上がりはありえないとわかっている。それなのに神ご自身は、あなたの内からとおっしゃる。人の理解や実感を超えて、神は人の意義を認めておられるし、また、用いようとしておられるのだと痛感させられる。決して思い上がってはならないのだが、でも、神は人を、そう、「高価で尊い」と思っておられるのだ。
 
 ヨハネ　7:39
 
　イエスの言葉について、ヨハネはそれを、御霊についてのことだと説明している。イエスが語られた時点で、すでにそういう意味合い限定であったのか、それとも、ヨハネがこの福音書を記す時点で、そのように説明する必要性があったのか。十字架以前の段階で、聖霊についての認識が希薄であった様子は明らかで、とすれば、その時点でイエスが聖霊について語ったとしても、人々に理解されることはなかっただろう。もっとも、ヨハネ13章以降では弟子たちに聖霊に関する話もなさっているので、それなら人々も理解できたかもしれない、という推測は可能だ。でも、ここにあるように、御霊はまだだったのだとするなら、人々が知り得るはずもなく。となるとやはり、イエスはもっと広い意味で語られ、ヨハネはあえてここではその意味を限定したと見る方が良さそうだ。どちらにしても、聖書を神の言葉として受け止めているなら、支障はないのだが。
 
 ヨハネ　7:39
 
　三位一体のことからすると、十字架以前だろうが何だろうが、聖霊は存在していたし、活動もしていたはずだ。御子については、存在していて、活動していたけれども、受肉はあのクリスマスの時なので、大きな変化が生じたと言えるが、聖霊についてはそういう変化はない。聖霊が人に与えられたとの言及はあるが、聖霊が人の心の内に拘束されているわけもなく、人の内に働きかける業を開始したという趣旨だろう。その働きかけも、十字架以前はしていなかったわけでもないだろうが、より積極的に、ということになるか。聖霊の位置づけを考えると、神が御子による贖いを契機として、この世界への働きかけにおいて大きく変化させていることが見えてくる。まさに、十字架こそが要であるということだ。
 
 ヨハネ　7:39
 
　イエスがご自身の与える祝福一般を意識して語られていたとするのなら、なぜヨハネはこのように限定的に説明したのかが気になる。一つには、1世紀末であるから、聖霊に関する認識を整えていく必要性が強くなっていたということがあるだろう。他の福音書はもっと単純に、神が霊的に働きかけてくださっていることとして総括的に扱っている様子も感じられるが、様々な誤解、混乱が生じてしまった結果、きちんと整えていく必要があったのだと見られる。そしてまた、イエスの御業についても、その意義が曖昧にされかねない状況があり（時代的にはだいぶ前になるが、ヘブル書もそのことを明示していくことが人々の信仰を育む鍵として取り組んでいた）、これこそが分岐点であったと語る必要を意識するなら、このような言い方も出てくるだろう。
 
 ヨハネ　7:40-44
 
　イエスの言葉を聞いて、その存在の圧倒的な意義を認めた人たちがいたと書いてある。あの預言者というのは旧約に出てくるいずれ来る存在のことだが、イエス自身はそれをバプテスマのヨハネだと言っている。キリストについては、その意味合いまで十分に把握したわけではなにしても、人々の期待は感じられる。これらからすると、37-38節のイエスの言葉は、神の与えてくださる究極の祝福、といったような意味合いで受け止められたのだと見える。むろんそれが罪からの救いであり、あるいはまた聖霊の働きかけになるのだが、そこまでの理解に至っていなかったとしても、この方への期待を抱くことはとても有意義なことである。ヨハネはしばしば、民衆の中でのこういった受け止め方にも言及している。上に弟子のように最初から全面的に付き従うのではなくても、イエスへの意識は着実に広がっていたのだという意味合いでもあるだろう。
 
 ヨハネ　7:41-44
 
　イエスを認めきれない人たちの理由が、ガリラヤ出身ということだったのだと書いてある。こういう様子を見ると、なぜ、御子はあのままベツレヘムで育っていかなかったのか、その方がつまずきが少なくて良かったのでは、と考えたくなる。ベツレヘムではなくガリラヤであるべき理由は十分にあるので、神がそれを選択されたのは道理である。とすれば、あの預言、ベツレヘムから、ということについては、そういう実際的な必要性からすれば、神としてはさほど重視しなくてもよい、と考えたということになるのだろう。誕生そのものについても、当初はさほど語られていなかった様子もあり、あの出来事はイエスこそ神の御子キリスト、と確認した上で、さらにその意義を知るために必要な情報、ということになるか。ヨハネ自身も、受肉については最重要視しているのに、クリスマス自体の出来事に言及する必要性は示していない。今の私たちは聖書全体から神の御業全体を把握した上で、それを人の側の知恵も駆使しつつ順番や関連付けをして提示している。でも聖書自体は、その時々にふさわしく語られていく方式で提示されており、私たちの受け止め方はいくぶんかその限界性を意識しておいた方が良いかもしれない。
 
 ヨハネ　7:45-49
 
　この言い方からすると、パリサイ人たちがイエスを認めなかった理由には、立場ある人々がイエスを歓迎していないぞ、ということがあったようである。むろん、このことだけが理由ではない。それは聖書の他の箇所からも明らかである。ただ、こういう見方もあったのだとヨハネは書き留めている。この福音書が書かれた時点で、そのユダヤの権威機構はすでに解体されていたから、これを読む人々はこういう批判が的外れであったことを分かっている。群衆は律法を知らない、のではなく、人々は皆、律法を知らなかったのだと言わざるを得ない。ただ、後のキリスト教で言えず、同類の言い方を自らがなしてきたことを思うと、これは大事な教訓である。何でも良いわけではないのだが、ちゃんとそれ自体に向き合って、そうして問い、確かめることが必要なのだ。
 
 ヨハネ　7:50-52
 
　ニコデモの発言は、内容的にしごくもっともなことなのだ。さほど特別ですらない。そしてニコデモは、ユダヤ社会でそれなりの認められたところに立っている。それなのに、こうやってあっさりと掃き捨てられている。人の思い込みはここまでなのかと、心が痛くなる。それにしても、ガリラヤからは預言者は出ない、という説がどこから出てきているのかは、よく分からない。これだけ言われているのだから、当時のユダヤ社会では常識と思われていたのだろう。が、そんな言及は旧約にはないし、ガリラヤかどうかはともかく、北王国に属する地域にも預言者たちがたくさん出たことは明らかである。メシアはベツレヘムから、というのがガリラヤではないに影響したのだろうか。いずれにしてもヨハネは、人々が常識として語っていることがいかに曖昧かを指摘する。神の業はしばしば人の常識を越えるのだから、常識ではなく、神ご自身の語られることに、ちゃんと向き合っていく者でありたい。
 
 ヨハネ　7:53-8:11
 
　この部分は明らかに、後から挿入されたものである。文脈としても7:52の続きは8:12である。そして、この部分は古い写本ではほぼ欠落している。この印象深い話をわざわざ削除する理由は考えにくく、ヨハネが書いたときにはなかったと考える方が筋が通る。だから、この箇所は飛ばしていくほうが妥当、であるかもしれない。注解書でもそうしているものもある。私も、たぶん、この箇所を礼拝説教で開いたことはないと思う。この部分が存在しないとしても、キリスト教の様々な教説も、それからイエスに関する紹介としても、何らか、支障が生じることはない。ということで終わりにしても良いのだが、今回はあえて、書かれている内容についてコメントしてみようと思う。こういう箇所は、ここだけから新たな理解を展開するのは良くない。他の箇所を前提としつつ、一つの例示として、くらいならばありえるかもしれない、という認識で、である。
 
 ヨハネ　7:53-8:3
 
　この話はどこから持ってきたのかな、とは思う。一連の話を終えて、人々はいったん帰宅して、イエスご自身はオリーブ山で夜を過ごして、そして翌日、再び神殿で、ということになる。書いてあることからすれば、である。ただまあ、挿入されたという前提での理解なので、そこはいくらか整合性を取ろうとしただけのことで、本来の聖書ではないとするなら、さほど気にしなくても良い。ただ、神殿で話をしているときに、姦淫の女が神殿に引っ張ってこられたというのは、ちょっと違和感がある。律法学者たちがそういう人を神殿に連れてくるのだろうか、と。いや。神殿は全ての人のために開かれているのだというのなら、それはそれは、であるが、彼らはきっと、排除を意図しただろうな、とは思う。それに、神殿の中で石を投げるというのは、考えにくい。ステパノの時も、町の外に引きずり出して、それから石を投げた。
 
 ヨハネ　8:3-5
 
　現行犯で捕らえられたのであれば、そして、それに対する処罰は明らかだと確信しているのならば、イエスのところに連れてくるのは奇妙ではある。もし、そうしたのだとすれば、彼ら自身が律法に違反している。サンヘドリンに問うならばあり得るだろうが、一介のラビに過ぎない（社会的には）イエスに問う必要性はないし、その意見で左右されるのは適切ではない。彼らが実際にそういうことをしたのなら、その時点ですでに、この議論は意味をなさない。社会には定めがあり、それは適切に対応することを必要とするもの、である。いい加減な対応は不適切である。このあたりも、実際の出来事ではなく、後の人たちがイメージで作った話なのかな、と思う部分だが、実際の話なら、パリサイ人らのいい加減さを思う。それは世の中全般にもあることなのだが。
 
 ヨハネ　8:3-5
 
　姦淫の現場で捕らえられた、とのことである。律法によれば、こういう場合には、二人とも、つまり、男女ともに同じように処罰されることになっている。女のほうだけ捕らえられる、ということはありえない。現行犯なのだから。処刑するために引き出されてきたのなら、そこには二人いるはずである。しかし、ここには女性しか登場せず、書かれていないだけという部類のものではないことは、話の筋からも明らかである。だが、ほとんどの場合、これをあっさりと読み過ごしてしまう。それが世の中の感覚であり、人の勝手な思い込みである。人は結局、自分が気になることを問題視するだけで、その全体を真摯に確かめることはしない。このパリサイ人たちだけでなく、読者側の我々も、である。
 
 ヨハネ　8:4-5
 
　この出来事、姦淫と呼ばれているので、この二人は既婚者ということだ。未婚者の行為については、律法では全く別の扱いが定められている。つまり、律法の規定では、この類の取り扱いというのは、性道徳の観点でどうか、ではなくて、社会の秩序維持を重視したものと言える。この類の行動を放置すると、人々の社会生活に不具合が生じるから、という意味合いだ。ちなみに未婚者の場合は、暴力による行動はむろん厳罰に処せられる。だが、合意の中でのことについては、責任を取るというのが対応の仕方になっている。つまり、二人は結婚をするならば、それでよし。結婚しないのであれば、男性は結婚する場合に支払うだけの額を出す、ということになっている。それは処罰とは違って、以降のために適切な取り扱いをする、という趣旨である。善悪の話への対処とは、明らかに異なるものだ。
 
 ヨハネ　8:6
 
　彼らの行動と、この意図は、当時のユダヤ社会ではありえないだろう、と思わせられる。告発する理由を、というのは、福音書に時々出て来るのだが、でも、ここではイエスがどのように答えたとしても、それで告発になるかどうか。律法に書いてあるならそのとおりにすればいい、と言うならば、それで告発される理由にはならない。ローマの支配権についても、石打ちの処罰は管轄外であり、問題になることはない。税金の話とは違うのだ。赦せ、という話になるかどうか。イエスはご自分が人を赦すことはなさっているし、憎むべき相手を赦すようにという教えはあるが、社会のあり方として刑罰を否定する言い方をしたことはない。そういう答えが出て来る可能性を、なぜパリサイ人らは思いついたのか。むしろ、後々のキリスト教の姿勢に対する誤解から出て来る議論のようにも思う。それに、そもそもの話から、これはご自分の関与する話ではないと拒絶するのが最も常識的な対応であり、その場合には何一つ、攻撃材料は手に入らない。すでに述べたように、イエスに問い掛けている時点で、パリサイ人らは律法やユダヤ社会の規律に反している。
 
 ヨハネ　8:6-8
 
　地面に何か書いている、というのは、この様子からすれば、持ち込まれた話よりもずっと大事なこと、なのだろう。イエスは人々に教えておられたのだから、そのための図でも書いていたのか。イエスの態度は彼らに対して、なぜ、この大事な取り組みの邪魔をするのか、というふうでもある。でも、しばしばこれがある。大事なことが取り組まれているのに、勝手に何かを押し付けてくる。そうやって、真に必要なことが妨げられて、でも本人は、自分が何をしているのかわかっていない。嘆かわしい事態は、しかし、頻繁にあり得る。
 
 ヨハネ　8:7-9
 
　イエスは人々の問い掛けを全く無視したわけではない。何かを書くことの方が重要だとの姿勢はそのままだったが、7節のようにはっきりと告げている。ただ、この答え、本当にそのように語られるのかな、とは思う。律法からすれば、罪のない人にしか他者を裁く権限はない、などという話はない。罪のない人などいないので、それであれば律法にある処罰の定めはすべて実行されないことになる。人々だって、イエスの答えの矛盾はすぐに分かっただろう。だが、もともと無茶な話を持ちかけている。それだから、彼らは反論できずに立ち去った。言い換えればイエスは、この話をもともとから壊してしまうために、こんな言い方をされたのだと考えるしかない。
 
 ヨハネ　8:9
 
　立ち去ったのは、律法からすればおかしい。現行犯の姦淫の人が捕らえられているのなら、律法のままにいくなら処罰すべきであり、そのまま放置するのはあり得ない。現代の警察官が、泥棒を現行犯の捕まえて、警察署まで連れて行ったのに、そのまま署の入り口で放り出してしまう、などということがあり得ないように。イエスに問うのが間違い、イエスの答えが何だとしてもなすべきことをするはずなのに、それを放置したのはなおさらの逸脱行為である。彼らの行動はあり得ない。
 
 ヨハネ　8:10-11
 
　イエスは赦しを教えられる。だがそれは、ご自身が罪人を赦すということが第一であり、この社会が制度として罪人を処罰しないことを推奨しているわけではない。赦す権限は神にのみあり、御子にのみある。人にはそれはできない。人がなしえる赦しは、自分に対する悪にどう向き合うのかという点である。自らが最大の当事者であるときこそ、主は問う。赦すか、と。だからイエスはここで、ご自分としては赦しを与えると語られるが、律法の定めが良いかどうかという話はしていない。むしろ、律法などの定めが悪だと定めることについて、その相手をどうするかということが、赦しにおいては問われている。赦しとは、何も問題ないという認定ではなく、悪だと認めた上での恩赦である。
 
 ヨハネ　8:10-11
 
　この女性に対するイエスの呼びかけは、その行為をどう扱うのかということではなく、彼女をどう扱うのか、彼女にいのちを与え、生きさせようとするのか、それとも、断罪し、処断して終わりにするのかという、そっちの話である。だからこれを、社会としての犯罪に対する扱い方の話にするのは適切ではない。と同時に、社会は様々な悪について、どういう姿勢で向き合うのか、そこをしっかり確かめておく必要性はある。つまり、時に社会は処罰しないという選択をする場合がある。でもそれは処罰できない、ではないし、責任が取れないから、でもなくて、あくまでも有罪であるけれど、でもその罪、その咎を社会全体として受け止めることにしたからこそ罰しない、であるのが筋だろう。そうでないと、赦された側も意味を見いだせず、そして、被害者側への救済も期待できなくなる。
 
 ヨハネ　8:1-11
 
　見て来たように、この記述、話の脈枠が今ひとつである。また、話の中身が、聖書の他の箇所と見比べると整合性が今ひとつであり、出来事が実際に起こったのかどうか、疑問が残る。いや、ある種の逸話という程度のことなら、それでも良い。参考にして思い巡らし、何か益になることがあるなら受け止めていく、というのが、様々な逸話の利用法である。ただ、これは聖書として提示されているもの。つまりは、そこには神の意図があり、何か伝えようとしていることがあって、それを人間たちは受け止めていこうと心がける、という部類のもの。だとすれば、どれほど良さそうなお話だとしても、それを神の言葉として聞くのはよろしくない。靴屋のマルチンのように（話の趣旨はこことは違うのだが、よく知られた意義のありそうなお話ということで）、その成り立ちが明らかに作り話であると明確であれば、そして、聖書の話を源泉として生み出されたものだと理解されているなら、それはそれでいい。そのもの語りを大々的に活用して、ここに神の心が見える、といった扱いをしてもいい。でもこれは聖書の一部として組み込まれてしまった。この物語が人々の琴線に触れるのであればこそ、ヨハネ8章にされてしまったことは、実に惜しいと思う。
 
 ヨハネ　8:12-20
 
　話は元に戻る。7:52（あるいは44節）の続きと受け止めても良いし、場を改めての対話として見てもよい。その違いは、書かれていることの意味をさほど変化させない。この箇所の大半は証しの問題になっているが、まずは12節に注目する。その話が飛んでしまったのは、実に残念なことである。が、人はしばしばそうやって、大事なこと、もし納得しないのであればぜひとも問い直すべきことがあるのに、それを放り出したまま、別のこだわりに走ってしまうことがある。よかれと思ってするのだが、でもこうして一歩引いて見直すと、何とももったいない、残念なことをしているのだと痛感する。神に対しても、人との関係でも、私たちは相手と誠実に向き合おうとしているのかを、問われる思いだ。
 
 ヨハネ　8:12
 
　イエスがこの時、この話題に人々を引っ張り戻さなかったことからすると、これはこの身近い言葉で十分に語り尽くされ得るものだったということになるのだろう。とすれば、何かの特別な命題を示すというよりは、7:40-52のように混乱に陥っている人々を案じ、あわれんで、ご自身にこそ確かな道筋があることを提示されたのだと考えて良いだろう。人は多くの場合混乱する。大事なことであるほどに、でもある。仕方がないと諦めるのではあまりに惜しい。イエスは明言されている。ご自身こそが光であるのだと。それはまさに人類にとって希望の光である。
 
 ヨハネ　8:13
 
　当時のユダヤ人が抱いていたこの感覚を、現代人は必ずしも受け継いではいない。それは証しというものが軽く扱われるようになったことも関係しているのかもと思う。パリサイ人の言い分は、もし、彼らにとって妥当な証しが示されるなら、真剣に受け止める可能性を表すものでもある。でもたぶん現代は、どれほど証言がなされても、だからといって受け止めるというふうにはならない。一応は聞く、でも、どう判断するかは私次第、というふうである。それは赤しする人々の言葉そのものが軽くなっていて、いい加減な「証し」も増えているからだろう。そのことは、神の言葉に対する認識も低下にもつながっている。人はどんどん自己中心となり、そしてまた、自らの発する言葉について責任を持たず、恐れを抱くこともない。この世界の混乱の原因の一つであろう。
 
 ヨハネ　8:14
 
　一人の証言は確実性が保証されていないとパリサイ人は言う。この論自体をイエスは否定していない。人間は心許ない存在であるから、少なくとも二人の証言は必要。嘘を言っているかもしれない、という面の疑心暗鬼よりも、頼りなさのほうが問われているように思う。けれど、そういう意味からの複数の証言の必要性だから、イエスにおいては必要性がない。ご自分は一切を完全に掌握しているから、その語ることは確実であるからだと、告げている。この発言は証言の是非以上に、かなりの衝撃であったはずだ。人間はここまで言えるほどの確実性を持ち得ないから、である。このようなことが言えるのは、ただ神のみ、である。力があるだけではない、素晴らしい性質というだけでもない。一切を掌握する存在としての神、である。ギリシア神話に出てくる神々のレベルでは到達し得ない域の、である。
 
 ヨハネ　8:15
 
　さばく、という話が出てくる。10-11節に関連するようにも見えるが、言葉だけのことにすぎない。なので、かなり唐突にも見える。が、それは「さばく」を裁判の意味で見るからで、この言葉、ギリシア語としてだけでなく、日本語においても、本来は支配権を意味するものだ。もともと裁判権は支配権の一部に過ぎない。三権分立は後々の概念である。支配という言葉だけでなく、統括とか掌握という表現も重ね合わせると良いだろう。つまり、人々は肉によって、人間の持つ限界の中で物事を掌握するだけだが、イエスは神として、そういう限界には押し込められない、という趣旨の発言である。14節と15節は基本的に同じことを言っている。ヨハネ3:17との関連性が指摘されることもあるようだが、どうだろう、似た言い方ではあるけれど、その箇所とは言いたいことの意味合いが異なっている。
 
 ヨハネ　8:16-18
 
　ご自身の権威を明言し、他者の証言など不要と告げたのだが、一人ではないぞ、ということが語られる。父とは、もちろん主なる神のことである。ただし、この言い方、通常は人には使用不可である。保証人が必要だと求められている時に、神は私の味方だ、と応じるのでは、保証してくれる人間は誰もいない、と言っているのと同じことにしかならず、そんな状態で神を引き合いに出すなど、それこそ不遜である。イエスの場合は、保証人として神が必要ということではなく、ご自分の推進することの意味を示すためのものであって、人々に責め立てられたので神に頼ることにした、ということではない。16節は二人でさばく話が出ていて、まさに、事を推し進めるのは父なる神であり、御子なる神であり、その祝福を知る者にとっては、これほど確かなものはなく、救いの約束に安堵出来る、のでもある。
 
 ヨハネ　8:19-20
 
　どこにいるのか、と問いかける人々は、イエスの言っている意味合いに気づいていないのだろうか。いや、20節からしても、この発言が主なる神を自らの父だと明言しているものであることは十分に認識されるものだった。人々はあえてそれを気づかないふりをして話を進める方が良いと考えたということか。気づいたことを明らかにしてしまえば、当時のユダヤでは捕縛に走るしかない、だろうから。だが、神の計画としてはまだ時ではなく、人々の側としては、この存在についてもっと知りたい、確かめたいという思いの方が強かったということである。これをごまかしと考えるか、それとも、人々はまだ迷っていたのだと見るか。私としては後者であって欲しいと願うが。
 
 ヨハネ　8:21-22
 
　イエスの言葉は素直に聞けば、ご自身は神のもとに行くが、人々はそこに行けない、という意味だとわかりそうなものだ。人々の受け止め方はあまりにも的外れである。それとも彼らは、自分たちは神にもとに行けると、当然のように考えていたので、同じ場所には行けないという発言に、こんな受け止め方をしたのか。でも、それならせせら笑っていればいいだけの話、こんなふうに言う理由が見えない。それにしても、ヨハネはなぜ、このことを書き記したのだろう。ユダヤ人の思い違いが甚だしいということを示したいのか。でも、この福音書が書かれて時点としては、もうユダヤ人をそれほど意識する必要性がなかったはず。一連のユダヤ人の言葉は、むしろイエスの言葉を適切に受け止めるための手がかりとして提示されているのだと考えたほうが理にかなっている。
 
 ヨハネ　8:21-22
 
　となると、イエスの言葉が当時、ユダヤ人が言うようなふうに受け止められる可能性があったということか。なかなかちょっと想像しにくいのだが、でも、自ら人々のところから去る、という言い方が自殺をほのめかすと受け止められたか。もっとも、いわゆる自殺ではないけれど、イエスの死は神の、そして御子ご自身の計画と決意によるもので、決して、「殺されてしまった」のではないことは、重要なポイントではある。もし、自ら死を目指すことをすべて自殺だと言うのなら、確かに、と。でもそれは、爆弾を抱えて人のいない場所へ走るのを自殺だと言うならば、であるが。それはともかく、イエスご自身の言葉には自ら計画して事を進めているのだという意識が見える。人々はそれを悟らなかったし、弟子たちにしても十字架と復活以降までは認識もしなかったのだが。
 
 ヨハネ　8:21
 
　あなたがたは来られないのだ、ということについて。イエスは明らかにそれを、神のもとへ、という意味で言っている。が、となるとこの言葉、目の前にいる人々、13節からしてパリサイ人たちと言って良いが、彼らは神のもとに来られないのだと言っていることになる。これを公式化してしまって、パリサイ人は神にもとには行けない、としてしまうと、それはおかしなことになる。神のもとには誰でも行ける。それこそユダヤ人と異邦人の区別はない。それなのにイエスはこの人たちに、来ることができない、と言った。とすれば、これは判決ではない。宣告でもない。人々のありようが、神の助けを拒むものになってしまっているから、それゆえに、である。後の者たちとしては、これは大事な教訓になる。こういう人々の姿勢は重大な課題になるということだ。自らを省みて、同じ轍を踏んでいないかを考える必要がある。（でも、どんな人でも、何をしてきたとしても、それでも、神に求めるなら、救いはある。）
 
 ヨハネ　8:23-24
 
　イエスが「わたしはある」であることを信じなければ、人は自分の罪の中で死ぬ、と言う。人は自分の罪の中で死ぬ、こと自体はすべての人に当てはまることである。信じないので罰せられる、という話ではない。問われているのは、死ぬはずの者が、しかし、そこに助けがあること、救い主がいることを知って、その方に求めるならば助かるのだが、あなたはどうするか、ということである。そんな話は信じられない、と拒むのは自由だが、それは助かる可能性をゼロにするだけのことで、何も良い可能性は生じない。むろん、偽物で、もっとひどいことになる可能性があるのなら断固拒否、というのもわかる。だが、イエスの呼びかけは人にとって何一つ損失はない。それははるか昔から、聖書に出てくる神の呼びかけはすべてそうである。あり得るのは、より良くなるか、それとも何も変わらないか、どちらかでしかない。神は人に対して決断を迫るが、それはかなり対処しやすい部類のものだ。マタイ11:30のように。
 
 ヨハネ　8:23-24
 
　イエスの言う「わたしはある」は出エジプト3:14に由来することは、ユダヤ人ならすぐに察知しただろう。それは神がご自身を語る時の言い方だ。つまりイエスはここで、ご自分が神であること、そして、神が救いに来ていること、この助けは真実であることを指し示したのである。この福音書は20:31にも書かれているように、それが本当かどうか、この方の正体を指し示すためのものである。だから、この一言だけで受け入れなくてもいい。けれど、そのように宣言する存在の本性を確かめるべき、とは思わないか。
 
 ヨハネ　8:25-30
 
　30節に、信じた、とあるけれど、イエスを救い主として心から受け入れた、という意味ではない。信じる、という言葉の使い方は難しい。この場合は、イエスがここで言っていることを受け止めた、あるいは、理が通っていると認めた、という意味合いである。だから59節では反発する。イエスがここで言っていることは、ご自分と父なる神との一致であり、それはつまり、ご自身の神性を語っているのだが、どうも人々はそこまで思いが至っていないようだ。しかし、イエスが神から遣わされたこと、そしてイエスが神の心を行動しているのだと主張していることが分かり、これまでのイエスの様子から、少なくともイエスはそのつもりで歩んでいるのだと認めた、ということだろう。イエスを邪悪だと言う者はなく、イエスが真摯に人々に尽くしていることも認められていたし、それが神ご自身の意志であることと重ね合わせて受け止める人々がそれなりにいるのは、なるほどである。ユダヤ人だから何でも反対していたわけではない。彼らは彼らなりに神に関して真剣ではあった。御子は彼らの救いを切望されている。
 
 ヨハネ　8:28-29
 
　そこにいた人たちの理解は限定的だったが、ヨハネは後に自分たちも含めて、イエスの言葉がどれほど真剣なものであるのかを思い知ることになって、それを振り返りながらこの部分を書いているのだと見るべきだろう。人の子を上げる、という言葉を、この時点で理解する人は誰もいなかっただろう。でも、十字架の時、そして復活によって、ヨハネたちは知った。イエスが何をなさっていたのかを。イエスが人々を思いやっていること、そのために必死に動いていることはわかっていた。イエスが自らの栄誉を求めたりしていないことは知っていた（弟子たちはそのあたりでうろついているが）。でもその願いをどのようにして実行するのか、彼らもわかっていなかった。だが、それを知らされた、はっきりした、その時の衝撃をヨハネは思いつつ、どうか人々が主を知るようにと願って、ここを書いていたはずだ。
 
 ヨハネ　8:28-29
 
　イエスの言葉にはしばしば、父なる神との心の一致が語られる。人の側では、弟子たちを含めても、なかなかイエスのなさることを把握する者がいない。つまりはイエスは孤独とも言える。だが、父なる神との一致は常にある。三位一体ということがある。神という方を知るための手がかりとして重要な事柄であるし、その御業、御心、あるいは救いの業について理解を深めるためにも、三位一体は重要なポイントでもある。三位一体を無視すると、せっかくの救いの意義を取り違えてしまう危険もある。イエスがこうやって強調してくださるおかげで、人は神の祝福をしっかり見いていくことができる。
 
 ヨハネ　8:28-29
 
　イエスはご自身の業を、父なる神の心であると言う。言い換えれば、神はずっと昔、始まりの時以来ずっと、この意図を持って人に関わり続けてこられたということだ。むろん、旧約の出来事はそれぞれに意味があり、新約に関連付けずに読んだ方が良い箇所はいくらでもある。それでも、神の意図、神が人の世に対して持っている心は、まさにこれである。そして、思い込みを排除して旧約を読むなら、人間社会が「神」に対して抱いている観念とあまりにも違う、全く別の認識によって行動し、関わっておられる神がそこにいることを知るだろう。それは人にとって不思議、戸惑い、でも、御子を知るとき、その意義が見えてくる。それが驚くべき幸いであることを、見出していくことだろう。
 
 ヨハネ　8:31-32
 
　ここでも、信じたというのは、イエスの言い分を認めた、くらいで見た方が良い。だからイエスは彼らをさらに進ませるために呼びかけておられる。32節は単体で印象的な言葉なのだが、イエスがここまで語ったことからすれば、まず、真理とは、イエスが神の御子として人々を救う方であるということである。さらには、これこそ神が用意された幸いであること、他の方法ではなく御子による救いこそが祝福であること、これが真理である。ユダヤ人は別のものを追い求め、異邦人も別のものを追い求めていたのだが、これこそ真の幸い、である。そして自由は、一連の話からすれば、罪からの自由、解放である。言い換えれば、御子救い主こそが人を罪から解放し、救いをもたらす、ということだ。普遍的な意味合いにしても悪くはないが、まずは本来の意味を知るところから始めたいものだ。
 
 ヨハネ　8:33-34
 
　どこで区切るか難しく、8章の終わりまでひとまず読んだ上で、改めてじっくり見ていくことをお薦めしたいが、ここでは切り分けつつ考えていく。イエスが自由の話をしたので、人々は奴隷の話を持ち出している。聖書で奴隷の話が出てくる際には、現代の私たちが認識しているあの人種差別に基づいた奴隷制度のことは除外して考えた方がいい。アフリカ由来の奴隷は人としての尊厳を認めないからこそ、あのようなことがなされた。でも古代の奴隷は所定の対処がなされれば自由になりえる。自由になれば持ち主だった相手とも対等になりえる。解放と自由は、むしろ当然にあり得るということが、これらの話を読む上では必要な前提だろう。奴隷になることは過酷だが、それは全ての希望は消滅した、というのとは違う。少なくとも人々が奴隷と自由について語る際にはそういう意味だ。では、罪の奴隷の場合はどうか、というように考えるのが妥当だろう。
 
 ヨハネ　8:33-34
 
　人々は、自由の話をされた段階では、罪の奴隷という概念は持ち合わせていなかったようだ。彼らの応答は、この後もずっと、イエスの告げていることとずれている。新約に慣れている者たちは、罪の課題としての束縛、自由になれない状況ということを、比較的容易に思い浮かべる。旧約の記されている人々の姿を見ていても、人の罪深さを痛感させられる。だが、この人たちは自分たちが罪に縛られていることを意識していないように見える。むろん、自分たちが間違いを犯すことは認めている。でも、いくらでもまっとうな道を歩めると考えている。なるほど、だからこそ良き行いを重視するのか。立派に生きられる自分たちだと自負しているからこそ。うーむ、でも、それが本当に可能なら、それなのにしていないという責任は、非常に重いことになり、温情の余地はないと言われてしまう事態なのだが。聖書は旧約でも、神は人がちりにすぎないことをご存じだと語り、人をあわれんでくださる方だと告げている。私は十分に自由だと言い張るのは、あわれみなど無用だと言い張るに等しい。
 
 ヨハネ　8:34-38
 
　話のやりとりの仕方というものには、時代や社会による違いが大きい。現代日本の私たちには筋が通らないように見えたとしても、当時の人たちはそういう印象を抱いていないようなのだから、このやりとりの中で示されていることは何か、ということを尋ね求めるのが良い。人は罪の奴隷だと指摘したイエスだが、だからお前たちはダメなのだ、滅ぶべきなのだ、ということを言いたいわけではない。イエスはすぐに、解放の話をする。事態は深刻だけれど、大丈夫、助かるのだということを告げようとされている。イエスの意図は単なる正義の遂行ではなく、祝福をもたらすことにあるから、である。この思いを、人はしばしば忘れる。そして、罪はないと言い張るか、あるいは断罪することに必死になるか。どちらもイエスの意図とは全く別のものなのだが。
 
 ヨハネ　8:35-38
 
　この部分を見ると、イエスがご自分の権威、父なる神の権威を帯びていることを強調している理由が分かる。人を自由にするのは大変なことだ。罪の赦しは神にしかできないと、ユダヤ人も知っていた。だからこそイエスはご自分の立ち位置を明言される。それは、確実に人々を助けることのできる存在であることを指し示すためだ。良い話をする人はいくらでもいる。真理を悟って、人々に提示する人もあるだろう。でも、それだけでは足りない。人が必要としているのは救い主である。救済者、自由にしてくれる人である。だからこそイエスはご自身の存在を明示される。悟りを開いた人、人々を教え導く人なら、その人が誰でも、さほどの問題はない。むしろ、自らを誇示せずに隠れているくらいのほうが好感を持たれるかもしれない。だが、救い主はそれでは足りない。この方の権威こそが、事の実現には必要なのだ。
 
 ヨハネ　8:37-38
 
　アブラハムのことが出てくる。この当時のユダヤ人にとっては重要な基盤である。旧約時代の人々はあまりというか、ほとんど意識していなかったようであるのだが。イエスは、他の箇所も含めて、血筋の問題ではないということを告げている。大事なことは、神がアブラハムに与えた約束、神こそがあなたを助け導き、祝福を実現するのだという約束、アブラハムはそれを信じたのだが、同じように神の助けがあるという約束を信じて、待ち望む者であること、それが重視されていく。だからこそ、ユダヤ人でも、異邦人でも、どちらでも同じなのだ。しかし、人々はまだそれに気づいていない。だから、イエスが神の助けをもたらすと言っているのに、そんなものは間違っていると言い張る。彼らの主張をアブラハムに当てはめるなら、神が告げたあの約束、カナンの地をあなたに与えるという話、あるいはあなたの子孫を星の数のようにという話、そんな兆候はどこにもなかったのだが、でも神はそう告げて、アブラハムはそれを信じた。でも、この時の人々の反応を当てはめるなら、そんな荒唐無稽な話には乗れない、ありえない、神はそんなことは言わない、と断固拒否、ということになる。とても常識的である。が、神の祝福には背を向けている。
 
 ヨハネ　8:39-41
 
　昨日書いたことがやりとりされている。自分たちはアブラハムの子孫だと言い張る人々に対して、血筋ではなく、何をしているか、アブラハムのようにしているか、それとも別の生き方をしているか、そこが問題だとイエスは言う。人々も、その指摘には反応したようだ。彼らは、ひとりの神を礼拝している者だと言っている。とすれば、「淫らな行いによって生まれた者」というのは異教の神々を拝むことを指しているのだろう。この時点のユダヤ人にとっては、それは大事な誇りだろう。でも、旧約の人々、彼らの祖先については言えば、そのことは決して継承されてきたことではない。神々ではなく主なる神にこそ頼り、崇拝するのは大事なことだ。でも、あえて言うなら、それをしていれば合格という話ではない。主を崇めていたとしても、主をもり立てるのは我々だと思っているのだとしたら、それは意味をなさない。アブラハムは清廉潔白な人ではない。ヤコブにしても、信仰対象に関していろいろと不安が残る。でも彼らは、あなたを助けると呼びかけてくださった主に頼ることにした。それがあるかどうか、ここが問われていく。
 
 ヨハネ　8:42-47
 
　このやりとりを見るなら、神を愛するとか、神に聞き従うということの意味、神がこの世において何を意図されているのか、が分かるだろう。当時のユダヤ人は神を崇拝していた。神に従い、神の定めを忠実に行うべきだと考えていた。正しく生きるべきだとも考えていた。もちろん彼らに欠点はあるし、力足らずのところもある。それでも彼らは神のために尽くすことについて本気で生きていた。だがイエスは彼らのことを、神を愛していないし、神に従ってもいない、むしろ悪魔に従っている、と告げる。人々からすれば呆然、そんなことがあるはずがないと激しく反発する、そういう部類のことである。ずれているからだ。神への熱心がずれているからだ。パウロはローマ10:2でそのことを指摘する。彼自身も取り違えていたことだったから、その嘆かわしさを彼は痛感している。神の意図は人々を救うことである。人々のために神が尽くしてくださることである。ありえないことだと人は思うのだが、でも、それしか道はない。イエスの口調は、書かれていることだけではわからない。でも、そこには嘆きが込められていたはずであろう。
 
 ヨハネ　8:44
 
　悪魔の正体は、それほど明示されてはいない。だが、ここに言及されていることから見えてくるものもある。一つには、人間が神に寄り頼むことで幸いを得られるとは考えていない、あるいは、それを否定している。創3:5は偽りであるかもしれないが、あるいは悪魔としてはそのようにしか考えられなかったのかもしれない。でもその指し示す方向は、人を神の祝福から切り離してしまうものである。次に、人殺しと断じられているように、悪魔にもいいところもある、というような扱いを神は拒否している。悪魔がどう扱われるのかについては、人間があれこれ心配する必要はない。それは神が考え、神が遂行するだけ。ただ、人には悪魔を案じる必要はないし、可能性を見いだす必要はない。人間相手なら、もっと別の視点は可能だ。でも悪魔については、一刀両断、で足りる。神は罪に墜ちた人間を救うために奮闘された。だが、悪魔を改善することは意図していない。ファンタジーの世界に出てくる悪魔は、聖書の語る悪魔とは様子が違う。聖書が言うのは、そこに指し示されている悪魔について、そういうものには関わるな、ということである。
 
 ヨハネ　8:45-47
 
　こういう言い方は、異邦人相手の時には見られないように思う。使徒の働きでも、書簡においても。そのことからすると、イエスは当時のユダヤ人について、強い期待を持っていたということになろう。彼らが主なる神の方を向こうとしていること、そのための手段は持っているのだということ、それなのに人々が目の前にあるものからそれてしまっている、そのことへの嘆き、痛み、だからこその厳しさである。パウロが同様の認識を語っているが、つまりはイエスの指摘を受け止めたということである。この感覚は旧約時代の預言者にも通じる。神はずっと人々に呼びかけ、関わり続け、そして、どうかせっかくの祝福を投げ捨てるなと言っておられる。そういう神なのだと知ることは、初めて神に出会う人々にとっても重要なことであるが、ユダヤ人たちの姿勢は、異邦人の神への関心をも妨害するものとなってしまっていた。
 
 ヨハネ　8:48-59
 
　ユダヤ人はイエスを悪霊の影響下にあると言っているが、その意味合いは、イエスの言うことが荒唐無稽に思われるから、ということのようだ。理解できないむちゃくちゃなことを言っている、という指摘である。これを「悪霊」と結びつけるのは、少し奇妙な思いもする。神に逆らう暴言を吐いている、と考えたのなら、悪魔の側の者だと批判するのも分かるのだが。でも、当時の社会に見られていた「悪霊につかれた人」のことを考えると、なるほどかもしれない。「悪霊につかれた人」は、邪悪な人、罪深い人、のような扱いはされていない。理解不能な言動をしている人、として戸惑い、恐怖されているのであって、罪人扱いはされていない。こう言ったらわかりやすいか。悪魔に加担すれば地獄行き、でも、悪霊につかれたからといって地獄行きというわけではない、というように。福音書に出てくる「悪霊」のことはそういう扱いであるが、そのことと重ねると、ここでの人々の言っていることが見えている。
 
 ヨハネ　8:52,57
 
　人々は言っている。イエスの言い分は訳が分からない、と。アブラハムだって死んでいるのに、「死なない」などありえないと。そしてまた、イエスがアブラハムを見ているわけがない、と。もともと人々はイエスの教えに驚嘆し、特別な意義があると受け止めて集まってきていたはずだ。当然に彼らはそこに、従来とは違った、こりこそ神の真実と思いたくなるようなものを感じ取っていたのだろう。だが、ここではその教えを、自分たちの理解を超えたものは受け入れられないといって拒んでいる。人間が中心で、人間が物事を判断して、だから、自分たちの理解を超えるものは、たとえ価値があったとしても受け入れられない、主導権を渡すつもりはない、ということか。それは近現代のキリスト教に対する人々の姿勢でもある。でも、人の理解できないことは排除とするのなら、それこそ神が罪人を愛し、赦しを与えるなど、全面排除になってしまうだろう。いやいや、昨今はそういう話も語られているようであるのだが。神の嘆きは、いつも同じである。人が、せっかくの幸いを自ら拒んでいる、そのことをである。
 
 ヨハネ　8:51
 
　人々の戸惑いはさておいて、イエスが提示されたことを見てみよう。イエスの言葉を守るなら死なない、と言う。これを、戒律を守れば永遠に生きる、というふうに受け止めてしまうと、ユダヤ人の反発にもつながってしまう。イエスが語る「わたしのことば」は、良き生き方ではないし、神のために尽くすことでもない。イエスがずっと指し示している福音は、人の力ではなく、神のあわれみによって救い出されることを信じて、期待して、受け止めることである。それこそが、神によって造られ、神から息吹を与えられた人間というものが存在し得るための要であるのは当然でもあり、そこから離れようとすると、つまりは神にはよらず自分たちで生きようとすると、あのアダムたちと同様、そこには死が待つのみ。だからこそここでは、神に頼る者は生きるのだと告げられている。生きること、死ぬことを単にこの身体の生命活動として考えていると、どうにもならない。
 
 ヨハネ　8:52-53
 
　アブラハムは死んだ、預言者も死んだ。人々はそのように言う。だが、イエスの告げたことからすれば、彼らはむしろ、神にあって生きたのだし、生きているのでもある。アブラハムより偉大かと言うなら、それはそのとおりだけれど、提示されているのはむしろ、アブラハムをも生かす神の恵みがあるということであるのだ。人々は結局、アブラハムを尊敬すると言いながら、彼が神にあって生きたことを見ようとせず、単に自分たちの祖先として偉大な存在だと考えているところに留まっている。もったいない、実にそう思わせられる。
 
 ヨハネ　8:54-56
 
　当時の論法というもの、私たちとしては聖書の中にしかそれを見いだすことが出来ないのだが、イエスはご自分が指し示していることから人々がずれていることについて、本筋を頑として主張するよりも、人々の認識を前提とした話に移っていこうとなさる。こういう話し方はしばしば見られるように思うのだが。現代人はあるいは、こういうふうにすると、せっかくの真実が曖昧になってしまう、と考えるかもしれないが、イエスはむしろ人々に寄り添うことを優先されているようだ。もともとからして、神の基準に到達せよと人々に要求するのではなく、罪ある世においでになった神の御子であるのだから。
 
 ヨハネ　8:54-58
 
　自分は何者だと言うのか、という人々の声に、イエスは正面から答える。この言い方は、59節の反応からしても明らかに、ご自身を神として指し示す内容だ。「わたしはある」というのは、律法を知る者であれば神ご自身の自己主張の表現であることにすぐ気づく。人々の反発を生んだのだから、この場面での論議としては、この主張は成功したとは言いがたい。結局、この話になったことで一連の話は途切れてしまった。だが、それでもなお、イエスはこのことを明示する必要性があるとお考えになったのだ。イエスを偉大な人間というふうに扱おうとする主張は多い。そのほうが話が通りやすいように見えるのはそうだろう。でも、その取り組み方は意味をなさない。イエスのなさる救いの業の意義、価値を損なうものにしかならないから、である。こういう結果に至ることを承知の上で、あえてこの主張をなさっていることの意味合いを考えるべきだろう。
 
 ヨハネ　8:59
 
　人々の怒りは、イエスの言葉が明らかに、ご自分を主なる神と重ね合わせたから、であろう。不満が蓄積して堪忍袋、ということではあるまい。場所は神殿のはずだから、死刑にするほどの石が当たりに転がっているわけではない。処刑にするのならステパノの時のように、神殿から引きずり出し、都の外に追い出してから、のはずだ。この様子は、現代にも見られるような意味合いでの石投げ、怒りの姿と考える方がいい。人々の側に立って考えると、神と自分を同一視する人間などあり得ない。神が人となられて世に下られたのには、とても重要な意味があるのだけれども、でも、神の意向を示すということに限って言うなら、神であり人である御子というのは、なかなかやっかいで、わかりにくい、誤解を招くものとも言える。悩ましいところである。別の見方をするなら、それほどの人の救いという業はとても困難である、ということでもあるのだが。
 
 ヨハネ　8:59
 
　イエスとしては、まだ贖いを遂行する時ではないので、当然に身を避ける。でもそれは人々からすれば、せっかく与えられた対話の機会が閉じられたということでもある。イエスが閉じたのではない。人々が拒んだのである。この後もそれなりにやりとりはある。だが、ヨハネの書き方からすると、6章や8章のような密度の濃い話は減少する。イエスの語る事が分からないのは仕方がないとしても、そこに何か特別なものがあるらしいと気づいていたのなら（だからこそ、これほど論議してもきたのだろう）、投げ出さずに向き合い続けていれば。神は人に対して忍耐してくださる方だが、人もまた、忍耐強く向き合うことをと思う。忍耐が必要になる事態は、もともと人間自身の罪の複雑さ、深刻さのゆえであるのだから。
 
 ヨハネ　9:1-7
 
　場面が変わる。ヨハネは全体を網羅して語る予定はないので、こういう転換は基本的な手法でもある。場所はエルサレムである。シロアムの池があるので、それは明らかである。イエスはまだエルサレムにいる。他の福音書ではガリラヤでの活動が多く書き記されていて、最後になってエルサレムでのことが語られるが、ヨハネは様子が違う。他の福音書はじっくりイエスの生涯をたどることでその正体を示していくのに対して、すでにそういう情報は存在する時代に、さらに加えるようにして書いているヨハネだからこそ、こういう扱いになるのだろう。それだけに当時のユダヤが抱いていた意識との違いが明らかになる。むろんそれは、当時のユダヤ、だけではなくて、人類全体の意識でもあるのだが。
 
 ヨハネ　9:1-7
 
　この出来事は、まず、弟子たちの問いかけから始まっている。彼らは言う。目の前の人がこういう状態に陥ったのは誰に原因があるのか、と。つまりは、誰かが悪いことをすると病気などが生ずる、あるいは、病気などがあるとそこには必ず誰かの罪が背景にある、そういう認識である。当時にユダヤにその理解があったことが見える。日本の私たちには馴染み深いものだ。何しろ、雨が降ると日頃の行いが悪いからだ、と言うのだから。現代社会では冗談としての言葉であろうが、でも、大事な行事の前には日頃の行いを良くしておこう、くらいの意識は抱く人が多い。もし、本当に冗談だと思っているのなら、前日は何も気にせずに放蕩三昧、でかまわないはずなのだが。でも、この感覚が祟りの概念につながり、壺を買わせられたり、ということにも至る。やはり現代人もこの感覚を抱いているのだ。しかしイエスはそれを否定した。
 
 ヨハネ　9:2
 
　両親の罪、ということを弟子たちは口にしている。人はそれぞれに、自らの罪で対処されるのだというのが神の基本であるのに、である。親の罪は三代に、という言葉は出てくるが、それは恵みは千代にという言葉とのつながりでのものだ。つまり、人々は悪の結果が代々に及び、その一族は呪われるのだと思っているけれど、それなら神は言うのである。そういう影響はたかだか三代、それよりも祝福を千代に与えよう、と。呪いは三代あるぞと戒めているのではなくて、神の意図は祝福なのだということが語られている。でも、この感覚はとても根強い。それは違うと、繰り返し語る必要がある。
 
 ヨハネ　9:2
 
　両親の罪、という言葉は、本人に対してだけでなく、親の心をもむしばむ。子どもが病気になる、難病を抱える場合もある。その時、医学的な意味合いで原因を探求するのは、それは当然である。治療のために、あるいは現状に対してどのようなケアをすべきかを知るためにも、原因を探ることは必要だろう。でも、言うまでもなく医学によっては、両親の罪が原因、といったことは出てこない。そちらは人が抱く概念、思考の領域のものだ。この二つは明確に区別する必要がある。そうしないと、必要な探索がないがしろにされ、反対にイエスが否定した部類の探索が意識されてしまう。環境的な意味合いで子どもの健康を意識することは必要だ。不衛生な状態を放置するなら、どうしても子どもの健康は損なわれるだろう。それはむろん親のしたことの結果である。だが、そういう部類ではない親の生き方が子どもの健康に影響を与える、とりわけ、神からの罰としてなされるということはない。神はそういうふうにはしないとイエスは断言される。
 
 ヨハネ　9:2
 
　影響ということそのものは皆無ではない。親が自堕落に暮らしていれば、それは子どもにも影響がある。それでいいんだという思いになるか、それとも反面教師としての効果が出てくるか、それは様々だけれども、むろん影響がないわけではない。だから、子どものことを思うのであればふさわしく生きていくことは、親としては大事なことだ。俺がどんな風に生きようが、それは子どもとは何の関係もない、などとは言えない。イエスが否定したのは、神の取り扱いに関する部類のことだ。親の罪のゆえに子どもが罰せられることはない、ということだ。論理を説明しようとするとなかなか複雑な話だけれども、実態はさほど入り組んではいない。親は無用の責任意識に責められ続ける必要はなく、でも、ごく日常的に、良き歩みをするべき、子どものことを思うならなおさら、ということだ。親子だけでなく、社会などに関しても、このことは関わってくる概念だろう。
 
 ヨハネ　9:3
 
　イエスが告げた前半を取り違える人は滅多にいないだろう。親の罪過によって子が病気になったりすることはないと、主は明言された。私たちは、そしてこの社会は主の指摘を真剣に受け止めるべきである。さもないと、病という厳しさだけでなく、その何倍もの害悪が増殖することになる。病その他のことでつらい思いをしている人がいるなら、助けの手を差し伸べるべきである。むろん本人に理由があるなら、わかりやすい例で言えば、暴飲暴食を続けて身体を壊しているということなら、その理由についても指摘し、その変革を強く呼びかけることも必要ではある。だが、親の、あるいは祖先の、時には民族のというふうに理由付けをするのは、あるべき姿とは正反対。でもそれが世の中には広がっており、また、自分自身に対してその刃を向けている人も少なくない。だから、違うのだと、声を大にして言い続けねばならない。
 
 ヨハネ　9:3
 
　イエスが語られたこの3節後半は、受け止め方において慎重であるべきように思う。「ため」と訳すのは単語としてはごく一般的だろうが、聖書が語る「ため」という言語は、目的を指し示すものには限定されていないと思っていた方がさよそうだ。この言い回しだと日本語としては、「神はご自分のわざを人々に見せるために、この人を盲目にしたのだ」という意味になってしまう。それでは親のゆえにというのと大差ない。その人は自らの責任ではないことのゆえに盲目になっている、という構図は同じでしかない。本人からすれば、親の都合のせいでも、神の都合のせいでも、どちらでも同じことだ。イエスがそのように語られたとはとうてい考えられない。そんな話だったら、苦しんでいる人に対して、神のためだから我慢しろ、と言っていることになってしまうのだから。それはありえない。
 
 ヨハネ　9:3
 
　昨日の続き。ではどういうことなのか。「ため」と訳される言葉は、日本語の意味合いとしては理由や目的を指し示すだけの意味合いではないようだ。「それでこれこれのようになります」という意味合いとしても見いだされる。例えば預言。これこれの預言がある、そしてその通りになった。預言が真実であることを示すために出来事を起こしたと言いたいのではなく、「こうしてその預言は現実となった」告げる、そういう意味合いだ。ここでは、原因を探ろうとする弟子たちに対して、イエスは今ここで何が起ころうとしているのかに注目させようとしている。原因は何ですかと人は求めたがる。神は言うのだ。そんなことより大事なのは、今ここで、この人に神の助けがあること、それこそが、この人の病についての神の意志である、と。改善できることなら原因探しが必要なこともある。だが、世の多くの事柄については、原因探求よりもそこにどのような助けが提供されていくのかのほうが圧倒的に重要だ。これを受け止め損なうと、人の世界にはますます苦難が広がる。
 
 ヨハネ　9:3
 
　この話、もう少し続けたい。たとえば干ばつ。気象問題かもしれず、地球全体の動きの影響かもしれず、あるいは人間社会の行動の結果かも知れず、探求そのものは悪いことではない。だが、目の前の現実としては、おそらく干ばつそのものを変革できる方法は見いだせず、メカニズムが見えてきたとしてもなお、その打開は人の手が届かない。少なくとも今現在は。古来人類がしてきたのは、対応策である。灌漑用水を引いてくるとか、あるいは飢えに苦しむ人々に食糧を提供するとか、のように。そう、原因そのものよりも、今そこで苦しんでいる人のために何をするか、のほうがずっと意義がある。イエスはここでも、原因を問い質すことはせずに、この人にどのような助けが与えられるのかを語り、そして実行されている。この姿勢、意識が重要なのだ。
 
 ヨハネ　9:3
 
　この話は罪に関する神の対応にも見られる。罪について、またその由来についても、様々に論議されている。必要なものではある。これからの歩みにおいて自らの、人のあり方を問うためにも。ただ、栄養失調で体調を崩したのなら対応は可能だから原因究明は最重要課題の一つだが、罪はそうはいかない。事態を把握して、これからはそうならないようにとしても、すでに犯した罪は消えない。人間社会の犯罪ですら、善人として聖人のような生き方をして人に尽くしたとしても、その前に犯罪があったなら、逮捕される。アダムの罪と他の人々の罪と、そのことを解き明かすのはとても意義がある。が、解き明かしたとしても人の罪は打開されない。罪に関する神の説明はあっさりとしたものだ。何年も何十年もかけて思索すれば何かが見えるとしても、さっと聞いて、さっと分かるようには語られていない。告げられているのはもっと単純、人には罪があるのだと分からせること、そしてもう一つ、その罪を神が解決し、救いを与えてくださるのだということ。そして実行に移された。そこに問題はある、だが神のわざがこの人に現されていくのだ、そのことが明らかになれば、それこそが最も重要だと。この3節が語ることは、神のなさり方そのものでもある。
 
 ヨハネ　9:4-5
 
　重々しい言葉だが、世界観的な意味合いで考えようとすると、どういうことだろうかと戸惑いを覚えてしまう。夜が来ると神の業を行うことができなくなる、などということはありえない。むろんここでは日没後の夜ではなくて、もっと大局的な話だが。それでも、神の業をなしえなくなる時、状況などは存在しない。「時が良くても悪くても」という指摘もあるのだ。神の業、神の力を遮るものなどは存在しない。人はしばしば善と悪の戦いのようにしてこの世界を見てしまうので、こういう言葉を見ると、取り違えてしまうようだ。ヨハネは1章で、闇の中でしかしすべての人を照らす光が存在すると告げていた。それなら、夜だろうが何だろうが、神の業を行えなくなる状況などは存在しない。だからこの言葉、そういう世界観的な意味合いで語られたのではないはずだ。
 
 ヨハネ　9:4-5
 
　昨日の続き。では、イエスは何を語ろうとされたのか。状況が変化する時、と言えば、これはやはり十字架の時であろう。もちろん、十字架に至っても神の業が押しとどめられるわけではない。ただ、イエスご自身が地上でなす業は終わりを迎える。イエスご自身の力も御業も変わらずに続くけれども、それでもイエスは、十字架までの時と、その後との違いを意識されている。だから弟子たちに、私よりも大きな業を行うようになる、とも語られている。それで今、目の前にいる人、その人は生まれたときからそうだったのだから、今すぐにどうこうというわけではない。日々を暮らすこともできてはいた。だからこそ回りも、何が原因かと悠長な議論をしている。死にそうになっている人だったらそうはならなかっただろう。でもイエスは言う。私の時は間もなくで、だからこそ、今ここでなすべき事は全力で行っておきたい、と。後でも足りる、ではなくて、である。私は地上にいる間、徹底的に人々を守り支えていくのだと告げられる。イエスの生涯はその大半が、人々の目の前の必要に応えるものである。もっと高邁な思想を教え導くことに時間を使った方が、と人は思うのかもしれない。が、主はそうはしなかった。もちろん十字架という究極の救いはなす。だがそれ以外のことでは、そこにいるその人に手を差し伸べることを重視された。そういう意味ではこの言葉、私にはもうそんなに時間はない、という趣旨でもある。十字架は迫っている。
 
 ヨハネ　9:6-7
 
　イエスは不思議なことをなさる。その人の目を、言葉だけで直すこともできたし、そって触れて直すことも可能だった。だが、泥を塗って、洗いに行かせるというやり方をなさった。効果の問題ではないので、これはやはり、本人にこの業を体験させるためだったのだろう。長く、目が見えないままで生きてきた人である。だからこそ、癒される過程も体験させ、自らも身体を動かしてそのことを経験させる。その必要を意識なさったのだろう。この後も、彼に関わって、その認識を養い育てていかれている。熱病なら、即座に直して終わりでも足りるのだが。それに、こんなに丁寧に癒した相手に関わることも珍しい。彼にはこういう扱いが必要だとお考えだったということだ。
 
 ヨハネ　9:8-12
 
　人々の戸惑いが書き記されている。ようするに、皆、この人の回復は諦めていたということだ。5章の人々とは様子が違う。もう無理だと確信してしまっていると、目の前に起こったことが受け入れられない。いや、事実なのだとはわかっても、わけがわからないと言い続ける。「良かったね」という言葉は出てこない。神のなさることは素晴らしい、と賛美の声が挙がることもあるのだが、この時はその様子がない。人の心が固く閉ざされている、そのことがこの後の対話につながっている。
 
 ヨハネ　9:13-17
 
　人々の戸惑いの理由には、その日が安息日だったことが関係している。福音書では安息日問題が何度も出て来るが、イエスご自身からすれば、人々のこだわりに対して辟易されていたことだろう。助けが必要な人がいるなら、安息日でも他の日でも、そんなことには関わりなく助けを与える。それだけのことだ。もともと神の祝福である。それが安息日になされることのどこが問題なのか。むしろ安息日にこそ神の御業はなされると期待した方がずっとましである。だが人々は安息日を破ったと言い張る。それはつまり、これらのことが神の業ではなくて人間の業に過ぎないと思っているからでもあろう。神の祝福を認めない時、人の言動は混乱を続けることになる。
 
 ヨハネ　9:13-17
 
　民衆も、パリサイ人も、目の前に起こった神の祝福を否定しようとしている。つまり、安息日になされたことだから、神のものであるはずがない、ということだ。神がしなかったのであれば、医療技術による回復ということなのか。それとも悪魔か何かの業ということになるのか。いやいや、癒しそのものが嘘だったのだという結末にするのか。神が与えてくださる祝福は素直に喜んで感謝すればいい。別段、それで何かの見返りをと要求されているわけではない。だが、神の業だと認めない時に、話はどんどん混乱にはまり込んでしまう。そんな悲しき状況が語られている。
 
 ヨハネ　9:18-23
 
　親が呼び出されている。困惑したことだろう。息子が癒されたことは嬉しい。それこそ、神に感謝、である。だが面倒なことになっているのはすぐにわかる。彼らの態度を冷たいと指摘することは可能だろう。でも、これが精一杯だったのではないか。誰かを助けたいと思っても、それがかなわないこともある。だとすれば、神の御手に委ねるのみ。本人に聞いてほしい、との答えは、つまるところ、息子を癒してくださったのか神なら、神が何とかしてくださる、お任せするしかない、ということでもあろう。もっと積極的に、とも言えるけれど、人は、なしえることをなすのみ、でもある。ただし、決して誰かを傷つけたり、害するようなことにはならないことを心しつつ、であるが。
 
 ヨハネ　9:24-34
 
　この人の言い分はまっすぐである。そして、このことは多くの人たちがイエスとは誰かを問い質す際に手がかりとなる。彼は言う。自分は助けられたというのは事実で、それをしてくれたのはイエスであることも明らかである、と。パリサイ人はこの始まりの部分を覆そうとしたが、事実はねじ曲げられない。そう、この人はイエスによって助けられたのだ。そして彼は言う。こんなことは神の力でなければできるはずがない。だとしたら、イエスが何者かは知らないけれど、神がこの人を応援していることは明らかだろう、と。残念ながら、この素直な論理を受け入れない人は多い。むろん、事はそう単純ではないだろう。でも、ここを出発点として見ることには意義がある。
 
 ヨハネ　9:24-34
 
　驚異的なことがなされたからといって、それをした人を全面的に肯定するわけにはいかない、というのは、留意すべき事柄である。人が考える「驚異的」のレベルは、あくまでも自分たちの理解の限界、能力の限界であるので、それを越えるものは世の中にいくらでもありうる。人間、それも自分や身の回りの人がこの世の最高レベルだとしてしまうのは、かなりの思い上がりだ。だから、力強さだけでなく、その中身、その資質をも問うべきことはそのとおりである。ではイエスは何をしたか。この人を助けた。生涯、無理だと思っていた解放を与えた。そして、イエスのなさっていることは常にこの視点である。人々を助けて、人々に良きものを与える。奪ったことは一度もない。自分のために用いたことは一度もない。自分のため、というのが悪いわけではない。人間は誰でも生きていくために必要なものがあるし、様々な欲求もある。それらを妥当な方法で手に入れるのは間違っていない。けれど、イエスはそれをしなかった。こんな人はいない。人のために尽くしている人でも、真に誠実な人なら、自分もまた受けているのだということを認めるだろう。でもイエスは。このことは大事な点である。
 
 ヨハネ　9:24-34
 
　パリサイ人は、自分たちはモーセの弟子だ、と言っている。安息日規定のことである。安息日に人を癒やしたイエスは、モーセに反していると言いたいのである。それだからこそ、あいつのしていることは間違っている、と言いたいのである。だが、モーセの弟子だと言うのなら、ちゃんと律法を読み直した方がいい。律法が安息日について語っているのは、その中心的な論点は、休め、である。自分だけではない。他の人々、あるいは家畜も含めて、ちゃんと休ませること、幸いを与えること、それが安息日規定の目的である。だとしたら、安息日に誰かに幸いをもたらすのは、その意図に合致している。むろん、他の人のために尽くし続けて、それで本人が疲弊しているとしたら、安息日の教えを持ち出して、あなたも休め、と言うことはふさわしい。イエスに対してパリサイ人たちが、「あなたは働き過ぎです。人々のために尽くしすぎです。今日は安息日なのですから、あなたも休みなさい。この人を助けてあげるのは明日でもいい。今日、あなたのなすべきことは自分のために休みを取ることです」と忠告をするのだとしたら、それはありえるだろう。もし、こういうに言われたとき、イエスはどんなふうに答えるだろうと考えてみるのは興味深い。だが実際には、そんなことを言った人は誰もいない。弟子たちはその類のことをしたようだが、モーセの弟子たちと自称している人々はそんなことはしなかった。だとすれば、弟子とは自称であり、モーセは言うだろう。私が伝えた律法とは別物だ、と。
 
 ヨハネ　9:34
 
　こんなことを言うのか、と驚き、戸惑う。まさか、と思いたい反面、これがよくあることだとも思う。相手の言うことにまともな反論ができないときに、その相手を排除しようとする。何の解決にもならない、今、自分たちが問題にしていることについても、解決が生じない。イエスを糾弾したいのなら、この人をしっかりと納得させるだけの論理、根拠が必要である。この人に対してだけでなく、世の中に対しても、である。この人を追い出すようなことに逃げているなら、そこには何も生まれない。ただの難癖なら、いいたい方題して、あとは投げ捨てるのもあり得るだろう。でも彼らは真剣に神の道を求めていたのではないのか。
 
 ヨハネ　9:34
 
　加えて言うと、相手を「全く罪の中に」と言うのは、自分は罪はないという主張か。そんな人はいないと、それは律法自体の定めでもある。律法には、罪のためのささげ物が規定されている。大祭司は民全体の罪のためのささげ物もするようになっている。自分には罪はないのなら、そのささげ物は不要、自分のためではない、ということか。律法はそんなふうには言っていないのに。モーセの弟子云々、あるいは律法の専門家としての権威か何かを振りかざす方が、まだましだった。罪の実感は人によって様々である。だが、自分は神の前に罪ある者だ、という自覚、認識は、人が神と関わる上では、決して忘れてはならないものである。神の助けなど不要、と考えているのでない限りは。
 
 ヨハネ　9:35-39
 
　この人が混乱に巻き込まれることは一般人でも想像できることだ。それでも彼のためにはこの癒やしが最善だった。本人もそのように思っていたことだろう。平穏無事はとても大切なものだが、それを越えた必要もある。だからこそ、イエスはこうして彼のところに行き、彼を支え導くための取り組みをした。良きこと、必要なことがなされるべき、ということと共に、ケアがなされていくべきと、実のところ、聖書は神のそういう姿勢を示し続けているように思う。人間は、しばしばこのあたりを忘れていたり、見失っているのだが。
 
 ヨハネ　9:35-39
 
　その会話は、彼がいやしてくれた相手がイエスだと認識していたのかどうかで、少し、意味合いが違ってくる。目が見えない状態でイエスに出会い、シロアムから戻ってきた後はイエスに会った様子がない。だが、この会話からすれば、おそらく彼は目の前にいる人を、癒やしをしてくれた相手だと分かっていたのだろう。イエスのほうから自己紹介したのか、それとも声で気づいたのかは何とも言えないが。もし、気づいていないとすれば、「人の子」と言われて癒やしをしてくれた人を思い浮かべ、その相手が目の前にいると分かったという筋になる。それも意義がある。が、それとは違う推移として受け止めて見る。
 
 ヨハネ　9:35-39
 
　彼は目の前にいる人が癒やしてくれたのだと分かっていたとする。その人の呼びかけだから、強い関心を持って聞いただろう。「人の子」の話である。この用語の意味合いはユダヤ社会で十分に整理されていたようには、新約を読むと考えさせられる。が、何か特別な、神から与えられる祝福に関わる存在というイメージはあっただろう。だからこの人も関心を抱いた。癒やしという神の幸いを与えられた者として、人の子という祝福には大いに興味を抱くようになったはずだ。現代に至るまでも、癒やしそのものが人に信仰を根付かせるわけではないだろう。信じない人はいくらでもいる。だが、そういう体験は神の祝福についての関心を深める。いわば、よく耕された土地のようなものだ。良き知らせが、あの種まきのようにして、広く散布されることの意義を思う。
 
 ヨハネ　9:35-39
 
　イエスの言い方とこの人の応答は、人の子を紹介してあげよう、という話をしているのと同じである。彼としては大歓迎である。癒やしが神の祝福であることは明らかであった。神への感謝を心からと思っている。それなら、人の子にも会いたい、関わってみたいと考える。だからこそ、人の事はイエス自身なのだと紹介されたとき、彼は喜び、感謝して、礼拝した。神は礼拝されるべき方である。が、神ご自身は、礼拝せよと命令し、要求することで実現するのではなく、祝福を与えることによってその教えを進めて行かれる。むろん困難の中で神を知る場合もあるが、それもまた、神の慈しみを思うからこそ、だろう。強制力を用いるやり方は神の意図ではない。命じるのは、礼拝して当然の者たち、気づいて依当たり前の人々に対して、である。
 
 ヨハネ　9:39
 
　現代人は、「さばき」という言葉を司法機関のイメージで受け止めやすい。だが歴史の大半においては、さばきは支配者の権限である。さばきを行う存在は、その社会について責任を持ち、善を推奨し、悪を戒め、あるいは助けを与え、祝福を注ぐ。神の御子であるイエスは、この世に来て、この世に神の幸いを実現するために事をなされている。祝福は用意されるのだ。だが、人はそれに対して歓迎したり、反発したりする。神の意図は全ての人に幸いをであっても、強制し、無理やり服従させることをしない以上は、人は自ら、どちらかを選び取ることになる。だから、見えなかった者でも見えるようになりえるのだし、でも、見えているつもりの者たちが見えなくなってしまうこともある。この人だって、「泥を塗るなんてひどい奴、池まで行けなどと横暴だ」で終わりにしていたら、この癒やしはなかった。無茶を要求はしない。だが神は、人に問いかけ、その応答を待たれるのである。
 
 ヨハネ　9:40-41
 
　パリサイ人がイエスの側にいたと書いてある。パリサイ人だから極悪なのではないし、彼らの認識は社会に対して良い効能もある。ただしそれは神の救いとは異なるもので、だから、パリサイ人も、取税人も、罪人も、同様に神からの赦しを必要としているのだが。だから、イエスに関心を持つパリサイ人もたくさんいた。こういう人たちの中からも、後にクリスチャンとなっていく人たちはいくらでもいる。派閥対立のように考えてしまうと、それはそれで課題であろう。
 
 ヨハネ　9:40-41
 
　イエスが告げたことは、ずっと言われている基本でもある。自分は大丈夫と言い、立派にやっていると思うのなら、それは深刻な事態だ。神の助けを不要としてしまうのだから。神の祝福を願う人は多い。だが、ご褒美としての祝福を思い浮かべるのが大半だ。必要なのは神からの恩恵である。代償を支払えない者への、一方的な祝福である。罪があると認めるのは、自分には顧みてもらえるだけの功績などないと認めることにつながる。だが、神の恩恵は不要だと言い張り、あるいは、相応の代償を支払わせて欲しい（すでに支払ったぞ）と言うのなら、そこには道が開かれない。神が禁ずるというよりも、どうにもならないのである。
 
 ヨハネ　10:1-6
 
　章とか節は後の時代につけられたもの、ということを考えると、この部分は9章の話の続き、というようにも見える。が、だとするなら、門から入らない人々というのは、9:41にある「私は見える、と言っている」人たちのこと、になる。自分は大丈夫、自分は神から評価され得る、と思っている人たちは、羊飼いの助けを拒み、私は私で行く、と言っているようなもの。そこには良きものは見出され得ないのだと、イエスの言葉は辛辣である。当時のパリサイ人が社会の水準からすれば「良き人」「立派な人」であったのは間違いない。でも、その生き方が盗人になってしまう。本人の思いと神の意図との食い違いを、真剣に考えていくべきだろう。
 
 ヨハネ　10:1-2
 
　門から入らない、というのは、盗人の基本的な行動であるが、同時にここでは、羊飼いは門から入るとあって、そこにいる羊飼いとの直接対決は避けている人たちであるのはわかる。羊飼いがイエスご自身のことであり、後々の十字架にも関わる話に発展していくのは明らかだが、話の初めにおいては、イエスが指し示す道筋と、パリサイ人たちが指し示す道筋とは相容れないのだ、ということを指摘していることになる。一方は門から入る羊飼いであり、人々を門から牧草へと連れ出す方。他の人たちは、塀を乗り越えて強奪する以外にすべのない強盗たち。この対比は、パリサイ人を責めるためと言うよりも、イエスご自身が与えるものの意味合いを確かめるところにこそ、意義がある。
 
 ヨハネ　10:2-4
 
　この類の話は、出てくるもの全ての意味を定めていくのは、深読みのしすぎになる危険もあると思っていた方が良い。門番が登場するが、羊飼いのため、つまりは救い主のために門を開くとか、羊飼いかどうかを見極める、みたいに考えると、話がややこしくなる。門から入る羊飼いであることを指し示すための道具立てに過ぎない。門から入る。つまり、堂々とである。隠れたりしない。ごまかしたりしない。偽りを用いたりしない。真に良きものだと確信があり、かつ、全能の神としての達成力があるからこそ、人をたぶらかして丸め込むようなことはしない。相手が受け止めやすいように、つまずかせないための配慮はあるが、自らを守るための仮面など不要。このすがすがしき姿勢は、まことの救い主であるからこそ、である。
 
 ヨハネ　10:3-4
 
　この話では、羊飼いのためには門が開かれ、羊たちもちゃんと聞き分けるのだと告げられている。が、現実には必ずしもそうではない。むしろ盗人のほうが大手を振って歩き回り、真の羊飼いは無視されていたりもする。もちろん、イエスご自身もそのことはよく分かっている。だから偽物の到来について警告を発されている。私たちは警戒心を抱くべきであるし、何より、誰について行くのかをよくよく考えた方がいい。真の羊飼いのもたらす祝福は確かで、本物だ。けれど、それを私たち人間は見逃していることが多々あるのだと、それは覚えておいた方がいい。
 
 ヨハネ　10:5
 
　そうすると、ほかの人からは逃げていく、ということはどうなるのか。イエスが本物であることを強調するための装飾と見るなら、そういうことで済ませてもいいのだが、逃げていくことができるなら、人々の安全のためには有用なことだ。これは違うぞと察知できるようになるためには、本物をよく知っていることが鍵になる。だから、キリストに馴染み、その教えに馴染み、福音の本質に触れ続けていればいるほど、奇妙なもの、異質なものについては、何かおかしいぞと気づき得る。目新しき刺激に惑わされず、むしろ、充実したマンネリは良いものなのだということを意識しておくことも良いだろう。逃げ出せるように、普段からのあり方が力となる。
 
 ヨハネ　10:6
 
　分からなかった、という反応が、福音書には時々出て来る。分からないことを語って煙に巻く、のでは意味がないから、イエスご自身は分かるはずと期待して語っているのだろうが。神の御心は人には把握しがたいものがある、というのは真実なので、それゆえであるなら、まあ仕方がない、としか言いようがない。が、この箇所については、それほど複雑なことが語られているわけではない。とすると、人々の間では、偽物がやってくるぞ、という感覚がなかったということか。そういえば、偽キリストの到来についても、しばしば警告されている。現代の私たちは、偽物はしばしばありえるのだということを意識している。それは古来ずっとの、人の姿からも分かる。彼らはそうは思っていなかったのだとすれば、安易に考えてしまっている、そのことの危険性を深く考えさせられる。疑り深いのも何だが、悪意が存在することを見落としているのは、実に危ういことだ。そうか、だから聖書は、悪魔についても警告する。悪魔そのものは、神とは比較にならない存在にすぎないのに、人々は警戒心がなさすぎた、からということか。
 
 ヨハネ　10:7-10
 
　話の解説として語られているのだが、でも、そのままの解説にはなっていない。前の話では明らかに、イエスはご自分を羊飼いとして語られていた。が、ここでは門だと言う。前の話では、門そのものは行動していたわけではないのに。人々はこういう語り方に違和感がなかったようだから、そういう自由さが当時は当たり前だったのだろう。現代なら批判されそうであるのだが。聖書の読み方において、このおおらかさは意識しておいた方がいい。現代人の感覚で、話がずれているとか何とか言い出すのは、あまり適切なことではないのだから。
 
 ヨハネ　10:7-10
 
　この門という話について、何かで読んだことがある。当時の囲いは、いわゆる門ではなく、羊飼い自身が入り口に陣取っていて、盗人から羊を守っていたのだ、というように。門と羊飼いは同じ、なのだとか。それが本当の話なのかどうか調べたことはないのだが、もし、この風習があるのであれば、なるほどとは思う。ただそうなると、堅牢な城門が町を守っているようなイメージとは違って、野原で羊飼いが羊を守っているのとさほど差のない話ということになりそうだ。エデンの門のように、聖書の中では門はそれ自体として強固なものという印象が強い。それがなくても大丈夫なのだと主張されたのなら、それはつまり、イエスは一切についてご自分が責任を持つと断言された、という、かなり強烈なことを語られているのだと考えた方がよさそうだ。
 
 ヨハネ　10:7-10
 
　門であれ、羊飼いであれ、その存在意義、目的は、羊たちが幸いを手にするためだと、そのように語られていることになる。羊がいのちを得るために来たのだとも語られているとおりだ。神は人間を超越している存在として意識されることが多い。それゆえ、神にとっての最大の目的、意図は、ご自身の持っておられる真理の実現にこそある、というようにも。その真理は正義でもいいし、神聖さでもいいのだが、そういう高邁な理念こそが神の意図であるというように。でも、この言い方からすると、ちょっと違うぞということになる。神の意図は人間たちの幸いが実現することにこそある、そういうことになる。そのために必要だからこそ真理や神聖さや、そういうものが重視されている。でも目指すのはそっちではなく、というように。この観点で聖書が語る神の行動を見直してみるなら、なるほどと、非常にすっきりしてくるように思う。人はやはり、神を誤解し続けているのかもしれない。
 
 ヨハネ　10:11-15
 
　羊のためにいのちを捨てる、という言葉の背景には、むろん、十字架のことがある。イエスがこのことを語られた時点では、弟子たちも抽象的な程度で考えたかもしれないが、この福音書を書いている時点のヨハネは、はっきりとそのことが分かっている。言い換えれば、ここで語られていることを実現するためにこそ、イエスの十字架はあったのだと、ヨハネはそのことを伝えようとしている。もっとも、羊飼いの概念と全く同じではない。本来の羊飼いは、敵に襲われたときに羊をかばって死んでしまっては意味がない。羊飼いが死んだ後、狼などは羊を勝手気ままに食い荒らすことになるからだ。だから、本来の羊飼いは死ぬわけにはいかない。自分も死なないようにしながら、かつ、羊を守り支える。厳しい仕事である。例示というのは、その全てを意味するわけではない。
 
 ヨハネ　10:12-13
 
　この言葉は、話の流れからしても、当時の宗教的指導者たちのことを意識している。彼らも彼らなりに頑張っているのかもしれない。でも、究極のところでは役に立たない。その理由は持ち主ではないからだと言う。もっとも、人々を批判するためではなく（持ち主でないことを責めてもどうにもならない）、神ご自身の意識を明らかにするためのものだろう。そう、神はご自分の造られたものたちを顧み、惜しみ、愛おしみ、そして、全身全霊をかけて、助け出すことを決意されているのだ。私は必ず、と、神はそのように宣言しておられる。これは聖書全体にも響いている声である。
 
 ヨハネ　10:14-15
 
　知っている、という言葉。知識として把握しているということではなく、大事に思っている、ということも含めてのことだ。例えば工場で一日に何千と作られていく製品。貴重なものだろうし、その機能について知っているだろうし、製品番号などで把握しているだろうし、その不具合についての責任も担う、そういう覚悟を伴って、出荷されているだろう。が、それでも、一つ一つを知っているとは言いがたい。その全てをその会社の人たち全てが見たわけではない。これは人間の限界である。大量に作り出そうとすれば、こうならざるをえない。手作り品とは違う。だが神は、これだけ膨大な人類を、もっともっと増えて行けと語られていた人類を、知っているのだと語られる。この格差は大切である。人が期待するのは、自分たちが出来る程度の最大限くらいまでだろう。でも神は、それを圧倒的に越えていくのだから。
 
 ヨハネ　10:16
 
　この意味合いについては、昔から思案されてきた。この囲いというのが、いわゆるユダヤ人ということなのか、あるいはもっと狭く、弟子たちのことなのか。後者に関しては、弟子たちが自分たちの仲間ということを意識していて、それを越えてもっと広く神の祝福を、ということを忘れがちだったことも思い出させられる。だが、どちらか、あるいは別の枠かということを特定しなくても良い。ようするに、人々が考えている、神の祝福はこういう人たちに、という思いを、しかし、イエスは超えて行かれるのだと、そういうことだ。1世紀終わりにいるヨハネは、そのことを体験してきた。それこそ、12人ではなく、最初のエルサレム教会でもなく、ユダヤ人でもなく、サマリアにも、ギリシア・ローマの世界にも、人種を越え、あるいは男女なども越え、罪人とかそういうことも越えて、イエスによって与えられた神の祝福は届いている。現代に生きる私たちは、それがもっともっと広がっていることを知っている。主はこの人たちだけ、などとは考えない。その全能の力はもっと先へと、ということなのだから。
 
 ヨハネ　10:17
 
　気をつけて読んだ方がいいのだが、この言葉だけで受け取ると、イエスが十字架にかかったのは父なる神から愛されるため、のように読めてしまうかもしれない。十字架がなされないと愛されない、というようにも。こういう論理が宗教においてしばしば語られることを思う（宗教だけでなく、人間関係や国のことなど、ありとあらゆる領域に見られるものだが）。でも、聖書全体からすれば、この論理は違う。御子に関して言うなら、十字架があろうがなかろうが、父と子は完全な愛で結ばれている。十字架がなされないことがあったとしても、その責任を父は子に問い質したりはしない。愛するという言葉を用いているが、その言葉を使うからこそここにある関係はむしろ、父を愛するからこそ子はいのちを捨てても羊たちを助ける、ということである。愛が目的ではなく、愛という土台があることの結果としての行動。人が神との関係を考えるときも、他の人との関わりを考えるときも、この位置づけはとても重要である。
 
 ヨハネ　10:18
 
　もし、イエスが教科書のようにしてご自分の行動を説明しようとしたのなら、こういう話の持って行き方をなさったかどうかはわからないと思う。でも、一般的な話し方としては、今語ったことに関連することを次々と展開していくというのはよくあることだ。論文や演説としては適切ではなくても、語りとしてはごく当たり前のことでもある。それで、いのちを捨てることに言及したことから、その点に思いを注ぎ込んで、イエスは語って行かれる。ご自身がそのように話を引っ張られるように、やはり、十字架のことは御子の存在にとって、まさにクライマックスであるのだ。それは十字架以前からそうだったのだと、納得させられる。
 
 ヨハネ　10:18
 
　十字架について、当時の人々も、後々の人々も、イエスが反対勢力によって殺されてしまった、という見方をすることが多い。それでイエスの十字架は殉教として扱われたりもする。昔、「パッション」という映画を映画館で観たとき、前を歩いている人が「かわいそうに」と感想を話していた。そう、そういうふうに見えてしまう。だが、イエスご自身にとって、その生涯において、あの十字架は人から強いられたものではなく、羊を守るために自ら選び取ったもの、誰からも要求などされず、ご自分のほうからというもの。このことを覚えておきたい。
 
 ヨハネ　10:18
 
　イエスの行動は、ご自身の主権性に基づいて進められている。このことについて、「権威」と語られていることに注目しておきたい。ここは、話の流れからすると、権利という意味合いに読んでしまうこともありそうだ。人々のためにと捨てたのだから、得る権利もあるはずだ、というように。一般的にはそういう論理もありえるだろうが、ここでは「権利」としてしまったら意味合いがずれてしまう。これはやはり「権威」なのだ。つまり、いのちを支配し、人々の救いを支配し、それを自らの意思で成し遂げる。そういう主権者としての存在が堂々と主張されている。
 
 ヨハネ　10:19-21
 
　これらのことばのために、とあるのは、イエスの話のどこを指しているのかと気になるが、22節以降からすると、やはり、イエスがご自分を父なる神と連動させていることなのだろう。それに対してユダヤ人、ここでは前からの話からすればパリサイ人などが意識されているはずだが、その人々が反発するのは、まあ、想定内ではある。が、21節には肯定的な受け止め方をした人たちもいる、と書かれているのが、なかなか印象的だ。イエスの言葉には戸惑うが、イエスのしていることからするとこの方が神と結びついていることは疑えない、ということだ。その認識を抱く人たちがいた、という点に注目しておきたい。
 
 ヨハネ　10:21
 
　イエスが人々を助けた奇跡は、基本的には、そこに助けを必要としている人がいるから、というのが一番の理由と考えるのがふさわしいだろう。イエスは効果を意図してそれらの行動をしていたわけではない。だが、結果的にはその行動が人々に良い意味での戸惑いをもたらしている。なるほど、これが良き業の意味合い、価値なのだなと思わせられる。目的はあくまでも、目の前にいる人々のために、である。こちらの意識としては100%それで良い。だが、神が意図されるならば、それは何か別のことにも役立つかもしれない。その部分については、私たちは神の御子とは違うので、全く知らずのままでも良い。でも、すべての業を、神は良き幸いのために用いてくださると、そのように期待し、そのように願いつつ、でありたいものだ。
 
 ヨハネ　10:22-24
 
　気をもませる、か。待ちわびていて、早く表明して欲しい、ということならばともかく（弟子たちの感覚はそっちだった模様だ）、ここにいる人たちの思惑は、表明すれば大手を振って捕縛できる、という部類だろう。身勝手なものだ。もちろんイエスはご自身をごまかすつもりはない。でも、覚悟も込めているからこそ、いつどのようにして表明するかは、ご自身が最善を考えてこそになるのは当然。でも人々は自分たちの都合で、しかも、打倒するための理由として必要だということで、こうやって押し迫る。何事にも時がある。それを静かに待つことの重要性を知るのは、つまり、事を支配しているのは自分たちではないとわきまえること、でもあろう。
 
 ヨハネ　10:25-30
 
　ここにある語りに対して、ユダヤ人は石打ちに処すべきだと考えた。それほどに深刻なことが語られたということだ。自分を神とした、と33節には出ていて、それならこの対応もわかる。が、どうも、そこだけの話、神を僭称する冒涜行為、というだけではないように思う。少し慎重に見てみよう。まずイエスは、あなたがたは神を指し示す言葉を信じず、人々に幸いをもたらす良き行為も認めない、と指摘された。もし、信じるかどうかは本人の自由、という現代風の考え方をするのなら、もともとからしてイエスの言葉など聞き流せばいいだけの話。でもこの人々は強く反応したのだから、決して、神のことをどうでもよいとは考えていないのだ。それなら、真剣に追い求めれば良いのに。むろん、何でもかんでも受容して、信じ込んでしまうのは危険。検証すれば良い。真の神と、その御業であるのなら、検証に十分に耐え、いや、その意義を見いだせるに違いないのだから。彼らが、神に関心ありと言いつつ、でも、心を閉ざしていることに、イエスは深い嘆きを覚えている。
 
 ヨハネ　10:26-27
 
　人々が受け止めない理由としてイエスは、羊の群に属していないからだと告げた。もし、イエスをまがい物、いや、神に逆らう存在だと思っていたのなら、別存在だと言われたら、むしろ歓迎するのではないのか。その通り、仲間になどなるつもりもない、と。人々の反発は、そう言い切ることが出来ない、反発しながらも、どこかで目の前にいる存在を、神と関わりのあるものかもしれないという、ためらい、戸惑いがあるように見える。人は概して、そうそう容易には心を開かないものだから、であるのなら、この人たちの様子は失望落胆で終わらせるのはもったいないと思う。そう、まだまだ期待したい、待ち続けたい、そんな思いで、この世と向き合うことが出来るなら。イエスご自身はそうであるのだが、人は、クリスチャンたちも含めて、かなり短期、忍耐が足りないように、ここを読みながら思わせられる。
 
 ヨハネ　10:28-29
 
　永遠という言葉は、時間的な視点から、途切れることがないという意味合いを、まずは思い起こさせる。でも、それだけではないのだろう。永遠の神とは、タイムマシンに乗ってどこまでもさかのぼっても神はそこに居続けたぞ、というような現象を語るためのものではあるまい。過去や未来に旅することなど、はたして聖書が記された当時、一般に知られていた概念かどうか。むしろこれは、時間軸がどうこうよりも、途切れることなく、という部分こそが重要。どこかで頓挫したり、力尽きたり、それこそ人間なら、気持ちはあったけれど寿命です、先に退出します、などということになる、それが神には存在しない、ということ。時間軸としての永遠も大切だが、私たちの生きるあり方にとっては、限界が来ることはないという意味合いでの「永遠」のいのちをこそ、まずは意識したいものと思う。
 
 ヨハネ　10:28-29
 
　それで、この永遠は、神から与えられるものである。人が努力して獲得するものではないし、人に生来備わっているということでもなくて、与えられるもの。与えるというからには、神ご自身がまず、その永遠を持っているということでもある。そう、人が永遠に関わることが出来るのは、ひたすら、永遠の神がおられるからこそ、である。自立した永遠のいのちではなくて、神によって生かされ続けるという意味での永遠のいのち。だからこそ、神から離れたら、そこには永遠は存在しない。であれば、求めるべきは永遠のいのち単独のことではなくて、神ご自身と共にあることをこそ、何よりも求め続けるべきだろう。人が手にするいのちは、その結果として、というふうに言った方が、はるかにまっとうな理解に至り得るはずだ。
 
 ヨハネ　10:28-29
 
　奪い去る、という言葉が出てくる。人は神によって造られたもの、神の所有物。だとすれば、それを別のほうへと引きずり込むのは、神から奪う行為である。悪いものであったり、あるいは自分自身であったりもするのだが。その人自身ということでは、神は人に選択する意思を与えられているから、神に留まるか、それを捨てるか、どちらをも選び得る。でも、本人が望まないのに、よそから奪い去ることなど、決して許しはしないと、イエスは告げておられる。これは安堵である。そしてまた、各自に対する厳しい問いかけでもある。誰かのせいではなくて、あなた自身はどうするつもりなのかと、そう問いかけられているのだから。
 
 ヨハネ　10:30
 
　話からすれば、イエスのこの言葉は、ご自分と神との一体性、いわゆる三位一体に関しての教えを告げるためのものではなく、神が人について意図されていること、それがイエスご自身にとっても同じ願いであり、覚悟であり、ということを告げるものだ。とは言え、こんなふうに人に対して関わり得るのは神ご自身しかいないのだから、この発言自体が、イエスがいわゆる人間の一人ということではなく、あきらかに神の側に立っていること、それも預言者などとは全く意味合いの違うものなのだということを表してはいる。それでも、イエスの発言の意図は、人々を助け、支えることについて、ご自身は強い決意と覚悟をもって臨んでいるのだということを告げるためのもの、である。それは人々にとって、実にありがたい、ほっとさせられる言葉なのだが。
 
 ヨハネ　10:31-39
 
　自分を攻撃しようとした人々に、イエスは問いかけている。どの良い行動に対して批判しているのか、と。人々は、行動内容ではなく神への冒涜のゆえだと語る。それに対してイエスは再びご自分のしていることを指し示して、それを見るなら冒涜なのかどうかが判明するはずだと告げた。堂々巡りではあるが、しかし、これは神が昔からなさっているご自身の示し方でもある。神は高邁な思想、理念を提示することで人々を惹きつけるのではなく、人々を助け導いてこられているその姿、その行動を指し示して、だから私について来いと呼びかけられる。理念は、理解できる人も、できない人もある。また、人によって受け取り方が違うかもしれない。でも、あなたを間違いなく助けている私に信頼せよ、ならば、人々はそれが本当かどうかを検証できるし、そして、訴えの中身はしごく簡明である。神を信じるとはそういうことだと、聖書はずっと言い続けている。
 
 ヨハネ　10:34-36
 
　御子の語られていることに疑問を呈するのは申し訳ないと思うが、あえて言うなら、この言及は、かえってわかりにくい。律法には人間たちのことを「神」と呼ぶ箇所があるのだから、人間に過ぎない者も自らを「神」と称しても問題ない、というふうに語られる。この言葉だけを取り出すと、人間は神になれると言い出す根拠にも見えてしまう。あるいは反対に、イエスがご自分を神の子と告げる時、その意味合いが、真に神であるということではなくて、人間たちでも言える部類のこと、というふうにも受け止められてしまう。すみませんが、これではわかりにくいです、と言いたくなる。こちら側の理解力不足が原因だとしても、そうやって率直に申し上げても良いのだと、神との関係はそういうものであるのだと、そのように述べておきたい。が、掘り下げて考えてみよう。
 
 ヨハネ　10:34-35
 
　詩篇82:6に出てくるこの言葉、もともとの意味合いとしては、人間たちを神だと認めているものではない。それはむしろ、神のかたち、神に似せてと告げられていたのと同様、神ご自身と同じように大事に扱われ、価値を認められていたはずのあなたがたが、それなのに捨て去られている、その理由、その重みを真剣に考えよという趣旨だ。人間の感覚では、誰かが倒れても、捨てられても、まあ、人間なんてそんなものさ、仕方がないで済ませてしまう。だが聖書は言う、違うのだ、神はそんなふうには思っていないのだ、と。何が何でも保ちたいと考えるほどに大事に思っている人間という存在、それが失われていくことについて、神の思いは人の意識するところと大きくかけ離れている、はるかに大きな痛みを覚えているという、そのことを指し示す言葉である。（続く）
 
 ヨハネ　10:34-35
 
　そうすると、イエスが言いたいのは、人間風情が神を称してもかまわない、という話ではなくて、神が人という存在を大事に思っている、ということである。人々はイエスが自分を神だというのを批判する。イエスは人々に対して、あなたがた自身だって、神はその人たちを神の子と同様に大事に思っているのだと言う。一方は引きずり落とそうとする、他方は引き上げようとする。あえて言えば、イエスご自身が神かどうかの議論は、どうでも良い。それよりも人々に対して注がれている神の慈愛をなぜわからないのか、という話だ。イエスが神の子でなくてもいい、ということではなくて、確かに神の子なのだが、それを人々がどう取り沙汰するかよりも、神の業、救いの業の存在にこそ気づいて欲しいのだと。信仰は大切である。だがそれは神が満足するためではなく、人々が幸いを得るために。これもまた聖書がずっと語り続けている神のなさり方である。
 
 ヨハネ　10:34-35
 
　自分を認めて欲しい、という思いと訴えは、人間の世界では常に存在するものだ。それはこの世界が人というものの意義を壊し続けているからでもあるだろう。認めてあげる、という呼びかけや態度がないと崩れ落ちてしまうのが私たちの現実だ。でも神は、そんな必要性はない。人が認めようが、認めまいが、神は神である。だからこそ、ご自分のことなど放り出して、人々のことを切に大事にとなさる。神としてのあり方など捨ててもかまわないとおっしゃることができる。ちりに過ぎない人間に、神の御子はなることができる。そういう神の御業によって、人はこの救いを手にしている。イエスが、そして父なる神がご自身の威厳を放り出すようななさり方をするのは、そこにこだわるよりもっと大事なことがあると考えておられるからこそ。それだからこそ人間の側、助けを与えられた側としては、神の偉大さを心から喜び、賛美し、宣言するのでもある。
 
 ヨハネ　10:36
 
　イエスはご自分を「神の子」と言う。これを引き合いに出して、神と神の子とは違う、という論が語られることがある。だが、イエスがご自分を神の子と呼ぶのは、決して、神に至らない下の次元の存在、という趣旨で語っているのではないことが、このあたりの一連のやりとりからは明らかである。当時のユダヤ人もまた、神の子という発言は自分を神とする行為だと認めている。認めて批判しているのだけれども、それでも、彼らはそのように受け止めている。後の時代の者たちが、神と神の子は言い方が違うのだから別物だ、としてしまうのは、勝手な読み替えと言わざるをえないだろう。
 
 ヨハネ　10:39
 
　この時点で、そこにいた人々はイエスの言葉を受け止められず、攻撃を意図した。イエスはそれを回避した。それができるのであり、後々でもそれは同じだった。ゲツセマネでは無力だったわけでも、うっかりでもなく、意図的に捕まっている。だが、人々のしたことは明白である。ただし、だからこの人たちは断罪されるべき、という扱いはなされていない。後々、この人々の中からもクリスチャンは出てきただろう。パリサイ派も祭司たちも、この方を救い主と信じる者たちは多々出てきたのだ。その時々の状態への批判や叱責は必要である。だがそれは全面的な拒否とは別の話である。イエスは常に扉を開いて待っておられるのだから。
 
 ヨハネ　10:40-42
 
　バプテスマのヨハネが活動していた地に、イエスは身を避けた。エルサレムからさほど遠くはないので関わりは断っていない、でも、一定の距離があって、反対者たちの視界からは外れている、そんな場所だったと考えられる。もっとも、一時的な滞在に過ぎない。ここで注目するのは、ヨハネの言葉を聞いていた人たちがイエスに関心を示し、そして受け入れる人が多く出たことである。彼らの言い分が意義深い。そう、ヨハネはキリストの道備えをする者。だとすれば、これこそ最高の褒め言葉である。彼は救い主をしっかりと指し示した、と。そんなふうでありたいものだと、切に思う。
 
 ヨハネ　11:1-6
 
　マリアたちがイエスに使いを送ったのは、急いできて欲しい、ということだったはずだ。けれどイエスは2日、そこに留まっていた。理由は書かれていないが、常日頃の行動を見ると、何かそこで必要があったのだろうと考えられる。むろん、遅れていっても助けることはできる。イエスはこの後の事態も把握しておられただろう。でも、だから遅れてもいい、などという感覚はなかったはずだ。ラザロが死んだことによって、マリアたちは大きな悲しみを経験したのだ。癒される悲しみではあるが、悲しまずに済めばそのほうがいい。やはり、理由があったのだと考えたほうが自然である。ちなみに、17節からすれば、即座に出発しても間に合わなかったのではあるが。
 
 ヨハネ　11:4
 
　この言葉は、後の出来事を意識しているのはもちろんだ。けれど、生き返らせることだけがすべてではないことを思うと、この言葉は一切についても当てはまり得るのだということを考えたい。この課題は苦しみで終わるのではない、神はそこになお、道を開いてくださるのだから、と。それがどのような結末かは人には分からないのだが、それでも神はそのように断言なさる。そうであることが、大きな希望ではないだろうか。これは人には言えない言葉だ。神の御子だけが語り得る、そして、実現してくださる、そういう力強い、大切な約束である。
 
 ヨハネ　11:2
 
　この言い方は、時系列的にはおかしいとも言えるのだが（香油の出来事は12章である）、このあたりが、ヨハネ福音書の意味合いを知る手がかりにもなる。そう、これを読んでいる人たちは、様々な出来事をすでに知っている。その上で、改めて最初からヨハネを通して語り聞かせられているのだ。情報としてはすでに与えられている。だがヨハネは、側近としてすぐそばで受けてきたことを、語り示しておく必要を覚えて、この福音書を書いている。人々は、すでに知っていることに重ねるようにして、この福音書からさらに指し示されていくのだ。
 
 ヨハネ　11:7-8
 
　イエスにとって、ユダヤの地は、つまりエルサレム周辺は、つい先日、身を避けたばかりの場所である。弟子たちが警戒するのは当然である。だがイエスは、ラザロとその家族のことを思って、行くとおっしゃる。イエスは何度も攻撃から身を避けておられるので、正面対決こそ、などというような意地は持っておられない。だがこの時は、ラザロたちのことを優先したということである。それは2日間、その場に留まった姿と、実は同じということでもあろう。主は、人々の必要に確かに答えてくださるのだ。
 
 ヨハネ　11:7-8,16
 
　イエスの言葉に、弟子たちは戸惑いを覚え、しかし、ついていこうと決意を固めている。弟子たちはすべてを把握していたわけではなく、しばしば間違い、誤解も多い。だが彼らは、イエスに確かな信頼を抱き、自分たちの理解や力を越えるものがあったとしても、それでも一緒にと願っている。それは旧約で語り示されている、主なる神に対する信仰の姿と同じものだ。キリスト教信仰の基本は信頼にある。悟ることではなく、把握しきることでも、真理を見出すことでもなくて、主なる神を信頼することにある。それだからこそ、人の限界をはるかに超えた救いが、恵みが実現するのでもある。人の領域に留まるのは心地良いだろうし、安心できるだろうし、自己満足も得られるだろう。でもそれはつまり、人の域に留まるものでしかなく、救いにはなりえない。
 
 ヨハネ　11:9-10
 
　印象深い言葉なのだが、よくよく考えてみようとすると、実のところ、イエスは何を語ろうとなさったのか、うーむと思ってしまう。弟子たちは、ユダヤ行きの計画に対して難色を示した。それは危険だ、ということだ。それに対してイエスは昼間に歩けば大丈夫だ、と言っているように見える。そういうやり取りだとするなら、危険だと言っている弟子たちに、大丈夫だと答えている、という意味になる。他の箇所に出て来る言い方を見るなら、まだその時ではないから捕まることはない、という意味合いになる。そういう話なら、まあ理解しやすい。が、わざわざこういう複雑な言い方をなさった理由が今ひとつ分からず、また、続く言葉があまり結びついていかない。
 
 ヨハネ　11:9-10
 
　暗い夜ではなく昼間歩けばつまずかない。それはその通りだが、安全性を語っているのだとすれば、この世の光、というのはイエスのことになり、つまりは、イエスがそこにいる限りは大丈夫、という意味合いになる。そうすると、夜歩くというのは、イエスが捕らえられてから、という意味合いになるはずだが、でも、その人のうちに光がない、というのは、ちょっとつながりがわかりにくい。その人のうちには光がない、つまり、人間自身、弟子たち自身には力などはないので、イエスが共にいないと危うい、ということか。確かにこの後でイエスは、そういう部類の話をなさっている。私に留まっていなければ何もできないのだ、というように。それは、イエスへの信頼を考える上では、とても大切なことである。
 
 ヨハネ　11:9-10
 
　そうだとすれば、この箇所は、後々につながる予告的な言葉ということか。弟子たちは理解しなかっただろうが、後でさらに話を聞いて、ああそうか、と受け止めたのだろうか。こういう語られ方はしばしばある。とりわけヨハネ福音書は他の福音書とは違って、イエスの生涯全体を紹介するのではなく、ポイントを絞って語っているので、こういうふうな扱いは見られやすい。聖書は、一つの箇所だけで理解しきることは考えずに、全体として見ていく必要性があることを思わせられる。どれほど印象深い言葉でも、そこだけでおしまいにしてしまうと、せっかくの言葉の意味合いを逃してしまうかもしれない。
 
 ヨハネ　11:11-16
 
　イエスへの信頼、ということが意図されているのであれば、続きの言葉もすんなりと結びついていくように思う。イエスはラザロを助けに行こうとしている。それは一般的な感覚からすればとてもも危険なもの、実際、十字架まではもうまもなくである。それでもイエスは行くのだと言う。そこに助けが必要な人がいるから。弟子たちはその意思を知り、それなら我々もと言う。その動きは、まさに主と弟子たちのあり方であろう。その様子を示すものとして、このやり取りがなされているのだと受け止めるのが適している。
 
 ヨハネ　11:11-14
 
　眠った、という表現が、弟子たちに誤解を与えたように書かれている。けれど、死を眠りと表現するのはこの箇所だけでなく、聖書にはいくつも見られるものでもある。死は睡眠ではない、それは事実である。が同時に、眠りにつくことは無防備を示すものでもあり、だからこそ神を信頼し、神に委ねて、人は眠るのだとも語られていて、そういう意味では同類のことでもある。死についての議論をここでするわけにはいかないけれど、人は死というものについても誤解している可能性があることを、ちょっとだけ、触れておきたいとは思う。
 
 ヨハネ　11:15
 
　あなたがたが信じるため、というのは、イエスの神としての確かさに関してのことだろう。弟子たちはイエスを信頼している。共に死ぬことを覚悟するほどにまでも。それでもここではイエスの身に危険が及ぶことを案じている。主なる神について、弟子たちがこんな心配をすることはないだろう。ラザロを生き返らせることは、弟子たちに見せるためのものではない。だが、この機会が弟子たちにとって意義あるものになることを、イエスは喜んでいるのである。奇跡に限らないが、私たちは神に偉大さを知り得る機会を、もっと大事に受け止めていった方がよさそうである。私が神を信じてあげるのではなくて、神が私を顧みてくださって、その力と愛のゆえに、信じずにはいられない、そういう関係なのだから。
 
 ヨハネ　11:16
 
　トマスが、というよりも、弟子たちは皆、これに同意したのだろう。弟子たちを臆病だとか、逃げ腰だと批判するのは当たっていない。彼らは何度も、覚悟を決めて、イエスについてきた。それこそ、生命を捨てる覚悟をもって、である。このあたりの様子を覚えておくと、あのゲツセマネで弟子たちが逃げた理由が、よくよく考えてみる必要があること、単に恐くなったというだけではない原因があることが、見えてくるだろう。
 
 ヨハネ　11:17-18
 
　この記述からすると、イエスがラザロの病を知らされて、すぐさま出かけたとしても間に合わなかった、ということになる。知らせを聞いた二日後には出かけたのだから。とすれば、やはり、イエスはその場所にいる必要があって、それで出発を遅らせたということだろう。遠隔地からでも癒すことは可能だが、それをしなかったのは、4節の「死で終わるものではない」ということがあるからであり、また、一連の出来事を通して、弟子たちや回りの人たちが神の御業の意義を見るため、である。一喜一憂は人の常だけれど、もう少し立ち止まって、神の御業の全貌を拝見する思いを抱いているべきだと思わせられる。
 
 ヨハネ　11:19-20
 
　ラザロが死んで四日なので、すでに基本的な葬儀は終わり、遺体は埋葬済みである。葬儀は多くのエネルギーを必要とするものであり、また、家族の心にかかる悲しみは大きい。人々が集まっていたのは、その支えになることを意図したものである。儀式的になることを否定的に見る考え方もあるようだが、聖書自体はもっと単純に、人々がマルタと丸あのことを思って集まっていたのだと書いているのだと思う。そういう支えはとても大事なものである。でも、これからイエスがしようとしていることは、人がなしえるいかなる慰めよりも、はるかに大いなるものであるのだ。人々の温かい心を思うほどに、神の偉大さを考えさせられる。
 
 ヨハネ　11:20-24
 
　マルタは、具体的に何かをイエスに求めたわけではないだろう。ただ、その悲しみをぶつけているだけ。そこにはむろん、イエスが思いの一切を受け止めて下さるという信頼、確信も伴っている。ここには、イエスに対する不満とか怒りとか、そういうものは見出されない。人は、神に対してだけは、遠慮なく祈り求められる。どういう答えがあるかは神次第。でも、それも含めての信頼があるからこそ、率直に、思うままに、ためらいとか、戸惑いなど不要で叫ぶことができる。そういう神であることを常日頃から知っているかどうか、これはとても大きなことだ。
 
 ヨハネ　11:21-23
 
　言葉のやり取りだけを見るなら、マルタは死を残念に思い、それでも神は死を覆すことができるはずだと信じていると言い、イエスはそれに応ずるようにしてよみがえるのだと語り、というふうに見える。だが24節を見ると、マルタにはそういうつもり、つまり、今ここでラザロが生き返ることを期待している様子はない。とすればこのやり取りも、マルタの側からすると、悲しみの中で、しかし、確かな慰めがあることを期待し、ラザロについては神の御手に委ねたので大丈夫なのだという、そういう信仰なのだと言える。おそらくこれは、現代の私たちも含めて、神を信じている者たち多くの思いでもあるだろう。そして、それはそれでとても大切なものである。
 
 ヨハネ　11:23-24
 
　イエスはラザロのよみがえりのことを語った。マルタは終わりの日のよみがえりのこととして受け止めている。イエスはマルタの思っていることを否定してはいない。25-26節も、終わりの日、との関連性が感じられる。今ここで、という意味合いではない。だから、それはそれでいい。けれどもイエスは、この信仰、この希望をより確かに指し示すものとして、そして、神の慰めの力を示すものとして、今まさにラザロを生き返らせようとなさっている。この出来事には、二つの意味合いが伴っていることを意識して読んでいくのが良い。
 
 ヨハネ　11:25-26
 
　とても有名で、繰り返し語られている言葉であるが、その意味合いについては、漠然とした雰囲気で受け止められていことが多いような気がする。理由は、イエスご自身が綿密な言葉としてではなく語られているから、であろう。だが、せっかくの言葉である。あるいは、ご自身の意図していることよりも踏み込んで考えすぎかもしれない、そのことも心に刻みつつ、かみしめてみようと思う。どういうことだろうか、と思いつつ、たぶん、数日、ここに留まる。
 
 ヨハネ　11:25-26
 
　それで、25節と26節は、そのまま読むとなんだか矛盾しているようにも見える。死んでも生きるのか、それとも死なないのか、である。これを第一テサロニケ4:13-と重ね合わせようとすると、ある時点でまだ生きている人々と、すでに死んだ人々と、その両方に対してのイエスの呼びかけ、というふうにも見える。そして、この意識は、現代に生きる私たちにとっては非常に意義深い、大きな慰めの言葉になり得る。つまり、生きている者にも、先に行った者にも、神の祝福は同じように確かであるのだ、というように、である。ただし、この話題、この関心事はもっと後になってからのもので、十字架前には出てきていなかっただろうから、目の前のマルタに対して、このことを呼びかける必要性はない。とは言っても、この言葉をそういう慰めとして受け止めること自体は決して間違いではないし、イエスの意図から外れているわけでもない。それは、この言葉が本来的に、人に対する慰めと励ましを意図するものだから、である。マルタたちへの慰めであり、そしてまた、すべての人、死というものに直面するすべての人に、である。
 
 ヨハネ　11:25
 
　それで、25節だけに注目すると、「わたしはよみがえり」と告げるのは、後のことを知っている私たちとしては、イエスはよみがえられた方だということを意識するのだが、この時点ではまだそれは示されていない。ただ、よみがえり、いのち、という言葉が並んでいるのを聞けば、人々は様々な情報を知らなくても、気づくはずだ。この方は、いのちを支配し、そして、死をも支配される方なのだ、ということを、である。この点が、とても重要である。人にとって、それは誰でも、であるが、この日々を生きるということは重要な意味を持つ。大切という点でも、それから、厳しさということでも。だから人は神に祈り、助けを求めもする。もし、自分の力で生きていけるのだと思っているとしたら、きっとその人は神に祈らず、神を求めることもしなくなるだろう。何か困ったことに直面しているから、ということではない。平穏無事な日々を歩めていたとしても、これが神に恩恵であることを意識するのを忘れてしまったら、人は神から離れてしまうだろう。そして聖書は言い続けている。神から離れたところには、真にいのちを生きる道はあり得ないのだと。15:5も思い浮かべて良い。
 
 ヨハネ　11:25
 
　そういう方だからこそ、この方は生きることを支配、成り立たせてくださるだけでなく、死に至ることについてもまた、支配してくださる方だと期待できる。実際、どれほど生きる領域に力を発揮してくれても、死に対して無力だったら、それは人間のレベルと大差ない。結局はそういうことか、になってしまう。だが、神は旧約の時代から繰り返し、死を支配し、時には生き返るということをも実現させておられる。全ての死を排除してはいない。それは、この世の実態からすると、死という区切りが必要であるとお考えのためでもあろう。でも、仕方なく死ぬのではなく、力尽きて死ぬのでもなく、絶望なのでもなくて、この死もまた、人にはあらがえない死もまた、神の御手の中にあることを明示するために、神はしばしば、死を越えるご自身を示しておられる。そのことを思うと、イエスが復活されたことは重要である。もし、あのまま死んで終わりなら、この方に期待しても仕方がないということになりえる。イエスの復活を受け止めないのであれば、この方への信仰も、信頼も、無意味なものだろう。復活は人の常識を越えているので信じがたい驚きだが、でも、そういう方だからこそ、私たちはこの方を頼るのでもある。
 
 ヨハネ　11:25
 
　そうすると、死んでも生きる、とはどういうことか。人の実態としては、誰でも死に至る。神ご自身が容認しておられることでもある。アダムたちの時に宣告されたのは、神から離れたことの結果としての死という結末だが、再び神の許に戻ってもなお、死は存在するのだから、この世にある人間にとって、死という区切りは必要だと神は考えておられるのだと見るしかない。だが、キリストにあっては、その死はもはや絶望ではなく、終焉でもなく、むしろ、前へと進むための、まさに区切りである。人があらがえない死ですら、神の前にある者たちを終わらせることはできないのだと、そのように御子は、救い主は死をも、そしていのちをも支配しておられる、ということになる。マルタは、状況が状況だから、そこまで考えて聞いていたわけではないだろう。でも、この方は死をも越える支配を持っておられるのだということは、意識したはずである。だからこそ彼女は、イエスの言葉に落ち着いて、家に戻っていく。
 
 ヨハネ　11:25
 
　そうすると、死んでも生きる、とは何か。当然にこれは、いったんは死に至ることを意識したものだ。実際、今ここでは、ラザロは死んだ。そのことは人にとって、全ての終わりを意味し続けてきた。だからマルタたちも嘆き悲しんでいる。だが、イエスは告げる。いのちを支配し、死をも支配する御子は、人を死で終わらせはしない、と。それは御子の業という以前に、神ご自身の本来の意図でもある。だからこそ、嘆いて終わりにするなと聖書は語る。死の悲しみはある。寂しさもある。だが絶望するな、とである。人の世では、身近な人の死は、精一杯悲しんで、そうすることで乗り越えていくことが意図されている。喪というのはそういう意味合いもある。感情的に、あるいは生活感覚としては、そういう期間は意義がある。だが、もっと強い確かさを神は示す。これは終わりではないとの約束によって、である。それが、死を乗り越えるための大事な要となっている。
 
 ヨハネ　11:26
 
　続けて26節について、である。決して死なない、と言う。だが、私たちが見ている現実は、キリストを信じる者であっても、死には至る。これを信仰が足りないからだとか、レベルに達しなかったからだ、というふうに受け止めるのは不適切である。そういう意味合いだとしたら、そうやって死んだ者は、キリストの助けを得られなかった失格者ということになってしまう。そういう扱いだったら、死んでも生きる、ことにはならないだろう。そうではない。イエスが告げているのは、絶望としての死に支配されることはない、という意味合いだ。肉体は死に至る。だが、人のいのちは、今のからだだけで終わってしまうものではない。復活が約束されているのは、今の状態が全て、という思い込みに対する、神からの明確な反論でもある。この身体は朽ちる。でも、その人は失われはせず、神のもとに確かに存在し続ける。まさに永遠に、である。だから、死は悲しみではあるけれど、絶望ではなく、恐れではない。そのことを知り得るかどうかは、今を生きる上でも重要な土台を形成するものとなるだろう。
 
 ヨハネ　11:25-26
 
　この箇所で直接語られていることではないけれど、人の身体の終わりについて、神はもともとどう考えておられたのだろうか、と思ったりする。罪の結果としての死であることは明らかにされている。だが、もし、罪がなかったらどうなっていたか。ずっと生き続けていたのか、それとも、どこかでこの身体はおしまいにして、次の段階へと進ませようとしておられたのか。もともと永続する身体なのだとしたら、いのちの木と生命、あるいは死との関わりが語られているのは（創3:22）、ちょっと不可思議でもある。まるで、もともとからして、いのちの木を食さないと身体は保てないかのような言い方でもある。それから、黙示録などにある永遠への描写は、罪の結果死に至ってしまった者たちへの、本来とは異なる、別の対応、という様子には感じられないほどの完成度が感じられる。まるで、もともとそういう進み方を予定していたかのように。このことは、実際問題としては人は罪に墜ちてしまったので、もしもと考えても意味がないのだけれど、でも、死の先ということを、単なる代用品（創造の本来のあり方とは違うという意味での）と見るのか、それとも、神のもっと確かで力強い祝福と見るのか、という観点では、気にしてみたいことでもある。
 
 ヨハネ　11:26-27
 
　イエスはマルタに、信じるかと尋ねた。マルタは「はい」と答えている。だが、彼女がイエスの言ったことの全体を理解したとは考えにくい。もともとイエスは、理解するようなふうに語ってはおられない。その点、マルタの答えは実にまっとうである。彼女は、イエスの告げたことを真実だと受け入れた、というふうには言わず、イエスが神の子キリストであると信じている、と言っている。彼女の確信、信頼、安堵は、イエスの指し示す道を理解したかどうかではなく、それを実行できるかどうかでもなく、そこに救い主がいることを知っている、信頼している、頼っている、そのことにこそ基づいている。これこそまさに、キリストへの信仰、である。
 
 ヨハネ　11:27
 
　信仰とは何か、と考えさせられる。一般的には、何かの真理を見つけ出して、それを生きていく人のことを、信仰者と呼ぶ。そのような取り組みがなされていくときに、私はキリスト教を信じている、というふうにも語る。それを貫徹できるかどうか、という点については、成し遂げねば信仰者失格だと考える人もあるし、人にはできないことで、神がなさせてくださる限りにおいてで良い、と考える人もある。が、どちらにしても、何が真理で、どこを歩んでいくべきなのかはちゃんと把握している、という意味合いでは同類だ。けれど、マルタの答えを見るとき、それは少し違っているのでは、と考えさせられる。キリストへの信仰は、まさにその言い方のとおり、この方を信頼し、期待することであり、自分が何をなすべきかを把握できているかどうかは不可欠ではない。むしろ、理解しているからこそと、自分で成し遂げようと頑張るのだとしたら、それはキリスト教理論に生きる者、ではあるかもしれないが、キリストへの信仰とはずれてくることもありえる。主についていこう、そういう信頼を傾けることのできるお方なのだと知った、気づいた、それがこの信仰の本質なのだということを、よくよく考えておきたい。
 
 ヨハネ　11:28-29
 
　マルタとしては、これで十分だったようだ。事は何も変化していない。ラザロは死んだのであり、それはそのままである。でも、イエスがそのことを受け止めて下さっている、自分の思いも受け止めて下さっている。そして、生命を支配するのは私だと告げて下さっている。それなら、この先がどうなるのだとしても、もはや戸惑いはない、ためらいはない。まさに、委ねておけばいいと、彼女は納得したようである。マルタはルカ10章の出来事から、信仰的に今ひとつという印象を持たれやすいが、彼女の信仰姿勢は実に確かであり、最善のものであることを、この箇所からは見出し得る。そう、イエスが何かをしてくださって、ラザロが生き返るのなら幸い、このまま墓に眠るのだとしても、それもまたイエスが掌握しておられる中でのことなら、それもまたよし。この確信があるときこそ、人は最も平安でいられる。
 
 ヨハネ　11:29-32
 
　マルタと交代して、マリアがイエスのところに来た。「呼んでいる」というマルタの言葉（28）は、ルカはその言葉を書き記していないが、書いていないだけなのか、それともマルタが推測してのものなのか、どちらでもさほど問題はない。30節のように、イエスは村の入り口で待っているので、家に向かうと騒がしいのは目に見えていたので、その前にマリアに（マルタにも）会っておきたいと思っておられたのだろう。葬儀の場は、どごても慌ただしい。ゆっくり遺族と向き合いたければ別の日が良い。もっともそうすると、遺族の肉体的な疲労は増してしまうのだが。ともかく、イエスはマリアとも静かに会いたいと願われた。
 
 ヨハネ　11:31
 
　マリアと静かに、と思われたはずなのだが、実際には周りにいた人たちもついてきてしまった。村の入り口に向かったマリアを見て、墓に行くのだと思ったのだから、墓は村の外にあったということか。墓地をどこに置くのかは様々な風習がある。後のキリスト教社会では、教会堂の隣に設置されることも多々見られるようで、だとすると、町の中にというふうになる。死を、人の手に負えないものと考えるか、それとも神の守りの中にある幸いの一つとして考えるかでも、大きく違ってきそうである。
 
 ヨハネ　11:32
 
　マリアは、マルタからあれこれの話を聞いてはいなかったのだろう。そのまま率直に思いを伝えている。そう、イエスがいて、病を癒やしてくださったなら、死ななかっただろう。もっとも、その場にいなくても癒やすことは可能だったのだが。ただ、あいにく人は、そんなに全体を見渡すことはできない。知るべきことですら、その一部に思いが届く程度である。だから主は呼びかけてくださるのだし、人々にその呼びかけを届ける役割を担う者たちもいる。マリアの言葉を、理解が足りないと言う必要性はない。ただ、ここではマリアが知り得ていたはずのことを、さらに超えたイエスの特別な御業と力が示されていくことになる。
 
 ヨハネ　11:33-37
 
　イエスが35節で涙を流されたのは、マリアが抱えている痛み、悲しみを思ってのことだろう。この後にラザロは生き返る。生き返らせる。でも、この死はやはり悲しみであり、痛みである。しかも、すでに4日も彼らはその悲しみの中にあった。それを思えば、涙するのは当然である。良きことが待っているのだから笑っていれば良い、というふうには、神は考えておられない。人々に寄り添ってくださる神なのだから。人は神の心を尋ね求め続けるべきなのだが、それと共に、神は人の心を、思いを、それがどれほどつたないものであっても、顧みてくださる。切に求めていてくださっている。
 
 ヨハネ　11:33,38
 
　憤り、という言葉。この言い方だと「怒り」を思い浮かべるが、英語の聖書ではそのように受け止めることにためらいがあるようだ。日本語聖書では憤りと書くことが多いようだが。もし、怒りなのだとしたら、何に対して怒っておられるのかを考えねばなるまいが。人々の声がイエスの予定していることにはそぐわないのは確かだ。でもそれなら21節、32節もイエスがこれからしようとされていることには反している。でもイエスは、その程度のことで怒りはすまい。残念には思うだろう。心痛むことはあるだろう。でもそれは人の常であり、怒りよりも、強い心の震えの中で、この事態に果敢に向かって行く、それが主のお姿らしいようにも思う。それに憤りなのだとしたら、35節の涙は怒りのゆえか、失望か、というふうになってしまう。
 
 ヨハネ　11:33
 
　怒りではないとしたら、この言葉、この感情は何か。マリアが泣いている、マルタも混乱している、そして回りにいる人々、彼らを否定的に語る説明もあるようだけれど、彼ら自身は決してマリアたちをおとしめるつもりはない。彼らなりの慰め、励ましのつもり。ただ、そこにあるのはすべて、ラザロが死んだことに対する悲しみ、落胆だけ。そのこと自体は当然である。人に取ってはそれしか思えなくて当然。でも、イエスは4節でも言っている。これは死で終わるものではない、と。それが成し遂げられ得るのに、誰もそのことを知らない、気づいていもいない。この状況に対して心を痛めておられる。それなら、なるほどとも思う。人々の無知とか不信仰ということではない。でも、死を越えるものがあることを知ってほしい、知らせたい、認められるようになって欲しい、それをお持ちの方だからこそなおさら、目の前にあるひたすらの嘆きに、心を痛めている、残念に思う、切にと願う。死について、神の偉大さを知る者としては、考えを改めていく必要があるように思う。
 
 ヨハネ　11:36-37
 
　憤りでないとするなら、ヨハネが記したこの人たちの声も、さほど否定的に見る必要はないことになる。これはまさに、人が抱く率直な思いなのだ。イエスに限らず、神に対する思いとしても、である。病、災害、あるいは事故、その中での死について、人は思うのだ。神が寄り添ってくださって、痛みを覚えてくださることの慰めを。そして同時に、思うのだ。神が力ある方ならなぜ、その死を回避させてくださらなかったのか、と。現実を言うなら、この世には死があり、神を信じていても死がある。ダビデもヒゼキヤも死に至る。神は決して、地上にある今の私たちに対して、永遠に死なない状態を与えようとはしていない。それがふさわしくないから、なのだろう。もっと別のものがふさわしいから、だろう。人は、自分の願うとおりになるかどうかで、神を信じるに足ると言ったり、不信感を抱いたりする。でもそういう感覚の源は結局、私が良いと思うように神はするかどうか、ということ。それでは、人を越えた幸いは存在し得ない。
 
 ヨハネ　11:38-40
 
　マルタの反応はごく自然なものである。死んでから四日、もはや、蘇生などはあり得ないし、亡骸に対面するのにも、すでに時機を逸している。死者は死者の置かれているところに、静かに、そっとしておくのが良いと、そう考えるのは、ごく当然のことである。こういう常識を無視するべきではないだろう。人は精一杯、自らに与えられた感覚、理解を用いて、事に向き合うしかないのだ。そうすることは、人を造り、人を生かしておられる神の主権への応答でもある。だから、常識を語るのは間違っていない。ただし、忘れないこと。神の御心、その力は、人の常識をはるかに超えるのも事実であることを。そこにこそ、人の限界と神の超越が同居する、信仰の状態がある。
 
ヨハネ　11:40
 
　マルタの言葉自体は間違ったことを述べているわけではない、と書いた。だから、40節のイエスの言葉も、マルタを叱る意味合いではなく、不信仰だと責めているわけでもない、と理解するのがふさわしい。この時点ではイエスはまだ、ラザロを生き返らせるという部類の話は何も言っていないのでもある。もし、イエスが生き返らせると言ったのにマルタが無理だと言ったのならば、それは叱責につながることもありえるだろうが。25-26節も、それ自体はラザロの扱いを語るものとして聞くには無理がある。だからイエスが言いたいのは、すでに諦めているマルタに対して、改めて希望を抱かせるためのもの、と見るべきである。それはマルタだけでなく、そこにいた人々全体へのものでもある。そして、直後にイエスはまさに希望に満ちた業をなして、神の偉大さを示されている。
 
 ヨハネ　11:41-42
 
　イエスの祈り、父なる神への祈りは、いわゆる三位一体との関連性からすると、議論としてはなかなか難しい。ただ、聖書は三位一体論を議論する気はないようでもある。あるがままにそのお姿を示すのみで、人の側で必要に迫られて、示されていることを説明し直そうと努力している、ということか。とは言っても、聖書が語る姿は論理的な言い方にまとめるなら、いわゆる三位一体論にしか当てはまらない。その説明の仕方に不十分さがあるとしても、である。だから、私たち人間の側としては、先人たちがまとめようとした三位一体論を大切に受け止めつつ、同時に、神のなさっていることはおそらく、その適切な論理をもさらに越えた豊かなものであるのだろう、という思いを抱きつつ、書き示されているお姿に目を注いでいくこと、なのだと考える。
 
 ヨハネ　11:41-42
 
　イエスはこの祈りで、その目的を、父なる神に必死に求める必要があるからではなくて、この祈りに父なる神が答えてくださることを人々に示すためなのだと告げている。一般には、祈りはそれ自体が目的で、人に見せるためのものではないとも告げられているのだが、その趣旨からすると少々例外的ではある。だが、祈らなくても願っていることがかなえられるということはあったとしても、祈ることそのものが人々の慰めや励ましにつながることは多々ある。何より、祈り求めることのできる相手、そういう神がちゃんといてくださり、聞いてくださり、受け止めてくださる（結果がどうであっても）ことは、常に表示され続けるべきことではあるのだ。そういう祈りを聞いている人たちは、次は自分もまたその神に願い求めようという思いになりえる。
 
 ヨハネ　11:43-44
 
　イエスのなさる奇跡は、とてもシンプルだ。言葉を発して、すると事は動くのである。44節の表現は、出てきたのが間違いなくラザロであること、死んでいた人が出てきたのであることを指し示すためのものと見て良い。「ほどいてやって・・・」という言い方もよくあるもので、普段の暮らしに帰らせてあげる、それがイエスの奇跡の意図でもある。奇術師は人々を驚かせるのが仕事で、だから目を見張るようなことをしてみせる。だが神の力は、そこにいる人々の必要に応え、平安をもたらすためのもの、である。
 
 ヨハネ　11:45-46
 
　ここにある「信じた」は、イエスについて行くようになったということではなくて、イエスの奇跡が本物であることを認めた、あるいは、イエスを神の人として認めた、というところまでである。そうやって感動するのはよくあることだ。岩地に落ちた種と同様である。だが、その奇跡の意図に気づく者は多くない。だから、驚いて、感激して、でも、いなくなってしまう。パリサイ人のところに走った人たちは、もっと真剣だったとも言える。彼らはイエスの存在が大きな影響をもたらすことに気づいていた。それを認めたのなら、もっとイエスを追い求めればいいのに、と思うのだが、人は何を見るかよりも、自分の願うものを認識しようとするのである。
 
 ヨハネ　11:47-48
 
　あの時代のユダヤとローマのことを考えると、この言い分には首をかしげる。ローマがユダヤを厄介だと考えていたのは事実だろう。だが、圧倒するのには多大な犠牲が必要であり、そっとしておくほうが楽でもある。ユダヤのあり方が他の地域にも波及することは考えにくい。ユダヤ的な意識を持つ民族はなく、ローマの統治方式はうまく機能していたのだから。40年後の激動は、ユダヤ側の行動による面が大きい。結局はああなってしまったことを考えると、しかもその時にはパリサイ人も、祭司たちですら戦う側に立ったことを考えると、イエスの存在によってどうこうというようなものではない。彼ら自身が勘違いしていたということか。自分たちの抱えている本質を見ようともせずに、イエスが悪い、という論理に走っていた。それでは、事態の解決には至り得ない。
 
 ヨハネ　11:47-48
 
　社会における問題の原因を、一個人、あるいは一部の人々に見出そうとすることはしばしばある。だが、事はそう簡単ではない。結局はその社会全体の意向が物事を決定づける。旧約時代もそうだった。王様については、良かったり悪かったりした。でも、良い王様の効果は結局のところ、滅びへの進み方を一時的に押しとどめるところまでにしかならなかった。民全体の方向性は変わらなかったからだ。でも、本人も、社会全体も、それを認めようとしない。今日も、いろいろ問題ありとされる場合、特定の個人が問題ありとして指摘されるのだが、残念ながら、そこが変化したとしても、動きはあまり変わりはしない。社会全体として、それを自分たち自身の選択として認識し、改めようとしない限りは。それは政治形態がどうこうとかの話ではない。
 
 ヨハネ　11:47-48
 
　それにしても、ユダヤ社会の認識において、イエスの存在はどうしてもこのように、政治的リーダーという認識が強いのだなと思わせられる。元々イエスはそのような意図を持っていない。それはここまでの言動を見てもはっきり分かる。人々がどうしてそういう誤解をしたのか、不思議に思うほどだ。それに、実質的には、すでに述べたように、この世の力としてのイエスの存在だけでは、何も動きはしない。暴走もしないし、抑制もできない。神ご自身としての介入ですら、人を抑えることも、暴走させることにもならないのは、旧約にいくらでも見える現実だ。とすればやはり、人々は自分たちの思いを形にする手はずとしてイエスを求めていただけ、ということか。後のキリスト信仰、つまりはこにあるようなイエス像から離れ得た人々が、あのユダヤ戦争において存在を見いだせないのは当然でもあったのだろう。
 
 ヨハネ　11:49-53
 
　カヤパの言葉自体は、ごく単純な話である。彼はユダヤ社会を守るためには、イエス一人を犠牲にすることなどたいした話ではない、と言っただけである。生命に手をかけることにはためらいを覚えていたのだろうか、でも人々はこの言葉に押し出されるようにして、イエス殺害の計画を進めることになったのだと、ヨハネはその事情を説明している。そのことは、十字架に関わる一連の出来事に、まさにそのまま表されていく。この箇所を見るときには、まずはこのことを踏まえておく必要がある。
 
 ヨハネ　11:49-53
 
　けれどもヨハネは、この発言について、「預言」ということを持ち出している。カヤパが預言した、という言い方になっているが、旧約以来の預言は、本人が意図した上での発言、というのが基本だ。本人の意図とは異なる意味あいが、その言葉によって預言されていく、という趣旨のものは、旧約預言の理解としては成り立っていない。とすれば、ヨハネはここで、カヤパ自身による、彼を用いての神からの預言、ということではなくて、カヤパの存在を切り離して、また、その発言の意図からも切り離されて、その言葉が十字架においてなされたことの意味を伝えるのにちょうど良いと活用した、ということになるか。時として、新約における預言の引用には、これと似たような扱い方が見られるように私は思っている。ヨハネの言い方は、そういう可能性を反映しているように見える。この言葉自体は、別段、意識しなくても、十字架の意味合いを認識するには何の差し障りもない。でも、読者にとっての手がかりとして、ヨハネは例話のようにして活用したようにも考えられる。実際、52節のことは、カヤパの言葉からは全く出てこない内容であるのだから。
 
 ヨハネ　11:51-52
 
　カヤパの発言はともかく、イエスの死が何をもたらすのかについて、ヨハネは力強くその意味合いを提示している。まずはイエスの死が、人々のためのものであったこと、である。敗北の死ではないし、自身の信念を貫徹するための死でもなく、人々を助けるためには犠牲になるぞという、そういう意味での死であるということだ。カヤパは、誰かを犠牲にして他の人々が助かる方がいい、という論理だが、イエスがなさったのは、その犠牲はご自分が支払う、というものである。その意図は正反対である。
 
 ヨハネ　11:52
 
　この部分が、カヤパの言葉には全く出てこない。ただし、イエスご自身の発言には見出すことができる。実は弟子たちも当初はそのことを理解していなかった。異邦人に福音が広がっていくことに時間がかかってしまった要因の一つである（物理的な理由もあるだろうが）。でも、イエスの意図は明確である。主は、どの民族とかではなく、すべての人に対して、その救いを、その祝福を広げて行かれるのである。ヨハネは1世紀も終わりの、すでに異邦人クリスチャンが大多数になっている時代に、彼らを励ましていくことも意識しながら、この記述を残したのだと言える。
 
 ヨハネ　11:53
 
　カヤパは合理的な発言をしたのだと受け止められることがある。が、後のユダヤの歴史を見ると、決してそうではなく、むしろローマとの関係を混乱させる部類のものであったことがわかる。あの時のイスラエルの滅亡を神の意志と考える必要はない。聖書にはそのような御心は示されていないのだから。あれはむしろ、当時の民が自ら選び取った道と言うべきだろう。そういう混迷の兆候は、こういうところにもすでに見えている。残念だが、あの時のユダヤは、自らに対する間違った誇りを捨てなければどうにもならなかった。それはまさにイエスが彼らに指摘した、神の前に悔い改めてひれ伏し、救いを願い求める姿勢とも連動するものだったのだが。政治と信仰は必ずしも連動はしないが、思い上がりと勘違いは、しばしばその両方に悪影響を及ぼす。
 
 ヨハネ　11:54
 
　この書き方は、カヤパの動きへの対応にも見えるが、もっと幅広く、ユダヤ指導者たちの動き全体を見てのことと考えても足りる。もっとも、公然と歩くことをせず、と書かれているけれども、イエスは身を隠したわけではなく、12章でも堂々と歩いておられる。54節にあるような動きは、ほんの一時的なものにすぎない。とすると、身の安全のためというよりは、まもなくの激動への備えとして、という趣旨であったのかもしれない。弟子たちにとっても必要な息継ぎでもあって、イエスは決して、闇雲に突進するやり方をしてはおられない。それは一切を掌握されているからこその動きでもある。
 
 ヨハネ　11:55-58
 
　イエスを探している彼らとは誰のことか。55節からすれば、祭のためにエルサレムにやってきた地方の人たち、であろうか。話題のイエスを一目みたい、という感覚か。この人たちが、12:12からの入城時における群衆につながっている。とすれば、56節は興味本位、ただし、悪意とは限らず、ということになり、57節は悪意に傾いている動きということになる。最後の一週間を目前にして、エルサレムには様々な思いが混在していたことになる。その構図は、やがての裁判や十字架の現場を考える上でも手がかりになる。
 
 ヨハネ　12:1-8
 
　この箇所は混同されることがある。ルカ7:37の出来事と類似しているからではある。新改訳の3節の注にもその箇所が出て来るが、これは同一の出来事という印象を与えるので妥当かどうか、改めて考えたほうが良いとも思う。ルカ7章は罪深き女のことであるが、その女性の名前は何もない。そしてこっちはベタニア村のマリアである。別人なのだが、重ね合わせてしまって、ルカ7章もマリアという名前だということになって（そんな根拠はどこにもない）、そして、ベタに阿村のマリアが罪深き女であるはずがないので、ではマグダラのマリアということに、勝手に当てはめてしまう。困ったものであるが、誤解している解説を見ることがある。むちゃくちゃな話である、と思う。
 
 ヨハネ　12:1-3
 
　ここに出てくるマリアの意図は明らかに、ラザロを生き返らせてもらったことへの喜び、感謝からである。高価な香油を使っているが、彼女としては全く躊躇しなかっただろう。それはそうである。イエスが与えた幸いは、何者にも代えがたい大いなるものであったのだから。1リトラは328グラムとのことで、香油の比重は水より重いかなと思われるから、小型のペットボトルくらいの分量だろうか。油を塗るという習慣が日本では少なく、せいぜい香水の程度だからイメージを抱きにくいが、賓客を歓迎する際に薔薇の花びらを床に敷き詰める光景を思い浮かべたら、込められている心は少し見えてきそうである。足に塗ったのは、もてなしとして足を洗うという風習があるのに関連か。髪で拭ったのを、髪は女性のいのち、なんてことが語られるけれど、こっちは当時の感覚かどうか疑問があり、あまり意味を込めすぎない方が良いと思う。
 
 ヨハネ　12:2
 
　マルタが給仕している。もちろん、誰もその行動をとがめたりしていない。以前、もてなしに走り回ってイライラしていたマルタがいたが、でも、彼女の行動も思いも決して否定されてはいない。それは他の人の幸い、居心地の良さのために尽くす姿であり、それはとても良きものである。あの時のマルタに問題があったのは苛立ったこと、そしてマリヤを強制しようとしたことである。良き業は歓迎されるのであり、と同時に、それに向かう際の姿勢、心持ちもまた大事ということである。
 
 ヨハネ　12:4-6
 
　文句をつけたのはユダであるとヨハネは書いているが、他の福音書を見ると、ほかの弟子たちも同様だった。ヨハネはユダの裏切りを指し示す意図があるので、絞り込んだ書き方をしている。それはすでに何十年も経っていて、人々の間ではユダのことがあまり意識されなくなっていたことが関係しているのではないか。ユダを責め続けるのも不健康な姿であるが、でも、忘れ去られるべきではないというのも大事な視点である。ユダをどうこうというよりも、十字架への道筋を考える上では欠かせないことであるのだから。
 
 ヨハネ　12:4-8
 
　6節の説明は後回しにするとして、もったいない、という意識は、周囲にも見られたものなのだろう。でもイエスはマリアの思いを受け止め、歓迎しておられる。物事は何かの役に立つかどうか、ということだけでは見定められない。むろん、貧しい人のためのものを奪って他のことに用いるのは論外である。だが、これはマリアの香油、どう使おうが彼女の自由であり、施せと言うこともまた、越権でもある。物事を杓子定規に考えるのは、正しいようであって、実は過ちに至ることが少なくない。神ご自身はもっとおおらかに行動されているのでもあるのだから。
 
 ヨハネ　12:8
 
　マリアの行動に文句をつけるなら、自分自身がすればいい、との指摘は大事なことである。貧しい人を顧みるのは大切なこと。でもそれは、誰かが何かをしているのを妨げて奪い取るのではなく、その大切なことに気づいている自分が、自らの持っているものを用いてなせばいい。マタイ7:4の辛辣な指摘は様々な場面で問われる。他者の悪事に対しては、その人の自身のためにもはっきりと勧告してあげた方が良い。だが、良き業がなされていないぞという指摘は、良き業は多種多様あるのだから、人のことを責めるよりも、自分は何をしているのかを考えるのが最善である。
 
 ヨハネ　12:6
 
　この言い方は、ユダが盗むための財を積み増したいと思って行動しているような印象になりそうだ。でも、そこまでユダを否定する必要はないだろう。むしろ、貧しい人たちのためと発言しながら、自分は貧しい人たちのために用いるべき財布をごまかしていたという、その点の指摘と見るのが妥当である。人には言うけれど、自分はしていないというこの姿、しばしば人の間で見られるものだが、事態を深刻な悲惨さへと向けることになってしまう最も悲しき姿の一つである。
 
 ヨハネ　12:9-11
 
　ラザロは注目されていた。彼の存在そのものが、イエスに神の力があることの証明だったからだ。死を打ち破ること、それはまさに神の意思、神の力の発露として、当時の社会ではそのように受け止められていたのだなということがよくわかる。それだけに攻撃の対象にもなっている。だが、ラザロ自身は何か特別な行動を起こした様子はなくて、ただ単にイエスから与えられた生命を喜び楽しんで生きているというふうである。でも、これこそが大事な鍵であるのだと、そのようにも申し上げたい。
 
 ヨハネ　12:12-15
 
　いわゆるエルサレム入城の出来事で、受難週と呼ぶ、その最初の日に当たるが、ヨハネは少し雰囲気の違う書き方をしているようだ。もっとも、他の福音書ですでに詳しく語られているので、ヨハネとしては視点を絞り込んでいるのだが。ヨハネが注目しているのは、「王」としての到来ということと、しかし同時にそれは「ろばの子に乗った」方であるということである。ろばの子に、は、平和の君ということであるから、18章のピラトとの対話にもつながっていく。
 
 ヨハネ　12:16
 
　昨日述べたように、この出来事には、「平和の君」としての意味合いが強く意識されている。だが、この時点での弟子たちはそれを悟っていない。気づかなかったと、ヨハネ自身が告白している。むろん弟子たちだけでなく、そこで大騒ぎしていた群衆もであり、そしてまた、反対する側の者たちも、である。「栄光を受けた」は十字架と復活をセットで告げていると思って良いが、その後になって弟子たちは、群衆の大騒ぎが持っている意味合い、つまり、真に平和を打ち立ててくださる方であることを知り得た、ということである。
 
 ヨハネ　12:15-16
 
　平和、ということについて、考えておかねばなるまい。聖書が語る平和は、人同士の争い、いさかいが鎮められるのとは異なる意味合いだ。イエスご自身が語るように、神の存在の前では、むしろ人々の間には対立、食い違いが生ずる。だが、それだけの衝撃をもってこそ、この平和、つまり、人が壊してしまった世界の回復、神との平和はあり得る、ということである。王は力を発揮する。そう、圧倒的な力がなければ、人に救いをもたらすことはできない。ただしその力は、人を圧するためではなく、困難を打破するためのものであるが。ローマ1:16も語るとおりだ。イエスをひ弱な存在と考えるのは大間違いである。そこには断固たる力がある。
 
 ヨハネ　12:17-19
 
　ラザロの出来事はヨハネ福音書にしか書かれていない。他では、人々が騒いだのはイエスの一連の奇跡を意識したものという書き方になっているが、ヨハネはラザロの出来事が大きな意味を持っていたと語る。こういうことは、何か一つのことだけで説明できるものではないのだが、ヨハネとしてはラザロの出来事がこの先にあるイエスご自身の復活ともつながってくるので、死者の中からのよみがえり、というテーマに読者も、そして当時の人々も思いを引き寄せられていたことを指し示そうとしているのだろう。19節は、この時点でのことでもあるが、後にはまさに、キリスト復活の知らせという衝撃によってユダヤ社会は大きく動いており、そのとおりになったと言える。
 
 ヨハネ　12:20-22
 
　ギリシア人がイエスへの仲介をピリポに求めている。ピリポという名前はギリシア系の名前でもあるので、何らかの関わりがあったのだろうと推察できる。もっともピリポ自身がギリシア人であったというわけではなく、それで、ベツサイダ出身と書き記されているのだろう。それにしても、ギリシア人もまたイエスに関心を示していたというのは印象深い。当時のユダヤはいろんな民族が到来していたので、ギリシア人がいたこと自体は何の不思議もないのだが。イエスの教えは旧約に忠実なものであるが、その内容は、ユダヤ人限定ではなく、全ての人に向けられた祝福であることを、人々は気づいていたのだろう。だから異邦人は近寄り、ユダヤ人指導層は否定した。後の者たちがイエスをユダヤ限定に見ようとするのは、当時の人たちの感覚にすらそぐわない。
 
 ヨハネ　12:22
 
　ギリシア人から依頼されたピリポは、アンデレに相談している。目新しい人たちとの関わりということで、自分一人の判断ではとためらったのだろう。ピリポが直接イエスに話に行けばそれで十分とも思うが、いろいろためらうことはある。そういう時に、相談できる相手がいることは大きい。そしてまた、アンデレという人はこういう受け止め方、そして、物事をイエスご自身に託していくという姿勢がよく見られる。6:8-9でもそうだった。人には様々な役割があるけれど、アンデレの姿はうらやましいもの、と思わせられる。
 
 ヨハネ　12:23-26
 
　イエスの語ったことは、「答え」として考えると、かなり不思議だ。会いたいと言われて、この内容になる、かなあと感じるのが自然だろう、とも思う。当時の人たちはおそらく戸惑わなかった、脈絡に違和感がなかったのだろう。とすれば、現代人の感覚で受け止めるのは慎重であるべきかもしれない。私たちはどうしても、自分が理解できる領域の中で物事を完結させようとしてしまう。決して神に逆らうつもりはなくても、そうすることがせっかくの価値を逃すことになる可能性も意識するべきだろう。そういえば人間社会でも、特異な天才と言われるような人たちはしばしば、周囲の無理解に苦しめられていた。本人がかわいそうというだけでなく、そのことが人類全体の損失になることもあっただろうが。
 
 ヨハネ　12:23-26
 
　栄光を受ける時、と告げられた理由を思い巡らすと、やってきたのがギリシア人であることと関係しているのなら、イエスがもたらそうとしておられた神の祝福が、ユダヤ人の枠を越えて異邦人にも、ということがいよいよ動き出していることを見ての喜び、ということになりそうだ。イエス自身は異邦人に関わる機会は少なかったけれど、でも、当時のユダヤ人よりは積極的だったし、他国民というだけでなく、ユダヤ社会が切り捨てていた取税人などとの関わりを考えると、まさに、全ての人に、という観念を持っておられたのは間違いない。だから、ギリシア人が積極的に訪ねてきたことを重視なさったのだとも言えるだろう。ピリポたちはおっかなびっくりという様子だが、いやいや、イエスにとっては、神にとっては、むしろ当然のことだったのだ。
 
 ヨハネ　12:23-26
 
　ただし、栄光の時と言われているのは、単にギリシア人にも届く、ということだけではない。告げられているのは明らかに十字架を意識した言葉である。弟子たちはまだ気づいていないが、イエスご自身だけは明確に十字架への道を見ておられる。ギリシア人も到来し、ということは、いよいよ最後のことが迫っているという、そういう意識であろう。イエスの言動においては、やはり十字架を意識されていることを念頭に置きながら見ていくことが必要だと考える。
 
 ヨハネ　12:23-26
 
　イエスの言葉は、11:50と、現象としては同じことになるとも言える。ヨハネはおそらく、その類比を意識して書き記したのだろう。ただし、その意味合いは大きく異なる。カヤパのそれは、害をなす虫を取り除くような意味合いで、そのこと自体は何ら良きものをもたらすことにはならない。イエスが語られたのは、滅びていく人々にいのちを与えるための取り組みということだ。だから、一粒の麦、として語られている。その犠牲となる存在に、大いなるいのちがあることが大前提である。イエスの十字架は、ただの敗北ではなく、お手本というだけでもなく、そのことによって人々に救いをもたらす、それが目的、理由、効果である。
 
 ヨハネ　12:23-26
 
　イエスについて、この方が神であることを拒み、あるいは曖昧にする主張はしばしば見られるのだが、とても不思議なことだ。人としてこの世を歩まれた方なので、まさか神であるとは、という驚き、戸惑いが生ずるのは分かる。だが、神でなければ、人々の救いのための犠牲にはなり得ない。イエスの十字架を、贖いではなく、何か別の趣旨のもの、つまりは人間にも出来る部類のものにすり替えようとする傾向も少なくないのだが、もしそうなのだとしたら、私たちには救いはなく、赦しもなく、ということになる。なるほど、そんなふうにしてもらう必要性は感じていない、ということか。神と仲良くやりたいとは思うが、神に助けてもらわないと破滅だ、とは思っていない。それならば確かに、イエスが神の御子であることも、十字架が人の身代わりであることも、そんな話は邪魔なだけ、ということになる。でも、だとしたら、キリスト教であるべき理由はどこにもない、だろうが。
 
 ヨハネ　12:23-26
 
　イエスの言葉は明らかに、ご自分の進む道を意識したものだ。だが、それに重ね合わせて語られていることは、人間たち、私たちに関わる話である。私たち人間には、誰かの罪のための代償を担うことはできない。だが、人がそれぞれの場所でなすこと、誰かのためにと犠牲を払うこと、それは必ずしもいのちを捨てることではなくても、そうすることは、大きな力があるのだとの指摘は、とても重要だろう。自己保身は当然の欲求である。それでも、そこから踏み出していかなければ、より良いものは生み出され得ない。神はそのようになさったのだと知っておきたい。
 
 ヨハネ　12:27-28
 
　お救いください、というのは、ゲツセマネの祈りと同じ意味合いだろう。目の前に迫っている出来事は激しいものであった。神の御子だから易々と乗り切って行かれる、のではない。いや、乗り越えられる程度のものではない。それが、人の罪を贖うということである。イエスの十字架を、雄々しい偉業として語られることは多い。でも、その程度なら、それこそ人間にもできる。誰かの身代わりになって死んだ人はいる。全く不可能ではない。それは偉大な行動だが、しかし、それが人類の罪の解決になるなど、その人々だって全く考えていないだろう。救いの業は、御子をもためらわせる、すくませてしまうほどのもの、なのである。その恩恵を受けている者としては、このことに驚愕すべきだろう。
 
 ヨハネ　12:27-28
 
　しかし、イエスはここで回避を求めてはいない。ゲツセマネでは願い、その上での「御心のままに」であったけれど、そこは、目前との違いであろうか。ともかく、いずれにしてもどちらも結論は、回避しない、である。ここでは明確に、その理由が語られている。これが、この事態が、降誕の目的であったからだと。聖書は明確に、イエスがここ、十字架を目指して歩んでいることを語り示している。イエスの十字架を「残念ながら殺されてしまったおかわいそうな方」とは言えないのは、イエスのこの意思、この邁進があるからこそ、である。一切は完全に神の計画であるのだ。
 
 ヨハネ　12:28-29
 
　バプテスマの時、天から神の声が告げられたのだと、福音書は語っている。人々の耳にはよく分からなかったようだ。ここでも人々ははっきりとは認識していない。だからこれはイエスご自身のみのため、であろう。30節の言葉があるけれども。御子なる神であるイエスが、父なる神との一体性を表明されることが、ヨハネ福音書では何度も出て来る。三位一体に関わることでもあるが、それだけではなく、この一体性はイエスの行動と存在にとって根幹になることとして語られ続けている。と同時に、そのことが人と神との関わりにも結びつけて語られていく（この後）点も、意識しておきたい。そして、イエスご自身にとっては、この一体性、同じ意思を持って前に進んでいるということは、何よりの励ましであり、力であった様子がうかがえる。
 
 ヨハネ　12:29-30
 
　イエスは、この声はあなたがたのため、と告げる。でも人々は、何が語られたのかも把握できず、誰が語ったのかも、いや、声かどうかすら分かっていない。とすれば、何かの音が聞こえたという程度で、しかしそれは人々のためになるとイエスは語られたことになる。イエスに関する神からの認証、というような意味合い、価値は見出され得ないのだ。では、どんな意義があるということなのか。率直に言えば、よくわからない。このことをきっかけとして、人々がもっと真剣にイエスを尋ね求めてくれればということならば分かるようにも思うのだけれども。イエスが語られたことだから意味があるのだと思いつつも、この時もそうだけれど、人はそれを悟りきれずにいるという、この現実を痛感する。
 
 ヨハネ　12:30-33
 
　イエスが告げたことは、人の目に見える限りでいえば、少なくともまだ実現していない。この世界は神とは異なるものによって動かれていて、しばしば暴虐がなされている。神ご自身が厳しく指摘されているとおりのことが、まだ続いている。だがイエスはそれらが「追い出される」と言い、「すべての人を引き寄せる」と語られる。それが十字架に関わることだとヨハネは書いている。とすればこれは、福音が提示され、その救いの業が実行されたということか。それこそ、「この世を支配する者」には決して手を触れ得ないこと、妨害できないことである。CSルイスもそんなことを書いていた。どれほど強大な力を誇るものでも、神の救いの業には決して触れ得ないのだ、と。人の目に見える意味合いでの、この世の完全な転換はまだだけれど、でも、救いが与えられているということは、世を悪が支配していること以上に、はるかに衝撃的なことではないか。
 
 ヨハネ　12:33
 
　31-32節の言葉そのものは、十字架の苦しみを思い浮かべさせるものではないだろう。でも、十字架によってこそこのことが実現するという意味では、この予告は非常に意味がある。ヨハネ福音書に紹介されていることだから、これからそうなりますよ、ということではなくて、これを読む人々に対して、それはすでに実行され、実現しているのだという意味での言葉になる。後の時代の者たちは、そのようにしてこういった言葉が実現していることを見いだせるのは、何とも幸いなことだ。そして、こういう予告の言葉によって、私たちが信じ、寄り頼んでいることが実に確かであることをも、示されていっている幸いを思う。
 
 ヨハネ　12:34
 
　この人々は真剣に聞いているのだな、と思わせられる。イエスはご自分が死ぬことについて語っているのだと、人々はちゃんと理解している。そしてまた、キリストと呼ばれる存在が、そんじょそこらの人間たちとは違うことも意識している。神の偉大さ、その権威、そして、神の業が圧倒的な力を持っていることについては、彼らは受け止めているのだ。しかし、彼らはその救い主が死なねばならない、ということが理解できないと言う。そうなのだと思う。人には、神のこの計画、罪を完全に贖うためには御子の犠牲が必要だというこのことが、分からないのだ。今日でも、そんな馬鹿なことがあるはずがないと主張する人はいる。それは古代からずっとそうなのであって、でも、人の思うところを越えて、神はそれをなさった。必要だからこそ、人々を救い出したいからこそ、である。27節からしても、必要がなければ、しないでも大丈夫なら、誰も十字架などはしない。これしかないから、である。
 
 ヨハネ　12:35-36
 
　この言葉は様々な意味合いで取ることもできるけれど、この箇所の流れからすれば、光とはイエスのことであり、上げられるまでにはまだ時間がある、機会がある、ということになる。だからこそ、そのイエス、人の子の呼びかけに応答して、信頼してついていくように、ということである。前の部分にあったように、人は、彼らだけでなく人類全体も、神の祝福の実現が分かっていない。だからこそイエスは、神の子であるご自身が示すもの、つまりは神の確かな約束についてくるようにと告げている。ヨハネ1:14,18などが語るのと同じ呼びかけでもある。
 
 ヨハネ　12:35
 
　闇が襲う、というのは、邪悪なものが攻撃してくるという意味合いに受け取られそうだが、ここにある表現を落ち着いて読むならば、闇の攻撃と言うよりは、光を失うことによって道を見失う、という事態への警告だろう。8:12などもそうだが、光、つまりは神の約束、御業などを受け止めて、信じているならば、期待しているならば、道を見失うことはないのだという話である。イエスはこの世に起こる様々な課題、混乱などが一切解消されるということは想定していない。また、人間自身が弱いことも、足りないことも、神はご存じである。でも、それだから迷っても、道を踏み外しても仕方がないね、とは思っておられない。人々が、様々な混乱、困難、そして弱さの中でも、それでもなお歩んでいけるように、主ご自身が歩ませてくださる、道を与えてくださる、それこそ闇に打ち勝つ光であろう。
 
 ヨハネ　12:36
 
　この言い方は、異なる思想を意識している者たちにとっては、真理という光を手にすれば覚醒者になれるのだ、みたいな意味合いに受け取られてしまうのかもしれない。日本ならば悟りを開けばみたいにも。でも、一連の話からすれば、人々自身が何かを獲得するということではなくて、イエスに期待して、求めていくこと、ついていこうとすることこそが、光の子どもになる鍵であり、唯一の道でもあるのだと、そのように述べておられるのだと受け止めた方が適している。なすべきことは光を信じること、である。つまり、救い主に期待して、寄り頼んで、神の約束は必ず実現するのだと信じていくこと、である。まさにそれが信仰の極意である。あいにく、信仰というものを高度な精神活動みたいに考えてしまう傾向があって、でもそれでは仏教の悟りと同じ、ある人はできるかもしれないが、大半の人には手の届かないもの、になってしまう。イエスは全く別の道を示されているからこそ、人々は受け入れず、戸惑い続けているのでもある。
 
ヨハネ　12:37-40
 
　預言が引用される、こういう箇所の受け止め方は気をつけた方がいい。一般的な日本語表現では、こういう言い方をする時は、これこれの預言があったからこういう事態になりました、というように、現状の理由、由来を預言に求める意味合いになるだろう。つまり、イザヤがそんなことを言ったから、あるいは、神がそのように告げたのだから、それで人々は逆らうことになったのだ、というように。でもそれは聖書が告げる意味合いからずれている。ギリシア語の意味合いをそのまま日本語に置き換えるのは容易ではないのだが、だとすればこの類の箇所は別の言い回しにした方が良いように思う。つまり、これこれの事態になりました。こうしてイザヤが語った通りのことが起こったのです、というように。さもなければ、これこれの事態の意味合いは、イザヤが語った言葉を思い返すならば明らかになるでしょう、というようなふうに。
 
 ヨハネ　12:37-40
 
　イザヤが予告した、という話でおしまいにするなら、さほど掘り下げなくても良いだろうが、もっと意味合いを込めて語られているのではと考えつつ、さらに確かめてみる。38節はイザヤ53章に由来する。それは、人々の思いもしなかった出来事が起こる、しかも、人々の救いのために、という話である。信じなかったことを糾弾するよりも、人々が全く気づかずにいるところで、しかし神は事を動かしておられる、という話題だ。イザヤ書の意味合いは横に置いて、この表現だけを利用しているのなら、それまでだけれど、意味合いを含めての話であるなら、ヨハネ12章の事態についても、「人々は全く気づいていないし、受け入れようともしていないのだが、それでも神は事を動かして、民の祝福のための業を推し進めておられる」という意味合いになる。そして、イエスの生涯と御業は、確かにそのようなものである。神は人々の切なる願いに応じて救いを成し遂げてくださったのではなくて、人が求めていない時に事を始められたのだ。出エジプトもそうだった。
 
 ヨハネ　12:39-40
 
　40節はイザヤ6章に由来する。そこでは、後に来る厳しい事態について、イザヤは予告するのだけれど、民はそれを受け入れないという、あの当時に実際に起こった状況が語られている。せっかく預言者が人々に警告を発しているのに、でもそれは、人々には受け入れられないのだと初めから語られている、それは預言者にとっては苦痛であり、心が張り裂けるようなものだろう。でもそのことを通して、民は神に立ち返る必要性を真剣に思い知らされていく。痛い思いをする、という表現では全く足りない事態なので、その点も問い続けたくも思うけれど、あのバビロン捕囚についても、神としては民のため、その回復のためということだったのだと、聖書は語り続けている。今、人々はイエスを受け入れない。それが後に真実を知ったときには激しい悲しみに至るのだけれど、でもそれは民にとって必要な経緯であると、イザヤ6章からすれば、そういうことになる。
 
 ヨハネ　12:36b-40
 
　イエスはしばしば、人々の前から身を隠し、あるいはわかりにくく語られる。もっと率直に語り、誰でも理解できるように、誤解があり得ないように語ることは出来ないのか、と考えたりもするのだが、それはなさらない。人の罪を考えるとそんな道はない、ということでもあろうが、あえて困難をもたらすことによって人々が大切なことを見出すようにとしておられるようでもある。もっともそれは難解ということではない。第一コリント1章にあるように、知恵者と呼ばれる人々ではなく、何も持たない人々のほうがすぐさま受け入れているのだから。人の思いが、人の頑固さが、せっかくの幸いに対して困惑させている。福音は単純なのだ。神が助けてくださる、神が救ってくださる、犠牲は神が払ってくださる。それなのに人は思う、神の祝福を受けるためには自分たちが犠牲を払わねばならないのだ、と。神の呼びかけにふれても、訳が分からないぞと言い張ることになるのは道理でもあろうが。
 
 ヨハネ　12:41
 
　イザヤはイエスの栄光を見た、と言っている。どういうことか。イザヤは700年も前の人だ。彼が受肉前の御子に出会ったというような話は、旧約には全く出てこない。彼がイエスという名前を知らされていたとか、あるいは、三位一体的な事柄も、旧約には明らかな形では出てこないので、それもないだろう。ではイザヤは何を見たのか。何を知らされていたのか。それは、イザヤ書が繰り返し語っているテーマでもあるが、人の思いを越えて神ご自身こそが救いを成し遂げてくださるという、これこそイエスの偉業、その栄光とされるものであろう。ピリピ2:9-11に出てくる栄光も、単に神の偉大さということではなくて、神がこの救いを成し遂げてくださった素晴らしさを語るものであるように。ヨハネとしては、読者に何とかしてこのことを、救いの幸いがあることを伝えようとしている（20:31）。
 
 ヨハネ　12:42-43
 
　知り得ないように、との預言があったのに、それでも信じる人々はいたのだと語られている。しかも、イエスに反対する勢力の側においても、である。神のあわれみと見るか、あるいは、イエスの確かさがそれほどのものだったということか。どちらにしても、頑なに心を閉ざしてしまう人間たちの、その扉をすら突破するほどに（強制ではない）、救い主の存在は大きいということである。だとするなら、反応が鈍かったとしても、決して諦めてしまうべきではない。いや、だからこそ、2000年にこの福音は世界中に届いている。もちろん80億全てではない。強制はしていないから。でも、誰もが受け止められ得る、そういう幸いがあるのだということは、知っておきたい。
 
 ヨハネ　12:42-43
 
　期待は大いに。でも一方で、「信じた」けれども公にはしなかった人々がいたのだと、ヨハネは語る。このあたりの指摘、十字架以前の状態を語っているのか、それとも後の状況を語っているのか、明確には定められないようにも思う。そしてこの指摘はつまり、イエスが真実であることは分かっていても、それでもためらう者はいるのだということである。残念なことだけれど、でも、人の現実はそうなのだ。43節からすると、彼らは断罪されているようにも見えるのだが、そこはあまり決めつけない方がいい。彼らが大きな幸い（神を信じて生きられる幸い）を逃したのは明らかだけれど、それが神との断絶につながるものなのかどうかは、慎重でありたい。迷い、戸惑い、ためらう者たちを、しかし神は受け止め、導いてくださっているのだから。でも、そういう恵みがあってもなお、その時点でためらっている姿は、何より、本人にとって残念なことである。こういう場合に逃しているもののことを、よくよく考えたほうがいい。最終的なこととは別に、である。
 
 ヨハネ　12:42
 
　この「信じた」ということの意味は何か、と考える。似たようなことは何度か出て来る。イエスを信じた、でもためらっている、あるいはすぐに離れてしまっている。私たちの感覚では、信じた、というのは、どんなことがあってもひるまないだけの覚悟が伴うものに思える。が、こういう箇所が示すのは、そういうものではないようだ。好意であったり、納得とか、承認とか。けれど一方で、信じれば救われるとあるのだから、そういう頼りないものであったとしても、もしもそこにイエスへの思いがあるのなら、神はそれを受け止めて下さる、とも言える。だから、信じたからそれでいい、で、おしまいにしないこと、そしてまた、つたない信仰であったとしてもなお、神はそれを受け止め、育んで下さるのでもある。人の業としての信仰ではなく、神の賜物としての信仰であることの意義深さを思う。
 
 ヨハネ　12:44-50
 
　ヨハネの語り方はいくらか特殊で、単純に時系列で読んでいると、36節で立ち去った後ということになるから、いったい誰に、どこで［大きな声で」語っているのだろうか、と頭の中でぐるぐる回り続けることになりそうだ。が、そういう分析の必要性はない。［光を信じなさい」と語られた、それと同じ話題のことが載せられている、ということで十分である。同時期の言葉か、それとも別の場面でのものかは、さほど問題ではない。いや、場面は重要ではなくて、いつ、どこで語ったのだとしても同じ意味合いとして受け止めればいい、という、ヨハネのそんな解説がついているようなものである。ちなみに、内容的にはあちこちで語られていることの集約のようでもあって、イエスが弟子たちに復習として、あるいは、まとめとして語られたのだと見ても十分であろう。
 
 ヨハネ　12:44-45
 
　他の所でも語られている、と述べたが、それなら飛ばしてもいい、わけではない。イエスが繰り返されたのなら、まとめとして語られたのなら、それだけの重みがあるということでもあのだから。44-45節は、御子であるイエスと父なる神との関係性が語られている。乳はイエスを通して人々にご自身を示し、人はイエスと向き合うことで神を知り得る。神のことがよく分からないと言う人は少なくないが、それなら、とお薦めできる。イエスの姿、その言動を見ていくなら、神の心、その御業がわかるぞ、と。福音書はそういう意図でも語られている。
 
 ヨハネ　12:46-47
 
　神の子の到来目的は、人々に救いをもたらすため、である。これは人類の大半にとって戸惑いだろう。だって、神が人の世に乗り込んでくるのは、人を支配するためか、気に食わない人間たちを罰するため、であるのだから。最後の審判も、神が世を処罰するのだ、という意味合いが強く語られすぎているようにも思うのだが、世の常からすれば、人の常識からすれば当然でもあろうか。でもはっきりと語られている。到来の目的は、人々を救うためであるのだ、と。イエスは救い主、キリスト教では常識なのだが、でも、改めて考えるべきだと思う。こんなとんでもない話は聞いたことがないのだ、と。
 
 ヨハネ　12:47
 
　さばかない、と語られている。これに戸惑う人は多い。悪いことをしたなら罰せられるべきだ、と。あるいは、さばかないのであればすべての人は救われるのだ、と結論づける人ももある。だが、よくよく考えてみると、どちらも何かがおかしい。こう考えてみると、筋道が見えてくる。飢えて餓死寸前の人がいるとする。食糧が届けられている。だが、その人は拒み、いらないと拒絶し、毒でも盛るつもりもかと怒りをぶつけてくる。どうなるか。その人はそのまま餓死してしまう。罰したのではない、生命を奪ったのでもない。だが、最も深刻な結果に至る。神はいのちを与え、救いを与えると呼びかけ、行動を起こしてくださっている。言うことを聞かないと天から火を降らせるとは言っていないし、そうはしていない。でも、人が神の恵みを拒むなら、その先にあるのは壊滅である。人は自らに対して、さばきを実行するのだと、そういう言い方になりえる。
 
 ヨハネ　12:47
 
　地獄の話も、昨日の視点で考えると分かりやすい。人は思っている。神などいらない、神の助けなど不要だ、と。その人が望むのは、神とは関わることのない世界に行くことである。そのほうが気が楽だと思い込んでいる。でも神は告げるのだ。どこへ行くのかは本人の自由。でも、神のいない世界は壊滅でしかない。それはまさに地獄。針の山があるとか、苦行が続くとか、仏教ではそういう話になっているけれど、聖書はそういうことを告げているわけではない。ただ、神のいない世界はぞっとすると言う。それは地獄としか言いようがない、と。人は強いられてではなく、自らの望む道を進むのだ。行状の善し悪しで評価が下るのではなく、求めるところに行く。わたしがさばくのではなく、と告げられている。
 
 ヨハネ　12:47
 
　地獄の話も、昨日の視点で考えると分かりやすい。人は思っている。神などいらない、神の助けなど不要だ、と。その人が望むのは、神とは関わることのない世界に行くことである。そのほうが気が楽だと思い込んでいる。でも神は告げるのだ。どこへ行くのかは本人の自由。でも、神のいない世界は壊滅でしかない。それはまさに地獄。針の山があるとか、苦行が続くとか、仏教ではそういう話になっているけれど、聖書はそういうことを告げているわけではない。ただ、神のいない世界はぞっとすると言う。それは地獄としか言いようがない、と。人は強いられてではなく、自らの望む道を進むのだ。行状の善し悪しで評価が下るのではなく、求めるところに行く。わたしがさばくのではなく、と告げられている。
 
 ヨハネ　12:48-50
 
　さばかない、と告げられていたことを意識すると、48節以降は、少し話の趣旨が変わっているように思う。文字で読んでいるとわかり得ないのだが、もしかするとイエスは、座り直すとか、口調を変えるとか、何かなさったのかもしれない。ともかく、告げられているのは、人々が向き合うことになるのは神の呼びかけ、語られている言葉なのだということである。単に、神の権威には服すしかないとか、そういうことではなくて、神の言葉にどのように応答するのかが問われるのだと言う。これは聖書全体の視点でもある。神は人々に語られ、そして、応答を求めている。呼びかけられて、それに対して、という構図。キリスト教が啓示宗教だと呼ばれるのは、とても大事なことである。
 
 ヨハネ　12:48-50
 
　神は、ご自分の中で何らかの法則が定めてあって、それに基づいて人を審査する、というふうにはなさっていない。もちろん、御心の内に何らかの定めがあるのだが、それを人に告げ、人に示した上で、という手順が存在する。少し踏み込んだ言い方をするなら、もし、人に告げていなければ、それがどれほど重要でも、人の側の反応、応答を問題視しない。人には知り得ないことがあって、それも結構たくさんあって、人間の限界としてそのあたりは理解しきれない。神は単に正義を遂行するのではなく、人の応答としての正義が実現することを求めておられる。だから、神は語られる。語られた上での応答を求められる。それで、言葉というものは聖書において非常に重視されている。
 
 ヨハネ　12:48-50
 
　ことばがさばく、と言われているけれど、理由は、ことばの中身が重大なものだからだ。それは人々に永遠のいのちをもたらすためのもの。それだからこそ、そのことばに反対し、拒んでしまうことについて、強く、厳しく語られている。例えばである。熱を出して倒れている人に、今日は一日寝ていろ、と厳命したのに、それを無視して遊び歩いていたら、激しく叱られ、罰を受けるかもしれず、さもなければ見捨てられる。義務を果たすとか、神のために貢献するとかということ以上に、神が人を思って告げておられることがないがしろにされる時、最も強い憤りが向けられることになる。神のことば、それは、人々に助けをもたらすためのもの、であるのだ。
 
 ヨハネ　13:1-3
 
　イエスは十字架のことが起こるのだと知っておられたと記されている。それで、普段はしないことを弟子たちになさったのである、と。1節に「最後まで」と書かれている部分は、「徹底的に」という意味合いでも良いと見なされているようだ。最後まで、と言い表すと、十字架にかかるまで、という時間的な感覚が強くなるが、この時の行動を指すならば、徹底的にというふうな意味合いでも良さそうだ。さらに3節では、この十字架の出来事によって世に関する最重要課題が打開されるのだということも告げられている。ヨハネ福音書は冒頭からずっと、イエスの到来とその業によって事がなるのだと告げてきたが、今まさに、ということである。最後の晩餐と呼ばれている、その時のことがこれから詳しく語られていく。
 
 ヨハネ　13:2
 
　非常に興味深いことだが、この場にはあのユダもいたのである。そして、足を洗うのは食事の前なのだから、イエスはユダの足も洗ったということになる。10節からもそのことは明白だ。裏切るのだと分かっている相手である。そのことは、イエスが弟子たちを愛されたという、その意味合い、深みを考えさせられる。1節の「ご自分の者たち」にユダは含まれないと切り捨てて理解することも不可能ではないけれど、やはり、その彼も含めての話であるのだと、聖書全体は言い続けているのだと思う。
 
 ヨハネ　13:2
 
　神の敵は討ち滅ぼすべきだ、というふうに一般的には考えられている。だが、神の心はどうだろうか。あんな奴は赦されないとか、地獄行きだとか、そう言われる。人間の心情としては分かる。でも、その言葉は、歯を食いしばってでも口にしてはいけないのだと思う。たとえそれが極悪人だとしても、である。神の手に委ねよ、と告げられているとおりに、人はどのように相手であったとしても、神がその相手をどう扱うのかについて、先んじて判決を出してしまってはいけない。それはしてはいけないのだと、覚悟を決めて、自分の言い聞かせていかねばと思う。
 
 ヨハネ　13:4-5
 
　足を洗う。それは客を迎えた際のもてなしの行為だと言う。そういえば日本の時代劇でも、宿に着くと、足を洗う水が用意されていた。一般的には僕の役割で、だから、イエスが弟子の足を洗うというのはまさに想定外、弟子たちの驚愕が分かる。とは言え、弟子たち、ペテロの抵抗を別にすれば、黙って洗われていた。それは常日頃からイエスのなさることに驚き、そしてまた歓迎していたからであろう。あり得ないことがなされても、主がそれをなさるのであればきっと大切な意味があるのだと、緊張しながら洗われていた、のではないか。
 
 ヨハネ　13:6-10
 
　ほかの弟子たちは抵抗しなかったのに、ペテロは拒んだ。それは日頃からペテロ派率直にイエスに対してもの申すことがあったから、でもあろう。彼は良い意味で遠慮がない。イエスはその姿勢を否定しておられない。もっとも、聖書に出てくるペテロの直言は、しばしば的外れであって、その内容ゆえにイエスに叱られることも多いのだが。でも、この場面においては、イエスの意図を横に置けば、抵抗するのが当たり前、ではあるだろう。ただ、神がそれをすると言われる時には、人は自分の思いとは違っていても、受け取ることから始めるべきではある。
 
 ヨハネ　13:6-10
 
　神があり得ないことをなさる、と言えば、何と言っても十字架である。人の罪のために御子が代わりに犠牲を担うなど、それこそあり得ないことである。現代でも、こんな不正はない、と言っている人もあるようだ。そう、人間社会の常識としてはそうである。悪人の代わりに善人が苦しみを受けるなど、言語道断、とも。でもこれは神の意図である。そして神は、これが人の救いのために必要だとお考えになった。だとしたら、人にできることは、呆然としつつ、でも、ありがたく受け取るのみ、であろう。それが十字架の前で人のなすべきことである。神の御子のために正義を振りかざして、こんなのはおかしい、と叫ぶことではなく、である。
 
 ヨハネ　13:8-9
 
　ペテロにとっては常識的なはずの抵抗だったが、8節のように言われて慌てている。それはそうだ。ペテロは決してイエスを拒もうとしたのではない。大切に思うからこその言葉だった。だから、このやり取りはペテロの驚愕をあえて置き去りにするなら、実に微笑ましい。主はこの弟子を深く顧みてくださっているのだと、それがよく分かる。私たちも愚かであろう。でもそれは、主への切なる思いによるものでありたい。それから、他の人を巻き込んで害をなすようなものではないことをと願う。その上で、「お前は何を言っているのか」とたしなめられる、そのくらいに主に対して率直でありたいとは思う。
 
 ヨハネ　13:10
 
　受難週に入るのだが、ちょうどそのあたりの箇所であり、続けて読んでいこう。このイエスの言葉は、ペテロをやんわりと修正してあげるようなもので、あまり踏み込んで考えすぎないほうがいいのかもしれない。ただ言えることは、この洗足にしても、何かの効力を発揮するという話ではなくて、主が弟子たちを愛されていたことを示すもの、ということで十分、それ以上の特別な儀式にする必要性はない。旧約のきよめの儀式でも、パッパッとふりかける程度でも足りるわけで、ゴシゴシ洗わなくても神のきよめは成し遂げられるのだなあ、ということは思っておきたい。
 
 ヨハネ　13:11
 
　この言葉は18節につながるのだが、むろん、ユダのことを指している。ただ、きよいというのは、本人の努力や資質によるものではなく、汚れたものを神がきよくしてくださるがゆえのことだから、その点ではユダだって十分に対象になり得る。実際、イエスはユダの足も洗っている。だが彼はその働きかけを拒んでしまった。裏切りだけでなく、その後の行動においても、である。そのゆえに、きよいわけではない、と言われることになってしまった。赦しの約束と、そしてユダの教訓はとても大切な呼びかけである。
 
 ヨハネ　13:12-15
 
　イエスご自身が弟子たちの足を洗ったのは、彼らに対する思いを示すものであり、ただひたすらに、である。だがイエスは同時にそのことを踏まえて、弟子たちに教えも与えられた。教えのために洗ってみせたのではない、という点は重要で、そこは取り違えないでおきたい。もし、私たちの行動が誰かに示すためということが動機になってしまったら、それはどれほど良きものだったとしても、意義を持ち得なくなってしまうだろう。
 
 ヨハネ　13:14
 
　イエスの教えは、人々が互いに仕え合うこと、である。足を洗え、ということではない。それは一つの象徴的な行動である。もっと別に、なしてあげるべきことがあるかもしれない。ともかく、相手の幸いのために労すること、である。それが互いに愛し合うことにもつながるのだし、また、この世界に神の幸いが戻ってくることにも関係する。容易ではないが、だからこそ身近なところから、この取り組みを始めて行くべきなのだ。その一つ一つが、広がりを持っていくのだから。
 
 ヨハネ　13:16
 
　この言い方を、イエスは時々用いられるので、当時の社会では基本的な考え方だったのだろう。現代では、師を上回る弟子というのはありえることで、だから、鳶が鷹を生んだ、という言い方も存在する。でも、イエスが言いたいのはそこがどうかではなくて、師としてイエスを敬うならば、イエスが示した良き道をついていくべきだろうということ、そして他の箇所で同類のことを言う場合には、弟子の苦しみは師には及ばない、私はあなたがたよりも大きな苦しみを担ってあげるから大丈夫だ、という話である。そちらの意義を受け止めておきたい。
 
 ヨハネ　13:17
 
　分かっているなら、と言われると、率直なところ、ためらってしまう。ちゃんと分かっているだろうか、と。実際、弟子たちは分かっていなかった。彼らは尽くし合うことよりも、この時期、まだ誰が一番偉いのか、という話をしていたのだから（ルカ22:24）。イエスはむろんそのことを知っておられる。そしてまた、彼らを失格だと言うためにこのことを告げたのではない。とすれば、多くの課題を抱えている者たちであるのだが、でも主は彼らを顧みて、助け出して、導いてくださって、立たせて下さるのだと、そういう約束と決意表明としての意味合いも、この一言から受け止めておきたいと思う。
 
 ヨハネ　13:18
 
　ユダの話であるのは明らかである。そして、ユダが自らの選択、行動についての責任があるのももちろんである。ただ、イエスご自身は語っておられる。ユダはご自分が選んだ者であるのだ、と。彼もまた、他の十二弟子と同様に、ご自分が望んで手元に置いた者の一人であるのだと。政治の世界ではよく、任命責任ということが語られる。だとすれば、である。考えてみると、ユダの行動は他の誰かを傷つけるものではない。ひたすら、イエスに対する攻撃である。そして主はそれを受け止めておられる。まさに、任命責任は果たしておられる。だから、ユダをどう扱うかは、主がお決めになる。周囲がどうこう言う必要性はない。彼は主に対して向き合い、主が取り扱われる。だからこそ、回復の可能性はあったのだが。
 
 ヨハネ　13:19
 
　この話は、他の所でも語られている。神が与える予告は、そこに神の支配があることを人々が思い出すため、そうして神を信頼し、寄り頼むことを忘れないため、である。一般には、予告は対処を整えるためだろう。台風の予告は、家の管理をして、庭を整頓して、のためである。でも、一羽襲いかかる事態、主が予告されることは人にはとうてい対処できない。だからこそ、主がその一切を把握していること、掌握していることを知らせることは、大事な要となる。そう、主はご存じなのだ。決して、油断を突かれたのではない。だから人は、この方に寄り頼むことができるのだし、その信頼は裏切られることはない。
 
 ヨハネ　13:20
 
　イエスはなぜこのことを、ここで語られたのか。16節からの続きとしてはよく分かる。イエスが弟子たちを遣わし、その彼らの守りと支え、その日々についての責任を、主は確かに担われる。何しろ、ユダについてすら、主はご自分の選択だと言っているのだ。むろん、それ以外の弟子たちについても、派遣したけれど、後は知らないよ、などということはありえない。全面的な保証とでも言えるこのことは、欠かすことのできない支えである。混乱は目の前にある。弟子たちも倒れ伏すことになる。それでも主は、一切を担うのだと告げておられる。何と言っても、主はまもなく、人類の罪を担われるのだ。私たちがついていく相手は、そういう方である。単に力あるだけではない、支配者と言うだけでもない、正しいということだけでもなく、この方は信頼できる、寄り頼める方なのである。
 
 ヨハネ　13:21-30
 
　ユダについて、弟子たちは全く予測していなかったことが書かれている。12:6にはユダが金を盗んでいたとあるが、その当時、気づいている者はいなかったようでもある。だから、イエスの言葉に、誰も反応していない。裏切るという話には驚いたけれど、12人の中にそれがいるという可能性を、意識していない。油断と言えばそうだろうが、でも主は、そういうあり方のほうを望まれていたようである。第一コリント6:7も思い浮かぶ。
 
 ヨハネ　13:23-25
 
　当時の宴会では、寝椅子のような形で座していたのだと言われている。ヨハネの姿、この光景は、決して何か、特異な様子ではない。日本の文化なら、少し、分かりやすいだろう。テーブルに椅子できちっとした会食をしているのと、座敷に車座になり、それぞれの前に膳が用意されている、そんな近さで、隣の人と酒を酌み交わしていたり、あちこちでにじり寄って杯を交わしていたり。風習というのは様々で、そして、こういう距離の近さはごくありふれたものの一つでもある。邪推する話もあるが、愚かな誤解に過ぎない。
 
 ヨハネ　13:24
 
　ペテロはイエスの言葉を気にしたようで、それは彼が弟子たちのリーダー格だったからであろう。すぐそばにいたヨハネに尋ねさせたのは、大々的に問い質すというふうにはしたくなかったということだと考えるのが妥当だ。そんなにおおごとにはしたくなかったし、その必要性も意識していなかったということでもある。イエスご自身は隠す気もなかった様子だが、でも、弟子たちの間でこの話が正確に認識されることを求めた様子もない。であれば、これらの発言はひたすらユダに向けたものと考えるのがふさわしいだろう。
 
 ヨハネ　13:26-27
 
　他の人にはよくわからなくても、ユダは言葉の意味を十分に把握したはずである。イエスは知っているのだということを、である。それはごく当然の感覚で言えば、イエスからの警告である。だがユダはそれを受け止めていない。知られていても、それでもとりやめにしていない。時折、こういう様子から、ユダとしてはイエスのためになると考えての表面的な裏切りだったのだというふうに言われることもある。つまり、逮捕に至れば、イエスは特別な力を発揮して、民の先頭に立って行動されるだろうそれを誘発したいのだというように。真相はわからない。ただ、ユダはイエスの意図を見誤っている。ここでも受け止めていない。彼が彼なりに熱心だったかどうかはともかく、彼はイエスを見ておらず、その心を受け止めてもいなかったのは明らかである。あえて言えば、つたなく、臆病で、尻込みするような者であっても、神の心はちゃんと受け止めているほうが、ずっとましである。神はそこに助けを用意して下さっているのだから。
 
 ヨハネ　13:27
 
　その時、サタンが入った、という言葉は、サタンの行動そのものに着目した描写ではないのだと考えられる。人間の側ではそんなことを認識できないということが一つ、13:2ですでにサタンの行動は記されていることが一つ、それにユダはすでに祭司長たちと約束をしている。もう、事は起こっているのだ。こういう表現にはなっているけれど、実際的にはむしろ、ユダがこの時、自らの行動を最終選択したのだという意味になる。言葉の表面的な意味合いだけで受け止めるのは抑制的である方が良い。何を意図し、何を伝えるためにそういう言い方をしているのかを考えていかないと、せっかくの神の言葉が宙に浮いてしまう。
 
 ヨハネ　13:27
 
　それにしても、一連のことについてサタンの思惑があったことを聖書は語るのだが、でも、それがいかに的外れであったのかを思わせられる。サタンは神の御子の業を妨害するためには十字架で殺すのが最適だと考えたのだろう。が、それは本来、神が意図されたことであり、また救いの実現にとって欠かせない事柄であった。とすれば、サタンは事の真実を何も分からずに行動したと言うことになる。ユダも同様である。自らの行動が何の意味を持つのかを悟りもせずに、彼は十字架の出来事において全く違った思いで行動している。CSルイスはサタンの悪巧みへの警戒を語りつつも、結局のところサタンは何も分かってはいないし、神の業を妨げるなどできるはずもない、というふうに書き記しているが（悪魔の手紙より）、聖書はそのように語っている。神と悪魔が対峙しているのではないし、悪魔に可能性があるなどというものではない。
 
 ヨハネ　13:28-29
 
　ヨハネは、ずっと後になってから、この出来事を振り返りつつ書いている。つまり、あの時、自分たちは何も分かっていなかったのだなあ、という思いがここには込められているということだ。うまくだましやがって、というような怒りは感じられない。それよりも、十二弟子と呼ばれた仲間同士だったのに、ユダのことを何も知り得ていなかった自分たちの姿を顧みている様子がある。もし、あの時、誰かが気づいたら、そうしたらどうなっていたことか。イエスの十字架そのものは、何があっても遂行されていた。でも、ユダは破滅の道を辿らずに済んだのではないか。そのような心の痛みを思わせられる。
 
 ヨハネ　13:30
 
　ユダは、最後の晩餐の途中までは一緒にいたのである。足も洗ってもらっている。あの聖餐式の教えの時もいた様子もある。だが彼は、結局、イエスを見ていない。彼の意図は不明だ。イエスを憎んでいた様子はない。危機に至らせることでの期待をかけたということか。でも、だとしても彼は、イエスを見ていない。そして、そのまま立ち去ってしまった。残念なことである。
 
 ヨハネ　13:31-33
 
　いよいよ、時が近づいていることを、イエスは語っている。33節の言い方は、現代の私たちの感覚では、「もう少し」というのが数週間とか数か月とか、そんな印象になるかもしれないが、ここは明らかに、数時間後の話である。弟子たちから離れる時が来ることが明言されている。この時点では、弟子たちは今ひとつ分かっていなかったのだけれど、でも、ヨハネは明らかに、この言葉の通りに推移したことを意識して、これを書いている。そう、イエスは確かに予告されているのだ。
 
 ヨハネ　13:31-32
 
　イエスが語っているのは十字架のことである。そのことをイエスは「栄光を受ける」と語っている。十字架を苦難と呼ぶのもその通りであるが、でも、そのことは同時に、栄光と呼ばれる。神が計画し、神が遂行される出来事、それは神が切望してこられた、まさに人の救いの実現であるからこそ、である。神にとってこの出来事は、どれほど厳しいものであってもなお、何よりの幸いとして語られているのである。
 
 ヨハネ　13:34-35
 
　ちょっと、話の流れが見えにくいのだが、そのまま辿るなら、こうなる。イエスは弟子たちから離れていく。それは栄光のためであるが、それでも離れていく。その際に、弟子たちを支え、弟子たちを守るものとして、互いに愛し合う状況をと、主は求めておられるということになる。神ご自身の守りはもちろんであるのだが、離れていくからこそ（それは人の目にはというレベルであるにしても）、弟子たちが互いにということが強調されている。この言葉を受け止めたゆえとは言い切れないが、その後の弟子たち、確かに、十字架で混乱してもなお、彼らは共にいた。そのことが大きな力になったことは、後に明らかになる。
 
 ヨハネ　13:36-38
 
　ペテロにとっては重たい出来事だが、この話は他の福音書にも書き留められている。それだけ、初期の弟子たちの間では衝撃的、でも同時に、このペテロのことは人々にとって大切な支えになっていたということでもあろう。むろん、立派に生きたい。崩れたりはしないのが一番だ。それでも人は、そうなってしまう。弁解は意味がない。したことは厳然たる事実である。ただ、神はそれを受け止めて、赦しを与え、助けをも与えてくださる。だからこの話は書き記される。パウロのことも同様である。
 
 ヨハネ　13:36-38
 
　この警告を、人は必要としている。大丈夫、と思っていると足元をすくわれる。こんなことをしてしまった自分はもうだめだ、と思うのであれば、しかし主はすでに予告し、かつ、ペテロを受け止めておられることを忘れてはいけない。人にとって最も必要なのは、自信ではなく、覚悟でもなく、主によってこそ生かされ、歩ませていただいているという、その確かさを知っていること、信じていることである。
 
 ヨハネ　14:1-3
 
　弟子たちの混乱について、主は話をなさったところである。が、それに続けて、人々をご自分の元に招き入れること、迎えに来ることが語られている。章の区分けは後の人々のものであり、このつながりは大いに意識しておいた方がいい。問題に対して、間違いに対して、主は鋭く警告し、叱りもする。だがそれは断罪して切り捨てるためではなく、失格の烙印を押すためではなく、人々を救うため、助け出すため。その観点を見失ってしまったら、聖書を御心にふさわしく受け止められなくなってしまうだろう。
 
 ヨハネ　14:1
 
　信じること、について、宗教という観点が先に来ると、何かの信念を固く守り通すこととして考えやすい。だが、この呼びかけの意味合いは、心を騒がさずに、神を信頼し、寄り頼み続けるように、ということである。旧約にも繰り返し出て来るのは、戸惑い慌てる者たちが、神ではなく、何か別のものに依拠しようとする姿だ。シナイ山の金の子牛だってそうである。混乱は起こる。弟子たちも混乱した。だからこそ、信じ続けよ、頼り続けよ、と告げられている。これは絶対に欠かせない。信じても、信じなくてもいいものではない。命綱は、つかんでいても、手放しても、どちらでもよいものではないのだから。
 
 ヨハネ　14:1
 
　「沈黙」という映画に、ころぶ信者たちの姿が描かれていた。小説では、ころんでも良いのかどうか、が大きなテーマになっていたと思うのだが、映画に出て来る村人たちは、あっさりところんでいた。でも彼らは、解放されたその足で、礼拝の場所に行って、そして、再び、主に祈るのであった。彼らの行動をどう考えるかはさておいて、彼らは神を信頼することをやめてはいない。神を捨ててはいない。何があっても、それでも彼らが信じているのは、キリストであった。彼らが強いのではない。信念を持ち続けたとかでもない。彼らはキリスト以外に頼れる相手がいない。その相手を頼ることをやめるなど、論外、そういうことなのだろう。
 
 ヨハネ　14:2-3
 
　イエスに頼れる理由、根拠として、人々を迎え入れてくださる方だから、ということが語られている。繰り返すが、直前で、崩れ落ちる人々であることが語られているのだ。でも、その人々に対して、迎えに来ると言っている。そして弟子たちは、崩れたけれど、それでも、神に寄り頼むことはやめていない。やめらるはずもない。それは、主なる神への信仰の姿として、とても大事なポイントである。
 
 ヨハネ　14:2-3
 
　イエスは明らかに、人々を迎え入れるために準備は整えるぞと語られている。場所が足りないことはない。望む者は誰でも迎え入れられるのである。人数制限はない。行ってみたら、場所がなかったなどということもない。人は先のことを把握できない。だが、主は確かに、一切を用意すると断言なさり、神の御子として約束してくださっている。だから言える。私たちには、この人生の日々の先にも、住まいが用意されているのだ、と。そのことは、今を生きる上でも、そしてその先へと進むためにも、大切な礎となる。
 
 ヨハネ　14:2-3
 
　先の状態について、聖書は十分な情報は与えてくれていない。だが、必要なことは示されている。主が用意されること、主が迎えてくださること、そして、主ご自身が迎えに来てくれこと、である。だとすれば、恐れる必要はない。自信を失う必要もない。私などは、と言うことはない。絶対に大丈夫、という言葉は、こういう時にこそ当てはまる。それが、主が与えると言っている「平安」の源である。
 
 ヨハネ　14:4-5
 
　イエスが言われた「どこに」は、話の流れからすれば、弟子たちを迎えることになる場所、である。また、単に行き先というだけではなく、迎えるために何をするのか、ということも含めてのことだろう。それゆえ、13:33のように、今は来ることが出来ない、という話にもなる。人々はもちろん、神が何をなさるのか、その全容を知ってはいない。でも、私たちのために良きことをなしてくださるおつもりなのだと、そのことを信頼するならば、「わかりません」と言うのはどうだろうか。確かにわからない、それでも、主の御業を期待して待つ、というふうでありたい。少なくとも主はそのように期待して話しておられるように思う。
 
 ヨハネ　14:5
 
　トマスの発言が、イエスに対する思いからのものであるのは明らかだろう。彼はイエスと共にいたい、一緒に歩いて行きたいという思いを強く抱いている。それだからこそ、どこへ行くのか、何をするのかが不明である状況に、戸惑い、ためらい、そして不安を抱いているのだ。だが、真の信頼というのは、相手が何をするのか、その全てを把握しているかどうかで決めるものではない。把握して上で信頼するかどうか、という話であれば、主導権は自分が握っていることになる。十分には理解できていない、それでも信頼するのか、できるのか。神との関わりでは、ここが大きく問われていくことになる。弟子たちが湖で網を下ろしたことがある。捕れないだろうと思っていた。でも、主がそうせよと言うのなら、と。それだけの信頼が抱けるかどうか、それこそ私たちが追い求めるべき点であろう。
 
 ヨハネ　14:6
 
　イエスを信頼するのかどうか。それゆえ、私が道だと主は語られる。荒野に、草原に、森の中に、新たな道を切り開くことが私たちに求められていることではない。そこに用意されている道、それを進んでいくのかどうか。そういう意味からも、信仰とは、人類が新たな知識を探求していく取り組みとは、本質的に様子が違う。別の種類のものなのだということを、主なる神への信仰を追い求める際には、意識しておいた方がいい。
 
 ヨハネ　14:6
 
　道、とはどこかへ至る経路である。イエスはご自分という道を、どこに至るためのものとして提示されているのか。それは父のみもとであると言う。つまりは、神に至る道はここにある、ということだ。この言葉を、思想的に受け止めすぎない方がいい。もっと単純に、人が神に至るための道を、イエスが開いてくださるのだ、と見れば十分だ。イザヤ40:4もそういう概念で語られていた。そして、イエスによってこそ開かれる道というのは、理念や理解の問題ではなく、この方によって救いが実現したことと深く結びついている。
 
 ヨハネ　14:6
 
　人が神に至るためには、神の御子の代償以外には方法がない。そのことに、人はなかなか気づかない。思いつきもしない。現実としてはそうだが、でも、その真実を悟り得る人、自ら思いつく人が出てくる可能性は皆無ではない。聖書はそのことを否定しているわけではない。ただし、思いつくことと、それを実現させることとは全く別である。そして、この打開策を実現させ得るのは、御子である救い主以外にはない。そういう意味で、「わたしを通してでなければ」である。
 
 ヨハネ　14:7
 
　父なる神のもとへ、と告げたので、その父のこと、つまりは人々がどこへ行くのか、イエスがどこへと人々を導いてくださるのか、そのことをあなたがたはよく分かっているはずだ、とイエスは語られた。神との関わりを回復することは、旧約律法の時代から、ずっと目的とされてきたことだ。人の側で、常にそのことに熱心だったかどうかは別として、新約時代のユダヤ人なら、問われれば、もちろん神のもとに、と答えただろう。でも、それがどこか、どうすればいいのか、誰も分からなかった。イエスは明言される。ご自分に出会い、ご自分を知った者たちは、確かに神を知り、その御心、その御業を知り得ているのだ、と。
 
 ヨハネ　14:7
 
　イエスの言葉を、神秘的な意味合いで考えることもできるとは思う。つまり、イエスを知る者は、自動的に神にも出会えるのだというふうに。でも、話の流れからすると、イエスの言うことはもっと単純、率直であるように思う。つまり、イエスの言動そのものが、神の心と、神の行動を表すものだから、イエスを見てきた弟子たちは、十分に神を把握できているはずだ、というのだ。神は目に見えない、というので、人は神を知り得なくても仕方がないと、勝手に諦めているように思う。でもイエスの言葉からすれば、人は十分に神を知り得るのだ。分からないと言い続けるのではなく、示されていることをちゃんと受け止めて、それに応答していく方が、ずっと意義深い。
 
 ヨハネ　14:8-9
 
　この対話を見るなら、神の意図されることが見出されるように思う。つまり、ご自分を押し出すようにして見せつけるのではなくて、人としてこの世に姿を現された御子を通してこそ、ご自分の心も、その存在も指し示していこうとなさっている、ということである。それが、人が神を知り、神を認識するのには最善の方法だ、ということである。とすれば、あまり神秘的な体験に依拠することは控えた方が良さそうだ。不可能ではないし、あり得ることではあるのだが、それでも、こちらからあまり求めるものではない、というように。パウロも、第三の天を見たような話をしているけれども（第二コリント12）、その体験を重視すべきではないということを語っていた。ありえるけれども集中すべきことではない、というその認識は、大事なことであろうと思うのだ。
 
 ヨハネ　14:9
 
　イエスを見ていて、それで、父を見せてください、と求めなくても十分、と分かるようになるためには、何が必要なのだろうか。つい、そういう話になると、三位一体をどこまで理解できるか、というふうになりがちだが、そんな話がなされているわけではない。11節でも、信じなさい、と語られているように、ようは、信じるかどうか、信頼しているかどうか、であろう。自分が一切を把握できている、理解できているかどうかを考えるのか、それとも、分からないところは多々あるけれども、でも、この方を信頼して託す、と言えるのかどうか。実のところ、これがなければ、人は生きてはいけないのである。
 
 ヨハネ　14:10
 
　父なる神と御子との関係性についての議論は、神の言葉と御業を適切に受け止めていく上では、大事な取り組みである。おかしな理念を持ち込むと、せっかくの幸いと、確実な祝福が崩されてしまう。ただ、イエスがここで語られた意図は、そういう論義の材料を提供するためではなく、もっと単純に、ご自身と父なる神との一体性を表明したいということにある。そしてそのことは6節に出てきた、神へと至る道はご自身にこそという、その話を人々に受け止めさせるためのものである。つまり、どこかの誰かが勝手なことを主張しているのではない。私の言っていることは、神ご自身の声明であるのだと、そういう提示である。そして、これを聞いていた弟子たちは、イエスの言動が確かに主なる神のものであることをすでに認識していたので、それで、こういう言い方にもなっている。
 
 ヨハネ　14:11
 
　わざのゆえに、という話の背景には、弟子たちがイエスの偉大なわざをすでに見ていて、それが確かに神のものであることを知っていたから、である。あなたがたはそのことをよく分かっているはずだ、という意味合い、呼びかけが込められていると言っていい。と同時に、理論とか思想という意味合いではなかなか理解しきれないことがあるとしても、このように、神の御業を知っていくことによって、大事なことは十分にわかりえるのだということも、心に留めておきたいと思う。それは聖書が、いわゆる思想書的な語り方ではなく、神の御業を書き記していくという手法を多用していることにもつながる。時として人間たちはこの聖書を、概念とか論理的発言の集大成のようにして考えて、それゆえ、出来事の部分は読み飛ばされたり、無視されたりするのだが、いやいや、イエスの言葉からすればとんでもない。そう思う。
 
 ヨハネ　14:12
 
　イエスの言い分にはしばしば驚かされるのだが、これもまた、である。父なる神の業を行うご自身の姿に、ご自身の神性が込められているのだと語った直後に、人間たちもまた、神の業を行うことができるのだと言う。人と神とは違い、人は神にはなれないのだという大前提がある環境での言い方であるのだが、それでも主としては、権威がどうこうということだけで取り沙汰するよりも、結局のところ、神にある幸いに至る業がなされていくことにこそ関心がある、そういう意識が見えてくる。そういう意味で、神は人に期待している、その歩み、その取り組みに期待している。本人の頑張りを評価するためではなく、その取り組みによって祝福が他の人に広がることを願うからこそ、である。
 
 ヨハネ　14:12
 
　さらに大きな業とは何か、ということが、人々の興味をかき立てる。神の御子であるイエスよりも大きな業を人が行い得るのか、とである。神が人に託されていることを思い巡らすとき、一つ、より大きな、と言えるであろうものに思い当たる。それは、人々のために尽くすこと、である。さらに言えば、より多くの人に対して直接に、ということである。神はしばしば、数の多さを意識されている。アブラハムよりも、彼の子孫である星の数ほどの人々を意識されている。イエス一人の取り組みよりも十二弟子の、あるいは70人の、そして、世界に広がっていく人々の存在を意識されている。5000人のパンは、わかりやすい。イエス一人でも、5000人にパンを与えることはできる。だがそれは時間がかかる。奇跡的に一瞬で配付は可能だが、そうでなければ延々とかかる。それよりも神は弟子たちを用いられた。もちろん、主がパンを増やして下さらなければどうにもならない。でも主はむしろ、人々が尽くして、行動して、そうして神の祝福が届けられていくことを重視される。それは確かに、より大きな業、である。業そのものの大小ではなく、より多くの人々のために、というその点を、主は意識されている。
 
ヨハネ　14:13-14
 
　イエスは弟子たちに、ご自分と同じ道を歩ませてあげる、という話をしている。理論的には、同じ、ではないけれども、イエスが言いたいのは、大いなる祝福を与える、という点である。実際には、人々の祝福のために御子は犠牲を払うのだが、弟子たちはこの時、偉大なる主イエスは素晴らしい栄光を手にするのだと認識しているので（それも間違いではない）、あなたがたも同じように、と告げるのである。イエスの意図、父なる神の意図がどこへ向けられているのか、それは聖書を読み、神と向き合う上で、大切なポイントとなる。
 
 ヨハネ　14:13-14
 
　弟子たちに与える幸いとして、ここでは「何でもしてあげる」ということが告げられている。ようするに、祈り願うことにしっかり応えてあげる、ということである。もともと、人は神によって支えられ、応じていただいて、それで生きていくことができる。神抜きではどうすることもできない、というのは、聖書の基本の主張である。だからこそ、ちゃんと応えてあげる、というこの約束は、神とのつながりにおいて欠かせないものである。よく分からない、不安な相手を追い求めるのではない、確実に助け導いてくださる方をこそ、私たちは信じているのである。人の思いとしては不安を抱くことも多いだろうが、そうであれば、この約束をしっかり心に刻んでおきたい。
 
 ヨハネ　14:13-14
 
　何でも、と告げられていることの意味を、好き勝手な話として曲解するのは、まあ、常識的にあり得ない。幼児がお菓子の山を求めて、その願いを聞いてあげる親はいない。間違ったことを求めているのに、約束だからと応じてあげるような神はいない。初めから、良くない事柄なのだと知っているのなら、自らわきまえるべきである。もし、気づかずにいるのなら、その時は、神がその願いを拒絶なさることを通して、真に良きものは何かを悟るべきである。もし、そういう姿勢をないがしろにして、何でも、と言い張るなら、それは神に対する不遜な行動となってしまう。もちろん、皆が分かっていること、だろうが。
 
 ヨハネ　14:15
 
　この言葉そのものは、それはそうだろう、と言えるものだ。イエスを愛している、つまり、心底大切に思っているのなら、イエスが告げる戒め、教えを受け止めて、応答していくはずである。人と人との関係でもそうだろう。あなたを愛しています、と言いながら、相手の言うことに耳を傾けず、相手の思いをないがしろにして、ということは考えられない。ただ、イエスの戒めとは何か、ということを、この節の前後を見ても何も出てこない。さかのぼって、13:34には新しい戒めとして、互いに愛し合うということが出ているので、このことだろうとは思うのだが、聖書の言葉というものは、視野を広げて見ていく必要性があると思わせられる。それも、現代の私たちのように、あちこちページをめくって確認することはできなかった時代が大半なのだから、その時々に、告げられていることの核心をしっかり心に刻みつつ、ということになるだろう。
 
 ヨハネ　14:16-17
 
　戒めの話をして、すぐさま、助け主の話をなさる。戒めは人が取り組むべきこと、でも、神の助けがあると語られる。必要なことはあるのだし、神はそれを曖昧に終わらせるつもりは全くない。ただし、その戒めを成し遂げる力は人に期待するのではなく、神ご自身が与えて下さるのだと、そういう話の進め方である。基本姿勢が、神が人に対して示しておられるものだ。だからこそ人は、私たちは、もっと積極的に、また、決意を持って、その教えに向き合い、取り組んでいくべきでもある。全て備えられているのに、いや無理です、と尻込みするのでは、わけが分からないと言われてしまっても仕方がない。
 
 ヨハネ　14:16-17
 
　聖霊は、三位一体と呼ばれる神であって、当然ながら、圧倒的な権威を持ってこの世に対して、人に対して、権威を及ぼされる方である。だが、その方が「助け主」と呼ばれている。助け、ということは、主たる取り組みは人間、私たちのほうにあり、それを援助して下さる方、と告げられているのだ。聖霊のご様子からすると、まさに、ではある。あまり目立たない、しばしば見過ごしにされている、それでも御業そのものは何ら滞りなく実現していく。父や子への態度ではこれは成り立たないのだけれど、聖霊においてはそれが十分にあり得るというふうになっている。神に対する姿勢としては奇妙な話だけれども、でも、キリストご自身が、「助け主」と呼んで、そういう状態をむしろ肯定されていることを思う。
 
 ヨハネ　14:16-17
 
　とは言え、聖霊を否定してはいけないという戒めは出てくる。それはつまり、聖霊を大げさに持ち出さなくてもよいけれど、でも、人の業とされている事柄、私たちが自分の取り組みとして意識している、そういう自覚が当然の事柄において、でも、もう一歩掘り下げて言うならば、それは実は神の御業、つまりは聖霊の業であることを、決して忘れてはならないという、そういう教え、道案内と、ここに語られている聖霊の事柄とは、大いに合致する。聖霊のことは、人自身が取り組んでいる事柄にまずは注目し、その上で、その一切が神の導き、御手の中にあることを意識することの中にこそ、御霊の意義を、そして三位一体として私たちに関わって下さっていることの意義が見えてくる。
 
 ヨハネ　14:16-17
 
　この点では、いわゆる聖霊らしいと人間が思っている事柄にばかり注目するのは、聖書が語る聖霊のお姿からすると、あまり望ましいことではないのだとも言えそうだ。そう、神秘的な感じの事柄、超常的な事柄、精神感応のようなものに類似するようなこと、もともと神は、そういう類のことには注目してこられていない。人の理解を超えた不思議、いわゆる奇跡は大事である。だがそういうことは、まさに神の業としてはっきりと示しつつなされている。それに比べて、聖霊の業とされている事柄は、むしろ、人間自身の取り組みとして意識されたり、あるいは感情とか、人の心の動きとか、そういうものに分類されそうなことである。実はそれにはまさに不思議、奇跡であるのだけれど、でも、人はそれを自分たちの取り組みとして意識しているし、それはそれで大事なことで、その上で、この一切は神のもの、という、こういうあたりこそ、助け主である方の真骨頂であるわけだ。
 
 ヨハネ　14:16-17
 
　聖霊の御業として、最も注目すべきことは、後で出てくることだが、神を信じるというそのことがある。信仰は、人間自身の行動である。だからこそ、神を信じよ、と呼びかけられているし、信じるかどうかが問われている。けれど、もう一歩、踏み込んでいくと、信仰もまた神から与えられたもの、賜物であるとも語られていることを見出す。つまり、人は自分自身の取り組みだけでは、とうてい神を信じることなどできはしない。堕落の問題からもそうだろうが、もっと普段の意識としても、自分たちの心がいかに神から遠く離れているかを、私たちは日々思い知らされているはずだ。それなのに、こんな者が神を信じるようになっている。信じさせていただいている。それはまさに神の業のゆえ、つまりは聖霊の業である。あくまでも人の業ではあるのだ。自動的になるのではない。紅海が分かれるような、人間は見ていればそうなる、というような奇跡ではない。でも、その人自身の取り組みを導き、推進し、そのようにしてくださっている神の業、こういうところに、聖霊の御業と語られていくことがあり、それだからこそ、御霊を否定してはいけない、そういうことである。
 
 ヨハネ　14:16-17
 
　聖霊の意義として、ともにいる、ことが告げられている。その背景には、イエスご自身が「今はついてくることが出来ない」（13:36）と語られたことがある。それは弟子たちにとっては衝撃的で、だから14:1からのところでは、ちゃんと迎えるとも、また来るとも語られている。理論的には、御子キリストは今も、これからも、ずっと私たちと共にいてくださっていて、置き去りになどされてはいない。何しろこの方は、「神は私たちと共におられる」という呼び名を持つ方なのだ。それでも、この時の弟子たちとしては、離れるという認識が強く、使徒1章でも離れていくということは意識されているので、なおさら、聖霊は共に、ということが強調される。理論的には、父なる神だって、共に、ということが旧約以来ずっと強調されているのだが。だから、聖霊だけが共に、ではない。その上での話である。
 
 ヨハネ　14:16-17
 
　この節に留まりすぎかなとも思うが、もう少し。聖霊が共に、ということが強調されるのは、すでに述べたが、聖霊の関与する領域として意識されているのが、人間自身の取り組みとして認識されるほうが一般的なものであることも関係する。つまり、お前たちが頑張りなさい、と突っぱねられているような感覚になる場面で、でも聖霊は共にいてくださっているのだから、という趣旨である。物事は複雑にからみあい、単純化して語ろうとするとその本質を正確に示せなくなる場合は多い。聖書は、論理的にすっきりとした説明をすることよりも、その複雑さのままに語り示そうとしている神の意図があるので、なおさらこのようにして、聖霊がいてくださるから大丈夫、という語り方にもなる。
 
 ヨハネ　14:16-17
 
　聖霊について、世はこの方を知り得ない、と告げられているのは、注目しておいた方がいい。しばしば聖霊の業というと、人々の度肝を抜くような不思議な現象を思い浮かべられやすい。だが、イエスはむしろ、聖霊の業は神を知らない人々には関知しにくいと告げている。この福音書が語る聖霊の業を思い浮かべると、確かに、である。16:8のように、罪を示すなどのことは、世の人たちはそれを聖霊の業として認識することはまずない。結果は体験するだろうが、そこに聖霊がどのように関与したのかは悟り得ない。信仰者は、そのようなことは人の思いでは出来ないことを知っているからこそ、そこに聖霊が働かれたのだと認識するけれども。だから、いわゆる奇跡の類とか、あるいはペンテコステの時のような不思議な現象などは、この福音書の告げることからすれば、別段、聖霊の業として意識する必要性はなく、聖霊の業はもっと重要な内面の事柄、ということなのだな、ということが見えてくるだろう。
 
 ヨハネ　14:18-19
 
　捨てない、と告げられるのは、世がイエスを見ることはなくなる、ということと結びついている。世が見なければ、信仰者たちもまた、肉眼で、あるいは体感的にはイエスの存在を知り得なくなるのであり、それが弟子たちに戸惑いをもたらすのは避けられないことだ。この、見なくなる、という話は、十字架のことだけでなく、その後のことも含めてのことであろうが、でも、十字架の際に弟子たちが示した混乱は、この衝撃がどれほど大きいのかを考えさせられる。またそれは、後の弟子たちが、主の再臨はすぐさま、という意識を持ったことにも影響しているのだろう。でも、イエスの言葉からすれば、目の前に見えているかどうか、この手で触れることが出来るかどうかではなく、つまりは人間が感知するかどうかではなく、もっと大きく、そして確かに、神は豊かに働いておられること、共にいてくださっていることを、人は信頼していくことが必要と言えるだろう。イエスと共にご飯を食べたいと願うのは親しみとしては良いことだが、隣に座ってくれていないと不安に陥るというのでは困る。それが行き過ぎると、シナイ山でイスラエル人が、モーセの姿が見えなくなったから金の子牛を、と言い出したのと同じようなことにもなりかねない。
 
 ヨハネ　14:18
 
　戻ってくる、というのは、14章の初めでも語られていることで、イエスが離れるのが一時的であることを告げるものである。とは言え、それが数時間、数日、数年というものかどうか、という部類のことは、イエスは話しておられない。むしろこのように警告しておられる様子からすれば、ちょっと待てば、という程度の話ではないのだな、と理解できる。今の私たちは2000年を経て、まだ待っている状況にあるが、それだけの時間が過ぎた者たちに対して、この呼びかけはとても意義深いものであることを思うのだ。主が人々の感知できるような形で戻ってくるのがいつかは分からないけれども、それがまだ先だったとしても、でも、そのことは決して、主が私たちを、この世界を忘れているとか、見捨てたとかではないし、また、助けは継続しているということを、しっかり覚えておきたいと思う。
 
 ヨハネ　14:19
 
　見なくなるのは、世だけではなく、弟子たちもではあるだろう。でもイエスはそこで、あなたがたは私を見る、と語られる。視力で見るわけではない。生きることによって、とある。つまり、弟子たちが、信仰者たちが、主を信じ、主の助けと導きを信じて、つまりは聖霊の働きかけの中にあって歩んでいくならば、そのことを通して、イエスが自分たちと共にいてくださること、その恵みが今そこに注がれていることを十分に知り得る、体験できる、そして、慰められ、励まされ得る、ということだ。そのことを考えると、信仰とはやはり生きることである。神にあって生きることである。単なる観念ではなく、思想でもなく、生かされていくこと、その日々であるのだ。
 
 ヨハネ　14:20-21
 
　その日、という言い方は、しばしば、キリスト再臨の時、終わりの時を指すのだが、ここではどうだろう。そういう大々的な話ではなく、むしろ、信仰者たちの日々の歩みを意識した方が良いように思われる。つまり、人々がキリストを見なくなり、しかし、弟子たちは見ていると言われている状況であり、そして、見ていない世もまた、キリストを信じる者たちの歩みを通して、ここには主がおられるのだと知る、気づかせられる、そういうことが起こるのだと語られている。だからこそ21節では、主の戒めのとおりに愛することが取り上げられている。神が圧倒的な力、物理的な力によって自らを指し示すのは容易だが（神にとっては）、それは人々を真に神へと向かわせるものにはならない。だからこそ神は、人々が神を恐怖することよりも、人々が神に関心を抱く道筋を意図される。
 
 ヨハネ　14:22-24
 
　ユダは、とは言ってもこれはイスカリオテではないユダであるから、その問いかけは真摯なものであったと理解できるのだが、でも彼は、イエスが自らを表明しない理由を問いかけている。一般的にはそうなのだ。イエスの兄弟たちも言っていた。良きものを持っているのなら、人々の前に出て、人々によく示していくべきだ、と。それが通常である。けれどイエスは、神として人々を圧倒することよりも、信仰者たちの姿を通して神の恵みを表していくことを意図される。それこそが人々が神を思うようになる要であるからである。私たちはしばしば誤解している。神の偉大さというものを、神の全能の意味合いを。主の願いは、人々が信頼し、期待し、そうして慕い求めるようになることであり、神を恐怖して服従することとは別のものなのだ。
 
 ヨハネ　14:23-24
 
　イエスを愛する、とは、単に好きになるとか、親しみを覚える、というだけの話ではないのだな、と、この言葉を見ると認識できる。この言葉の原意には「覚悟を決めて関わっていく」というような意味合いが込められているが、それだから、信じることと愛することは、キリスト教においては同義語としても扱われる。ゆえに、これはすぐさまというわけにはいかないだろうとは思う。一目惚れして、その日のうちに結婚というのが奇妙であるように（不可能ではないし、否定する必要もないけれど）、共に歩む中で主を知り、主に馴染み、そうして、この方について行く、というふうになる。これから、という相手を拒んだり、道を狭くする必要はない。どんなにちょっとした思いでも、主へと向けられているのなら、それは実に幸いである。この認識は、本人よりも周囲、その人を思い、支援したいと願う者たちの側のあるべき意識である。
 
 ヨハネ　14:25-26
 
　聖霊のなしてくださることは様々あるが、ここにはそのうちの一つが告げられている。理解すること、あるいは覚えていることについて、決して万全ではない人間たちにとっては、実にありがたい、大いなる幸いが語られている。イエスはこの場面のように、地上に、弟子たちの前におられる時点で、様々に語り、示して下さっていた。だが、それをすべて覚えていられるわけではないし、また、理解できているとも限らない。十二弟子にしても、全く理解できていない様子がそこここに見られる。でも、聖霊はその一切について示して下さるのだと言われている。これほどありがたい、そして心強いことはない。
 
 ヨハネ　14:25-26
 
　聖霊が示して下さるから、という話は、マルコ13:11などにも出て来る。とは言え、これを、それだから何も考えなくてもいいとか、放っておいて構わない、というふうに受け止めるとしたら、それは主の意図を知らなすぎる。この呼びかけは、大丈夫だから、という励まし、慰めであり、そしてまた、人の足りなさを自覚するようにという戒めであって、のほほんとしていればいい、ではない。もっとも、日本社会のように、追い込みすぎの状況の場合には、主に委ねよ、という意味合いを強調すべきかもしれないのだが。
 
 ヨハ14:27-31
 
　イエスが与える平安の話である。31節までの話からすれば、平安が語られる理由、つまり不安の原因は、イエスが去って行くこと、「この世を支配する者」が到来することによる。それに対して、イエスは再び到来するから大丈夫、イエスが去ることはより大きな力の発揮につながるので大丈夫、そして、神の力はこの世の支配者よりも強いので大丈夫、というように語られている。物事は全体を意識する必要がある。目の前の大変さだけに心を奪われていると、実は大丈夫、ということが見落とされてしまう。そのゆえの不安に振り回されるのは、あまりにも残念なことだ。
 
 ヨハネ　14:27
 
　イエスが与える平安は世が与えるのとは異なっている、と告げられているのだが、新改訳2017の言い回しは、平安の内容ではなく、与え方が違う、という意味合いを強調しているように感じられる。もしも、そういうつもりでないのだとしたら、訳語として検討した方が良さそうだ。で、与え方が違う、ということなのだと主張しているのだとすれば、他の日本語訳とは少し様子が違うし、手元にある英語訳とも違うようにも見える。それらの翻訳、あるいはギリシア語は、中身なのか与え方なのか、という区別を意識させない言い回しになっているようだ。だから、27節の言い回しだけで言えば、これは与え方のことなのだ、という主張も可能ではある。が、それ以降に書かれている違いは、与え方というよりは中身の違い、決定的な違いであろうと思う。だからここは、与え方の話ではなくて、与える内容が違う、という話なのだと、そういうつもりで読んだ方が良い。
 
 ヨハネ　14:28
 
　イエスが与える平安の根拠は、まずは、イエスが再び戻ってくること、である。それは単に再来の約束ということだけではない。離れている間も含めて、主は一切の責任を持って下さるという意味合いが伴う。それこそ、羊飼いとしての責任を担っておられる方の幸いである。戻っては来てはみたが、その時にはすでに民は死に絶えていました、では何の意味もない。この後の弟子たちの言動を見ても分かるが、彼らはイエスが「離れて」いることのゆえに祝福が制約されるということは全く意識していない。再会は楽しみだし、再来時の出来事も楽しみ、でも、それまでは神の祝福を辛抱せねばならない、などという意識はない。この意識は、再臨について、世の終わりについて考える際には大事なことである。
 
 ヨハネ　14:28
 
　イエスが離れることには、より大きな利点もあるのだということが語られている。他の箇所でもそれに関連する話は出ているが、十字架のかかる前の地上でのイエスのままであるよりも、祝福はもっと大きくなるということは確かに語られている。その背景には、父なる神の偉大さがあるのだが、その御許に行くのだから、という説明の仕方にもなっている。この点でも、主が昇天されたことについて、聖書はそこに何らか、限界が発生しているとか、しばらくは辛抱だ、というような意味合いは示していない。様々な困難を見ることは多いのだが、私たちはそれ以上に、神の祝福の豊かさ、さらなる広がりを意識すべきである。
 
 ヨハネ　14:29
 
　この言葉は、預言というものの意味合いを理解するための、良き手がかりである。予告されても、人はそれを把握しきれていない。備えも、ほぼ常に足りない。警告されていても過ちに陥ることもある。だとすれば、預言、予告は何のためか。それは、そのことが起こったときに信じるため、である。そこに神がおられること、神は一切を支配されているのだと気づくこと、そして、全てを統括しておられる神がいるのだから大丈夫だと信頼し、待ち望んで行くため、である。イエスの言葉も、それから旧約の預言も、この視点で見ていくと、ずいぶんと整理されていくだろう。
 
 ヨハネ　14:30
 
　この支配者が何を指しているのかは漠然とした言い方である。特定の人物を意識することもあるだろうし、世の中の動き全体を考えさせられる場合、そして、まさに悪魔を考えることも可能である。ただ、対象を特定することよりも重要なのは、それはイエスに対して何の力も発揮できないということである。この後すぐに弟子たちは、イエスが捕らえられていくのを見る。イエスが世の力に圧倒されているように見えるのは事実である。だがイエスご自身は、それらには何の力もない、と言い切っている。十字架の死ですら、である。神は優しいだけでは足りない。慈しみだけでも足りない。その方は偉大であり、全能の、万軍の主であることが欠かせない。それゆえにこそ、この方はその優しさも、慈しみも実現できる方なのだから。
 
 ヨハネ　14:31
 
　あなたがたに与えられている支えは万全だから、心配はいらない、不安は必要がない、大丈夫、だから、さあ進み行け、ということである。進むべきであると理解できていたとしても、それで動けるほど、人は強くはない。だから主はこうして、あなたには確かな守りがあるのだということを語り続けている。それなのに戸惑い続けるとしたら、その時に、その信仰が問われていくことになる。弟子たちについて言うなら、彼らは当面は、この呼びかけに応じられていない。だが、主の確かさを知り、その働きかけを得て、それで彼らは歩き出す者となり得た。とすれば、私たち誰でも、十分にその可能性はある。諦めるべきではない。
 
 ヨハネ　15:1-3
 
　ぶどうの木の話は有名で、キリストにあることの意義を知る上で大いに参考になる。羊飼いの話と、また別の視点が与えられていると思ったらいいだろう。まずは、キリストはぶどうの木で、神が農夫に当たると告げられている。そして、刈り込みの話が出ているので、父なる神の立ち位置は、人々がより良くキリストによる祝福を手にできるように働きかけて下さる方、ということになる。この救いは、単にキリストによって成し遂げられただけではない。それが人々の中に豊かに発揮されていくために、神ご自身が取り組んで下さっているのだ。天国まで到達したら合格、などというものではないことが、ここにも示されている。
 
 ヨハネ　15:1-3
 
　この箇所で気になるのは、刈り込みをなさる、という点だろう。弟子たちもそれを気にするとイエスは承知されていたようで、3節のように、あなたがたは大丈夫、とある。その時の弟子たちは、とうてい、大丈夫と言える状態ではない。彼らはすぐ後でつまずき、倒れるのであるから。でも大丈夫だと言われるのは、つまり、刈り込みの意味合いである。それは、良い状態のものを残して、悪いものは排除するという意味ではなく、そこにある枝がよく保たれていくための働きかけ、ということである。すでにきよい、というのだから、キリストを慕い求めている以上は、その人はすでに神のもの、この世的な言い方をするなら、合格、なのだ。その点を、まず押さえておきたい。
 
 ヨハネ　15:3
 
　刈り込みの話の続きになるが、この3節は、人の観念を覆す驚きを伴うように思う。きよい、とは、話の流れからすると、「わたしの枝」であって、また、刈り込み必要性がクリアされていることになる。で、イエスが話した言葉によってすでにきよい、と告げられている。身近にいた弟子たちはイエスの取り扱いを受けているから大丈夫、ということではない。そうなのだとしたら、ただのえこひいきである。また、イエスが語った言葉に摩訶不思議な効力があって、それが鼓膜に届いた人を浄化するなどという意味でもない。その類の話は世の中にたくさんあるが、聖書はそのような方式を語っていない。とすれば、イエスの呼びかけに耳を傾けて、それについていこうとしている者、ということであろう。からし種ほどの信仰でも、と告げられていたことも思い出す。もともと信仰も、きよさも、人の側でどうこうできるものではなくて、神がなしてくださる幸いとして提供されている。
 
 ヨハネ　15:1-3
 
　刈り込みのことをもう一つ。この言葉は、厳しい扱いを受ける、というイメージで受け止められることが多い。それで戦々恐々とし、できれば避けたいとか、仕方がないので覚悟をもって、というふうに受け止められる。だが、この話には、神を慕い求める者たちに対して、厳しい修行を課す、みたいな様子は見られない。スポーツ選手が身体能力の向上を目指すために過酷なトレーニングを受けるような印象すらない。まして、腐ったミカンは取り除け、お前はどうだ、などというものではない。これは、もっと良い状態を与えるために働きかけてやろう、という意味合いのほうがぴったりである。たとえるなら、床屋の椅子に座って、髪の毛を切ってもらうように。幼子は、それをけっこう怖がる。逃げ出そうともする。目の前ではさみが振り回され、髪の毛という自分の一部だったはずのものが切り取られていくので、これは恐怖だと考える。でも大人たちは、これを心地良いと受け止める。やっていることは同じで、確かに身体の一部にはさみを入れている。でも、その意味合いは全く違う。だとすれば、私たちはこの刈り込みを、もっと積極的に歓迎し、楽しむべきなのではないか。
 
 ヨハネ　15:4-5
 
　刈り込みの話も、実を結ばせようというのが、神の意図、目的であることが、この言葉ではっきりする。留まるのも同様である。どこにいるのが正しいか、あるべき場所か、という議論も大事ではあるが、神が人に向かって呼びかけられる時には、そこに込められているのは、人が幸いを手にするためには、という趣旨である。正しさは必要だが、単に正しいだけでは、神にとっては意味がない。人が神にあって確かに歩み、そして、祝福を手にしていくことを、神は切に求めてくださっている。だからこそ、人が神から離れていくことに対して、激しく厳しく、それはだめだと語られてもいる。
 
 ヨハネ　15:4-5
 
　キリストに留まっていなければ実りは得られない、というこのことは、キリストへの信仰の本質に深く関わっている。時として、この信仰を誤解して、キリストが提示された生き方を踏襲することだというふうに受け止められていることがある。仏教ではそのとおりだ。そこではお釈迦さんが提示した道を踏襲し、そのように生きていくことによって、その幸いを手にできるという教えになっている。だが、キリストの教え、旧約以来ずっと語られている神の告げていることは、それとは全く違う。神の教えを全うするかどうかではなく、神に結びついているかどうか、それが課題なのだ。もちろん、教えに従って生きることは大いに意義がある。益がある。だが、それよりも重要なのは、神によって生かされ、神にあって生きていくことである。
 
 ヨハネ　15:6
 
　話の流れを間違わないようにしよう。実りがないと投げ捨てられて、燃やされてしまう、というのではない。留まっていないと、である。示されている絵図はとても単純、そして常識的だ。幹から落ちる枝、それはつまり枯れて落ちるのだろう。そうしたら、もはや薪にするしかない。でも、なかなか実りがないけれど、でも留まり続けているのだとしたら、それを切り捨てるかどうかは、身の回りでも様々あり得る。そして主は、実りの良さで、つまりは業績で、人を判別などはしない。この言葉の意図は、留まり続けないとどうにもならない、ということである。
 
 ヨハネ　15:7
 
　これは驚きを伴う言葉だ。留まっていれば、神は確かに願いを聞き届けてくださる、というのだ。何でも、と言うけれど、そこは常識的に、悪いもの、害をなすものではない。この何でも、は、無理だろうと諦める必要はないということ、あるいはこんなに要請して良いのかと遠慮する必要もない、ということである。神の願いは人々に幸いをもたらすことにある。そのために留まれと言い、そして、求めよと言う。神ご自身の切なる意図を見ようともしないで、神に対して熱心、などと言うことはあり得まい。
 
 ヨハネ　15:8
 
　ヨハネが、この時、イエスが語られたことを、そのまますべて記録したのかどうかはわからない。録音機器などあるはずもなく、速記か何かでも利用しなければ、一言一句は無理があるだろう。むしろ、現代人よりもはるかに記憶力が優れていた時代、その場で聞いていたことを、後で、仲間たちにも確認しながら書き起こしていた、のではないかとは思う。それを、文脈としての整合性よりも、できるかぎりそのまま書き記していこうとした、とすれば、こういうふうにあちこち話題が飛ぶのもわかる。むろん、全く別の話ではなく、関連した話の中で、のことだが。神ご自身は、そういう取り組み方を是とされた、ということであろうが。
 
 ヨハネ　15:8
 
　実を結ぶことと、願いが聞き届けられることが、一つのつながりとして語られている。この点でも、主の意図は、人々が幸いを手にすることにあるのだと認識できる。そしてそれが、イエスの弟子になることによって、神が目指しておられること、である。弟子となることの意図について、人間の側としては、自分の利益のため、のような意識ではないだろうと思う。そういうのが存在しないわけではないが、自己実現的な意識ではなかっただろう。でも、神の側が持っておられる意図は、このように、明らかに、人々に幸いをもたらしたいという、それが人々を弟子とする意味合いであるのだ。この認識は、しばしば信仰とか熱心というものが曲解されていることを考えると、とても大事なことだと思う。
 
 ヨハネ　15:8
 
　父が栄光を受ける、この言葉は大いに考えさせられる。神の栄光のために、みたいな言い方は、様々な宗教、あるいは王様の栄光のために、みたいなふうにも、いくらでも語られる。だが、聖書が多用するこの言い方は、神のためには一切を犠牲として、ひたすら神のために、みたいな部類の話とは、全く整合性がない。何しろ神は、罪人を救うためにご自分が最大の犠牲を担われているのだから。それを考えると、栄光とはつまり、神がその望みを実現すること、そしてその望みとは、人々がいのちを手にすること、神はそれを切望し、だから、人々がこの救いを手にしていくとき、まさに、天においては歓喜の叫びが上がるのだ。（ルカ15:10）
 
 ヨハネ　15:9-10
 
　イエスの愛に留まる、とは何だろう。愛されるにふさわしい者であれ、という意味ではないはずだ。世間的にはこの受け止め方があり得るだろうが、でも神の愛は、ふさわしくない者たちに注がれている。とすれば、愛されていることを忘れず、愛してくださっている神への信頼を放り出さずに、この方は必ず私を顧みてくださると信じ続けること、であろう。この点では、人間同士の信頼関係を思い起こすのがふさわしい。「私を信じて」と呼びかける時、それは、様々な事情で信じ切れないだろう、それがよく分かる、でもそのまっただ中で、私があなたを大切に思っていることを、どうか信じてほしい、頼って欲しい、任せて欲しい、そういう切なる呼びかけで、まさにそれは神が人に対して、「私を信じよ」と告げられることと重なる。
 
 ヨハネ　15:9
 
　父が私を愛したように、とは何だろう、と興味が湧く。父なる神が御子を愛する、そこには、愛さない、などという可能性は皆無の、密接な状態がある。この愛が壊れることはありえない。そして御子は言うのだ。私はそれと同じようにしてあなたがたを愛する、と。ということは、御子が私たち人間を愛されるそのことは、どんなことによっても突き崩されることはない、のだ。ローマ8:38-39も思い出す。外からの妨害は効果がなく、そして、私たち自身の至らなさ、課題ですら、この愛は壊せない。人の罪は人が手にするはずの祝福を壊すことはある。だが、そのような罪ですら、神の愛は壊せない、のである。これは大切な理解であろう。
 
 ヨハネ　15:10
 
　戒めを守ることと、愛に留まることが、一つのこととして語られている。世間一般としては、この二つは対立する事柄として見られているのでは、と思う。愛は優しく迎え入れること、戒めは厳しく排斥すること、のように。でも、ここには全く違うあり方が示されている。神の語られる愛を考えてみると、確かに、である。愛することは、愛する者にとって厳しい要求が伴う。愛されるのはありかたいことだが、愛するのは容易なことではなく、果敢なる取り組みが必要とされる。でもそれを推し進める。これはまさに、戒めを守ること、に合致すると言える。「あなたは私を愛するか」という問いかけの鋭さと、そして、神が人を愛してくださっていることの深さを、思うのだ。
 
 ヨハネ　15:11
 
　弟子たちはイエスの言葉をどれだけ理解していただろうか。十字架そのものまでは分かっていない。しかし、イエスが進まれる道、人々に語られている道の過酷さと、しかしそれがなければどうにもならないことは、認識していたのだろうと思う。ただ、神のそのような御業が遂行され、成し遂げられていく光景を、彼らはまだ見ていない。その状態でこの教えに向き合うのだから、混乱の中に放り込まれていたとしても当然だろう。それはあの時の弟子たちの行動にも影響し、そしてまた、復活後の大転換にも大きく影響したことを思わせられる。
 
 ヨハネ　15:12-17
 
　13節は印象深い言葉だが、この言葉だけ切り取ってしまうと、はたしてイエスが語られた意図に沿うかどうか、ちょっと気になる。この文面だけが取り出されると、例えば、メロスと友人のセリヌンティウスの関係は世界で最も尊い、ということになってしまう。親の愛、夫婦の愛、いや、神との関係をも越える、というように。聖書で言えば、ダビデとヨナタン、ということか。でも、それは妥当ではないし、そういう比較をするためにイエスがこの話を持ち出しているとは思えない。むしろこれは呼び水的な言葉で、これに続く事柄、イエスが弟子たちを友と呼んでおられることにつながるものだろう。つまり、何物にも代えがたいほどに、私はあなたがたを大切に思っているのだよ、ということである。
 
 ヨハネ　15:12-17
 
　それで、イエスは弟子たちを友と呼ばれている。命じることを行うなら、と条件付きのようにも読めるが、命じる内容は12節、互いに愛し合うこと、であるから、愛する、という行動が重要な鍵となっているかどうかが問われていることになる。この場合の愛は感情的な好意ではない。その相手の幸いのために犠牲を払って尽くす覚悟があるかどうか、である。そのような意思と行動によらなければ、この世界の混乱は解決できないから、でもある。だから、そのように取り組む者は、もはや単なるしもべきではない。同労者、仲間、一緒に目標を目指している友であるのだ。
 
 ヨハネ　15:15
 
　全て知らせたから友だ、という短絡的な話ではないだろう。情報のレベルの話ではなく、この愛し愛されるという点こそが、神と人との関わりの要であることを指し示している、それに目を開かれていくときにこそ、人々は神を知り、その道を知り、そして、神と共に歩んでいくことになる。それはまさに友の姿だろう。それを考えると、ここにある友とは、友情の話よりも、同志という意味合いの方が強いと考えた方がわかりやすい。この世にあって、人が神の御心を求めて行く、それはこの愛することによって、であるのだから。
 
 ヨハネ　15:18-20
 
　これは弟子たちがこれから厳しい状況に巻き込まれることを思いつつ、その中でも挫折しないこと、あきらめてしまわないことが意図されている。人は、思いもよらない事態に弱い。だが、それはあるのだと分かっていると、耐えることが可能になる。慌てると事態はますます衰退する。だが、覚悟を持って取り組んでいるなら、様子は大きく変わる。あきらめて欲しくない、だから神はこうして、一切は神の御手の中に掌握されているのだ、と語り示してくださっている。
 
 ヨハネ　15:18
 
　人々への励ましとして、イエスご自身も憎まれている、ということが挙げられているのは印象深い。つまり、決して自分たちが神から見捨てられて、それでこんにひどい目に遭っているのではない、ということだ。と同時に、単に憤ったりするのではなくて、これが常の有様なのだということも意識するようにとの話でもある。決して喜ばしくはない、でも、主がそれを受け止められたのであれば、主に従う者たちの姿勢はそれについていくものでありたい。左の頬を、とか、復讐するなという話ともつながってくる。
 
 ヨハネ　15:19
 
　憎まれる理由は、世の者ではないからだ、とされている。異なる人々を排除しようとする。なるほどそれは日本のような社会だけではないのだなと思わせられる。そしてまた、世の状態と同じではない、というしるしだと言われるなら、それはありがたいというか、誇らしいことでもあろう。詐欺集団から、あついは仲間ではない、と言われるとしたら、と。もっとも、世との違いという時、何が違っているのか、という点は考えねばならない。単に飛び出しているとか、喧嘩しているでは、何の意味もない。主に従って、神が与えられた幸いを歩んでいるゆえに、であるかどうか、そこはよくよく確かめねばなるまい。
 
 ヨハネ　15:20-21
 
　冒頭の言葉は印象深いのでいろいろと利用されるが、本来の意味合いは、私たち信仰者は、あくまでも主に従う者であり、だからこそ、主の進まれた道と同様になるのだということである。もっともそこには、主が栄光のお方であるように、私たちが指し示されている道もまた、幸いに至るものであることは意識しておきたい。このことを考えると、主がよみがえられたように、神は私たちをも生かして下さるのだ、という呼びかけがいかに重要であるかを思わせられる。
 
 ヨハネ　15:22-25
 
　罪はない、とあるが、知らなかったから仕方がない、という論理は成り立たない。もともとこの話は、人々がイエスを否定し、憎んでいる、という話である。その点を意識すると、イエスの到来に出会わなければ、こんなふうにイエスを否定もしなかっただろう、という意味合いとも言える。彼らは、イエスを知り、その大切な呼びかけを聞き、その確かな御業を見たゆえに、迫害に走っている、ということだ。とすれば、彼らに弁明の余地はないと言われるのも当然であろう。
 
 ヨハネ　15:23
 
　私の父、とは主なる神のことである。聞いている弟子たちも理解している。人々は、イエスに反発し、イエスを嫌っている。だが、彼らは主なる神を崇拝しているつもりでいる。これが悲劇である。この23節の言葉は、人々が陥っている事態の深刻さを鋭く語っている。使徒5:39の警告は、よくよく考えておくべきものである。むろんそれは、間違っていそうなものを放置するという意味ではない。そして、イエスの言動を見知っていくならば、それが確かに神にあるものであることは明らかである（ヨハネ10:32）。人々は、自分が神を否定しているのだということを、認識すべきである。が、しばしば、それが見失われている。見ないことにしているのかもしれないが。
 
 ヨハネ　15:25
 
　これは詩篇69:4を指していると見られるが、その箇所がイエスに対する人々の扱いを告げている、と考える必要性はない。それはダビデが苦境の中で神にうめいている箇所である。イエスご自身の境遇とは相容れない。ただし、ダビデが悪いことをしたからつらい目に遭っているわけではない。そのことはユダヤではよく知られていたのだろう。その情景を用いて、今、人々がイエスに対してしている扱いの間違いを浮き彫りにしている。述べられてきたように、人々は神のせっかくの慈愛を拒み、救い主を拒んでいるのだから。なお、この救いが御子の犠牲によって実現することは、人々がキリストを拒んでいることの問題性とは別の話である。
 
 ヨハネ　15:23-25
 
　弟子たちはイエスの言葉を、自分らが虐げられていることの理由を示すもので、自分たちの側に真実があることを指し示すものとして受け止めていただろうと思う。もっともこの時点では彼らは、まだ、さらなる厳しさを知らずにいるのだが（ただし、絶望するほどの厳しさを彼らが体験するのは、ほんの36時間程度である。神は、それが必要である場合ですら、決して人々を嘆きの中に残してはおかれないのだ）。でも、イエスご自身はこのことを語りつつ、その心は涙に濡れていただろうと思う。神ご自身にとって、人々のこういう姿は嘆きである。痛みである。怒りより、そうやって人々が自らを壊していくことは、切なる悲しみである。人は、神のその嘆きを知る必要がある。
 
 ヨハネ　15:26-27
 
　ここにある聖霊の証しは、世に対して、であろう。だから、弟子たちも一緒に、と語られている。聖霊が信仰者たちに指し示してくださるのは確かであるけれども、イエスの語られていることからすると、むしろ、聖霊の業は、世に対してこの幸いを指し示すためにこそなされていると言って良さそうだ。聖霊の業は人の領域では十分に把握しきれない。でも、あなたがたも一緒に、と告げられていることは大きい。主を世に対して語り示し続けることは、とても大きな、そして価値ある業であるのだ。
 
 ヨハネ　16:1-4
 
　弟子たちに警告を発する理由として、イエスは、そのことが起こったときに愕き慌てることがないため、ということを語られる。似たようなことは何度か出て来る。そのことを手がかりに考えてみると、預言において未来を予告するものの意味合いも、それが起こったときに、人々が愕き慌てないため、ということが当てはまりそうだ。準備を整えよ、ということではない。それはできないことも多い。対処しきれない事態、でも、そのことがすでに主から告げられているなら、この一切は神の御手の中にあるのだと気づくことができる。そして、神の御手から漏れることはないのだと思い出すなら、自分には対応できないことが起こったとしても、それでもなお、主に寄り頼んで歩み続けることができる。これは大事な支え、土台であり、そのためにはこうやって予告されていることを覚えておきたい。そうすれば、事態に直面したとき、戸惑い慌てるよりも、おお、大丈夫、これは知っている、これは主が告げたこと、と思い出すことができる。
 
 ヨハネ　16:1-4
 
　それにしても、慌てずにいられるかどうか、言い換えれば、神を信頼していられるかどうかが大きな鍵であるというのは、実に意義深い。人の力には限界があり、知恵にも限界がある。できないことはいくらでもある。それだけを持ち出すなら、無理、としか言いようがないし、これを人の理性で乗り越えようとするなら、仏教が語るように、捕らわれないこと、安全でいたいなどとは思わないこと、が必要になるだろう。でも、主が示すのは別の道である。それは、人にはどうにもできなくても、主にとって不可能はなく、だから、主に頼れば良いのだ、ということである。これは、聖書が語る神の姿、御業、御心の全体にも関わっている。
 
 ヨハネ　16:2
 
　非常に考えさせられることが告げられている。人々は、神に仕え、神に対して熱心に取り組んでいるという意識で、しかし、神の真実を拒んでいるのだと言う。これでは判別ができない、と言いたくなりそうだ。熱心な人たち、誠実な人たちが、実は間違っているのだとしたら、と。自分自身についても、本当にこれは大丈夫か、と不安になるかもしれない。大丈夫、と胸を張っている人が一番危うい、のかもしれず。でも、出発点から違っている。自分の思いではないのだ。熱心でもないし、確信でもない。大事なのは、神がどのように告げられているか、それに応答しているか、である。だから、どれほど立派で、熱心で、犠牲的であったとしても、それでも、もしそれが、神の告げていることとは違っているとしたら、それではどうにもならない。逆に、どれほどレベルが低く、何も誇れない状態だとしても、主の告げているままに受け止めているなら、だとしたら、それは主の道を歩んでいる事、なのだ。
 
 ヨハネ　16:3
 
　神を知らない、というのも、反対者たちは必ず言う。私たちは神を知っている、と。あるいは、神を理解しているとか、神の真実を捕らえている、とか言うかもしれない。でも、神が向き合っているのは全人類である。ある種の偉大な思想家ではない。神の祝福は、一部の人たちが言っているような複雑さではなく、もっとそのままに受け止めた方がふさわしい。そう単純には済まない、と誰もが思っているのだが、だからこそ、人の思いではなく神の呼びかけに応ずることを心掛けつつ、主の声に耳を傾け続けていきたいものである。
 
 ヨハネ　16:4b-6
 
　イエスの一連の話の背景には、まもなく十字架があり、そして、イエスがいつも弟子たちの目の前にいる、という状態は終了するから、だと語られている。今の私たちは、イエスが昇天された後の状態に慣れているので、この時の弟子たちの戸惑いは、あまり実感しないだろう。だとすれば、やがては顔と顔を合わせて主に会えるときが来る、という約束の豊かさを考えておいた方が良い。私たちが予想しているよりもはるかに豊かに、主と共にいる恵みは大きいのである。逆に、弟子たちの喪失感はよほどのものだったのだろう、とも。
 
 ヨハネ　16:7
 
　弟子たちの喪失感に対して、イエスが与えた平安につながる約束は、聖霊の臨在、である。三位一体の中身は分からないところが多いので、イエスが去らなければ聖霊は来ない、去れば来る、ということのメカニズムを探求しなくてもいい。イエスが告げたのは、ご自分が去ることは避けられない。だが、その先にはちゃんと聖霊の臨在がある、という安堵のための約束である。そこをしっかり受け止めておけば、三位一体の極意が不明でも、何ら問題はない。イエスご自身が説明しておられないのだから。
 
 ヨハネ　16:8-11
 
　この部分は、落ち着いて読むべきだろうな、と思う。まずは8節である。以前の訳では「世に誤りを認めさせる」となっていたが、2017版は「世の誤りを明らかにする」としている。前者なら、聖霊は世に対して働きかけるという意味になるし、後者なら世のほうが間違っていることを弟子たちに示す、という趣旨になるだろう。翻訳の話をする気はないのだが、意味合いがだいぶ違っているので、気になるところだ。「世に」だとすると、では、聖霊の到来によって、世の意識は何か変化しただろうか、と考えさせられる。世の全体は、相変わらず、神を認めずにいるのだから。でも、一部であっても、人々が神を信じるようになっている、そのことは聖霊の到来による、と言うことか。もっとも弟子たちは聖霊の「到来」以前から信じているので、聖霊の「到来」が不可欠かどうかは、それはそれで議論が出てきそうだ。いやいや、聖霊は以前からおられたわけで、キリストが昇天しないと動き出さない、わけではないのだが。
 
 ヨハネ　16:8
 
　昨日の続きだが、となると、ギリシア語をどう理解するかの論義は横に置くとして、「世に」誤りを認めさせる、というのは、それもありだけれども、理解として多少複雑になる。「世の」誤りを明らかにする、だとすると、これは弟子たちに対するものとなるから、聖霊が世に対してどう働きかけるかではない。それよりも、聖霊がおいでになると、弟子たちに対して、「やっぱり世の方が間違っているのだ」といういことを示してくれる、確信させてくれる、安堵させてくれる、ということになる。聖霊の到来が、世の変革の話としてではなく、弟子たちに対する励まし、支えとして語られてきていることからすると、こちらのほうがすんなりではある。少数である弟子たち、イエスの言葉を信じているけれど、世の大半はそれを否定している、やはり彼らの方が正しいのだろうか、と弱気になるところ、いやいや、あなたがたの信仰は真実だと、聖霊が励ましてくれる、ということになるなら、それは実に大きな幸いであろう。
 
 ヨハネ　16:8
 
　この違いは、どちらであってもキリスト教信仰全体からすると成り立つのだが、違いは大きい。これを、どちらもありでしょう、と済ませる方が学問的には穏当であろうが、でも、聖書という神の言葉と向き合い、神からの呼びかけを受け止めていこうとするに当たっては、どちらもありというのでは物足りないようにも思う。どうするか。こういう場合は、ひとまず保留にしておいて、続きの所を読み進めてみると、その答えが見えてくる場合もあるので、そうしてみよう。9-11節について、である。
 
 ヨハネ　16:9
 
　聖霊が「到来」すると，誤りを明らかにするのだと語られている、その中身が9-11節に3つ、示されているで、順に見てみよう。一つ目は罪について、であるが、罪について、世の受け止め方には誤りがあるのだと語られている。一般には悪事の類、人を傷つけたりすることが悪であり、罪である。旧約律法もその大半は、人々の暮らし、社会が平穏に進んでいくためのものであり、それを損なう行動が悪、罪として処断されている。このこと自体は間違いではないし、必要な認識でもある。が、ここでは違うと言われている。深刻な罪とは、人々がイエスを、神の御子を、救い主を信じないことであると語られている。人は様々な課題を抱えるのだが、その打開には救い主の働きかけが必要である。が、人々はその方を受け止めようとしない。だとしたら、事態はどうにもならない、という、これこそがこの世が抱える最大の課題であるということだ。この話は続く。
 
 ヨハネ　16:9
 
　救い主である御子を受け入れない、つまりは、神による助け、救いを拒んでしまっているという、この点が、世の誤りであると指摘されている。これを罪と呼んでいるのは、よくよく考えるべきことだろう。昨日も述べたように、一般的には罪とは害悪であり、他者を傷つけることである。あるいは、神に逆らうことも含まれる。だがここでは、自らに与えられている幸いを拒むことを罪と呼ぶ。例示するなら、熱中症の危険にさらされている人が、差し出された水分などを拒み、このまま倒れてかまわないのだと言い張っているようなもので、それこそが神の憤りにつながる罪だと言う。神の喜びは人々が幸いを手にすることであると語られているのと表裏の話でもある。むろん、道徳的善悪は重要である。だが、その点での転落は回復の可能性がある。けれど、助けを拒んでしまったらどうにもならない。それこそが神の悲しみであり、激怒であり、だからこそ神は切に求めるのである。
 
 ヨハネ　16:9
 
　この罪のことを、聖霊の「到来」は明らかにするのだと語られている。聖霊が何をするというのだろうか。詳しい話は語られていない。だから、そのまま受け止めるなら、聖霊が人々に関与することによって、人々は自分たちが実に愚かなことをしているのだと気づかせられる、ということであるのかわかりやすい。ただ、先に書いたように、これが弟子たちに真実がどこにあるかを指し示して励ます、という話だとすれば、惑っている人々に真実を指し示すのではなくて、イエスを信頼して従ってきている人々に対して、あなたがたのその歩みは間違いないぞ、と告げているということになる。とすれば、これは福音への確信を増してくださっている、ということになるだろう。
 
 ヨハネ　16:10
 
　義について、世の認識が間違っていることを明らかにする、とは何か。義に関しては、当時の人々が考えていた神の御心にかなうことと、聖書が語り続け、イエスが示しておられた御心にかなうこととの食い違いのことが、まずは思い浮かぶ。人々は、戒律を守り、神のために頑張ることが評価される、義であると考えていた。でもイエスは、いや、聖書はずっと、神に拠り頼み、神に助けを求めることこそが要であると語り続けている。ここを外してしまうと、イエスの十字架も、いや、もともとからして神がこの世に関わり続けておられる理由が、さっぱり分からなくなってしまう。
 
 ヨハネ　16:10
 
　ただ、この義という言葉、そのまま受け止めると、間違いではないこと、という趣旨が強く意識されやすい。なので、義は罪の反対として受け止められることが多くなり、神に忠実に従うことこそ義というふうに見られる。そういう意味合いで語られることもあるのは事実で、ヨブが義人と呼ばれるのは、その部類にある語られ方である。だが、神の義ということについて語られる際には、様子が違う場合がある。神は罪人に対して忍耐強く関わることや、すべての人が救われていくことを望むということの中で、ご自分の義を示されていく。これを、神の愛とか、あわれみとして語るのであれば、納得しやすい。だが聖書には、れこもまた神の義の表れであるとして扱われる。この点についても、世の理解が間違っていることを示すのだとすれば、事は非常に奥が深く、人類はまだその指摘を受け止め切れていないのだとも言えるだろう。
 
 ヨハネ　16:10
 
　ところで、この10節の言い方は、ちょっと屈折している。義とは何か、ということを聖霊が明らかにする、ということなら、前回まで述べたようなことが出て来るのだが、ここには、イエスが昇天されて、弟子たちと身近に接する機会が減ることが、義を明らかにする必要がある理由なのだと語られている。でもこれ、イエスを見なくなるので、世において義が混乱し、放縦が広がる、というような話にしてしまうと、ちょっと話がずれすぎているように思う。そうではなくて、イエスがそこにいるかどうかで、義に関する認識がますます混乱し、かつ、それを是正する機会が減退する、ということだろう。弟子たちが必死になって、これこそ神の義だと叫んでも、回りは、そんなのは義ではないと言い。弟子たちを弾圧する。その中で戸惑い、不安になる弟子たちに対して、聖霊が確信を与え続けてくださる、という意味が妥当であろう。
 
 ヨハネ　16:10
 
　それにしても、イエスがそこにいるかどうかで、世における義に関する認識の是正が大きく後退するというのは考えさせられる。イエスの言動はしばしば過激とされ、革命的ともされる。衝撃的なものだったからだ。それによって人々は、義に関する自分たちの常識が実は間違っているのではないかと、気づかせられる機会が多かったのだろう。弟子たちの言動は、イエスご自身に比べるともっと常識的で、穏当でもある。世の中の評判が問われることもある。それは必要なことなのだが、でもそうすると、イエスご自身の場合ほど、世に対して衝撃を与えてはいないのかもしれない。それが悪いわけではないのだが、世は自らの誤りに気づく機会を逸し、一方弟子たちは、義に関する認識をしっかり保ち続けることがしにくくなる。イエスは地上にはおらず、その言動がショック療法になることはない。だが聖霊の働きかけは、少なくとも弟子たちには真の義というものを指し示してくれるのだと言う。だとすれば人の側でも、もっと素直に、柔軟に、主の示して下さることへと心を傾けていきたいものだ。
 
 ヨハネ　16:11
 
　三つ目は、さばきについて、である。さばき、という言葉は扱いが難しい。日本語では裁判のイメージが強く、さらには、罰せられるという意味が前面に出てくる。だが、本来の意味はむしろ、支配、という概念の方がぴったりである。英語でjudgeと訳す場合も同様だろう。その中には悪を判定して罰を下すという意味も含まれているが、それだけではない。いや、世を支配する一部として、悪に対する処罰が存在すると見るべきでもある。古代社会では三権分立などは存在せず、裁判権は支配者の権力の一部である。江戸の町奉行がドラマの中では警察と裁判の意味合いが強く描かれているので、どうもその意識が強くなっているのかも知れない。町奉行の位置づけは市長に近いと思うが、ともかく、聖書の時代においては、裁判は王様の権力行使の一つである。
 
 ヨハネ　16:11
 
　とすると、さばきについて、というのは、この世の支配権は誰にあるのか、という話になる。罪深き人間たちをどのようにして処罰するのか、という話ではなく、である。それで、この世を支配する者、支配していると主張している者、そのつもりでいる勘違い野郎に対して、真の支配権は神にこそあるのだ、ということが指し示されていくのが、聖霊のなさることだ、ということになる。その本人だけでなく、そういう者たちを崇めたり、持ち上げたりしている社会全体の誤りに対しても、である。そのための手法は様々としても、聖書は冒頭からずっと、真の支配者、主権者は誰か、ということを語り続けている。
 
 ヨハネ　16:11
 
　天地創造が語るのは、バベルの塔に見られるような、人間こそ世界の中心、という意識に対して、この世界を造られた方、支配権を持っているのは主なる神ご自身であり、人が持つ権限は神から与えられたものにすぎない、ということを指し示すものだ。3章も、さばきの権限を間違えた人間たちの姿であるし。それは、他の神々を造り出して拝んでいる姿に顕著に見られる。人間が抱える課題は多々あるが、もし、さばき主は主であることを見失わなければ、回復の道は十分に用意されていると聖書は語り続けている。
 
 ヨハネ　16:11
 
　この世を支配する者、というのを、人間たち一般のこととするか、それとも、エペソ2:2にあるようなサタンのこととして考えるのかで様子が違ってくるが、いずれにしても明言されているのは、そういうものは神の権威の前では退けられている、ということである。主なる神の力とか、御子の権限とかではなく、聖霊の業として告げられているということは、力で抑え込む、ということではなくて、人々が真実に目が開かれていく、ということと理解できる。サタンを打倒するには、神の力で滅ぼすということもあるが、人々がサタンあるいはその類のものを捨て去る、ということも大いに有効である。聖霊が人々の心を動かしてくれるなら、それは十分に可能なことなのだ。この世は俺様が支配している、と豪語する相手がいたとしても、あきらめるのは早すぎる。
 
 ヨハネ　16:11
 
　このことは、悪い者が排除される、ということだけでなく、私たち自身が誰を崇め、誰に期待し、誰に頼り求めて行くのか、ということにおいて、間違った認識（つまりはさばきの所在）を捨てて、主をこそ崇めていくことをも、強く問うものである。そして、信仰そのものが賜物であるように、人は聖霊によって導かれ、整えられて、主への思いを強くしていく。周りには異なる者が強く見える状況は続いているかも知れない。でも、主への信仰は真実であるし、意義があるのだということを、私たちは見失ってはならない。聖霊の呼びかけ、働きかけは大きいのだから、それを大事にしていきたい。
 
 ヨハネ　16:9-11
 
　からです、という言い方が続いている。信じていないから、それが間違っていることを明らかにする、というふうに言えば、からです、というのがぴったり来るけれど、それでも少し、違和感はある。原語の言い回しとしては、9節で言えば、「罪についてというのは、彼らがわたしを信じないことについて、です」ということでも足りるし、分かりやすいかもしれない。「から」という言い回しは聖書によく出てくるのだが、必ずしも、日本語の「から」と訳さなくても良い場合もあり、その方が理解しやすいこともある。すんなり読みにくい時は、「から」を強調しない言い方に変えて読んでみてくださってもよさそうである。
 
 ヨハネ　16:12-16
 
　イエスは弟子たちに全てのことを語ってはいない、と告げられている。それは聖霊が示して下さるのだと言う。聖霊の働きかけは大事であるが、同時に、単なる神秘主義、あるいは妄想の類との区別が難しいという課題があることは、第一ヨハネ4:1にも出てくる。この点で、イエスの語られたこと、御霊は自分から語るのではなく、という点は重要だろう。聖霊は確かに人々に真理を指し示す。だがそこで示されることは目新しいことではなくて、すでに語られていることでもあるのだ。イエスはご自身の語ることについても同類のことを告げている。三位一体の神の語られることは決して矛盾せず、異質でもない、のである。
 
 ヨハネ　16:13-15
 
　三位一体については、その全体像を明確に描写するのは難しい。だが、様々な側面については喪数多く聖書の中に書き記されている。ここでも、父なる神の持っているもの、御子が受け取ったもの、そして御子から聖霊に受け渡されて、ということが示されている。人間に理解できる言葉での説明だから、優先順位を示しているわけではない。それよりは、人間に対する身近さを意識した順番と考えた方が良い。人の目に見える限りで言えば、同一のことではあるけれども、三位一体はそれぞれに、人に対して語り示すにおいて役割分担がある、とでも言える。むろんそこも分担なのかどうかという議論は可能だが、受け取る人間の側としては、この説明が最もわかりやすい。
 
 ヨハネ　16:12,16
 
　イエスの言葉は、まもなく、弟子たちと身近に語り合える状況ではなくなることが前提となっている。こういう所を見るだけでも、イエスが十字架を明確に予定していることが分かる。思いもよらず捕縛されて、といった論理は成り立たない。そして、イエスはご自身のことではなくて、弟子たちのことを案じて、これらのことを語り示しているのもよく分かる。一連の話は一貫して、弟子たちへの、そしてその後に続く者たちへの思いに満ちあふれている。
 
 ヨハネ　16:17-18
 
　弟子たちは、イエスが語ったことが分からない、と言っている。聖霊によって事が明らかにされることなどについて、ではない。彼らが気にしているのは、イエスがいなくなるという点のことだ。すでに周囲の状況が厳しくなっていることは、弟子たちもよくよく承知していた。弾圧の気配も察知していた。だが彼らは、イエスだけがいなくなる、ということを意識していない。さらに言えば、イエスの言い方からすれば、ご自身が自らの意思でそのようにする、という内容だったから、なおさら、どういうことかと戸惑っている。見捨てないと言いながら、いなくなるというのだから、混乱は深くなるばかりである。
 
 ヨハネ　16:17-18
 
　弟子たちの戸惑いを見ると、彼らが十字架のことを全く意識していないことが分かる。それはつまり、彼らが世が抱えている課題の打開に、御子の贖いが必要であることも意識していない、ということになる。彼らがそれを悟るのは、十字架が起こってからである。であれば、福音書の十字架と復活以前の弟子たちの言動を手がかりにするだけでは、十字架の真の意味を見出すのは困難、ということになる。また、人間の知恵ではそこを察知するのは困難ということでもある。だからこれは奥義と呼ばれ、神ご自身が示して下さることによってこそ、である。そう、人の英知などでは、神の御子による贖いで救いが実現するなどという話は、とうてい思い浮かびもしないのである。これはけっこう重要なことだ。
 
 ヨハネ　16:19-20
 
　イエスは弟子たちが理解できずにいるのに対して、明確に、ご自分が死に至ることを指し示しておられる。わかり得ずにいる相手に対しては、時として、率直に、バスッと語る必要もあるようだ。それはむろん、その相手のためを思って、である。それにしても、「互いに論じ合っている」という言い方、何となく、喧嘩しているようにも読めてしまう言い方だが、17-18節は決して対立ではなく、皆混乱していたという様子に過ぎないので、とすれば、互いに論じ合っていると聖書の他の箇所が語る場合も、その意味は気をつけて考えたほうが良さそうである。聖書の表現と、日本語での一般的な雰囲気には、少し隔たりがある場合も存在すると思っているくらいがちょうど良い。
 
 ヨハネ　16:20-22
 
　弟子たちが泣くのは、イエスを見なくなるからである。この後すぐに、それは実現した。世が喜ぶ様子も書き記されている。人々は十字架に磔になったイエスを見てあざ笑い、自分たちはうまくやったと喜んでいた。だが、それは一時的な、しかも表面的な状態に過ぎない。弟子たちはすぐにイエスに再会し、そして、この方が力ある神の御子であり、救いを成し遂げて下さったことを知るようになる。あの時、弟子たちが失望落胆していた姿を批判する必要はなさそうだ。それはイエスご自身が予告されたほど、人にとっては避けられないことなのだ。でも、人々の強い確信（イエスは失われたと）ですら短慮であり、覆される。
 
 ヨハネ　16:20-23
 
　イエスの指摘を見ると、人の思うこと、理解しているつもりのこと、そして判断が、どれほど軽いものに過ぎないかを考えさせられる。私たちは、自分なりに取り組み、そしてこれだと確信を抱くのだが、でもそれは真実かどうか、そこには常に留保が必要になりそうである。この限界を突破できるのは、神ご自身が確かに示して下さることに拠って立つときに、であろう。むろんそれも、神が言われたと安易に主張するのは危うい。そのためにも、聖書をじっくり読んでいくことは貴重である。聖書を読む以外にもよくよく御心を尋ね求める方法はあり得るが（神秘的手法ではない。が一方で、聖書を手元に持ち得ない時代は非常に長かったのだ）、現代人のように忙しく過ごしている者にとっては、実は聖書を読み込むのが最も手っ取り早いやり方であることを思う。
 
 ヨハネ　16:23-24
 
　同じ話題が、14:13-14と15:7でも語られている。この時の話の中で、イエスはこの点を強く意識しておられるのだ。おそらく一連の話の中で、このことはさほど注目されていない。御利益的になることを嫌う心情も影響しているのだろう。でも、イエスの語られ方を見ると、人の考えは逆転されるべきものであろう。つまり、人は神に求めるべきで、神から与えられなければ生きていけない、一歩だって進めないという、そういう観念が必要であるのだ。神なしでも何とかなる、というふうになってしまったら、その先にあるのは、自分が主で、神が従ということであろう。いつも祈れという教えを大変だと思う人は多いが、本来はとんでもない。いつも祈って良いというのは。これほどありがたい話はないのだ。
 
 ヨハネ　16:23-24
 
　わたしの名によって求める、ということが語られている。そして、今まではそのようにしていない、とも。弟子たちがそれまで神に祈らなかったとか、求めなかったということはないだろう。とすれば、注目点はイエスの名によって、である。地上を歩まれていた時のイエスは、必要な場合には神としての権威を行使なさっているけれど、ふだんはご自分をあまり目立たせない姿勢を保っておられた。言い換えれば、神であることを前面に押し出すことはしなかった、ということである。だが、十字架を目の前にして、その後は信者たちの前以外には姿を現していないことをふまえると、もういい、ご自身の本質を示していい、いや、これからの弟子たちのことを考えると、むしろ積極的に提示すべきと、方針を変えられたのだ。それで、本来のあり方に基づく、「わたしの名によって求める」ということが告げられている。その後の者たちは、だからこそ、イエスの名によって祈り、それはしっかり答えを与えられるのだという確信、信頼を抱くことができている。
 
 ヨハネ　16:23-24
 
　わたしの名によって、イエスの名によって。これは現代にも続いている、「イエスの名によって祈ります」という、祈りの最後に用いられている定型的な言葉にも結びついている。人の祈りは、自らの立場、状態を考えると、礼儀を欠いた不遜な求めと言われても仕方のない場合も多々ある。だが、遠慮はいらないし、ためらう必要もない。必要を意識するのなら、ただまっすぐに求めれば良い。それは、イエスがおられるからである。私たちに罪からの赦しを与え、救いを与えてくださった御子がいるからである。この意義を、この特権、幸いを、大事に受け止め、そして、実行していきたいと思う。
 
 ヨハネ　16:25-28
 
　話の終わりに当たる部分だが、この4節でイエスが告げているのは、これまでは抑制的に語っていたけれど、今はもう、はっきりと指し示す、ということである。だから、たとえではなく、と告げられている。また、わたしの名によって、とご自身の権威、立ち位置が明らかにされている。そして、父なる神の愛と、父と子の関係についても、である。神の啓示は、受け取る側の状態を考慮し、ふさわしく届くようにという意図、配慮が常に見られる。分かろうが分かるまいが宣言だけしておく、ではなくだ。それで、ずっと関わり続けてきた弟子たちだからこそ、こうして核心部分が指し示されていく。
 
 ヨハネ　16:25-28
 
　神は決して、人々に指し示すべき事柄を隠していたわけではないし、遠慮もしない。人々への呼びかけは常に鋭く、それらは、真剣に聞こうとする人々には、ちゃんと届いていく。たとえばこういうことだ。人には救いが必要であること、人自身にはこの罪の事態は打開できないこと、神がそれをなしとげてくださること、御子の犠牲が必要であること、御子は真に偉大な方であること、などということは、これまでもずっと語られてきた。それを受け取った人々は、神の前に悔い改め、助けを求める祈りをし、そして御子を主として崇めることにはなる。でも、御子の名によって祈ることは語られなくても、それらのことは理解できるし、当時のユダヤ社会では、そのほうがつまずきにはなりにくい。御子の名によって祈ることを知り得れば、それは大きな幸いであるが、それがまだ示されなくても前には進める。そういう意味での、隠していた、であり、今は明らかに、である。ちょっと複雑だが、取り違えると厄介ではある。弟子たちは理解した様子だ。
 
 ヨハネ　16:27
 
　この話からすると、父御自身が人々を愛しておられる、ということは、当時の人たちには、ずれた理解をもたらしやすかったのだろうか。人々の認識では、神が愛するのは良い人、正しい人、であった。愛するというのを評価する、という感覚で見ていたことも関係する。評価の低い者に対しても恩恵をもたらす、という意味なら、あわれみ深い神、であろうか。罪人に救いをもたらすということについては、ユダヤ社会一般は想像もしていなかったようである。だから、課題ある者たちを神が愛する、という言い方は、その意味をしっかり理解できるようにならないと、かえって神の御業を理解する妨げになりかねない。今日の私たちはどうなのだろう。神の慈愛を、優しい神様が足りない者たちも寛容に受け止めて下さっている、くらいで見ているのだろうか。だとしたらそれは、主の御業を知る際には、かえって妨げになるのかもしれない。
 
 ヨハネ　16:28
 
　この言い方からすると、イエスにとって本来の居場所は「父のもと」である。使徒信条などでも、父なる神の右の座に、と告げられているのだから、それはそうだろう、ともなる。一方で、御子は人々を愛し、人々と共にいるのだと語られている。人となられた御子は、人であることをやめてはいないので、とすれば、居場所はこの世界、ということにもなる。どちらなんだ、というふうに問い質すのは、何だか、敵味方を識別して糾弾するのに似ていて、あまり望ましいものではあるまい。御子は、両方の意義を大切に持って下さっていることを、聖書全体からは十分に理解できる。一つの箇所の一つの言い回しだけで決めつけるのは、かなり愚かしいことであり、何の価値もないとすべきだろう。
 
 ヨハネ　16:29-30
 
　30節からすると、たとえで話すのは、事の真実を正確に把握しておらず、曖昧な表現に留めようとしているため、であるように、弟子たちは受け止めていたということなのだろうか。イエスご自身は、たとえを用いるのはむしろ、人々の状況を意識して、あえてぼかした形で示している、のだと告げておられたはずだが。ちなみに、今日の社会では、どちらとも異なるふうに受け止めているように思う。つまり、たとえるのは、より分かりやすくするため、解説の手法の一つとしての活用、という意味合いだ。たとえ、としか訳せないので仕方がないけれど、その目的は大きく異なっていることを、よくよく意識しておくべきだろう。
 
 ヨハネ　16:29-30
 
　たとえ、の意図はともかく、弟子たちはここで、イエスが物事の真相を把握なさっていることがよく分かった、と語っている。イエスが語られたことのすべてを弟子たちが理解したわけではない。また、イエスが的確に真実を語ったと認定したわけでもない。そんなことはできるはずもない。ただ、弟子たちはイエスが語られたことを聞いて、自分たちが認識してきたことをはるかに越えたものが示されていること、それが昔から神が指し示してこられたことと合致するようであること（内容を理解し切れていなくても、同じことが語られているようだ、くらいは分かる）、そのことから、イエスは一切を把握なさっているのだな、と認識した、ということである。そして、ゆえに、この方についていこうと、改めて決意したのである。彼らのこの姿勢は、神を信じ、従おうとする上では、とても有意義である。理解は不十分で、彼ら自身の認識は決してまっとうなものではなかったけれど、彼らは主についていこうとしたのであるから、それこそ信仰のあり方と言える。
 
 ヨハネ　16:30
 
　神から来られたと信じる、と言っている。イエスの人格的な素晴らしさは、彼らはすでに認識していただろう。その偉大さについても体験を重ねていた。だからこそこの方についていく、というのでも十分なようにも見える。だが彼らはそこに、神から来られたと信じる、と加えている。それが最終的な鍵であるからだ。どれほど偉大でも、幸いでも、それだけでは信仰の対象にはならない。天地を造られた神の権威に基づいて存在されているお方であることが、決定的な鍵となるのだと、彼らはそのように認識していた。このことは、ユダヤ人であることの大きな特質だろう。他の文化に生きてきた人々は、相手が偉大ならそれで十分に、となりやすい。でもユダヤ人はそれだけでは足りないと言う。この認識は、真の神を仰ぐ際には重要な土台である。
 
 ヨハネ　16:31-33
 
　31節だけで言うと、イエスはあきれているようにも見える。でも、どちらとも言えるようにも思う。今さらですか、とも、ようやく分かってくれたのですね、とも。そして、後者の方が、32-33節で語られていることには合致するようにも思う。イエスとしては、この時点で弟子たちを糾弾するつもりではない。それよりも彼らを励まし、強め、これから来る困難の中でも立ち続けられるようにと、そのための切なる呼びかけであった。それで、勇気を出せ、と、わたしは世に勝った、と、そのように語られている。弟子たちの不足は明らかであるが、でも、彼らが主への思いを確かめているその姿を、イエスは深く喜んでいるのだ。
 
 ヨハネ　16:32
 
　弟子たちが離れていく、という、間近に迫っている事態を語っている。弟子たちは後にそのことを深く悔やみ、自分たちを責めたであろう。だがイエスは、心配ない、私は大丈夫だ、と語られている。この時点では弟子たちにとってさほど明確ではなかっただろうが、後にはこの言葉がどれほどの慰めになったことか。そして、父なる神が共におられるということは、間違いなく、最大の支え、励まし、祝福である。これは後に、迫害の中で孤立することもある弟子たち、後の信仰者たちにとって、大きな鍵となったことだろう。
 
 ヨハネ　16:33
 
　イエスの話の意図は、人々に平安を与えるため、である。平穏無事、ということではない。それは実現しなかった。少なくとも弟子たちの時代には。困難は続く。だがそれでも人々に対して、大丈夫だ、と言い切れる。その理由は、イエスが世に対して、ここの場合は、反対する勢力に対して勝利を手にしているから、である。十字架はこの後だが、でも、勝った、と言い切れる、そのようにして主は歩んでこられたし、すでにその方向性は決して覆らないものとなっていた。（ということは、裁判はあるけれど、それによって無罪放免ということはありえないと、最初からそのことは、ユダヤ人側も、イエスご自身も分かっておられたということである。）
 
 ヨハネ　17:1-2
 
　御子であるイエスは、しばしば父なる神に向かって祈る。この行為は、イエスが人間に過ぎないと主張する際の根拠として扱われる。だがそれは、祈りというものの位置づけを狭く考えすぎているのではないか。祈りは、単に下位の者が上位の存在に対してすがるだけのものではない。それは相手と思いを共有する趣旨もある。それだから16章まででイエスは弟子たちに、神に積極的に求めることを教えた。神の前にひれ伏すだけの存在なら、何も言わず、ただ神が下賜してくださるものをありがたく受けといれば良い。けれど神は、そういう関わりを求めてはいない。友と呼ぶ、という言い方にもそれは表されていた。祈りがそういうものだからこそ、御子なる神であるイエスは、父に祈る。とても自然なあり方である。
 
 ヨハネ　17:1-2
 
　栄光を表す、ということ、以前にも出てきたものである。通常としてはこれは、キリストには神の権威があることを明らかにしてもらう、という趣旨がある。だが、ここでは様子が違う。イエスご自身の権威がどうこうではなく、そこで意図されているのは、イエスの存在によって人々が幸いを手にしていく、そのことを確かに実現して欲しい、ということである。我が身を捨てて誰かの幸いを、という時、我が身のほうは無視されていい、というふうに扱われることが多い。でも、本来はそうではない。その人の存在によって幸いが実現するなら、究極の願いは人々の祝福、でもそれは同時に、そのために労する存在が大事にされることでもある。これは、人の世界でも言えることで、災害地の人々が助かることこそ一切の願い、でも、だからこそ、支援に向かう人々は大事に扱われ、十分に手当がなされるべき、なのだ。
 
 ヨハネ　17:1-2
 
　御子の栄光はどのようにして明らかにされるのか。それは人々が永遠のいのちを手にすることによって、であると言う。イエスは常に、ご自分の言動は父なる神の意図そのものであると言い続けている。ということは、ここにこそ神の御業、御心があるということだ。神はあがめられるべきだし、その栄光は賛美されるべきである。そのとおりだが、神ご自身が切望しているのは、人々がこの救いを手にしていくことである。そのために神は一切を成し遂げて行かれるのだし、そしてまた、だからこそ人々に対して、切に、切に、呼びかけられる。この救いを受け止めよ、とである。
 
 ヨハネ　17:3
 
　この言い方は、ちょっとすっきりしないようにも思う。例えば、永遠のいのちは、父と御子を知ることによって与えられる、というなら、なるほど、と分かりやすい。でもここには、永遠のいのちとは神を知ることそのものである、という。人が思う永遠のいのちは、楽しく暮らせるとか、良いことがあるとか、そういう感覚だろう。でも、この言い方をそのまま受け止めるなら、全く別のことが指し示されていることになる。永遠のいのち、つまり、最も幸いな状態というのは、神を知っている状態なのだと。状況がどうとか、手に入るものがどうとかではなくて、神との関わりが確かなものになっているという、そのことこそが最大の幸いそのものであるのだと語られている。考えてみると、天国もまた、そこが花畑かどうかではなく、神が共にいてくださるところであるからこその幸い。これは大事な視点である。
 
 ヨハネ　17:3
 
　知る、という日本語は、知っています、知りません、知りました、というように、ある境目を意識させられる言葉なのだろう。でもここで言いたいのは、知りました、ではなくて、神と関わっています、というように、状態を指し示す意図が強いようだ。何かの知識を手に入れました、ではなくて、知り合いです、のほうが近い。それで神との関係はしばしば結婚に模して語られる。それはそうだ、結婚した、というのは、その一瞬のことではなくて、結婚して、一緒に生きていっています、ということなのだから。始まりがなければ続きはないので、始まりの瞬間は大事だ。でも、その瞬間よりも、その後の歩みのほうがずっと大きく、重みがあり、そして意義がある。
 
 ヨハネ　17:4-5
 
　屁理屈を言うなら、現しました、と言っているのだから、現してください、と願うのは奇妙ではある。父なる神の栄光と、御子の栄光は同一であるのだから。でも、この言葉からすると、父なる神の、ということから分離した、御子にとっての栄光というものがある、ということだろう。それ何かと考えるなら、父と御子とが違うところ、それはやはり、十字架の御業であろう。とすると、十字架は御子にとって栄光であるのだ。もちろん苦難である。厳しいものだ。それでもあれは御子の望みであり、喜びであり、栄光であるのだ。この意識を見落としてしまうと、かわいそうにひどい目に遭わされたイエス様、になってしまう。いやいや、それは御子御自身が目指されたこと、意図されたことである。
 
 ヨハネ　17:4
 
　わざを成し遂げて、とあるので、これは十字架のことではないだろう。とすれば、これまでの歩みのこと、人々に関わり、人々を導き、支え励まし、そして助けてきた事柄、あるいは弟子たちを導いたこと、福音を提示したことなど。そうすることによって、神の栄光が現されてきたのだと語られている。そのわざの一つ一つに、神の切なる願い、意思が込められているから、である。とすれば、イエスの公生涯の様々な場面を見ていくことは、神の意思がどこにあり、神の目指されたものがどこにあるのかを見出す機会になり得る。十字架は最重要であるが、同時に、その歩みもまた、大きな祝福を指し示すものであるのだ。
 
 ヨハネ　17:6-8
 
　御名を現す、という言い方は、聖書でほかには出てこないようだ。名というのがその人を指し示すものとして受け止められることが多いことを考えると、イエスはここで、父なる神ご自身を人々に明らかにした、と言っているのだと思われる。ほかの可能性はちょっと思い当たらない。ヨハネ1:14や1:18などは、これに関連するものと言えるだろう。イエスは神の御子であり、圧倒的な存在感があり、時には、父なる神以上に意識される存在だが、でもご自身は常に、父なる神の下に自らを置く言動をなさっている。その意志を、人間もよくよく受け止めるべきだろう。それは、政令に関しても、である。
 
 ヨハネ　17:6-8
 
　父なる神を現した、と語られるのは、つまり、人々は、この世は、神を忘れているから、である。ユダヤのように、神を崇拝する儀式はなされているかもしれない。でも、人々が神の意図を忘れ、神の呼びかけに耳を傾けず、自分に都合の良い神を崇めているだけだとしたら、それは神を見失っていることでしかない。イエスは人々の前に、改めて、神の呼びかけを指し示した。教えにより、行動により、そしてこれから実現する十字架の業によって、である。それこそが、人々に救いをもたらし、祝福を実現する道であるからだ。この取り組みは、文字どおり、この世の命運を分けるものである。
 
 ヨハネ　17:6-8
 
　ここでは「みことば」というものが重視されている。人々は神の「みことば」を守り、イエスは人々に神の「みことば」を与えた。そのことが、人々が神を知ることに密接に関わっている。ヨハネ1章でも「ことば」が注目されている。神は人に対して、この世に対して、語り掛けることを重視しておられる。それは人と共に歩むためだ。ご自分一人で、正しいことを実行すればそれでいい、というのなら、人々に呼びかける必要はない。結果が良ければそれでいいとなる。人の世界でもそういう観念はある。良き人々が良き統治を行えばそれでいい、と。だが神は違うことを意図される。もちろん良きことを遂行する。だがそれは、人々と共に、である。最も難しい、失敗の可能性の方がとても大きくなる、実際、エデンでは神の良き業は拒まれてしまった。それでも神の意図は、人と共に良きことを行う、にある。だから人に向かって、世に向かって語り掛けられる。
 
 ヨハネ　17:6-8
 
　言葉は無力だと、世の中では言われる。暴力に勝てないという意味でもあるが、相手が理解してくれなければどうにもならない、ということも理由だ。でもここには、人々が神の言葉を受け入れ、そして、イエスを信じるようになったのだと語られている。その通りの出来事は、私たちの周りでもいくらでもある。ただもう驚きでしかない。でも、それは事実なのだ。人は神の言葉に応答し、それを受け止め、そして心を開くのである。その現実が、宣教というものの根幹でもある。この点を忘れたり、あきらめたりしたら、そこにあるのは神の業とは遠く離れたものとなってしまうだろう。
 
 ヨハネ　17:9-11
 
　イエスは父なる神に願っている。人々を、イエスを信じて、ついて行こうとしている人々を守ってください、という願いである。理由は、イエスご自身は地上に残らないから、である。それは神の計画でもある。神の意図として御子は残らない。だからこそ、残る彼らが守られていくのは当然のこと、必要なことである、というのだ。イエスは人々に、求めよ、そうすればかなえられる、と教えた。人はそこに、これこれの功績があれば、といった条件を加える。だが神の意図としては、ご自分のものである人々がそこにいるから、その人々を守り支えるのは当然、という論理である。だからこそ求める、願う、祈る。あきらめず、遠慮せずに、である。
 
 ヨハネ　17:11
 
　この守り、人々が一つになるため、と告げられている。わたしたちと同じように、というのは三位一体の関係のことで、その姿こそ人間関係の基本だと説いている人もいる。むろん、人にはあそこまでの結びつきは不可能であるけれど、でも、たとえ人間の感覚としての「一つ」であるとしても、それは驚きであろう。混乱があり、対立がある。一つになれない理由はいくらでもある。だが、神はそれを一つにする、そうすることで人々を守るのだと告げておられる。だとすれば、人としても、一つであることについて、もっと真剣に、切に追い求めるべきであろう、と考える。
 
 ヨハネ　17:12
 
　御名によって守る、というのを、神の名を振りかざせば保護される、みたいに考えてしまうと、呪文か何かと同じになってしまう。陰陽師あたりは、そういうやり方があると小説では読んだ記憶もあるが。そうではなくて、神の主権、支配の中にあるからこそ、回りに厳しい事態が生じても大丈夫、ということである。彼らが守られることこそ神の意思である、ということだ。先ほどの観念は、人が自らの意図のために神の力を使う、という部類のものなので、この違いは重要でもある。そのこと以上に、人はもっと安堵を見出すべきと思わせられる。神がおられるのだから、というそのことを、私たちは見失いすぎ、であろう。
 
 ヨハネ　17:12
 
　滅びの子が滅んだ、という言い方を聞くと、すぐに思い浮かぶのはやはり、ユダのことだろう。でもここでの言い方は、あれはもともと滅ぶのが当然のものだったからそうなっただけ、保たれるべき者たちはちゃんと無事です、というふうにも聞こえる。だとすると、どうだろうか、イエスがユダに対して示し続けていた態度は、まあ仕方がない、というふうでは全くなく、最後の最後まで追い求めようとするものである。だとすると、この言い方、ユダを指したものと言い切って良いのかどうか。むしろ一般的に、神はすべての人を救いたいと願って取り組んでいるのだけれど、それでもなお、自らこぼれ落ちていく者たちがいて、だから、100%救われるわけではない、という現実を告げたのではとも考える。
 
 ヨハネ　17:12
 
　滅びの子が滅んだ、という言い方を、自業自得のような感覚で読んでしまってはよろしくないのだと思う。むしろそこには、神の切なる痛みが伴うものだ。ユダに対してもそうだった。その上で、ヨハネ福音書は第二、第三世代の人々を意識して書かれているもの。彼らとしては、神の慈愛があって、皆に祝福は注がれるのだと語られて、でも、あいにくそうではない人たちがいる。けっこうたくさんいる。そこで戸惑い、混乱しているということが生じていたのだろうと思う。神は全能ではない、のではないか、というように。ヨハネは、このイエスの言葉を書き記しつつ、神のなさことは確かなのだと、そのことを指し示そうとしているのだと思う。
 
 ヨハネ　17:13
 
　このあたりは、論理的な話ではなく、一つ一つの文がそれぞれに思いを込めて語られていると見た方がよさそうだ。私たちの祈りも、そういうふうになることが多いように思う。理路整然と神を説得するのではなくて、ひたすら、この心の内にある思いを吐露していく。祈りの姿である。それで、イエスが切に思い続けているのは弟子たちのことである。ご自分のこれからのことではなくて、そう、ここではゲツセマネのような祈りではなくて、この人々の幸いをこそと願うものだ。それは単なる使命感ではない、義務でもない、主の御業は人々への思いに溢れている。
 
 ヨハネ　17:14-16
 
　弟子たちが厳しい状況に追い込まれるのは、彼らがこの世のものではないからだ、とイエスは繰り返し語られている。異質なものを排除する傾向は強い。それだけでなく、ここでは神に対する忌避感が弟子たちにも向けられているのだから、なおさらである。しかし、これを逆転させて、それならこの世から出て行ってやる、とするのは、神の御心には合致しない。イエスは、取り去るのではなく守ってください、と祈られている。そこにこそ、神を信じる者の居場所があるのだ。
 
 ヨハネ　17:14-16
 
　この世のものではないけれど、でもキリストの弟子たちは決してこの世からの離脱を望んではいかない。むしろ、自分たちの居場所はここだと自ら選び取り、そこで歩み続けようとする。世に執着して離れられないのではなく、神が自分たちをここに生かされたのだから、という理由のゆえである。だからこそ、天国も重視するし、そして同時に、この世にあることも重視する。どちらか一方だけ、という論理は、神が指し示しているものではない。
 
 ヨハネ　17:17-19
 
　イエスを信じる者たちがこの世にいる意味について、イエスは明確に、彼らを遣わすのだと語られている。そう、神は人々をこの世にあって大切な光、塩、道しるべとしたいと望んでいる。それはつまり、すべての人々の幸いを願うからこそ、である。どうでもいい相手のために苦労させたりはしない。どうせ滅ぼすのだというような者たちのために、こんなことはしない。神は罪人を招く方である。そうやって私たち自身も招かれ、そして今は神に背いている人々も同様に招かれている。そこが、キリストという方の姿なのである。
 
 ヨハネ　17:17-19
 
　聖別する、という言葉が出て来る。清くする、ではなく、神のものとする、という意味だ。罪、汚れが払拭されて清らかになるのが神に顧みてもらうための条件、と考えられることが多いが、そういう話ではない。神のもとにあって、人々のために尽くすことを期待されている者たちだからこそ、当然に神のものであるべき、ということである。それを実現するのが真理であると語られている。抽象的な真理ではなく、この場合は、神が教えてくださっていることによって、と理解するのが妥当だ。人は自ら変わろうとしても、それでどうなるものではない。神が指し示してくださっていることを受け取っていくことによってこそ、つまりは神の言葉こそが、聖別を実現する。
 
 ヨハネ　17:17-19
 
　神のものとなる、というのが、決して、傷なく、間違いなく、ということではないのは、私たちの現実からも、そして神が罪人を迎える方であることからもよく分かる。人は今も、これからも課題を抱えている。では、そんな者たちが神のものとなるとはどういうことか。しかもそれは神の言葉という真理によって実現していくこと。神の心を自らの心とする、と表現するのが最もふさわしいだろう。神が人々を大事に思うように、人々を大事に思う。神が嘆かれるように、忌まわしき状況を嘆く、というようにである。神と同じことはとうていできない。でも、神の視線についていくことはできるだろう。そうすれば、人の領域で可能なこと、手の届くところにおいて、人は神と共に取り組んでいくことができる。それが、地の塩、世の光であるためには欠かせないことだ。
 
 ヨハネ　17:20-26
 
　イエスの祈り、願いは、そこにいる弟子たちのためだけではない。その先にいる人々、これから主に出会う人々、慕い求めるようになる人々のことも含めて、である。神の意思は、はるか先へと拡げられている。人にはなかなかそこまでのことはできず、手は全く届かないのだが、でも、意識だけは覚えておきたい。今なされている業、そこでの取り組みは、まだ見ぬ人々に神の祝福が届くためのものでもあるのだということを、少なくとも忘れずにいたい。
 
 ヨハネ　17:20-26
 
　一つにしてください、とある。三位一体の関係のように、と言われている。三位一体の中身は、人類にはよく把握できていない。ただ、人の感覚からすると、父と子と聖霊は別々の存在に見える。様子も全く違うとしか見えない。でも、一つなのだと主は語られている。人は様々で、決して同一にはなれないし、金太郎飴か型で造った人形にするつもりは神にはないのだが、そういう多種多様な者たちが、それでも一つになることをと主は求められる。三位一体の一つとはレベルが違うけれど、でも、人間たちが求めるべき方向はここにも明らかだろう。
 
 ヨハネ　17:21
 
　世が、キリストは神によるのだと信じるために、信仰者たちが神のもとにいることが鍵になると語られている。人と神とはかけ離れていて、人の状態次第で神の評判や真実があれこれ言われるなど、とんでもないことだとも思う。だがイエスご自身は、人々の姿がご自身の評判、評価に影響を与えても構わないと、いやそれがふさわしいと語られる。逆から言えば、それほどに主は、私たちの状態について心を砕き、それが良いものであるようにと願い、働きかけてくださるということでもある。人と人との関わりは、神においてとても重要なのである。
 
 ヨハネ　17:22-23
 
　人々が一つであることには、神の栄光が作用し、また、神の愛が働きかけることが必要だとの話だ。もともと、人自身はそうやって一つになり得る資質を失っている。創世記2章では一体ということが告げられていたけれど、人の側ではそれを失った。でも、神の栄光が与えられていくなら、と言う。神のように立派になれば、ではないし、神の権威を身に帯びれば、でもない。神の栄光は、罪ある者たちが救いを与えられていくことによってこそ現されるのだと、これまでも語られてきた。イエスの栄光は、その業を成し遂げることである。だから栄光を与え、愛が注がれるというふうにも語られている。
 
 ヨハネ　17:24
 
　とすれば、である。救いという驚くべき業が実現していることこそ、神の偉大さを示すものであり、御子の業が称賛される理由でもあり、そして人々が神にあって生きている姿を指し示すものでもある。それはそうである。この救いほど仰天させられるものはなく、人の世には存在しないものであり、そして、それを受ける者たちにとっての何よりの幸いであるのだから。あえて言えば、他の事柄はどうとでもなる。人間自身の頑張りでも何とかなる。でも、救いは神の恵み以外には、その糸口すら見いだせないのだ。
 
 ヨハネ　17:25-26
 
　世の中には、大切な真理であるほどに、一部の人たち限定で知らせるということが少なくない。思想や宗教においてはその傾向が強い。だがイエスは、これは世に対して知らせるべきもの、広めるべきもの、そのことを重視するという意識を示されている。布教、伝道、宣教、その言い方を使ってもいいけれど、それはキリスト教の基本要素である。まさに、自分のことだけでなく、他の人を顧みて、であるのだ。
 
 ヨハネ　17:25-26
 
　御子イエスが、そして父なる神が、どれほどに人を顧みておられるのか、愛おしんでおられるのか、と思う。愛という言葉は、世の中では浮ついたものとして受け止められているのかもしれない。神が人を愛しておられる、という言葉も、はいはい、それは良かったですね、というくらいで見られているのかもしれない。でも、神の行動、人に対する行動は、ここが出発点で、ここが行き着くところである。一切は、神が人を顧みておられるからこそ、である。イエスの祈りの終わりに出てくるこの言葉を見るとき、私たちは神の愛をどれだけ分かっているのだろうかと、深く考えさせられる。
 
 ヨハネ　18:1-3
 
　ゲツセマネにおける祈りを、ヨハネは省略している。他の福音書で十分に語られているから、付け足す必要はない、ということだろう。すぐさま、逮捕の場面に入っている。福音書は、それぞれの視点があるので、他と見比べるのは後にして、まずはそれ一つで読んでいく方がいい。だが、ヨハネ福音書に関しては、先行する三つの福音書があることを前提としている部分があるので、そちらを先に読んだ方が良さそうだ。そうすると、ヨハネ福音書が飛ばしている部分が何か、そこを埋めながら読んでいくことができるだろう。
 
 ヨハネ　18:2-3
 
　どうしてユダは、兵士たちなどを連れてきたのだろうか、と思う。イエスにとって、そんなものは何の効果もないということを、彼は分かっていたはずだろうに。それとも、そういうことの忘れてしまうほどに混乱に陥っていたのだろうか。実際にも、イエスは力に屈して捕らえられたのではなく、自らの意図で縛についている。主導権はイエスにある、ということを、福音書は的確に書き記している。もっとも、この時点の弟子たちはそんなことは気づきもしない。これらの記述は、後になってから見出した幸いである。それなら、私たちもまた、なかなか見出し得ていないことがあるとしても、それでも諦めまい、どうせ無理とは言うまい。神はその祝福を、主を慕う者たちに、確かに現してくださるのだから。
 
 ヨハネ　18:4-8
 
　この記述が最も強く表しているのは、この場面を支配しているのはイエスだという点である。捕らわれるイエスだが、けれど、周囲を完全に圧倒している。十字架を、イエスの敗北のように受け止める人もいる。傍目から見ればそうかもしれない。でも聖書は明らかに、この一切はイエスご自身の手の中にあることを語る。この視点は、十字架を見るときに重要だと思う。
 
 ヨハネ　18:4-8
 
　探している相手は「ナザレ人イエス」だと言う。こういう呼び方は何度か出てくるので、おそらく一般的なものなのだろうとは思う。ただ、ナザレ人という響きが当時の社会で（執筆時ではなくイエスの時代に）嘲りの意味合いを持っていたことを思うと、人々としてはこの答えをせせら笑うつもりで語り、でも直後に圧倒されているという、そんな光景が見えてくる。
 
 ヨハネ　18:6
 
　なぜ倒れたのか。イエスが意図すれば、もちろん倒すことは可能だ。でも、そういうことをなさる方ではないし、この場面でも必要がない。人々は単に、イエスに圧倒されてひるんだということだろう。真の権威というのは、何も相手を倒そうなどとする必要がない。離れている時には嘲っている者でも、面と向かえば圧倒される。そんなふうであるのだろう。その圧倒も、必ずしも萎縮させるものとは限らない。敬服や喜び、称賛、そして、共にいることを楽しむ、そんなことも含めて、である。
 
 ヨハネ　18:8-9
 
　イエスが言っているのは、弟子たちの安全確保のこと、である。何か別の「深淵」な意味を考える人もあるかもしれないが、ここはそのまま受け止めれば良い。通常、最も大事な存在を逃がすために周辺は身を楯にしてる守る、のである。王様でも、師匠でもそうだ。でもイエスは違う。その意識は、ご自身の使命を果たすことにあるのだけれど、それと共に、弟子たちを案ずる思いが常に存在する。私たちは、イエスのそういう姿を通して、神がどのような方であるのかを知るのだ（1:14,18）。
 
 ヨハネ　18:8-9
 
　失う、という言葉は、聖書全体としては究極的に滅びることを意識させるものであろう。その観点では、この弟子たちについても、彼らが永遠のいのちを得ることができるなら、今その場での生死は大きな問題ではない、とも言える。けれどイエスはここで、弟子たちを逃がすことを意図されている。主は、もちろん永遠のいのちを重視される。そのことに支障があるならば、今の肉体の生死は二の次である。けれど、支障を来すことでないのなら、人々がこの肉体の生命を保つことについて、イエスは強い思いを示しておられる。死だけでなく、苦痛なども含めての話だ。とすると、心頭滅却すれば、の精神とはだいぶ違ったものなのだと考えさせられる。
 
 ヨハネ　18:10-11
 
　イエスの思いにも関わらず、ペテロはイエスを逃がすために自分が犠牲になる、という行動に出た。むろん、勝てるわけがないと悟っていただろう。イエスがペテロを止めたのは、十字架がご自身の意図であるためであるが、同時に、ペテロたちを逃がしたいからでもある。熱心さが、けれども実は主の御心とは食い違うことがあるのだと、とりわけペテロの姿を見ていると思わせられることが多い。
 
 ヨハネ　18:10-11
 
　ペテロの行動を、ヨハネは他の福音書よりも詳しく記録している。すでにペテロが世を去っていることも関係するだろう。そして、あるいはこのマルコスのことを意識したのかもしれない。こうやって名前が残っているのは、彼が後に教会の一員になったゆえとも考えられる。敵対者として警戒すべき相手、の場合もあるが、この経緯からするとその可能性は低そうだ。後の私たちにはわかり得ないけれど、この時点では、マルコスの名が記されていることによって、人々は感慨深く受け止めたのだと推察する。
 
 ヨハネ　18:11
 
　マタイでは、剣では解決しないという趣旨のことが告げられているが、ここでは、剣を抜く必要がないこと、イエスを逃がす必要がないことが語られている。このこと、イエスの捕縛と死は、神ご自身の意図であるから、とである。御子としては、そこから逃げ出すつもりはない。ただしそれは決して、父なる神に服従し、嫌とは言えないから、ではない。イエスの言葉は、この出来事がご自身の意志であり、目指してこられたことである点を含むものである。
 
 ヨハネ　18:12-14
 
　この頃の大祭司はしばしば交代していた。記録を見ると、その任期はさほど長くない。もともと、大祭司は終身制であるといった規定は、旧約律法には明記されていないように思う（確認していないが）。大祭司（らしき人も含めて）が罷免された場面は存在する。とは言え、この時期の頻繁な交代は、大祭司職が政治的思惑で推移していたことの結果ではある。それでも、王によって罷免された大祭司（アンナスも）が、ユダヤ社会では強い影響力を保持していたという様子は、様々あるとしてもなお、民の中では大祭司が特別な存在として大切に受け止められていたことを示しているのだと思われる。もし、大祭司という立場そのものが人々からさげすまれていたら、キリストを大祭司として語る際の言い方も変化しただろうが。
 
 ヨハネ　18:12-14
 
　イエスがアンナスの所に連れて行かれたのは、予備審査の意味があったと考えられる。正式な大祭司ではないほうが、自由な動きが可能でもある。この動きを、当時のユダヤ社会の混乱として批判する声もあるが、どうだろうか、これ自体はさほど奇妙ではないようにも思う。その時のユダヤ社会の動きすべてを批判する意図は、少なくとも聖書には見えない。ちなみに、判決を下した（26:65）のは、その時点での大祭司であるカヤパである。カヤバによる取り調べの様子は、すでに克明に書かれているからだろう、ヨハネは省いている。
 
 ヨハネ　18:15-18
 
　ペテロの行動について、他の福音書ではひとまとまりで書いているが、ヨハネは分割している。ペテロがいたのがアンナスの屋敷なのか、カヤパの屋敷なのかはわかりにくい。彼らが同じ、あるいは隣くらいに住んでいたなら、さほどのことはないが。分割したのは、カヤパの所に送られた（24）イエスの後をついていったことのゆえ、であるとも言える。が、そのあたりは、ヨハネをはじめ、他の福音書の場合でも、さほど重視されていることではない。注目点は明らかで、弟子筆頭とみられていたペテロがイエスを否んだこと、である。それは衝撃的なことで、イエスの権威を語る上ではマイナス要素だが、でも、はっきり告げられている。それはこの出来事が、人の側の状態ではなく、ひたすら、神の御業であるからこそ、でもある。
 
 ヨハネ　18:15-18
 
　ペテロの意図は、イエスに対する思いであることは間違いない。彼はイエスの身を案じたのだ。弟子を逃がすことを意図したイエスであるのだが、ペテロはそんなふうに逃げ出すことなどできない、と考えたのだ。でも、これはすでにイエスによって予告されていること（13:38）。ペテロがどれほど強い意志を抱いたとしても、それで対抗できるほど、世の中は甘くない。そしてまた、ペテロがイエスのために犠牲を払う必要もない。人はいつも自分が何をするか、何ができるかを考える。人としてはごく自然なことだ。でも神との関わりでは、それは大いなる勘違い、むしろ神の心を否定するものである。厳しい言い方になるが、それは知らねばならないのだ。
 
 ヨハネ　18:16
 
　ペテロを中に入れてくれたのは、十二弟子の一人であるヨハネだろうと見られている。名前を出さないのは、この福音書で繰り返しなされている扱いだ。ヨハネの家はガリラヤでは裕福だったようで、大祭司にも顔が利く。だからこそ彼は十字架のそばにいられた。このヨハネを捕らえることは当時のユダヤ社会としては起こらないことだったからだ。この特権は、イエスの身を守るという点では何の役にも立たない。だがその近くで見続けることはできた。手にしている権限、立場を悪用するのは良くない。効果がないことも多いだろう。でも、必要なことのために、的確な範囲で用いるのは、後々のために有意義であることもある。この世のものはすべて否定、とする必要はない。神はもっと偉大な力を発揮なさるのだから。
 
 ヨハネ　18:19-24
 
　ここで言う大祭司とは、アンナスのことである。予備審としてのものなので、事実関係を確認する取り調べになっている。とは言え、これを正式な手続きを踏んでいるだけ、と見るのは無理がある。そもそも、夜中に突然捕らえて、すぐさまの審判。夜の間に決着を付けようという意図は明らかで、結論ありきの取り組みに過ぎない。正常な裁判なら、事実関係の取り調べがなされるのは当然だが、この場合の実態は、アンナスの個人的な興味であり、さもなければ、カヤパと連動しての行動に過ぎない。現代のような人権を意識した審判は期待できないにしても、真実を明らかにしようという意図も見えない状況である。
 
 ヨハネ　18:20-21
 
　イエスはなぜ、答弁を拒んだのか。予備審判ならこういう問いかけがなされるのは自然なことで、今さら何を、という反発は意味をなさない。だが、アンナス側の意図が事実関係の確認ではなく、興味本位のものであったり（ヘロデのように）、あるいは自分が優位に立っていることを用いた圧力、嘲りに過ぎないとすれば、この拒絶もよくわかる。表面的には体裁を取り繕っていたとしても、真の意図がどこにあるのか、それは人との関わりでも、神との関わりでも重要なことである。
 
 ヨハネ　18:20-21
 
　イエスは物事を明らかにしてきた、と告げている。こそこそやってはいないのだ、との主張は、神である方だからこそ当然、必然、必要なことでもあったと言える。主の言動は、多くの人々からは拒まれてしまった。でも、神は対抗相手である世の人々と格闘しているのではない。一切は神の御手の中にあり、その上で、神に聞き従うかどうかが問われている。圧倒的な相手に果敢に立ち向かっているのとは様子が違う。主は、人々がその呼び声に気づき、耳を傾け、そして応答することを切望しておられるのだから、隠すことなどあり得ない。
 
 ヨハネ　18:22-23
 
　この場面を、権威を笠に着たやからと、真実を毅然として提示するお方、という構図で受け止めることは容易だ。けれど、イエスの言動はそういう構図に沿ったものとは言いがたいことを考えると、改めて、はたして何なのか、と問い直す必要を意識させられる。この下役がイエスに腹を立てているのは明らかだ。何を怒っているのか。大祭司が馬鹿にされた、ということか。いや、それほどのことは、イエスは言っていない。使徒23:3-4とは違う。審判の遂行を妨害しているということか。でも、イエスが真に悪人なら、簡単に認めるはずもなく、裁判に関わるような下役にとっては珍しい光景でもないだろう。むしろ、イエスの応答がまっとうすぎて、慌てて力でねじ伏せようとした、というほうが合うように思う。ゲツセマネでも、全く必要がないのに、大人数を繰り出したのだ。イエスに対する警戒心から、力で圧倒しようとする意図が大祭司側にはあったのだと考えるのは、ずれていないように思う。当時のユダヤ社会がイエスに対して抱いていた危機感を明らかにするのは、ヨハネ福音書の書かれて背景からしても妥当ではないか。
 
 ヨハネ　18:22-23
 
　今度は、イエスの答えである。イザヤ53章からも意識される沈黙の姿とは様子が違うようにも見える。他の福音書はカヤパのもとでの裁判を記しているので、黙したのはそっち、という考え方はできるが、両者で態度を変える必要はない。それにイエスが、この裁判で相手を打ち負かすことを考えていたとは言いがたい。結論は出ているのだし、それは神の意思でもある。でも、この後のピラトとの対話でも、イエスはかなり踏み込んで語っておられる。ということは、こんな裁判の中であっても、それでもなお、神にある真実を、少しでも届けたい、誰かが気づいてくれることをという、そんな思いが込められていたのではないか。イエスは常に、誰かが神に立ち返ることを望んでおられたし、それは弟子たちにも見られる姿となっていく。全体としての動きがどうであれ、そこにいる誰か一人のためにであっても、その意識は、この福音にはちょうどふさわしい。
 
 ヨハネ　18:24,28
 
　この時点での正式な大祭司カヤパのもとでの裁判がなされたのだが、そのことは他の福音書ですでに語られているので、ヨハネは付け加えるべきことはないと考えたのだろう。何も示さずに、ただ、動きを記録するのみである。実際には、そこで死刑判決が出て、それからピラトの所に送られている。ピラトは、当時のガリラヤ領主ヘロデのところにも送っているが（ルカ22:6-）、その話題も省かれている。ただ、その動きを見ると、ピラトは当初、この人物についてあまり関心がなく、適当に済ませてしまえば良いと思っていた様子が浮き彫りになる。それを考えると、この後の対話が持つ意味が、いっそう濃くなっていくだろう。
 
 ヨハネ　18:25-27
 
　ペテロの出来事は分割して書かれている。さほど綿密には書いていない。これも、すでに記されていることだから、と考えられる。とは言え、全く触れないわけにもいかないほど、この出来事は人々によく知られていたということだろう。また、この後の出来事の背景でもあるので、簡潔でも語る必要がある、ということである。この場面が、アンナスの家のままなのか、それともペテロも移動したのか、同じ敷地の二つの建物に住んでいたということなのか、詳細までは書かれていない。説明がないことからすると、カヤパとアンナスの家が同じ敷地内、という理解はすっきりするのだが、当時の実際の状況については調べていないので、明確には言えない。いずれにしてもヨハネとしては、そのあたりを克明に書き残すよりも、もっと別のところに焦点を合わせているのではある。
 
 ヨハネ　18:28-32
 
　人々はピラトの官邸に行った。イエスの処刑をローマの権威の元で行いたいと考えたことは明らかだ。ユダヤの律法でも処刑は可能だが（31節はおべっかの類と考えられる。ステパノは処刑した）、別の形での排除を意図した。民衆のうらみを避けるためピラトに、ではないだろう。民衆は大祭司の味方である。やはり、異邦人によって排除された、つまりは、もともとからユダヤ社会から逸脱したよそ者、という扱いを意図したのだろう。異邦人の手で抹殺されるような者、しかもユダヤ社会からも否定されている者であれば、人々の認識の中で居場所は皆無である。のはずだった。
 
 ヨハネ　18:28
 
　ピラトを利用しようとしているし、ピラトに対して丁寧な扱いをしているのだが、しかし、汚れだと認定もしている。過越の食事と汚れに関する規定は存在するが（民数9:6）、死体との接触に関することが述べられている箇所で、異邦人との接触が「汚れ」と規定されているわけではない。もし汚れであるなら、官邸の入るかどうかではなく、ピラトとの交渉自体がふさわしくないはずでもある。当時のユダヤがこういう概念で動いていたのだろうが、ヨハネの嘲笑を意識させられる。教会もすでに、異邦人を多く抱えている時代に至っている。民族による「汚れ」などは存在しないことを、当時の教会は明確に主張していた。
 
 ヨハネ　18:28
 
　異なる人々を汚れとして扱うのは、ユダヤ人だけではなく、他国でも、日本でも見られる観念である。キリスト教もそういう感覚を抱いてしまった時期もあると言わざるを得ないだろう。だからこそ、しっかりこのことを確認し、一切が神によって造られたものであること、神の御心に沿うならばどんな出身でも受け入れられ、御心に沿わないものはそのことのゆえに否定されていくのだということを意識すべきである。人の世は、神の意図とは異なる部分で線引きをしている。そしてまた、御心に沿わない者たちを救い出すための御子、キリストであることも、合わせて意識すべきことである。
 
 ヨハネ　18:29
 
　ピラトの人柄については、いろいろな意見、分析がある。本人の伝記があるわけではないので、はっきりしたことはわからない。ただ、ユダヤ人たちの、彼らの都合に過ぎないこだわりに譲歩して、わざわざ出てきたと言うあたりからは、それほど高圧的な人ではなかったのかな、というふうには思える。その後のイエスとの対話の中にも、その印象は表されているようだ。本当のところは分からない。でも聖書は、ピラトのそういう面を表現することで、イエスご自身をより鮮明に表すことを意図しているのだというのは分かる。
 
 ヨハネ　18:29-32
 
　書かれているままに見ていく。ユダヤ人はイエスを告発して、処刑することを求めている。それなのに、罪状は何も語ろうとしない。ピラトは、それが宗教的な理由だと察しているので、31節のように告げる。だがユダヤ側は、宗教的理由ではなく、ローマの権力で叩きつぶすのが得策だと考えている。大祭司のもとでの判決からずれているのだが、短時間のうちに執行部は策を練ったのだろう。イエスの処刑が人々の思惑によるもので、決してご自身に非があったわけではないのは、このあたりからも明らかになっている。
 
 ヨハネ　18:31
 
　ユダヤ人のこの言葉は、十字架刑を意図したものとしか言いようがない。彼らにも独自の処刑は可能だった。けれど、異邦人の手で木にかけられるということが、イエスの存在を否定するのに適していると考えたのだろう。救いの実現に際して、十字架への磔が必要だったかどうか。旧約律法の、罪のためのささげ物からは、それは出てこない。イザヤ53も磔は含んでいない。どのような死に方でも、贖いそのものは実現しただろう。ただ、福音はこれから世界へ広がっていく。それに当たっては、ユダヤの風習ではなく、全世界的（少なくとも当時はローマが広大な支配を確立していた）手段での処刑が、人々にとって分かりやすく、また、受け止めやすい。神はそれを意図されたのだろう。イエスの受肉がこの時期であることには意味がある、としばしば語られていることも考慮したい。
 
 ヨハネ　18:33-35
 
　イエスとピラトのやり取りは、時折、禅問答のようだと言われる。その言い方は禅に対して失礼かなとも思うのだが、つまり、かみ合っているようでいないようで、ということだ。でも、当事者そしてヨハネはこのやり取りを、不可思議なものとは意識していない様子だ。であれば、そこにしれされていることをしっかり受け止める努力が足りないか、あるいは、当時の常識的論法と現代のそれとは異なるのだということをわきまえつつ読む、というのが望ましい。かみ合っていない、などと言わずに、である。
 
 ヨハネ　18:33-35
 
　ピラトは、ユダヤ人の王なのか、と問い質している。ということは、誰かがユダヤ人の王だと言っていた、ということになる。連れてきた人々が「ユダヤ人の王を罰してください」などと言うはずがない。19:15からもありえない。ユダヤ人の王を自称して世を乱しているから、というのなら分かるが、それならピラトはこんな問いはしなくても良さそうだ。ピラトの言い方は、本当のところどうなのか、を確かめようとしている様子がある。とすれば、ピラトはすでにこの事態を把握していて、どうやら一部からはユダヤ人の王だと呼ばれている人がいるようだ、と察していたことになる。ただしピラト自身はそれをすぐさま反乱と認定はしていなかったのだから、ユダヤ人の王、という言葉の意味、あるいは、回りは盛り上がっているけれど当の本人はそうではない、というあたりも把握していたのだろう。
 
 ヨハネ　18:35
 
　そうすると、この問い掛けはつまり、こんなふうに捕らわれるほどのことはなかったはずなのに、いったい何がどうなっているのか、という疑問ということになる。自分が把握していること以外で、何かしでかしたのか、という問い掛けとも言える。ピラトはローマ総督であり、当然に、ユダヤの状況を把握していたはずだ。だが、彼の思惑から外れた動きが生じているので、彼は混乱しているということになる。決して、何も知らないでいて、今初めて情報収集をしている、のではない。
 
 ヨハネ　18:34
 
　ビラトの問い掛けに、イエスがこの節で語っていることは、状況を把握できずに混乱しているピラトに、回りがどう言うかではなく、自らの判断、決断としてこの事態に向き合え、と呼びかけていることになる。人は大概、自分としての見解ではなく、他者のそれを利用することによって責任を回避する傾向がある。だがそれでは、真に大切なことに向き合えなくなる。そういえば神は、この聖書をご自身の言葉として示し、その言葉について責任を持たれている。もしも神がその責任を回避しているのだとしたら、そんな言葉は信用に値せず、参照する価値もない、ことになってしまうだろうが。人間の側でも、神のこのような覚悟を意識して、その言葉に向き合う必要がある。
 
 ヨハネ　18:36
 
　イエスのこの言葉は、何をしたのか、という問いへの答えだから、直接の意味としては、ご自分が行っていることは、この世の論理の中に留まるものではなく、もっと大きな事柄なのだと言っていることになる。王、という呼び方も、それがローマ皇帝とどちらがどう、というような19:15のような小さな見方ではない。神のなさっていることは、とりわけ、人の救いという点でなさっていることは、人間たちの思いを遥かに越えているのだと聖書は言い続けている。今の私たちは、すでに多くのことが聖書によって示されているので、神の御業をある程度は理解しているだろうが、それでもしばしば、人は神の祝福を小さなものにしてしまっていて、それを大きく越えていかねば真の救いに至り得ていないということを、私たちは見出すはずである。救いの確信など、この認識の転換がないと、いつまでたっても自信なし、確信なし、が続いてしまうだろう。
 
 ヨハネ　18:36
 
　昨日述べたことからすると、この言葉は、イエスがこの世に関与しないとか、信仰と政治は別物だとか、そういう話をしているわけではないのが分かるだろう。この言葉を政教分離の根拠として扱うことの妥当性は微妙である。イエスが述べたのは分離ではなく、神の支配はこの世の権威を凌駕している、ということだ。それゆえに、この世の権威が信仰の事柄に介入するのは不適切、という論理は成り立つが、信仰的観点が政治に無関心、ということにはならない。もっとも、政教分離の話が出てきたのは、宗教的領域の権威者たちが、自らの使命ではなく、政治の領域での活躍を意図したことからのものなので、それはそれで大事なことなのだが。ただ、今この箇所を読んでいる上では、この世の様々な事柄をはるかに超えて、神がこの業、救いという業に取り組んでおられることを知れば足りる。
 
 ヨハネ　18:37-38
 
　わたしの国はこの世のものではない、と告げたので、ピラトの「あなたは王か」という言葉が出てくる。33節の問いがまた戻ってきている。でも、最初の時は、混乱の種になりかねない王の話だが、今度は、王と言うよりも、この世界全体を掌握する存在、という意味だろう。もしかするとこの言葉は、「あなたは神なのか」と問いかけても良かったのかもしれない。ただ、ローマ人の感覚では「神」はそこまで重要ではないので、「王」と問うほうがずっと意味が強くなるのだが。そうすると、後半のイエスの答えもしっくりくる。
 
 ヨハネ　18:37-38
 
　イエスは王だと認めているが、その中身は私たちが考えるような王、支配権力として民の上に立つ王、ではなくて、一切を超越する存在、その権威を持って世を支配し、世を救い出す存在のことだ。もっとも、ここで「真理」に言及したのは、ピラトにはその意味が分からなかったようだし、一連のやりとりにも出てこないことなので、ちょっと不思議ではある。神、王、真理は、旧約の観点では、本来的には同じ線上のことだ。しかもそれが人に対して、世に対して向けられる時、それは、支配とか、神の利益とか、あるいはあえて言えば、客観的な善悪ではなくて、人々の救いのために必死で取り組んでおられる神の業、心、それこそ、聖書が語り続ける「真理」でもある。こういう部分は、哲学論争的に受け止めないで、神は何をなさりたいのか、を考えつつ見ていくのが妥当である。
 
 ヨハネ　18:38-40
 
　あいにく、ピラトはイエスの意図を理解できていない。彼が認識したのは、イエスには罰せられるような課題はない、ということだけである。だが、神の意図はもっと積極的で、人々を救いたい、そのためには何が必要か、である。だからこそ十字架は推進されるのだが、ピラトはそれを気づいていないので、目の前の出来事の善悪だけで判断している。それでは何も始まらず、そして、ユダヤ人たちのことも説得することはできない。ピラトを肯定的に見る人はあり、それはそれで可能だが、でもそれは、神の意図からは遠く離れたものに過ぎない。ピラトを責めなくてもいいが、ピラトが救いの業に貢献したとは言えない。
 
 ヨハネ　18:38-40
 
　ピラトの意図がイエス釈放であることはわかるが、その手法はつまり、有罪認定をした上で恩赦を与える、というものだ。これに応じるのは、解放を願う人たちの場合であるから、ユダヤ側が納得するはずがない。彼らの意図はむしろ、手段は何であれイエスを排除、であるのだから。もし、十字架は認めないが石打ちなら容認、だったら受け入れたかもしれないが。一方、イエスがこれに応ずる可能性はどうか。もし、その意図が人々への働きかけにあるなら、延命を優先したかもしれない。だが、その目的が贖いであるなら、応ずるはずもない。ピラトの思惑は自己満足に過ぎず、そして頓挫した。
 
 ヨハネ　18:40
 
　バラバについては、その正体が様々言われているが、聖書からすると次の通りである。ヨハネは彼を強盗と呼んでいる。彼を英雄視すべき情報は何もない。それから、ピラトはイエス解放を意図してピラトを持ち出している。つまり、バラバを解放するくらいならイエスを釈放した方がましだ、と考えるのが常識だったということだ（ヨハネでは、バラバはピラトが持ち出した選択肢になっていないが、そこはヨハネだから簡略化しているのだと考えて良い）。誰かが書いていたが、バラバはつまり、イエスのおかげで命が助かったということになる。本来の意味とは異なるけれども、バラバがこのことをきっかけとしてイエスへの関心を深めた可能性はありそうだ。
 
 ヨハネ　19:1-7
 
　ピラトはなおもイエス解放を画策した、というのがここの出来事である。人々の憎しみが理由で、処刑に価する罪状はないというのがピラトの判断だったから、徹底的に痛めつければ満足するだろう、ということである。だが、ピラトの行動は火に油を注ぐようなもので、人々はみじめなイエスの姿を見て、やはりこれは偽りを宣伝していたのだという思いを強くした様子である。沈静化ではなく、あおってしまっているのがピラトの行動である。真実に沿った行動をしてもだめな場合もある。だが、偽りによって事態の打開を図るとして、少なくともピラトの場合には全くうまくいかなかったのだと、ヨハネは書き留めている。
 
 ヨハネ　19:7
 
　マタイに記されている裁判での結論が、ここではっきりと語られている。イエスがユダヤ人から拒絶された理由、それはイエスがご自身を神の子としたから、である。とすれば、真実は二つに一つだ。イエスは偽りを語り、つまりは処刑されて当然の者で、だとしたら、その教えには何の意味もない、すべて廃棄して当然ということだ。イエスは神の子ではないけれど、その教えには聞き従う、というのは全く成り立たない。もう一つは、イエスは真実を語っていて、つまり、この方は神の子であるということだ。神の子であることを説明することはできるけれど、それを納得するかどうかは、その人による。結局は本人が問われていく。そしてだからこそ、必要な情報を提供していきたいと、強く思う。
 
 ヨハネ　19:8-11
 
　ピラトは迷っている。自分が手にしている確信（イエスは無罪）と、ユダヤ人の反発の強さが整合しないからだ。それで改めてイエスに、その正体を問いかけている。だが、それを知っていどうなるのか。十字架は神の計画であることを横に置くとしても、ピラトに問われているのは、自らをかけるようにして無罪を貫くか、それとも自らの確信を投げ捨てて屈し、それはつまりローマ総督としての権威を失墜させることになる、その道を選ぶか、である。結局彼は後者を選んだ。40年後、ユダヤはローマに背いた。そのような行動の遠因を、ピラトに見るのは酷すぎるだろうか。でも彼は、ようするに、民の幸いを意図する選択ではなく、幸いを無視した動機で行動したのである。
 
 ヨハネ　19:9-11
 
　イエスの応答があっけないものになっている。もっと親密にピラトと語っていたはずなのだが。その意義がなくなってしまったことを指し示す変化と言える。ピラトは脅しに走っているけれど、全くの愚策である。神はいかなる人でも助け出してくださるし、そのための犠牲も払ってくださる。でも、その人が助けを求めなかったら、投げ捨ててしまったら、どうにもならない。でも、そういう場合のほうが多い。ピラトの姿は実のところ、多くの人間のありさまなのだとも思う。
 
 ヨハネ　19:12-15
 
　この時のユダヤ人の主張は、かなり奇異に感じられる。彼らがイエスを拒むのは想定内だが、ローマ皇帝を認める言い分はユダヤ社会全体の意向とは言いがたい。もっとも、祭司長たちが言ったのであれば、それはあり得る。彼らはユダヤがローマと結びついて歩んでいく方が安定すると考えていたのだから。歴史の評価として言えば、ローマ帝国に逆らうのは愚策であり、だからこそユダヤという国は滅亡した。かつては神に背いてバビロンによって滅ぼされたが、今度は神からの宣告はなかったのだが、しかし、自らの立ち位置を間違え、自ら滅んでいった。イエスを王にという主張は最も危険なものでもあった。むろん、イエスご自身にはその気は皆無だったのだが。この部分は、民衆の声、あるいはパリサイ派の声と、祭司長らの声とを区別して考えたほうが良い。
 
 ヨハネ　19:12-16
 
　ピラトが自らの確信に基づいて抵抗している様子は見てとれる。だが、結局彼は、ユダヤ側の意向に従った。総督として、自らの判断に従わない相手を排除することは可能だったはずだ。弱みを見せるのは、ローマの支配にとって好ましいことではない。でも、結局は言うとおりにする、ということを選択した。あるいはこういうことが、独立がありえると考える勢力を増長させたのかもしれない。ビラトを肯定的に扱う傾向はあるのだが、聖書自体はそのようには告げていない。彼は、単に、間違いを犯した人として記されている。好意、興味は、良いことである。歓迎すべきものである。だが、そこで止まってしまうなら、残念だが、真に良きものへはつながっていかない。自分自身がそれを妨げているのだと言わざるをえない。
 
 ヨハネ　19:16-18
 
　彼らは、と語られていて、話の筋からすれば、それは祭司長たちになるはずだ。でも、十字架刑はローマの権威で行うもので、実行者はローマ軍の兵士である。他の福音書でもそのように記されていて、決して、ユダヤ側の人員が行ったわけではない。だから、引き渡したと言っても、ピラトは手を引いて好きなようにさせたのではなく、ピラト自身が指示を出して、処刑を進めたのである。5節の茨の冠を、他の福音書では判決の後の行為として語られているが、さほど問題ではない。ピラトの愚かな解放策が、まさに十字架へと進む際にはこういう嘲りになったのだと理解できる。イエスへの嘲笑は、理解者であったはずのピラトがもたらしたものでもある。
 
 ヨハネ　19:17
 
　ゴルゴタの場所は特定されていない。候補は、おもに二つあるらしい。ローマ側、ユダヤ側が記録を明確にするはずもないのだが、キリスト教側が記録に留めなかったのは、ようするに、復活されているからである。恩師の終焉の地であれば、それこそ聖地化しただろうが、その必要はない、主は生きておられるのだから、ということである。イエスに関わる、一般的には最重要と思われる場所が曖昧なことが多々ある。それは、この方が今も生きて、活動しておられることに深く関係している。弟子たちはその前提で行動し、だから気にしなかった。後の時代の者たちが場所の特定を切望する気持ちも分かるが、実は、特定できても、できなくても、たいした違いはない。
 
 ヨハネ　19:18-22
 
　一緒に磔にされた人々のことは、あっさりと書き留めるのみである。それに関する話はすでに十分に語られているから、だろう。罪状書きについては詳しく告げるのは、ピラトの立ち位置に関係するからだ。イエスに興味を抱き、ユダヤ側のねたみに反発していたピラトだが、結局は何もできず、この罪状書きは鬱憤晴らしのようなものになっている。しかし、ユダヤ人の王として生まれた方、と博士たちに言われた存在が、ユダヤ人の王として十字架につけられるというのは、何とも感慨深い。
 
 ヨハネ　19:19-22
 
　王とは何か。世の中一般で言えば、それは権力を振るって民を支配する者、であろう。だが、聖書が語る王は、民のために尽くす存在である。確かに力はある。権力も持たせられている。だがその目的は、世の中とは明らかに異なる。主なる神が王の上にいるからだ。後の王権神授説とは違う。王の権威を保証するための神ではない。神が王を用いて、民のために尽くさせるのである。御子は、人間の王とは違うので、神に服するわけではないが、でも、王として立ち、その役目を果たされる。それもまた、神としてのあり方を捨てて、の一つである。
 
 ヨハネ　19:23-24
 
　死刑囚の衣服を奪うのは、当時の慣習、番兵たちの利得だったらしい。他の時代にも同様のことはあったし、戦場で敵兵から剥ぎ取るのも一般的だった。騎士の決闘ですら、相手の武具や馬を奪う権利があったようなので、現代の感覚とは明らかに違う。今日は、利得のためではなく理念のために戦うのが格好良いとされるが、歴史の大半は、そんな悠長なことを言っていられる状況ではなかったということでもある。でも、満腹している野獣は襲わないが、人間は満ち足りていても奪おうとするのだから、どっちが健全かを考えさせられる。古代の戦いは、必要な利益を得られれば終わるが、理念の戦いは相手を絶滅させることを意図しがちがあるのだから。
 
 ヨハネ　19:23-24
 
　成就するため、という言い方は留意が必要である。預言の通りになることを目的として人々は行動しているわけではない。これは兵士の意思ではなく、その出来事を見た人々の認識、感想である。そうか、あの預言のようになったのか、という感慨であり、人々は子の出来事を見て、詩篇22の言葉を思い起こした、ということである。このあたりをどう表現するのが良いかは難しい。
 
 ヨハネ　19:23-24
 
　詩篇22の言葉は、イザヤ53とは違って、救い主の業を指し示すための預言としての目的で語られたものではない。詩篇22全体は、キリストの姿に合致するわけではない。ただ、22:1はイエスの十字架での言葉に類似しているので、注目されてきた。そのことはマタイなどでよく知られていたので、ヨハネはその言葉には言及していない。衣を分けたことは他の福音書にも出てくるが、この言葉に関連させているのはヨハネだけであり、22:1への言及の代わりに、ということなのだな、と理解できる。
 
 ヨハネ　19:24
 
　なぜ、ヨハネはこの箇所を引用したのか。詩篇22:1に類似する言葉を記録するマタイ27:46などは、詩篇を引き合いに出してはいない。とすると、イエスの言葉そのものは、詩篇を引いたわけではなく、単にそのように叫ばれたということで、それを、他の福音書より30年くらいは後に書かれているヨハネの時代には、その言葉と詩篇22との類似性が意識されるようになっていて、それでこういう扱いになっているのだと考えられる。
 
 ヨハネ　19:24
 
　そうすると、なぜ詩篇22が引き合いに出されるようになったのか、が問われる。すでに述べたように、イエスご自身が詩篇22:1を意図して叫ばれたのだとは、マタイなどには書かれていない。後の人々は、なにゆえ、ご自身の意図を越えて結びつけたのか。詩篇22はあくまでも人間の叫びである。救い主の姿が示されているわけではない。だが、十字架での救い主は神の子であるにもかかわらず、人としての痛みを受け、苦しみを受けておられる。それを見た人々が、まさに人と同じくなって苦しみを受けてくださった主の姿を、詩篇22の叫びと重ね合わせることによって表現しようとしていた、ということになるだろう。そこにあるのは、ピリピ2やヘブル2にあるのと同じ、御子である救い主が人と同じ痛みを担われたという、この救いを語る際に大切なテーマである。
 
 ヨハネ　19:25-27
 
　イエスの母マリアは、クリスマスの時に圧倒的な混乱の中に引き入れられた。御子誕生のためだった。それゆえ神は、彼女の守りと支えを示し続けておられたのが、クリスマスの出来事に記されていた。そして今、イエスが死に至る。母マリアにとってはまたまた大混乱である。すでに彼女は、その子が特別であることを意識していただろうが、だからといって彼女一人で乗り越えられる事態ではない。神は再び、彼女のために守りと支えを与えている。主の約束は変わることがない、のだ。
 
 ヨハネ　19:25-27
 
　愛する弟子、はヨハネのことである。そのように明記されてはいないが、この福音書を読む者たちはそのことを十分に理解できる。ヨハネは他の弟子たちに比べると実家の関係からも安定を保ち得た。彼自身は果敢に突進し続けているが、それでもマリアを守り支えることはできた。兄のヤコブでも可能だったろうが、ヤコブはすぐに殉教する。最善の選択であるのだ。それにヨハネの殉教はずっと後で、確実に、マリアの寿命が尽きるよりも後である。神の深い配慮があることを思う。
 
 ヨハネ　19:25-27
 
　イエスが家族に対して「冷たい」態度を取ったということが知られている（マルコ3:32-）。けれど、その実を言えば、イエスは30歳まで親に尽くしたのだし、このようにして母の行く末を思っておられる。とすれば、あれは「冷たい」のではなくて、人々に対する呼びかけとしての意味であることが分かる。言葉の表面ではなく、その意図を受け止めていきたいと思う。
 
 ヨハネ　19:28-30
 
　完了というのは、人々の救いが成就したということではなく、ご自身がなすべき業をなし終えた、という趣旨になる。救いに関わる事柄を事細かに分割するのはふさわしい受け止め方ではないが、イエスご自身が、まずはご自分の使命に取り組まれる、という点を意識されていた様子はうかがい知れる。それは、人々の側でそのことに応じようとしなかったとしても、それでもなお犠牲は払われていくのだということでもあり、救いの成就にとっては重要な点である。何しろこの時点では、十字架の意味を理解するものはなく、弟子たちは逃げ去っていたのでもあり、せっかくの祝福が野ざらしになっているようなものなのだから。それでもなお、神は事を推し進められている。
 
 ヨハネ　19:28-30
 
　磔になった時点では、イエスはぶどう酒を拒んだ（マルコ15:23）。鎮痛剤的な効能があって、覚醒した状態を望まれたから、と説明されることが多い。そっちは没薬入りであったと記されているので、ここのぶどう酒とは異なるのかもしれない。おそらく兵士たちが飲料用に置いていたものだろうとも語られている。そのあたりの厳密な解明はともかく、完了した時点においては、イエスは「渇き」を口にし、それを潤すためのものを受け止めたということは明らかである。まさにそれは、なすべきことは終えたから、である。なお苦しみ続けるべきなら、それが使命の一環なら、イエスは渇きを訴えることはなかっただろう。事は完了した、のである。
 
 ヨハネ　19:28-30
 
　聖書の成就、ということについては、しばしば触れているが、預言されていた通りにして、その通りになったぞと示すため、といった部類のものではない。それは預言そのものの価値を否定することにもなる。神の預言は、この世の側が何かを行うことで実現させるのではなく、何も意図しなくてもそうなる、という部類のものである。それにこの「預言」は詩篇22を意識しているが、そこで歌われているのは、救い主の偉大な御業ではなく、人の弱さと痛み、苦しみであり、その中で神に助けを求めるものである。詩篇22の通りになってしまっては、イエスはただの人間に過ぎず、弱き存在、助けを必要としている存在ということになってしまう。そんなことを意図しているはずもない。詩篇22を引き合いに出しているのは、御子である方が、ただの人間と同じようになって苦しみを受けられた、ということを指し示すためである。ヘブル2章などにも出てくるテーマである。
 
 ヨハネ　19:30
 
　霊を渡す、という表現を考えすぎると、神の御子ご自身が自らの霊を手放したのか、というふうになってしまう。だが、この言い回しはもっと単純に、死なれた、ということを表すものであって、息を引き取ったとか、そういう言い方とさほどの違いはない。この言葉が告げようとしているのは、神の御子が人と同じように、死を受け止められたということである。ちょっと死んだふりとか、そういうことではなく、というものだ。渇く、と同様の意図が込められている。死すべき人間たちの救いのためには、御子ご自身の「死」が必要だということである。イエスの神としての威厳を重視しようとして、御子は死なない、などといった説を持ち出すことはしばしば見られるので、聖書の語っていることをしっかり受け止めていく必要がある。
 
 ヨハネ　19:29
 
　兵士たちはイエスをせせら笑っていたはずで、苦しんでいるのなら、なおさら嘲り続けたはずだ。でもここでは親切に、喉の渇きを潤すことができるように手を貸している。一連の出来事によって監視していた百人隊長がイエスの特別さを認めた、ということが他の福音書に出てくるが、兵士たちもまた、感慨深く思うところがあったということである。あの強盗も同様であった。十字架でのイエスは、確かに苦しみ、痛み、まさに惨殺されていっているのだが、同時にその姿は注視している人々に、特別な方なのだということを表すものでもあったということである。
 
 ヨハネ　19:31
 
　安息日に十字架に残さない、というのは、律法の規定を意識したものであり、過越の祭りという特別な時を思ってのものではある。そこまでこだわるのなら、一連の祭を終えてからにすればいいのにと考えてしまうのだが。もっとも、この時期にというのは、祭司長たちが計画したのではなく、神ご自身の動きの中でのものなので、彼らもまた焦っていたのだなということがわかる。そして、神がこの時期になさったのは、明らかに、出エジプトのことを思いつつ、人々の救いの実現ということに重ね合わせられたのだということが見える。このあたりにも、人の思いではなく、神の御手が事を動かしているのだということを意識させられる。
 
 ヨハネ　19:32-37
 
　兵士たちの行動そのものは、たまたまである。もともと足の骨を折るのは、死を確実にするためのもので、微かに息が残っていたとしても、これで絶命するという方策であった。それで、確認して、完全に死んでいたのでそのまま、ということである。血と水の話も、イエスが完全に絶命していたことを指し示すものである。ヨハネがこれらのことを書いているのは、その後に復活があり、そして、イエスは死んでいなかったのではないか、という話が出てきたからであろう。たわごとに過ぎないのだが、でも、そういう愚かな風説はきちんと対処しておく必要がある。
 
 ヨハネ　19:32-37
 
　ちなみに、イエス死んでいない、の風説は、よくよく考えれば何の意味もない。生きていたのなら、むしろ堂々と姿を現して、十字架ですら殺せなかった存在として宣伝した方が、当時の社会では明らかに評判になっただろう。復活は、神の御業としては非常に重要だが、人の感覚からすれば奇妙な話で（トマスが信じなかったのは常識的）、死を偽装する意味など皆無である。けれど、そうやって人の思いを越えて成し遂げられた復活は、この救いにおいてはとても重要である。
 
 ヨハネ　19:36
 
　この引用の意味は何か。本来の箇所の意味は、神はご自分のものを捨て置かない、という趣旨である。使徒2:27に出てくるのと同類の意味だ。骨は象徴的なもので、欠損するかどうかは、本質的にはさほどの意味はない。ヨハネたち、当時の人たちの感覚で言えば、イエスの復活に出会ってから、改めて考えてみて、そうか、そういえば骨も砕かれなかった、旧約の言葉の通りに、神はご自分のものを捨て置かないのだな、と強く意識させられ、それが自分たちにも当てはまる神の支えであることを確信したのだ。だから、骨が折れるかどうかの問題ではなく、例えば私たちが骨折したとしても、それで神の助けから除外されたなどと言う意味ではない。
 
 ヨハネ　19:37
 
　こっちの引用は何か。元の箇所の意味は、人々が神を捨てて、神に背いたことを指すものだ。人々は自分勝手に歩んで、それでいいと思っていたのだが、でも、神の偉大さと、その確かさを知って、それで、自分たちがどのような方を捨てたのかを思い知らされている。それで呆然としているというのが、元の箇所の意図だ。そこから悔い改めに結びつくことを願ってのものでもある。今ここでも、神の意図は、単に十字架を起こすだけでなく、このことによって人々が、自分たちが何をしているのかに気づき、そして、神に願い求めるようになること、である。使徒2:37にも該当する。兵士たちが十字架のイエスを見ているということよりも、やがて起こる信仰の渦を思わせるものとして、ヨハネはこの言葉を書き記したのだと言うべきだろう。
 
 ヨハネ　19:31-37
 
　このようにして見直すと、十字架の出来事は、確かに神の御子が人々によって虐げられている場面なのだが、でも同時にそれは、神がご自身の意志によって事を推し進め、人々の救いのために事を成し遂げておられる様子なのだと、そのことがまざまざと指し示されているのを、強く意識させられる。まさにそれは「完了した」であるのだ。聖書のこの意図を、読む者たちとしては強く意識すべきだろう。
 
 ヨハネ　19:38-42
 
　埋葬は、その日のうちに行われた。当時の観念からすると日没前に済ませたということになり（暗くなってからでは困難だったであろうし）、かなり急いでなされたのだということが、この記述からも見てとれる。すぐ近くにあった墓を用いたのだと書いてある。他の福音書によると、これはアリマタヤのヨセフが所有していたものである。当局側としては丁重に葬ることなど意図せず、むしろ妨害したかったのだろう。でも、より優先すべきは安息日にそのままにしておくわけにはいかない、という必要で、そのことがあったのでヨセフの墓を使うことができたのだろうと推測できる。十字架の死を受け入れられた救い主だが、埋葬はきちんとなされるということの中に、すぐ後に来る復活、そして使徒2:27などの言葉がつながっていることを指し示されている。
 
 ヨハネ　19:38-42
 
　ヨセフの登場については、彼がこれまで躊躇していたことが書き記されている。だが、そのことを批判する様子はない。隠れていたけれどもここに至って姿を現したヨセフと、最も厳しい事態に身を隠した弟子たちと、批判的に語ろうとするならどちらがよりいっそう、ということは明らかである。むろん、本人としては自戒も必要である。だが、救い主の意義は、人々を糾弾することではなく、問題だらけの者たちを、だからこそ救い出すことにあるのを思うと、そういった指摘よりも、それでもなお出てきた、ということの意義に注目するほうが、神の意図に沿っている。
 
 ヨハネ　19:38-42
 
　ヨセフと共に、ニコデモのことも語られているのは、この話題が明らかに意味を持っていることを示すものだ。彼らはイエスへの意思を明らかにすることにためらいを覚えていた。それは十二弟子などからすれば許しがたいことだったかもしれない。でも神は、彼らを受け止めておられるし、彼らが埋葬に関わることを歓迎しておられる。人の状態は様々であるが、神は罪人を赦すためのこの出来事を遂行なさっているのだから、だとすれば、本人の状態がどうであれ、神は彼らの思いを受け入れてくださる。そういう御業なのだと、十字架の意義が改めて指し示されている。
 
 ヨハネ　19:38-42
 
　埋葬はしっかりなされた。亜麻布で巻いたことは、復活時の様子（20:7）を意識した記述だろう。ようするに、イエスは確かに十字架で息を引き取ったのである。週の初めの日、女性らは埋葬の続きをとやってきたけれど、決していい加減に放ってあったのではない。基本的なことはしっかりなされていた。現代日本の風習に合わせるなら、あれこれ葬儀の儀式は後回しだけれど、とりあえず火葬はした、というようなものである。ヨハネは念入りにそのことを書き留めている。主は確かに死んで、そしてよみがえられたから、である。
 
 ヨハネ　19:38-42
 
　ヨセフの持っていた墓に葬られたことは、イザヤ53:9と結びつけて語られることが多い。もっとも、イザヤ書の言葉は、悪者どもと共にとあるのは、犯罪者として処刑されたことを指し示し、捨てられたのだという53章のテーマと結びつくが、富む者と、のほうは思案が必要であろう。単なる予告ならヨセフの墓だった、で済ませることもできるが、悪者のほうが明らかな意図を持っているのだから、予告だけではないはずだ。い゛さや書の表現からすると、悪者と富む者は対比されているのだから、同様の意味になる。が、富む者を唾棄するという観念は、聖書全体にもほとんど見出されない。悪辣な富む者ならともかく、ヨセフはそうではないのだし。とすれば、イエスの墓と結びつけること事態に無理があるのか（つづく）。
 
 ヨハネ　19:38-42
 
　イザヤ53:9とこの墓とを結びつけない方がよいようにも思われるのだが（明確に結びつけている聖書箇所はないはず）、となると、イザヤ書のほうは何を語ろうとしていたのか。改めて言えば、イエスの場合は金持ちの墓に葬られたけれど、強盗と一緒の墓に入れられたわけではないこともまた、関係させることから一歩身を引いた方が良さそうな理由になる。で、イザヤの場合は、そうするとやはり、悪者と富む者にはつながりがあり、表面的には富んでいるけれど（それは神の祝福によるというのが聖書全体の意識）、実のところは悪辣になっているということであれば、このつながりが見えてくる。預言者はしばしば公正を要求しており、レビ19:13も未払い賃金の問題が指摘されている。そんな悪者と同様に扱われ、虐げられ、彼は神に罰せられたのだと受け止められ（53:4）、しかしそこに真実な救い主の姿があるのだと、イザヤ書は語るのだ。とすれば、ヨセフの墓かどうかは重要なことではないし、ヨセフの行動を預言と重ね合わせる必要もない。
 
 ヨハネ　19:38-42
 
　改めて、ヨセフの行動の意図を考えてみる。彼としては、イエスの遺体を十字架刑に処せられた者たちと同様に放置するなど、とうてい受け入れられないと考えたのだ。それで、つてを駆使して総督に願い、総督も面倒を回避できると了承、祭司長らの意図にも合致して、事はうまく進んでのものである。ぜひとも自分の墓にと考えたのかどうかはともかく、すぐそばにあることも了承を得られる好条件。精一杯の思い、ということである。神の計画においては、すぐさまの埋葬は、直後に復活の時が待っているので、ぜひとも必要なことであり、そうやって一切が整ったということであろう。彼は意識したわけでいないのだが、つまるところとしては、神の用いられたのである。
 
 ヨハネ　19:38-42
 
　ヨセフの行動は意義深い。ただ、この時点での彼の、そしてニコデモや、他の弟子たちの意思は、イエスの生涯は終わった、ということに尽きる。最後だからこそ、ヨセフは姿を現したのでもある。だが、それは表面的、一時的なものに過ぎないことを、ヨハネはこうして改めて書き記しつつ痛感していたはずだ。ヨハネ自身もすべては終わったと思っていたのだから。けれど、神においてはそうではない。救いの実現を遂行なさる神は、ここで終わりになどなさるわけがない。そのことに人が気づくのは、復活された主に出会ってからなのだが。
 
 ヨハネ　20:1-2
 
　他の福音書と、少しずつ、出来事の経緯が違うけれど、気にする必要はない。それぞれに注目点があり、そのことを伝えるべくして書き記されているのだから。ヨハネは、他の福音書に経緯が書いてあり、読者もすでにそれをよく知っているという前提の中で、最初の女性たちのことよりもペテロとヨハネ自身のことを語ろうとしている。だから、自分たちに知らせに来てくれたマグダラのマリアだけを書き留めている。話はすっきりしていたほうが伝わりやすい。おかげで、ひりひりするほどの緊張感が伝わってくる。ありえないと人間の常識が訴えている出来事が、まさにそこにあったのだ。
 
 ヨハネ　20:1-2
 
　マグダラのマリアの訴えは明確である。葬った墓に、イエスの遺体がない、ということに尽きる。彼女は復活など想像もしていない。おそらくマリアは、他の女性たちとは違って、墓で御使いに会っていないのだろう。いや、会っていたとするなら、そのことを受け止めきらなかったのだと言ってもかまわない。ともかくこの出来事は彼女の理解の許容範囲を越えていた。むろん、他の人々も皆、である。復活など信じられない、という思いを抱く人はいつでもたくさんいる。聖書からすればごく自然な反応である。イエスの奇跡を目の当たりにしてきた人たちですらそうだったのだから。でも、これが一切の鍵である。そして弟子たちは信じる者へと導かれた。神は人を、人々を導いてくださる。彼女たちこそ、その実例である。
 
 ヨハネ　20:2
 
　マグダラのマリア、彼女の行動の意義は、自分には受け止められないことに直面した時、最もふさわしい相手に投げかけたということである。ペテロは弟子の筆頭、ヨハネは「イエスが愛された」弟子である。どうすれば良いのかもわからない。だとすれば、それが可能であるかもしれない相手に託す。信仰は、自分一人のものではない。全てを自分が抱え込む必要はない。託せばいい。そうできることもまた、神が与えてくださっている祝福の一部である。あいにく、ここでのペテロたちは、それを受け止めきれなかった。でも、それは彼らの側の話だ。マリアはそうすれば良い、それができたのである。
 
 ヨハネ　20:3-10
 
　マリアが告げたのは、イエスの遺体がなくなった、という知らせである。この時点ではまだ、ペテロたちには復活の知らせは届いていなかったと、この福音書を見る限りではそう語られている。そのことを踏まえてペテロたちの行動を見ていくと、なるほど、と理解できる。遺体が盗まれた、マリアの知らせはようするにそういうことで、それでペテロたちは慌てた。が、考えようによっては、ここに彼らの心がどこにあったのかが見える。彼らはイエスを見捨てて逃げたのだ。そして死んでしまった。それなら、今さら遺体を盗まれても、さほどの損失ではない。隠れ家から外に出るのは危険なことで、そこまでする必要がないとも言える。でも彼らは飛び出した。イエスに対する思いが、そこまでの行動よりももっと強かったから。そしてまた、彼ら自身自覚していないけれど、これで終わりではないという思いが心のどこかにあったからではないのか。
 
 ヨハネ　20:3-10
 
　ヨハネはペテロよりも先に墓に着いたが、中に入らずに待っていた。早かったのは年齢の違いだろうと言われている。入らなかったのは、遠慮したというよりは、ためらいだったと推測できる。ヨハネはペテロに対してそういう遠慮はここまで見えていない。遺体が失われて、何らか、心が乱れるような光景があるのではと思ったのか。ペテロは何も考えなかったようで、すぐさま飛び込んでいった。ペテロらしい一直線の行動である。人によって違いがあるけれど、でも、どちらにしても彼らは空の墓を見た。確認した。性格がどうであろうとも、真実を見ることはできる。
 
 ヨハネ　20:3-10
 
　この福音書は後からその時の事を思い起こして書いているのだから、その時点では気づかなかったことを見出している。布がどこにおいてあるかは、その時点ではさほど気にしなかったかもしれない。別々の場所あることを、彼らは何も意識していない。いや、布がわざわざ残されていること自体が不思議なのだが（遺体泥棒、あるいは損壊目的なら必要がない）、そのことも気づいていない。でも、後で思い返して、19:40とのつながりに気づいたということだ。そう、イエスの遺体はしっかり布にくるまれていたのだ。それなりに遺体への対処もなされていたのだ。でも今は、その処置が残ったまま、イエスご自身はそこにいない。ヨハネは後で思い起こし、それはイエスに会った後だけれど、それで、復活をますますしみじみと知っていくのでもあろう。
 
 ヨハネ　20:8-10
 
　信じた、という言葉がここで使われているのを見ると、この単語の意味合いが結構広いのだなと考えさせられる。聖書では多くの場合、神を信じるという使い方をして、それは神を信頼する、信用する、委ねることのできる相手と認める、といった部類のことを指す。世間一般の信仰に対する概念は、そのことのために犠牲を払い、自己否定するほどに傾倒することのようだが、神の意図は人から奪うことではないので、そのあたりはちょっと違う。が、ここでの使い方は大きく異なっていて、マグダラのマリアによってもたらされた情報が事実だと確認した、という意味だ。マリアの言葉を信じた、ということだが、そんな馬鹿なことが、から、確かにそうだった、への変化である。
 
 ヨハネ　20:8-10
 
　昨日述べたように、ペテロたちが受け止めたのは、イエスの遺体がない、ということについてである。だから9節では復活を理解していないと書き記されている。遺体がなくなったことは把握したけれど、どうしてそうなったのかは分かっていないし、復活の話も覚えていない。そう、弟子たちはイエスの予告を受け止めていない。十字架も「そんな馬鹿な」と言い続けていたが、復活についても同様である。いや、ありえるだろうか、と考えてみることすら、この時点ではしていない。これは批判ではなく、自らのこととして振り返っているのだ。
 
 ヨハネ　20:10
 
　復活に思いが至らないので、彼らはただそのまま戻って行った。隠れていたところに、である。彼らの意識においては、まだ闇と絶望が続いている。すでに夜は明けているのに、彼らは今なお、である。これほど悲しいこと、神の側からすれば悔しいことはない。その後、繰り返し現れて、弟子たちにはっきりと示して行かれた背景が分かる。
 
 ヨハネ　20:8-10
 
　神の祝福をなかなか信じられない、という人は多い。でも、あの弟子たちはそういう思いをむしろ当然と受け止めていたのではないか。彼ら自身がそうだったからである。そして、それでもなお彼らはあきらめず、伝え続けている。このことの意義を大事にして行きたいものと思う。新約に書かれている宣教の活動は困難を重ねている。ローマ帝国がキリスト教を前提とする社会に移行してからは、福音の真実は何かということでのせめぎ合いが続いている。その後も常に。他宗教よりも、この信仰が当然視される状況というのはなかなか確立しない。それはでも、聖書自体が言うように、人の心が神から離れてしまっているからで、その内容が人の認識と食い違っているから。でも、そんな世に対して神はこの御業をなさったのだから、人々の無理解は挫折とか諦めの理由にはならない。神のそのような執念のおかげで、今の私たちがあるのだから。
 
 ヨハネ　20:11-18
 
　マグダラのマリアは、他の女性たちと一緒に墓に来たのだが、行動を別にしていた。おそらく彼女がペテロたちへの連絡係となって、いち早く墓を離れたのだろう。それで彼女は御使いも、そして、戻る途中でイエスに会う（マタイ28:9）こともなかった。マリアに何ら問題があったわけではない。仲間たちのために一生懸命に走ったのである。そんな彼女のためにイエスが姿を現して上げたのは、ごく当然のことである。こういう箇所を変なふうに読もうとするのは、愚の骨頂と言うべきだろう。誠実に歩もうとする者たちを、主は確かに顧みてくださるのだという、そういう出来事である。
 
 ヨハネ　20:11-13
 
　マリアはまだイエスの復活を知らない。それで泣いている。ペテロたちもまだ分かっていないが、彼らはさっさと戻っていってしまった。他の弟子たちにも知らせて、対策を講じる必要を考えていたのだろうか。マリアは放置されてしまった。ひどい話だとも思うけれど、ペテロもヨハネも、そのことに気づく余裕もなかったのだろう。それでマリアは墓に残った。他の女性たちは御使いの言葉を聞いたので帰って行ったが、マリアはそれも聞いていないから、空の墓だけれど、せめて誰かがいなければと考えたのだろう。残ったけれど、途方に暮れて、だから泣いている。
 
 ヨハネ　20:12-13
 
　涙のゆえだろう。マリアは御使いたちがいるのには気づいたが、それが特別な姿をしていることに気づいていない。マリアの涙は何も悪い要素はないけれど、でも、悲しみは大切なことを見出すのを邪魔することがある。神はしばしば人々を慰め、励ます。悲しみを否定するのではなく、前に進んで良きものがそこにあるのに気づけるようにするため、である。
 
 ヨハネ　20:12-13
 
　御使いが再び現れたのは（ペテロたちは見ていない）、マリアの状況を考えれば当然でもあろう。彼女は仲間たちのために走ったのだ。それで御使いの知らせを聞き逃した。それなら彼女のために改めて良き知らせを告げようと神が意図されるのは、慈愛の神であるのだから、当然である。もっともマリアはそこにいるのが特別な存在だと気づかず、だから彼らが特別な知らせをしてくれることを意識しないままだった。このままでは、マリアはこの良き知らせをいつまでも知らずに涙することになる。
 
 ヨハネ　20:14-15
 
　それで、イエスご自身がおいでになった。女性たちに姿を現されたのだから、マリアだけを特別扱いしたわけではない。が、同様に、マリアだけを放置するはずもない。だから主はおいでになっている。慈愛の主である。ダマスコに向かうパウロのところに姿を現したのも、それゆえである。伝説では、ペテロがローマから逃げ出そうとしたときに会いに来られたのだと言う。実際にはその出来事はなかっただろうと思うが（いろいろ、筋の通らない要素があるので）、でも、必要な相手のところには来てくださる、慈愛の主の姿を思わせられる。
 
 ヨハネ　20:14-16
 
　マリアがイエスを認識しなかったのは、明らかに、泣いていたから、である。ここにはそういうふうに書かれていて、それ以上にあれこれと推測する必要はない。それだから、イエスの呼びかけを聞いたマリアは、すぐに理解した。彼女は復活を知らなかったし、そんなことが起こるとも考えていなかったのだから、泣いていたら、つまりは、平常心以上に落胆していたのだから、人影や、一般的な呼びかけでは悟り得なくても仕方がない。むろんイエスはそれを放置はしない。ペテロに、エマオ途上で、トマスにと働きかけるイエスの行動からして、当然でもある。主の復活は、それ自体としての必要性と、そしてまた、人々に希望と確信を与えるためでもあるのだから。
 
 ヨハネ　20:14-16
 
　マリアの心意気はなかなかであるが（引き取ると言っている）、けれど、それを評価しようという話ではない。主は生きておられるのであり、マリアの助けを必要としてはいない。イエスがマリアを、人々を助けてくださるのである。墓に来た女性たちはイエスのお世話をするつもりだったのだが、真実は、彼女たちがイエスによって、神によって助け支えられていくのである。そのことを勘違いする者は多い。でも主は、人々のその思い違いを正しつつ、この幸いを用意して下っている。
 
 ヨハネ　20:17
 
　イエスが告げたことは、御使いたちの言葉、あるいはイエスが女性たちに告げた言葉と同じである。イエスの復活を知らせ、だからこそ、嘆きの中に落ちているのではなくて、立ち上がれということである。ガリラヤで会おう、という話は出てきていないことについては、その言葉があったのは事実であるし、その場の弟子たちには何の違和感もなく受け止められていたものの、後の人々が、その意図を取り違えることがあって、復活したイエスとの再会はガリラヤだ、と告げられたのだと思い込んだからかもしれない。ヨハネとしては、他の福音書を読んだ人々の反応も考慮しながら書き記すことができる時間的隔たりがある。
 
 ヨハネ　20:17
 
　イエスがマリアに、すがりつくことを禁じたことは、昔から様々に言われている。父のもとに上っていない、という理由が告げられているので、昇天前の状態では、女性と接するのは適さない、という意味だと考えられることも多い。だが、マタイでは女性たちとの接触が記されているし、女性だから男性だからという区別も奇妙であるし、もともと、昇天する前の状態に何らかの制約があると考えるのも変な話である。イエスはむしろ、復活後の姿、昇天前の姿が、ごく普通の身体と同類であることを意図的に示しておられる（魚を食べたり）。とすればこの言葉は、マリアに対して、この場所で感涙している場合ではないこと、あなたにはなすべき務めがあることを告げているものと考えるのが適している。
 
 ヨハネ　20:17
 
　なお、世間のくだらない話には、マグダラのマリアをイエスと特別な関係にあったと噂するものもあるが、聖書からすればそれは全くの愚劣なものにすぎない。聖書にはその可能性を示唆するものは何一つない。そう言えば、何かの小説には、ダ・ヴィンチの最後の晩餐でイエスのそばにいるヨハネのことを、あれはマグダラのマリアであると書いているものがあったが、そんなことがあるはずもなく、だとしたらヨハネはどこに行ってしまったのか、という話にもなる。すでに述べたように、ここにあるマリアに対する対応は、他の弟子たちへの関わり方と基本として同じであり、何も特別な要素は含まれていない。
 
 ヨハネ　20:18
 
　マリアは、イエスの指示通りに、自分の使命を果たした。つまり、弟子たちのところに行って、イエスに会ったこと、復活されたこと、どのような伝言を受けたのかを伝えた。この内容は、他の女性たちが受けたもの、彼女たちの行動と同じである。もっとも、推測するなら、マグダラのマリアの報告は、弟子たちにとってより大きな衝撃だっただろう。最初にマグダラのマリアが走って知らせた時（墓が空だということ）、そのこと自体をどう受け止めて良いのか戸惑うばかりの弟子たちで、ペテロとヨハネですら、空だと確認したところまでだった。他の女性たちは復活を知らせたが、弟子たちはたわごとだと信じなかった。前後してペテロたちが戻ってきたけれど、空だと確認したとの報告なので、たわごと説が加速したとも考えられる。そこにマグダラのマリアが戻ってきて、再び、復活の主に会ったとの知らせが届いた。弟子たちはまだ信じていない。それは夕方まで続く。でも、繰り返し寄せられる知らせ、しかもそれらは皆、イエスの指示だとの話で、徐々に弟子たちの心に、もしかすると、という思いが形成されていったことだろう。このようにして繰り返し知らせるという手法は、一般的にも意義のあるものだ。
 
 ヨハネ　20:18
 
　その後のマリアについて聖書は何も語らないのだが、おそらく彼女は弟子たちのところに一緒に居続けて、この後がどうなるのかを見守っていたことだろう。それは他の女性たちも同様だったと考えられる。男の弟子たちを説得することはできなかった。でも、彼女たちは託された使命は果たした。だから、その先は神ご自身が何とかなさるだろうと、待つことにしたに違いない。待つ時間はそれほど長くはない。その晩にはすぐに、イエスご自身が乗り込んできてくださったのだから。弟子たちはきっと彼女たちに頭を下げただろう。たわ言などと思ってしまって済まない、というようにして。でもそれは、喜びと笑いの中でのことだったに違いない。
 
 ヨハネ　20:19-23
 
　イエスとしては予定していた行動だろうと思う。弟子たちが朝の知らせを全く受け止められていないことについては残念だったろうが、それが人の現実だということは把握されていたはずだ。信じられずにいた弟子たちへの叱責は出ていない。そんなことよりも、ご自身の復活を明示して、そしてこのことが人々にとって大切な力になることを、指し示して行かれている。この歓喜に立ち会いたかったと思う人は多いかもしれない。だが、その前にはあれだけの絶望があったことを思うと、いやいや、最初からイエスの復活を聞いているほうが、十字架の出来事を読む際にもずっと楽である。それに、歓喜と言うなら、ここに救い主がおられる、ということをはっきり分かった時というものは多くの人が経験しているわけで（幼い頃から知られていて、転換点を覚えていない場合はともかく）、その歓喜は彼らと同様に、十分に幸いなものであろうと思う。
 
 ヨハネ　20:19
 
　弟子たちは朝から復活の知らせを耳にしていた。ペテロも会っている。それでも彼らはユダヤ人を恐れていた。これを責めても仕方がない。人の現実である。そして、この事態を動かしてくださるのは、やはり神ご自身であり、それ以外にはない。この記述は、鍵がかけてあったのにイエスが現れた、というところに焦点があると考えて良い。イエスがどうやって姿を現したのかは、それはまあ、扉を開けて入ってきた、ということでも構わないのだが（突然姿を現したのかどうかは、この記述では限定できない）、鍵が開いたのか、それとも鍵が閉じたままで入ってこられたのか、どちらであったにしても、弟子たちの驚愕にはつながる。ちなみに使徒12章のペテロは、鍵がするすると開いたという様子に見える。
 
 ヨハネ　20:19-20
 
　平安があなたがたにあるように、は、ここでは三度繰り返されている。イエスの、神の意図が、弟子たちにに平安をもたらすことであるのがはっきりと示されている。キリストの復活は、不信仰な者たちへの叱責ではなく、彼らを慰め、励まし、前へ進む力を与えるもの、であるのだ。手と脇腹は、この後のトマスの時に関してよく知られているが、トマスがあんなことを言い出した理由は、他の弟子たちもそれを確認していたから、であることは覚えておきたい。決してひどいことを言い出したのではない。その意図は、イエスが本物であること、十字架で死んでよみがえったのだということを明らかにするため、である。
 
 ヨハネ　20:21-23
 
　復活されたイエスが弟子たちに会ったのには意図があったのだと書き記されている。弟子たちがこの出来事を人々に知らせること、である。そうすることによって人々にもこのいのちが届けられていく、それが神の意図、計画であることが分かる。イエスはかつて弟子たちを町々に派遣したことがあった。あれは予行練習のようなものと言える。あの出来事では、真の信仰者たちが出てきたわけではないけれど、これからの活動の結果は驚くほどの変化をもたらしている。あの時はキリストへの関心を呼び覚ますのがせいぜい、でも今度は、人々のうちに確かな救いといのちをもたらすものとなっている。この変化は、使徒の働きを見ると、それ以前の活動との違いがよく分かる。
 
 ヨハネ　20:23
 
　弟子たちの活動がもたらす結果の違いは、この言葉にその様子が見える。これは別段、弟子たちが特別な権能を持っているということではない。マタイ16:19でも似たようなことが語られているが、赦しの権威そのものは神にこそある。だが、その約束を弟子たちが届けていくということにおいて、彼らはまさに、人々の救いに関して大きな役目を果たしていくのである。
 
 ヨハネ　20:23
 
　なお、弟子たちがその役目を果たさず、伝えなかったとしたら、その時は神は別の方法を用いられたことだろう。人々が語らないのであれば石が叫ぶ（ルカ19:40）とも語られているのだから。ただ、このことを中世・近世ヨーロッパの状況にそのまま当てはめるべきかどうかは、よくよく検討すべきかもしれない。とりわけプロテスタントは、始まってからかなり長い期間、いわゆる世界宣教には出ていかなかった。カトリックではザビエルのように出掛けて行っていたのに、である。単純化して、神は別の誰かを用いると言ってしまうのは拙速に過ぎるけれど、ただ、それだけの役目を託されているのだという点は、重視すべきであろう。<br /><br />
 
 ヨハネ　20:22
 
　聖霊を受けなさい、という言葉が復活の後で語られているのはここだけである（マタイやマルコの記述は少ないのだが）。ヨハネがずっと後でこの出来事を記録し直していることは関係すると考えて良いだろう。イエスの復活そのものは、すでにクリスチャンたちの間に知られていた。信じてもいたはずだ。そして、各地への伝道活動もなされていた。物事は、まさにイエスが語られたとおりになっている。人々はその結果を確かに見ている。だからこそ、事柄は人々の頑張りによって成し遂げられているのではなく、神の御業に拠っているのだということを、強く意識させる必要があったのだと考えられる。そう、一切は聖霊によって、神によって成し遂げられていることであるのだ。
 
 ヨハネ　20:24-29
 
　トマスは、決して後ろ向きの人ではない。11:16では、イエスが危険な状況にあえて進もうとなさった時、どこまでもついて行くぞと決意を表したこともある。その思いは、十二弟子の誰にも引けを取らないものである。ただ、イエスに対する思いが強かったからこそ、であろうか。復活の知らせを聞いても、なかなか信じられなかった。トマスだけが、ではない。他の弟子も同じで、彼らもまた、自分の目で見るまでは信じられなかったのだ。だから彼を否定的に見る必要はない。ただ、そのトマスの姿を語ることによって、ヨハネは大事なことを指し示そうとしているのだと、そのことを受け止めるのがふさわしい読み方である。
 
 ヨハネ　20:24
 
　トマスが一緒にいなかったことが、この事態を招いたのは明らかである。だから26節では一緒にいたことが書き記されている。いなかった理由は不明で、何かよろしくない理由ではなかったのだろう。何も書いていない。たまたまとも言える。でもそれが、大きな影響をもたらすこともある。神のことについて、たまたまタイミングが、というのはあり得る。そのこと自体は良いも悪いもない。でも結果は大きい。だとしたら、できるときにはためらっていないで是非、であるし、また、たとえタイミングを逃したとしても、それでもなお必要であるならば取り組む、という意識は重要であろう。タイミングは有用だけれど、欠かせないものではない。そこを見誤ると、自分自身が損害を受ける。
 
 ヨハネ　20:25
 
　トマスの言い分は、20節によるものだろう。つまり、他の弟子たちはイエスの手と脇腹を確認したのだ。だったら自分も、と思うのは何も不思議ではないので、この主張を不遜だと考える必要はない。ただ、望ましいのは、トマスのようにではなく、もっと積極的にでありたい。つまり、「どうか私にも手と脇腹を指し示してください」と願えば良いのだ。イエスは喜んで応じてくださる。人間には理解しがたいことはある。それを無視して、黙って受け入れろ、と告げられるのではなく、必要があるなら神に求めよ、というのが、神がなさっている行動である。
 
 ヨハネ　20:26-27
 
　再度の訪問は、この書き方からすれば明らかに、トマスのため、である。トマスのことがなくてもイエスは来られただろうとも思うし、皆が十分に信じていても、それでもイエスはおいでになっただろう。でも、これは確かにトマスのためである。信じない者は仕方ない、ではなくて、どこまでも追いかけてこられのが神の業である。人にそれができるかどうかは別の話だ。神のこのあわれみこそ、救い実現の要であることを思う。主は追いかけてきてくださる方、である。
 
 ヨハネ　20:26
 
　再び、扉には鍵がかけられていたとある。イエスの復活と、祭司長たちを恐れる思いとは、別の話ということになる。いや、使徒の働きに入ると様子が一変するので、この時点ではまだ、と言うべきか。イースターは画期的な出来事だが、それが起こったというだけで人々が刷新されるわけではない。神が与えてくださるいのちも、もらったからそれで完結ではなく、そのいのちを一歩ずつ歩んでいくものだ。そういえば神の御心は、人々が神と共に歩んでいくことであり、信じました、救いました、それで終了、ゴール、ではない。
 
 ヨハネ　20:27
 
　イエスのこの呼びかけは、決してトマスの愚かさをあざ笑っているのではない。すでに述べたように、手と脇腹は、他の弟子たちも確認したのであって、トマスにも同様にと呼びかけているだけのことだ。それ以上に、受け止められずにいるトマスに対しての、何としても彼を取りこぼすことがないようにという切なる思いをこそ見出すことができる。主は、人々が信じられるためなら何でもなさる、というのが聖書全体の基本である。信じられない方が悪い、という論理は、神ご自身にはないと言えるだろう。
 
 ヨハネ　20:27-28
 
　トマスは本当のところ、どう思っていたのだろうかと考えてしまう。この記事は、その場にいた記者が自分の目に見える限りを精一杯記録した、というようなものではない。この件について、ヨハネはトマスと以降も十分に語り合う機会があったはずで、その情報が反映されているはずである。本当に信じられるはずがないと確信していたのか、それとも、自分だけ見ていない、その中で不安が募り、信じられないと言い張ってはみたものの、あるいはそうなのかもしれないと思ってはいたのか。この箇所には、その見極めができるような表現は見当たらない。とすれば、重視されているのはトマスがどうかではなく、そうやって戸惑う者たちに対して主がどれほど切々と向き合ってくださっていたのか、を示すことにあったのだと言えるだろう。
 
 ヨハネ　20:28
 
　トマスのこの言葉は、とても印象的に書き記されている。物事の詳細をどこまで理解できるか、解明できるかではなく、そこに主であり、神である方がおられて、その方が関わってくださっている、責任を持ってくださっている、そのことが明確になるなら、それで十二分に、ということである。しばしば人類は、この認識を抱かず、自分が神の業のメカニズムを理解できるかどうかを判断基準と主張する。わかり得るはずがないのに、人は神と同等ではないのだから不可能なのに、それなのに、まるで自分が神になったかのように理解を要求し、自分の理解できないことは存在しないことなのだといって否定する。人間同士ですらそんな対応はしないのに、神に対してはそれをしている。トマスは違う。彼は復活のメカニズムを理解したわけではなく、そんな馬鹿なことが、の認識は何も変化していない。でも、そこに確かに主がおられると知ったとき、それ以上は何もいらない、のであった。
 
 ヨハネ　20:29
 
　イエスのこの言葉を見ると、その場にいなかったトマスのことを、意義深い先例として期待していたのだなということが分かる。見ないで信じないのはだめだ、という論理は成り立たない。他の弟子たちも見て信じたのである。だが、この時代の後に歩む人々は、それこそ見ないで信じていくことになる。イエスの姿も見ていない。その声も聞いていない。十字架で死なれるイエスも、復活されたイエスも見ていない。現代の私たちも、である。でも、主に導かれてこの信仰に至っている。見て信じるのもよい。だが、見ないで信じるとは、見ている人たち以上に神の主権を信頼する姿勢からの歩みでもある。自分たちの把握を超えたところでの主への信頼である。トマスはその最初の人になり得るところだった。あいにくそうはならず、でも、だからといって彼が劣っているということではない。残念、ではあるけれども。
 
 ヨハネ　20:29
 
　このように言われているけれど、見ないで信じることができたら、トマスはイエスに会う機会を持ち得なかったわけではない。イエスはこの後もしばらく弟子たちと時を過ごしておられ、見ないで信じたトマスだとしても、当然にそこに一緒にいる。イエスに会いたい、イエスと接したいという願いそのものはそれで良いのであって、ただ、その信仰の出発点において、自分が見るか見ないかで決めるのか、それとも、神の御業を受け止めていくのか、どちらから始めて行くのかの違い、である。信仰に関する神のなさり方は、かなり幅広く、多種多様である。これこれの方式以外は認めません、などという部類のものではない。
 
 ヨハネ　20:30-31
 
　この部分の印象からすると、ヨハネはここでいったん、話を終えようとしたのかな、というふうに見える。現代のようにパソコンで書いたりするのなら、書き続けることにした段階で変更したかもしれないが、当時としては、いやいや、20世紀終わりまでは、そんな書き方はしない。書いてある内容が間違っていなければ、そのまま残して話を続けるのが、ごく一般的な書き方というものであろう。出も、おかげでこの印象深いヨハネの述懐を見ることができた。
 
 ヨハネ　20:30-31
 
　当たり前のことが書いてあるのではある。我々の一日の暮らしだって、その全てを克明に書き記そうとしたら膨大な分量になる。イエスのなさったことのすべてが書いていないのは、しごく当然ではある。その上でヨハネとしては、自分が受けて来た主の幸いがあふれるほどあるということを告げたかったのだろうと推測できる。もっとも、これが神の言葉である以上は、書いていないことに実は重要なことがあるのでは、という考え方は適さない。すべてが書いてはいないけれど、でも、神は伝えたいと思われたことは書き記させているのだ。それこそ、人々が主を信じていのちを得るために必要なことは示されている。それで良い、ということである。聖書に書かれていないイエスのことを知りたいと願うのは良いけれど、それらのことは信仰の核心には関わりがないと一線を引いておくべきだろう。私たちは、一連の出来事を探索しているのではなく、神の呼びかけを受け止めているのだから。
 
 ヨハネ　20:31
 
　それにしても、この福音書の目的が、人々に救いがもたらされため、であることはしっかり意識しておきたい。それはこの書のというだけでなく、神ご自身が切に求めておられること、である。神が世界の始まりについて語るのも、旧約に見られるように人々の愚かさと悪を語るのも、そのことによって人々が神を知り、その恵みを知り、救いの存在を知り、それを受け取っていくため、である。そのために必要なことを神は語られ、語らなくても足りることについては何も告げない場合もいくらでもある、のだ。私たちとしては、神のこの切なる思い入れを、ありがたく受け止めていきたい。
 
 ヨハネ　21:1-3
 
　この印象深い出来事を、他の福音書では記していない。弟子たちとイエスとの親密な情景であるので、イエスは神の御子キリストであることを指し示すのを目的とした各書では、あえて記録しなくても良いと判断されたのだろう。使徒の働きも、パウロの死を書き記さず、はるか手前の手頃で終わりにしている。それぞれには意図があり、それに合わせた必要があるのだ。一方、ヨハネはすでに公開されている福音書があることを前提に、独自の視点で書く自由を駆使している。その違いと認識するのが妥当である。
 
 ヨハネ　21:1-3
 
　ガリラヤ湖での再会である。おそらくこれが、墓で御使いたちが告げた「ガリラヤで会おう」の場面なのだと推測する。確定しえる記述は何もないけれども。イエス復活については、エルサレムですでに明らかにされている。第一コリント15:6の場面がエルサレム郊外なのか、ガリラヤなのかは分からないが、いずれにしてもこの出来事の後だろう。弟子たちは、イエス復活を喜んでいたが、ここから先、どうすれば良いのかについてはまだ漠然としていた模様だ。それがこの動きの背景にある。神を信じ、神と共にいることを喜んでいるのと、それではどう生きるのかを見出しているかどうかは、別の話である。この信仰が、人の側の悟り、開明ではないからでもある。
 
 ヨハネ　21:1-3
 
　イエスの指示を受けてガリラヤに戻ったものの、何をどうすれば良いか、そこが全く見えていない弟子たちは、手持ち無沙汰のまま、昔取った杵柄で、とりあえず漁に出てみよう、となった。弟子であることをやめるとか、この活動に失望したとかではなくて、単純に、ほかにすることが見つかっていなかったから、である。その行動について、何らか、否定的な評価は全く見出されない。専念という観念があり、信仰に関してはそれがすべてというふうに見られがちだが、聖書はそのようには扱っていない。神の前に生きるとは、実に多方面の事柄が関わってくるのである。
 
 ヨハネ　21:3-6
 
　この出来事は、あきらかに、ペテロたちがイエスに付き従うことにした、あのスタートの時を意識させる。ヨハネ1章に書いてある出会いの場面ではなく、人間を取る漁師に、と告げられた時のものだ。彼らは再び、自分たちが主なる神である方の前にいることを、強く指し示される。そのことが人の信仰にとって、この歩みにとって、欠かせない土台であるからだ。人間自身の信念、頑張りがことを成り立たせているなら、相手が誰であってもさほどの影響はないかも知れない。でもこの信仰はひたすら神に拠り頼む。だからこそ、その相手を知ることは重視されていく。
 
 ヨハネ　21:4
 
　岸に立つのがイエスだと分からなかったのは、単に夜明け直前の視界の悪さによる。イエスが変貌していたとか、そういう話に持っていく必要はない。ただ、弟子たちとしては、後々、気づかなかったことに恥じ入っていただろうし（私たちも、夜だろうが何だろうが、家族を見分けられなかったらショックである）、それがこういう書き方になっている。でも、この出来事で重要なのはそこではない。
 
 ヨハネ　21:4-6
 
　イエスは明らかに、あの時の出来事を再現しておられる。世の間ずっと漁をしていて、でも、何も捕れなかったのである。ペテロたちはプロの漁師であり、それは恥じ入ること、悔しいこと、あり得ないことである。そして、こうなったからには、ここから先はもう何も捕れないというのも、常識でしかなかった。だが、指示通りにしてみたら、大量の魚が捕れたのである。その結果は、明らかに、指示を出した存在の偉大さを示すものである。この世の常識、当たり前の動きを越えて事をなす、そういう神の特別な業である。
 
 ヨハネ　21:4-6
 
　奇跡について、信仰にとっては不要と考える人もある。たくさんの魚が捕れるかどうかは、私たちの救いには直接関わりがなく、一杯の魚に驚いて信じるというのはどうも、と考えるのも分かる。だが、奇跡が指し示されるのには意味がある。それは、神にはこの世の常識を越えて事を動かす力があることを、人々に指し示すことになるからだ。魚はどうでもよい。大型漁船で、現代の仕掛けを使えば、もっと大量の魚を捕ることもできるだろう。重要なのは、神は人の常識を越える、という点である。だからこそ神は罪人を救うことができる。神の敵を救うことができる。そのために御子を犠牲にすることができる。そして、死すべき者にいのちを与えることができる。神は不可能を成し遂げることができる。人々は奇跡を見て、そのことを知る。それゆえに聖書は、たくさんの奇跡を指し示す。
 
 ヨハネ　21:7
 
　大量の魚が捕れて、それで弟子たちは気づいたのである。岸にいるのが、指示をしたのがイエスであることを。それは、かつての出来事の記憶が助けてくれたのに違いない。興味深いのはペテロが岸に向かって飛び込んだことである。イエスのもとへと一目散に、ということだ。かつての時、ペテロは驚愕して言った。「私から離れて下さい」と。今度は違う。自分のほうからイエスのもとへ向かった。離れるのではなく、近づくために。それができる方、ただ偉大な存在というだけではない方、自分たちを助けてくださる方、救い主ということの意味を、ペテロは確かにわかるようになっている。それは大いなる喜びであっただろう。
 
 ヨハネ　21:6-8
 
　さっさとイエスのもとへ飛んでいったペテロ。置き去りにされたほかの弟子たちは、引き上げることもできないほどの魚と共に残されて、呆然としただろう。でも、ペテロらしいとも言えるし、それに、理由は自分たちにとっても多いなる喜びである。ついでに言えば、せっかくイエスが与えてくれた魚を、そのまま放り出すことはできないとも考えたのだろうし。だから、いつも以上に苦労をしながら、彼らはちゃんと魚を岸まで持ち帰ったのである。ペテロの猪突も素敵だが、この仲間たちの堅実さもまた意義深い。自分ならどちら、と考えてみるのも良いだろうが。
 
 ヨハネ　21:8
 
　内容には関わりない話だが、200ペキスと訳してある。翻訳の方針なのだろうし、正確さを重視したのだろうが、私の感覚としては欄外にあるように約90メートルと書いてくれた方がいいかな、とは思う。読み手は聖書を分析するわけでも、研究目的で読んでいるわけでもなく、これによって神の呼びかけを受け止めるためである。それなら、概数になったとしてもやはり、パッと分かるほうがいいかなと、私は思う。
 
 ヨハネ　21:9-14
 
　イエスはよく弟子たちと食事をしておられるが、朝食というのは、聖書では初めてではないか。むろん、あっただろうが。でも、印象としては、ゆっくりと朝の食事を取るような余裕は、十字架までの間で、存在しなかったのではないかと思う。完了した（19:30）との言葉の通り、救い主としての業、なすべきことは終わっている。そして弟子たちはまだ始動しない。だから、この時間がある。それを無駄だとか、さっさと先に、とはしていないことは、神の意図されるあり方、生き方を考えるうえで、とても意義深いと思わせられる。人は、私たちは、走りすぎであるのかもしれない。
 
 ヨハネ　21:9-13
 
　朝食は、イエスが用意してくれている。パンも魚も、そして炭火も。焚き火ではなく炭火のようで、そこからも、十分に準備されたのだな、と言うことが分かる。それだけでも十分だったろうが、弟子たちが取ってきた魚も加えるようにと告げられる。この食事はイエスが整えてくれたものであり、イエスが主人役であるが、同時にそれは弟子たちも共に、であって、ただのお客さんではなく、主体的に参加するものということになる。それが、神が意図しておられる、人が神と共に歩むあり方なのだなと痛感する。
 
 ヨハネ　21:12
 
　この言い回しは、ヨハネがこれを書いている時代に、人々が関心を示したからではないかと思う。つまり、どの時点でそれがイエス様だと分かったのですか、と聞きたがったと。書かれているままに読むなら、最初は分からなかった。でも、声をかけられて気づいた。だからそれ以降は、弟子たちとしては改めて本当にイエスかどうかなど、確認する必要性もなかった、ということだろう。それにこれは、復活後最初の出会いではない。ヨハネとしてはこんな思いだったのかもしれない。あの最初の時は、自分たちの前にいる人が何ものか分かっていなかった。今はその点は分かっている、でも、似たようにして出会わせていただいている、それは、今回は最初はイエスを視認できず、そのことがあの最初の時のような驚きを再び、であったのだと、そういう対比ではないか。なかなか粋な言い回しである。
 
 ヨハネ　21:13
 
　これを聖餐式と結びつける必要はない。が、一方で、これがごく普通の親しい食事の光景であり、それを模したものとして聖餐式が定められているのは印象深い。あれは大切な儀式であり、キリストの十字架の贖いを示すものであるのと共に、神が人々と共に歩んでくださる、その幸い、暖かさ、親しさをも思い出させるものであるのだ。これこそ至福であろう。
 
 ヨハネ　21:14
 
　三度目、ということは、イースター当日、一週間後、そしてガリラヤ湖で、ということになる。この後はもっと頻繁に、あるいは継続的に過ごされていたようでもあるのだが、当初は、弟子たちが事の次第をしっかり受け止められるようにということなのだろう、ゆっくり進めておられるようだ。昇天は近づいているので、少しでも早く、少しでも多く、とも考えたくなるのだけれど、知識は後で聖霊が示すこともできる。それよりも弟子たちの状態を見守り、励まし、支えることを意図されていたのだな、とわかる。
 
 ヨハネ　21:15-17
 
　これは明らかに、ペテロが三度、イエスを知らないと言った、そのことに関係する。三度、知らないと言ったので、三度、愛していますと言わせる。それはイエスのペテロに対する愛情である。厳しい記憶を、幸いな記憶で上塗りしようということだ。むろんペテロはそれを忘れはしなかっただろうが、でも、これ以降のペテロには、そのことへの言及はない。パウロは自らの以前を語り、そこからの回復を神の救いの実例として告げているけれど、ペテロはそのようにしないで、今、神にあって生かされていることの幸いをかみしめていれば十分と、それはつまり、神の赦しの確実さを指し示すものでもある。
 
 ヨハネ　21:15-16
 
　やりとりはまっすぐに核心を突いている。イエスを愛しているのかと問うのは、主を信頼し、主に期待し、この方こそ我が救い主と告白し、それゆえにこそ救いを確信して向き合う、ということだ。それゆえ、大きな過ちを犯したペテロもまた、本気でそのように言うことができた。自分の足りなさ、問題は分かっている。それでもなお、あなたを助けてあげると言って下さる神がおられるのだから、それを否定するなどありえない。彼の答えは、はい、しかありえない。
 
 ヨハネ　21:15
 
　この人たち以上に、とイエスは言った。ペテロが何度も、この人たち以上に、と言い張っていたからである。本来は何の意味もない比較だ。もし願うのだとしたら、この人たちも、自分も、皆で共に主の元を歩きたい、であろう。どっちかより上とか下とか、その必要は皆無である。ペテロ派もちろんその言葉の意図を悟る。なおさらのこと、うつむかざるを得ない。あれだけ言っていたのに否定した自分である。それでも、この場である。そこはイエスが用意して、迎え入れてくれた場所。ペテロが一目散に駆けつけたのを受け止めて下さった主である。だからこそ、こんな自分と知りつつも、ペテロは言える。「あなたはご存じです」と。
 
 ヨハネ　21:15
 
　愛しています、と胸を張って言うのが、これまでのペテロである。それも正しい、それも必要。分かっていても、今のペテロにはそんな言い方はできない。だから、あなたがご存じです、としか言えない。否定しているのではない。曖昧なのでもない。心から、本気で、確実に愛している、それでもなお、自分からは言えない。ただ、それを主は十分にご存じと確信し、だから「もちろん愛していますよ」などと言わずとも良い。これもまた、主との信頼のゆえである。もし、イエスが受け止めてくれているかどうかに不安があったら、こんな言い方はできない。断固として語り、私の愛を認めて下さい、と言わないわけにはいかない。この言い方もまた、関係の確かさを指し示している。
 
 ヨハネ　21:15
 
　わたしの羊を飼え、とはつまり、羊の世話を任せたということである。かつては、人間を取る漁師に、と告げたけれど、今度は、人々の世話を、となっている。ルカ22:32でも、人々を力づけてやりなさい、と言われていた。これを権威とか地位の付与として考える必要はない。役割、これからなすべきことを示したのだ。愛されている者、赦されている者としての歩みを、である。なお、子羊、羊、と言い換えていることに特別な意味を見出す必要はないだろう、と思う。印象深くするために言い換えるのはよくあることだ。その違いはここでの語りに影響が見えていないのだから。
 
 ヨハネ　21:15
 
　飼う、牧す、という言い換えも、ようするに同じことである。人々が神の前を歩んでいくために、そのために助けていくのが羊飼いの役割である。まことの羊飼いは羊を救うためにいのちを捨てたが、それは救い主の業であり、ペテロの役割ではない。贖いの代価にはなれない。でも、だからこそ、人々を世話していくことは重要である。そしてイエス自身はまもなく昇天し、人々と身近に接することはなくなる。だとすれば、牧者の役割は重要だ。14:12の「さらに大きな業」には、このことも含まれていたのかもしれない。
 
 ヨハネ　21:15-17
 
　この箇所の「愛する」という用語が異なることはよく知られているが、その違いを訳出しないことを選択する翻訳もあるし、新改訳のように欄外に明示しつつも本文では「愛する」という言葉を用いるのみで言い分けてはいない、というものもある。英語では、少し違った言い回しを使うものもあるが、同じ用語を当てはめるだけのものもある。ギリシア語では異なる単語なのに、不思議なことだ。同じ用語に訳されているということは、その違いをさほど意識しなくてもよい、というのが言語学者の認識ということなのだろう。2000年後の世界に生きる私たちは、用語が違うなら異質の意図が込められているのではと考えるのだが、でも、アクセントのようにして言い換えている場合だってあり得て、誇張して受け取ってしまうのもまた警戒すべきではある。
 
 ヨハネ　21:15-17
 
　述べたように、言い換えを誇張しすぎない方が良いのだが、それを意識しつつもあえて考えるなら、あるいは、用語の違いだけでなく、この時のペテロの意識を踏まえつつ言うなら、次のようにも考えられる。イエスの問いは、彼らの間でいつも用いられていた愛するという言葉、それは感情に影響されるものではなく、決意表明でもあるのだが、確かに、イエスに対する信仰は決意である。いや、何であれ、何かを信頼し、何かに期待するというのは決意である。橋が崩れずに渡れると信頼するのもまた同様に。だからその言い方はごく自然なものだ。だがペテロは自らの決意表明に自信を失っている。彼は愛すると言ったのに、命をかけると言ったのに、それは崩れた。これが人の現実であり、限界である。イエスはそれを承知の上で問いかけている。
 
 ヨハネ　21:15-17
 
　決意表明などはできないペテロは、当時の社会でよく使われている言い方、愛します、ではなく、愛さずにはいられないという、世の中で一般的に見られる表現を用いた。いや、それが神に対する姿勢としては当たり前で、「私が愛します」よりも「神を慕い求めています」のほうが、人の本来の立ち位置からすればふさわしい。ただし神はそんな人間たちに「愛します」と胸張って言えるようにしてくださっているのだが。ともかく、任せてくださいと胸張っていたペテロは、改めて、神の前にただ自らを置くのみという、そんな姿を示している。それは、彼が改めて主のもとに歩んでいく上では、大事なことであった。そう、主が三度も問いかけたのは、彼の決意を確認するのではなく、神の前に生かしていただいている自分ということを確かめ直させるため、それこそがペテロに必要なことだった。
 
 ヨハネ　21:15-17
 
　このやりとりで重要なのは、愛するをどういう言い方にしたかではなく、「愛します」と言わず、「ご存じです」としているところである。どのレベルにしても、ペテロとしては、これが私の心の内です、などと言い切れるものがない。彼が言うのは、自分としては何の自信も何もないけれども、でも主は自分の内の一切をご存じでいてくださって、だから判断も評価も、一切をお任せしますということである。不安かもしれないが、でもそれこそが神の前に立つ際には重要なことである。詩篇139に一切をご存じの神ということが歌われている。ごまかせない、隠せない恐れもあるけれども、それ以上にこのことは、全てを分かっていて、そんなものを受け止めてくださっている神であることへの安堵、感謝、喜びであろう。人は間違いを犯す。してはならないのだが、でもそれがある。隠すのか、ごまかすのか、それとも、そういう者だと分かっていてなお顧みてくださっている神に、全てを委ねていくのか。これはもはや自白ですらない。委ね直すあり方なのだ。
 
 ヨハネ　21:18-19
 
　私に従え、との呼びかけに、もちろんペテロは応ずる。イエスはだからこそ、彼に改めて警告を発する。ペテロの最期は厳しいものになるからだ。この言葉の通り、ペテロは殉教したと伝えられている。もっともこの言い方は単なる予告ではなく、自分の頑張りで動こうとするペテロに、それでは済まないことがあるのだと呼びかけるものでもあろう。十字架の時も、自分の頑張りではどうにもならなかった。これからもそれはある。その時どうするか。再び自分の頑張りに拠り頼んで、そして崩れるのか。それとも、崩れていく中で神に拠り頼むのか。それは日々の歩みの中でも問い質され続けていることであろう。
 
 ヨハネ　21:20-22
 
　ペテロがヨハネのことを気にしたのはなぜか。「この人たち以上に」（15）からすれば、自分の最期については覚悟をしたものの、そばにいたヨハネはどうなるのかと気になった、ようにも見える。もっともそれが、ヨハネを気にしたのか、他の弟子たちはということを思って、たまたまヨハネがそばにいたということなのかは、書かれていることだけではわかり得ない。わかり得ないということは、神はその点を示す気がなかったということであり、それはつまり気にしなくてもいいということになる。聖書を読みつつ様々推測するのは自然なことではあるが、読み込みすぎには気をつけた方がいい。
 
 ヨハネ　21:20-22
 
　自分の最期が語られた際に他の人の事を気にする、というのは、一般的な流れとしては、「何で自分だけが殉教するのか」という思いになったため、というふうになりそうだ。ヨハネは特別扱いなのか、とか、あるいは、他の弟子も同様だと語られたら安堵するとか。でも、ここに至ってペテロがそういう思いであるとは考えにくい。しかも、この福音書はもう終わる。ペテロについて語る最後の印象が、そんなイライラした様子、というのはありそうにはない。ペテロが他の弟子たちのことを案じた可能性はある。羊を飼えと言われたのだから、大事に思っての問いかけ、とも。そうであるなら、この箇所には似つかわしいようにも思う。
 
 ヨハネ　21:20-22
 
　とはいえ、やはり、ペテロの思惑がどこにあったのかは、語られている限りでははっきりはしない。だから、告げられている二つのことに注目するのがいい。その一つが、「他の人はどうであっても、あなたはあなた」とイエスが告げられたことだ。無関心ということではなく、世話をせよと告げられているのだから責任もある。それでもなお、まずは自分自身が神の前に立ち、そして、神の助けを与えられて歩んでいく。その点を明確にしていかないと、人を思うこともできなくなる。個人主義ということではなくて、この自分が神に顧みていただいて、いのちを与えられてここにいるのだという、その点をしっかり確かめていくことの必要性が指し示されているのだと理解したい。それは言い換えれば、神はペテロを、彼自身を大事に思い、注視しておられるということだ。他の人がどうであっても、と。ありがたいことである。
 
 ヨハネ　21:20-23
 
　もう一つの点は、ヨハネ自身が、この書を終えるに当たって、愚かしい噂話にし終止符を打っておく必要を考えた、ということがある。イエスの言葉は単なるたとえに過ぎないのだが、人は勝手に思惑を広げる。しかもヨハネは長生きしていた。すでに他の弟子たちは誰もいない。それで、伝説のような存在として扱われていたということである。この状況は望ましくないし、この福音書が人々に受け止められていくためにもマイナスである。それだから、このようにして懸念を払拭しておこう、ということである。そのことがヨハネの意図にあったのは明らかで、だとすると、ペテロの話はむしろ、そのための素材として登場しているとも言える。愚かな噂話は実にやっかいなものである。
 
 ヨハネ　21:20-23
 
　ただ、ペテロの心の内がどうであれ、しばしば人は、他の人の事を意識して、自分と比べて、というふうにする。それが、せっかくのよき思いを混乱させたり、悪影響をもたらす場合もある。であれば、このときのペテロの、あるいはヨハネの状況がどうであるとしても、私たちの側としては、そういう比較だの、分別だのに心を奪われたりしないようにと、そのことを心がけておくのは意義がある。それは聖書全体の意識にも大いにつながっているのだから。
 
 ヨハネ　21:24
 
　福音書は、手紙とは違って、誰が書いたのかについて署名のようなものは出てこない。ルカ福音書の場合は、使徒の働きとの関連からも、ルカが書いたのだぞということが明示されているに等しいけれど、マタイ、マルコは、他の人が書いたとしても内容が変化することはないだろう。このヨハネ福音書の場合は、他よりもずっと後で書かれていること、ルカなどのように後から確認、調査してまとめたのではなくて、その場にいた者としての視点で書かれているあたりが特徴的である。そしてここには書き手の正体が示されている。ヨハネという名前が出ていないのであれこれと論議されることもあるが、こういうふうに紹介され得る人となれば、ヨハネを置いてほかにはいない。
 
 ヨハネ　21:24
 
　ここには「私たちは」と書いてある。ということは、この部分はヨハネ本人の言葉ではなく、周りにいた人たちが書き添えたものということになる。ずっと後の加筆と考える必要はない。ヨハネが書いてきて、その最後に、見守ってきた人たちがその内容を確認した、ということで十分である。ヨハネもすでに高齢だから、本人は口述して、それを周りが書き留めてきたということは大いにあり得る。そのときの教会のリーダーたちが、すでにある福音書に加えて流布させるためにも、これは確かにヨハネの証言だと保証した、ということだ。当時の情景が見えるようである。
 
 ヨハネ　21:24
 
　この連載は聖書を読むためのものだから、聖書論に踏み込まなくてもいいのだが、こういう箇所を見ると、神がご自分の言葉として聖書を与えてくださったということの意味合いにも思いは及ぶ。神が語り継げた言葉を書き留めた、というふうだったら、こういう言い方をする必要はないし、それこそヨハネだろうが、誰だろうが、あえて言えばクリスチャンでなくたって全くかまわない。でもそうではなく、人々が精一杯取り組んで書き記していて、それを神がご自身の言葉として責任を持って用いてくださっている、というのが図式である。この言い方もまた、さらに掘り下げるべきものであるけれど、重要なのは、神がこうして人に、この世界に、ご自身の告げようとされていることを示してくださっているという、その幸いであろう。私たちは、神の呼びかけに向き合うことができるのだ。
 
 ヨハネ　21:25
 
　聖書論の話の続きになるけれど、ヨハネとしては、自分はとうてい、キリストのすべてを紹介し切れていないと自覚していて、もったいないな、という思いもあったのだなというのがこの節からわかる。それは当然にその通りである。ただ、神の言葉として言うならば、神はこの聖書で十分と考えられたわけで、それ以外が神の言葉として認定されていくことを拒んでおられるのも重要なことである。もっともヨハネが言いたかったのは分量のこと以上に、自分の語る言葉の限界ということだろう。神のなしてくださった祝福の豊かさを、人の用いる言葉はとうていそのすべてを取り込み得ない。それほどに、神の御業は素晴らしいのだと、最後のところでヨハネはしみじみと感謝し、感動しているのである。
 
 ヨハネ福音書終わり
 
　ヨハネ福音書を読んできました。2022年10月からなので、2年半というところでしょうか。ちょっと長めに、というふうになりそうだ。じっくりとということになりました。この書の特性からするとそれがちょうどよかったかな、とも思っています。いつものように、ちょっと休憩して、5月の連休を終えたあたりから、また新しい書を読んでいきます。次はどうするか。旧約の預言書はほとんど手つかずなので、そのあたりにするかもしれません。
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